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要約
本研究では、全国554ヶ所の児童養護施設の児童指導員と保育士を対象に、施設の職場環境の実態と職員の問題意識

に関する意識調査を実施した。その結果、職員が施設で働く中で感じる過度の不満や負担感とそれに対する対処方法、

働く中で感じるよろこびや充実感について明らかになった。調査結果を踏まえて、今後、施設職員が感じる過度の不満

や負担感を軽減し、子どもに対して常に適切なケアを提供していくために必要な改善点として、①施設職員の労働条件

の改善、②職員研修やスーパービジョン体制の充実、③施設内職員問の良好な人間関係（ネットワーク）の構築が挙

げられた。
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1．研究の目的

近年被虐待児や処遇困難児の施設入所数の増加に伴

い、児童養護施設における子どもの権利擁護のあり方、

処遇実践の質が問われている。入所児童にとって児童養

護施設はどうあるべきなのかという議論が多い中、日々

直接子どもの処遇実践にあたっている職員にとって児童

養護施設がどうあるべきかについては、あまり議論され

てはこなかった。職員が恵まれた職場環境で働くことが

できれば子どもに対してゆとりをもって接することが

でき、子どもにとっても有益であると考える。従って「子

どもにとっての児童養護施設」と同様に「職員の職場環

境としての児童養護施設」についても考えていく必要が

ある。また、児童養護施設が1曼性的なマンパワー不足問

題を抱えていることからも、やはり児童養護施設が求職

者にとって「魅力ある職場」になることは、子どもへの

処遇向上には不可欠であると考える。

そこで本研究では、①児童養護施設職員が不満や負担

感を感じる内容②不満や負担感への対処方法、③今後

不満や負担感を解消するために必要な資源、④児童養護

施設で仕事をする中で感じるよろこびや充実感、につい

て把握し、改善が必要な面についての具体的な解決策を

提言することを目的とした。

皿．研究方法および対象

全国554ヶ所の児童養護施設職員を対象に職場環境に

関する実態調査を実施した。各児童養護施設に質問票を

4通ずつ郵送にて配布。回答対象者を勤務2年目もしく

は3年目の職員4名（児童指導員2名、保育士2名）と

したところ該当する職員がいないという申し出が施設か

ら多数寄せられたため・勤務年数に関係なく児童指導員、

保育士各施設2名ずつを調査対象とした。

調査票は、児童指導員、保育士ともに同一内容とし、

回答後はプライバシー保護のため個別返送とした。調査

時期は平成13年11月から12月である。

皿調査結果

単純集計の結果を表1～表63までに示した。

1．調査票回収状況および回収率

回答があったのは824票（回収率37．2％）ですべて有

効票であった。

2．回答者の所属施設の概要
2・1．施設所在地（表1、2）

北海道・東北地方が95（11．5％）、関東地方が203

（24．6％）、中部地方が144（17．5％）、近畿地方が145

（17。6％）・中国・四国地方が111（13．5％）、九州・沖縄

地方が119（14．4％）、無回答が7（0．8％）であった。

2・2．施設の設置主体（表3）

公立134（16．3％）、私立669（81．2％）、無回答21（2．5％）

であった。

2・3。施設の入所定員および入所児童数（平成13年11

月1日現在）（表4～6）

施設入所定員、入所児童数ともに、40人以上70人未

満に集中した（施設入所定員：423件（51．6％）、入所児

童数：435件（53．0％））。入所児童数が100名を越える

施設は45件（5．5％）であった。平均充足率は92．7％、

最大値は111．4％、最小値は31．4％であった力斗充足率

が80％以上の施設は、全体で700件（84．9％）であった。

2・4．施設形態（表7）

　「大舎制」が430（522％）と最も多く、r中舎制」134

（16．3％）、「小舎制」115（14．0％）、「大舎＋中舎」24（2．9％）、

「大舎＋小舎」52（6．3％）、r中舎＋小舎」32（3．9％）で

あった。

2－5．施設内スーパービジョン体制（表8～12）

まず、施設内でのスーパービジョン体制について、「あ

る」376（45．6％）、rない」427（51．8％）であった。つ

まりおよそ半数強の職員は、スーパービジョンを受ける

ことができずに処遇にあたっていることがわかる。

次に、スーパービジョンが「ある」と回答した者に、

スーパーバイザーは誰かを尋ねたところ、「施設長」が最

も多く193（51．3％）であった。以下、「主任指導員」149

（39，6％）・「主任保育士」83（22．1％）、r外部から招く」

104（27．7％）であった。

厳密に言うと「外部から招く」場合は、スーパービジ

ョンではなくコンサルテーションになるが、本調査では

スーパービジョンの定義を質問文の中で明確に定義しな

かったので、施設において「スーパービジョン」と称し

て実施している内容について回答を得るにとどまった。

スーパービジョンの頻度については、「必要な時に随

時」214（56．9％）が最も多かった。次いで「月に1回」

66（17．6％）、「月に2回」47（12．5％）、r半年に1回」

15（4．0％）、r週に1日」9（2．4％）、r年に1回」9（2．4％〉

であった。

スーパービジョンの形態（個別、グルーフうや内容に

ついては、今後の研究課題である。

2－6．施設の所定労働時間（表13）
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r週40～42時間」が350（42．5％）と最も多く、以下、

r週40時間」282（34．2％）、週42～45時間」52（6．3％）、

r週45時間以上」58（7．0％）、r決まっていない」47

（5．7％）となっている。

2・7．長期休暇（表14）

長期休暇がとれる体制かどうかについて、「はい（とれ

る）」297（36．0％）、rいいえ（とれない）」516（62．6％）

であった。半数以上の人が長期休暇はとれない状況にあ

るといえる。後述するように、この「長期休暇がとれな

い（とりにくい）」という状況は職員にとって大きな不満、

負担感となっている。

2－8．回答者職種と性別（表15，16）

児童指導員412名（50．0％）、保育士406名（49．3％）

と、双方から偏りなくデータを得ることができた．

性別については、男性230名（27．9％）、女性570名

（69．2％）、と女性が多かった。

でr1回」148名（18．0％）、r2回」112名（13．6％）で

あった。

施設外研修については、r1回」が最も多く234名

（28．4％）であった。次いでr2回」205名（24．9％）、

「3回」132名（16．0％）であった。

施設内研修よりも施設外研修の方が参加率が高い．

2・13．回答者の勤務形態（表22，23）

　r断続勤務」が最も多く234（28．5％〉、以下、r2交

替勤務」227（27．7％）、「3交代勤務」216（26．3％）、「フ

レックス」15（1．8％）であった。

ただ、「その他」98（12．0％）の中に「5交替」、「7交

替」との記述があったが、これらの内実は「2交替」あ

るいは「3交替」のいずれかに該当するものがある可能

性があり、職員の中でr2交替」r3交替」など交替勤務

の定義が周知されていないことがうかがえる。

（例：「早出、遅出、宿直、宿明なので4交替」との記

述があったが、これは2交替勤務である）

2－9．回答者最終学歴（表17）

　「短大・専門学校卒」が最も多く、408（49．5％）と半

数近くであった。以下、「大学卒（社会福祉専攻）」206

（25．0％）、r大学卒（社会福祉以外専攻）」176（21．4％）、

「中学・高校卒」21（2．5％）、「大学院卒（社会福祉以外

専攻）」7（0．8％）、「大学院卒（社会福祉専攻〉」5（0．6％）

であった。

2・10．回答者の所有資格（表18）

社会福祉士資格および保育士資格の所有について尋ね

たところ、「保育士のみ」が、401（48．7％）と最も多か

った。以下、「両方もっていない」358（43．4％）、r社会

福祉士のみ」52（6．3％）、r社会福祉士と保育士」10（1。2％〉

であった。

児童指導員の任用資格は、社会福祉士以外に教職免許

などがあるため、「両方もっていない」回答者は、教職の

資格を所有している可能1生がある。

2－11．回答者の年齢（表19）

20歳代が最も多く663（80．5％）であった。以下、30

歳代96（11．7％）、40歳代47（5．7％）、50歳代13（1．6％）、

60歳以上2（0．2％）であった。

2－12．回答者の参加研修数（表20，21）

昨年度1年問の研修参加回数をr施設内研修」とr施

設外研修」とに分けて尋ねた。まずr施設内研修」につ

いては、「0回」が214（26。1％）と最も多かった。次い

2・14．一日あたりの平均的な実働労働時間（表24）

　「8時間以内」253（30．7％〉、「9時間」173（21．0％）、

r10時間」197（23．9％）、r11時間」74（9．0％）、r12

時間以上」109（13．2％）であった。約半数の者が一日

10時問以上勤務しているといえる。

2・15．通勤形態（表25）

　「自宅（家族と同居または単身）」からの通勤が最も多

く、581（70．5％）であった。以下、「施設に住込み」121

（14．7％）、「施設敷地内の寮から通勤」98（11．9％）、「施

設敷地外の寮から通勤」21（2．5％）であった。

施設に住込みである職員は、「休日、休憩がとれない（と

りにくい）」という不満や負担が多く、また施設敷地内・

外の寮から通勤している職員は「勤務中も時間外も人間

関係が連続していて疲れる」という意見がみられた。

2・16．宿直、夜勤（表26）

児童養護施設は24時間体制なので、宿直か夜勤のい

ずれかの勤務が採用されているはずである。宿直が「な

い」と回答した者が159名（19．3％）であるのに対して、

夜勤がrない」と回答した者が576名（70．4％）であっ

たことから、多くの施設で宿直勤務を採用していること

がわかった。宿直は、睡眠はとれるが拘束時間が長く、

また夜勤は、拘束時間は短いが仮眠しかとることができ

ない、というようにどちらも一長一短である。入所施設

であるため、宿直や夜勤をなくすことは難しいが、職員

の負担軽減のためにも、職員数を増やし、回数を減らす
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工夫が望まれる。

2－17．休日なしで7日以上勤務することがあるか

　　　　　　　　　　　　　　　（表27，28）
　rある」82名（10．0％〉、rない」738名（89．5％）で

あった。9割近くの者が、きちんと週休をとることがで

きている。

　休日なしで7日以上勤務する場合、休日は月に何日程

度かについては、r1～3回」33（40．2％）、r4～6回」18

（22．0％）、r7回以上」24（29．3％）であった。休日が4

回以上の職員については、休日なしで勤務する週がある

ものの、その後連休をとるなどして1ヶ月以内で休日を

消化しているという風に理解することができる。

2・18．有給休暇の利用について（表29，30）

　この1年間で有給休暇を利用したことがある者は630

名（76．6％）、ない者は187名（22．6％）で、8割近くの

者が有給休暇を利用していることがわかる。

　有給休暇の消化率については、r10～19％」が最も多

く13．4％、以下、「20～29％」73名（11．5％）、r50～59％」

64（10．2％）と続き、「100％」は39名（6．2％）であっ

た。

　この結果からだけでは、児童養護施設職員の有給休暇

消化率の高低について評価することは困難であり、一般

企業会社員や公務員との比較が必要である。

2－19．回答者の担当子ども数（表31，32）

　「1～5人」373名（45．5％）、r6～10人」237名（28．9％）、

「11～15人」63名（7．6％）、r16～20人」26名（3．2％）、

「21人以上」14名（1．7％）であった。またr担当制は

とっていない」が69名（8．4％）であった。

2・20．現在の施設での勤務年数（表33）

　当初、「2年目もしくは3年目の職員」に回答を依頼し

たことから、r2年目」383名（46．7％）、r3年目」261

名（31．8％）に集中した。

2－21．現在の給与額への満足度（表34）

　「大変満足している」24名（2．9％）、「満足している」

412名（50．0％）と、半数以上の人が給与額に満足して

いることがわかった。r不満である」329名（39．9％）、r大

変不満である」50名（6．1％）であった。

3．子どもとのかかわりの中での不満や負担感

3・1．過度の不満や負担感を感じることはあるか（表35）

　「いつもある」108名（13．1％）、r時々ある」539名

（65．4％）であり、8割弱の人が、子どもとのかかわり

の中で過度の不満や負担感を感じていることがわかった。

他の項目の「職場の人間関係」「職場の労働条件」「施設

外部との関係」と比して、不満や負担を感じている人数

が最も多かった。

3・2．不満や負担感の具体的内容（表36，37）

　不満や負担感を感じる具体的場面として、優先順位を

決め（上位2つ）回答を求めた。第1位では、「子ども

の性格行動上の問題jが最も多く516名（79．8％）、次い

で「子どもの保護者との関係」36名（5．6％）、「子ども

と人間関係がつくれない」29名（4．5％）であった。

　第2位では、「子どもの保護者との関係」が最も多く

152名（23．5％）、次いで「子どもと人間関係がつくれな

い」126名（19．5％）、「子どもの学力が上がらない」86

名（13．3％）であった。

3・3．不満や負担感の解消には何が必要か（表38，39）

　子どもとのかかわりにおける不満や負担感の解消に必

要と思うものについて、優先順位をつけ（上位3つ）回

答を求めた。第1位では、「職員間のチームワーク」が

最も多く299名（36．3％）、次いで「職員を増やす」169

名（20．5％）、rスーパービジョン体制の充実」68名（8．3％）

であった。

　第2位でも、上位3件の内容と順位は、第1位の結果

と同じで、「職員間のチームワーク」156名（18．9％）、r職

員を増やす」122名（14．8％）、「スーパービジョン体制

の充実」82名（10．0％）であった。

　第3位では、「職員を増やす」が最も多く97名（11．8％〉、

次いで「職員間のチームワーク」92名（11．2％）、「児童

相談所との協力体制」89名（10．8％）であった。

4．職場の人間関係における不満や負担感

4・1．過度の不満や負担感を感じることはあるか（表40）

　「いつもある」100名（12。1％）、r時々ある」344名

（41．7％〉であり、53．8％の人が、職場の人間関係にお

いて過度の不満や負担感を感じていることがわかった。

4・2．不満や負担の具体的内容（表41，42）

　不満や負担の内容について、優先順位をつけ（上位2

つ）回答を求めた。第1位で最も多かったものはr先輩・

上司との関係」で304名（68．5％）であった。次いでr施

設長との関係」52名（11．7％）、r同僚との関係」48名

（10．8％）であった。

　第2位では、「施設長との関係」が最も多く74名

（16．7％〉であった。次いでr同僚との関係」73名（16．4％）、
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「先輩・上司との関係」68名（15．3％）であった。

4・3．不満や負担感の解消には何が必要か（表43，44）

職場の人間関係における不満や負担感の解消に必要と

思うものについて、優先順位をつけ（上位3つ）回答を

求めた。第1位では、「職員問の良好な人間関係」が359

名（43．6％）と最も多かった。次いで「職員間のチーム

ワーク」229名（27．8％）、rスーパービジョン体制の充

実」53名（6．4％）であった。

　第2位では、「職員間のチームワーク」が最も多く295

名（35．8％）であった。次いでr職員間の良好な人間関

係」161名（19．5％）、「職員会議で自分の意見が言える

雰囲気」92名（11．2％）であった。

　第3位では「職員会議で自分の意見が言える雰囲気」

が最も多く150名（18．2％）であった。次いで「スーパ

ービジョン体制の充実」94名（11．4％〉、「職員間のチー

ムワーク」91名（11．0％）であった。

5．職場の労働条件における不満や負担感

5－1．過度の不満や負担感を感じることはあるか（表45）

　rいつもある」157名（19．1％）、r時々ある」402名

（48．8％）であり、6割以上の人が、労働条件に不満や

負担感を感じることがあることが明らかになった。

5・2．不満や負担感の具体的内容（表46，47）

不満や負担の内容について、優先順位をつけ（上位2

つ）回答を求めた。第1位では「労働時間が長い」が265

名（47．4％）と最も多かった．次いで「有給休暇がとれ

ない」115名（20．6％）、r給与が少ない」92名（16．5％）

であった。

　第2位では、「有給休暇がとれない」が最も多く139

名（24．9％）であった。次いでr給与が少ない」128名

（22．9％）、r労働時間が長い」100名（17。9％）であっ

た。

5・3．不満や負担感の解消には何が必要か（表48，49）

職場の人問関係における不満や負担感の解消に必要と

思うものについて、優先順位をつけ（上位3つ）回答を

求めた。第1位では「職員を増やす」が最も多く214名

（26．0％）であった。次いでr手取り給料のアップ」165

名（20．0％〉、r1日の労働時間短縮」100名（12．1％）で

あった。

第2位で最も多かったのは「長期休暇の保障」で133

名（16．1％）であった。次いで「手取り給料のアップ」

127名（15．4％）、「有給休暇の保障」91名（11．0％）で

あった。

　第3位では、r長期休暇の保障」が最も多く110名

（13．3％）であった。次いでr有給休暇の保障」103名

（12．5％）、r職員を増やす」97名（11．8％）であった。

　全体的に、長期休暇や有給休暇など休暇保障を求める

意見が多かった。

6施設外部との関係における不満や負担感

6・1．過度の不満や負担感を感じることはあるか（表50）

　「いつもある」24名（2．9％）、「時々ある」189名（22．9％）

と、不満や負担感を感じることがある人は25．8％で、多

くの人は不満や負担感を感じていないことが明らかにな

った。

6－2．不満や負担感の具体的内容（表51，52）

　不満や負担の内容について、優先順位をつけ（上位2

つ）回答を求めた。第1位、第2位ともに「児童相談所

との協力体制がとれない」が最も多く、それぞれ、113

名（53．1％）、50名（23．5％）であった。次に多かったも

のも、第1位、第2位ともに「子どもが通う学校の理解

がない」で、それぞれ64名（30．0％）、48名（22．5％）

であった。

7．不満や負担を感じないための予防策

7・1．不満や負担を感じないように心がけていることは

あるか（表53）

児童養護施設の業務の中で、不満や負担感を感じない

ように、何か心がけていることはあるか尋ねたところ、

rはい」755名（91．6％）、rいいえ」66名（8．0％）であ

り、ほとんどの者が、何らかの方法・手段によって、不

満や負担を感じないように心がけていることが明らかに

なった。

7・2．不満や負担感の予防策の内容（表54，55）

　不満や負担感を感じないように心がけている内容につ

いて、優先順位をつけ（上位3つ〉回答を求めた。第1

位と第2位では、上位3つは同じ結果であり、多い順に

「施設内職員と良好な人間関係をつくる（211名27．9％、

167名22．1％）、「施設の子どもと良好な人間関係をつく

る（194名25．7％、137名18．1％）」、「適度に林息をとる

ようにする（124名16。4％、113名15．0％）」であった。

　第3位では、「適度に休息をとるようにする」が最も

多く、139名（18．4％）であった。次いで、r自分の趣味

を見つける」123名（16．3％）、r休日に仕事を持ちこま

ない」86名（11．4％）であった．

優先順位が下がるにつれて、施設内での働きかけから、

休日やプライベートの過ごし方の工夫に関する内容に関
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する回答が増えていることが特徴的である。

7・3．不満や負担感への対処法（表56，57）

　不満や負担感への対処法について、優先順位をつけ（上

位3つ）回答を求めた。第1位では、「施設内の職員に

相談する」が最も多く484名（58．7％）であった。次い

で「友人に相談する」102名（12．4％）、「自分の趣味に

没頭する」65名（7．9％）であった。

　第2位では、r友人に相談する」が178名（21．6％）

と最も多かった。次いで「家族に相談する」133名

（16．1％〉、r自分の趣味に没頭する」127名（15．4％）

であった。

　第3位では、「自分の趣味に没頭する」が最も多く132

名（16．4％〉、次いで「友人に相談する」132名（16．0％）、

「職場の人間とお酒や食事をともにする」109名

（13．2％）であった。

　第1位から第3位まで通して、「自分の趣味に没頭す

る」という回答が上位を占めた。施設内で感じる不満や

負担感への対応として、施設内の環境整備よりも、プラ

イベートの充実を重視している施設職員の現状が明らか

となった。

8．児童養護施設で働く中で感じるよろこびや充実感に

ついて

8・1．よろこびや充実感を強く感じることはあるか

（表58）

　rいつもある」166名（20．1％）、r時々ある」588名

（71．4％）であった。9割以上の人が、児童養護施設で

働く中で何らかの「よろこび」や「充実感」を感じてい

ることが明らかとなった。

8・2．よろこびや充実感を強く感じる場面（表59，60）

　よろこびや充実感を強く感じる場面について、優先順

位をつけ（上位3つ）回答を求めた。第1位では、「子

どもの成長を強く感じた時」が最も多く621名（82．4％）

であった。次いで「子どもが自分の言うことを聞いてく

れた時」37名（4．9％）、「子どもが施設を退所する時」

21名（2．8％）であった。

　第2位では、「子どもが学校で褒められた時」が149

名（19．8％）と最も多く、次いで「施設行事が終わった

時」109名（14．5％）、「子どもの成長を強く感じた時」

92名（12．2％）であった。

　第3位ではr施設行事が終わった時」が104名（13．8％）

と最も多かった。次いで「自分が上司の職員に認められ

た時」82名（10．9％）、r子どもが学校で褒められた時」

75名（9．9％〉であった。

8・3．よろこびや充実感を強く感じる具体的な場面

　　　　　　　　　　　　　　　（表61，62）
　よろこびや充実感を強く感じる場面について、具体的

記述を求めたところ、626名（76．0％）の回答があった。

記述内容をKJ法によってカテゴライズしたところ、1

人で複数の内容にまたがる回答をしていた者がいたため、

回答件数は897件となった。内容は、子どもに関するも

のがほとんどであった。

IV．考察

　本調査結果を踏まえて、施設職員の職場環境で改善が

必要な点として、次の3つの内容にまとめた。

1．職員の労働条件

　労働条件については、時間、勤務体制等さまざまな事

柄に対して不満や負担を感じていることが明らかになっ

たが、不満の解消法としては、「労働時間を短くする」等、

不満の原因を直接解消するのではなく、休日や休暇を保

障して欲しいと考える者が多いことがわかった。これは、

不満への対処方法として「自分の趣味に没頭する」「休日

に気持ちを切り替える」といった回答が多かったことか

ら、施設職員は、労働条件に何らかの不満がある場合、

休日の過ごし方を工夫し、リフレッシュすることによっ

て、不満や負担を解消したいと考えているのではないか

と考えられる。また、休日や休暇がとりにくかったり、

労働時間が長かったりする背景には、職員不足の問題が

あると考えられる。そのため、新たなコーピング策とし

て職員増員を望む者が多かったのではないだろうか。

休日や休暇の保障も当然重要な改善課題である。しか

し、このような回避的な解消方法の資源を充実させるだ

けでは、職員の逃避的・回避的思考や行動を促進するだ

けで、ストレスの予防や根本的な解決にはつながりにく

い。賃金、労働時間、職員配置等、あらゆる面において

抜本的な改善が必要であろう。

2．スーパービジョン体制と不満や負担感との関連

　植戸は、社会福祉施設職員のストレスとその対応に関

する課題の一つとして「職員教育とスーパービジョン」

を挙げている1）。適切なスーパービジョンを先輩職員か

ら受けることは、職員の自己覚知、つまり自らの仕事、

援助の姿勢や方法を内省的に見つめることを可能にし、

ストレス認知やコーピング方法の改善への一助となる。

スーパービジョンは、職員のストレスに対する重要なコ

ーピング資源と考える。そこで、スーパービジョン体制

の有無と過度の不満や負担感との関連性について検討し

た。（表64～67〉

　職場の人間関係における不満や負担感とスーパービジ
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ヨン体制の有無との関連性については有意差が認められ

たが、r子どもとのかかわり」、r職場の労働条件」では、

有意差が認められなかった。また「児童養護施設で働く

中で感じるよろこびや充実感」と、スーパービジョン体

制との関連性についても有意差は認められなかった。し

かし、「職員が必要と思う不満や負担感の解消法」におい

て、「スーパービジョン体制の充実」が稿いポイントを示

していることから、職員にとってスーパービジョン体制

が重要であると考える。スーパービジョンと不満や負担

感との関連性の検討については、今後の課題としたい。

察については今後の研究課題となるであろう。

　また、不満や負担感の認知には、職員の属性や資質、

私生活なども因果関係があると考えられ、その点につい

ても検証の余地が残されている。

児童養護施設の職場環境を改善するには、施設運営管

理、職員養成、子どもへの援助方法、職員間のコミュニ

ケーション等、多様な視点からの考察、検証が必要にな

る。今回は施設職員の職場環境の実態と認職に焦点をあ

てた調査研究であった斌今後は、法制度、職員教育等

も視野に入れた研究が必要であろう。

3．施設内の職員間の良好な人間関係（ネットワーク）

今回の調査では、職場内人間関係における不満や負担

感は、他の項目よりも低い結果になったが、不満や負担

感の予防策や対処法では「施設内職員と良好な人間関係

をつくる」「施設内職員に相談する」がそれぞれ最も多か

った。また、不満の解消に必要なものでは「職員間のチ

ームワーク」「職員間の良好な人間関係」が上位に挙げら

れたことから、職員の不満や負担感の解消にとって、職

場の人間関係の質がいかに重要かがわかる。

不満や負担を感じた時の対処法の第1位では「施設内

職員に相談する」という回答が半数以上であった。しか

し、第2位、第3位になると、相談相手は、家族や友人

という施設外の人間へと移行していく。職場外に相談相

手が存在することは、良いことであり、職員のリフレッ

シュやストレス軽減の一助となるであろう。しかし、仕

事上の問題について理解し、問題解決やストレス軽減に

つながる適切な助言を与えてくれるのは、やはり同一施

設内の人間ではないだろうか。したがって、施設内で良

好な人間関係（ネットワーク〉を構築することが、職員

の職場環境改善には不可欠であると考える。

【注・引用文献】

1）植戸貴子「社会福祉施設職員のストレスとその対応」『ソーシャ

ルワーク研究』第26・3号、2000年、241（65）頁。

V．今後の課題

児童養護施設職員は、日々様々な不満や負担を感じな

がら、自分なりに対処法を工夫しつつ、仕事をしている

ことが本調査より明らかになった。ストレスのない職場

はあり得ないものであり、いかに効果的な対処法（コー

ピング）を用いてストレスに対処していくことができる

かが、快適に仕事を継続していくための鍵となる。今回

の調査における対処法や予防策の項目は、個人的な方策

である。しかし、個人の努力だけでは、方策の効用には

限界がある。今回の調査結果を踏まえて、施設職員の職

場環境を快適にし、施設の子どもにより良い援助を提供

できるような環境改善が必要である。

調査によって現状を明らかにすることができたが、不

満や負担感の原因や予防策や対処法の根拠についての考
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（表1）回答者の勤務施設所在地

実数 ％ 実数 ％

北海道 34
4
．
1 鳥取県 7

0
．
8

青森県 11
1
．
3 島根県 6

0
．
7

岩手県 14
1
．
7

岡山県 11
1
．
3

宮城県 2
0
．
2 広島県 13

1
．
6

秋田県 9
1
．
1 山ロ県 24

2
．
9

山形県 8
1
．
0 徳島県 11

1
．
3

福島県 7 α8 香川県 5 α6

茨城県 13
1
．
6 愛媛県 17

2
．
1

栃木県 8
1
．
0 高知県 5

0
．
6

群馬県 9
1
．
1 福岡県 21

2
．
5

埼玉県 31
3
．
8 佐賀県 7

0
．
8

千葉県 28
3
．
4 長崎県 5

0
．
6

東京都 70
8
．
5 熊本県 23

2
．
8

神奈川県 28 34大分県 10
1
．
2

新潟県 10
1
．
2 宮崎県 5

0
．
6

富山県 8 1D鹿児島県 24 29

石川県 20
2
．
4

沖縄県 11
1
．
3

福井県 4 α5 札幌市 5
0
．
6

山梨県 13
1
．
6

仙台市 5
0
．
6

長野県 24
2
．
9 千葉市 0

0
．
0

岐阜県 11
1
．
3 横浜市 2

0
．
2

静岡県 21
2
．
5

川崎市 1 α1

愛知県 29
3
．
5 名古屋市 17

2
．
1

三重県 14
1
．
7 京都市 10

1
．
2

滋賀県 9
1
．
1

大阪市 13
1
．
6

京都府 17
2
．
1 神戸市 13

1
．
6

大阪府 40 49 広島市 12
1
．
5

兵庫県 15
1
．
8

北九州市 4 α5

奈良県 7
0
．
8 福岡市 9

1
．
1

和歌山県 7 α8 無回答 7
0
．
8

（表2）回答者の勤務施設所在地（カテゴリー化）

実数 ％

北海道・東北地方 95 11．5

関東地方 203 24．6

中部地方 144 17．5

近畿地方 145 17．6

中国・四国地方 111 13．5

九州・沖縄地方
1
1
9

14．4

無回答 7
0
．
8

合計 824 100．0

（表3）施設の設置主体

実数 ％

公立 134 16．3

私立 669 81．2

無回答 21
2
．
5

合計 824 100．0

（表4）施設の入所定員

実数 ％

30人未満 5 α6

30～40人未満 78
9
．
5

40～50人未満 137 16．7

50～60人未満 164 20．0

60～70人未満 122 14．9

70～80人未満 83 10．1

80～90人未満 87 10．6

90～100人未満 35
4
．
3

100～110人未満 33 40

110～120人未満 14
1
．
7

120～130未満 15
1
．
8

130人以上 27
3
．
3

無回答 20 24

合計 824 100．0

（表5）施設の入所児童数（平成13年11月1日現在）

実数 ％

30人未満 43
5
．
2

30～40人未満 102 124

40～50人未満 200 24．4

50～60人未満 129 15．7

60～70人未満 106 12．9

70～80人未満 89 10．9

80～90人未満 53
6
．
5

90～100人未満 23 28

100～110人未満 18
2
．
2

110～120人未満 4
0
．
5

120～130人未満 6 α7

130人以上 17 21

無回答 30
3
．
7

合計 824 10α0
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（表6）定員充足率

高橋他：2． 児童養護施設職員の職場環境に関する研究

　　　　　　　　（表10）「その他」の内訳（カテゴリー化）

実数 ％

30％以上40％未満 6
0
．
7

40％以上50％未満 4 α5

50％以上60％未満 7
0
．
8

60％以上70％未満 13
1
．
6

70％以上80％未満 52
6
．
3

80％以上90％未満 100 12．1

90％以上100％未満 342 41．5

100％ 229 27．8

101％以上 29
3
．
5

無回答 42
5
．
1

合計 824 100．0

（平均充足率927％

（表7）施設の施設形態

最大値111。4％　最小値314％）

実数 ％

大舎 430 522

中舎 134 16．3

小舎 115 14．0

大舎＋中舎 24 29
大舎＋小舎 52

6
．
3

中舎＋小舎 32
3
．
9

個室 0 α0

無回答 37
4
．
5

合計 824 100．0

（表8）施設内のスーパービジョン体制の有無

実数 ％

ある 376 45．6

ない 427 51．8

無回答 21
2
．
5

合計 824 100．0

（表9）スーパーバイザーの職種（MA）（n＝376）

実数 ％

施設長 193 51．3

主任指導員 149 39．6

主任保育士 83 221

外部から招く 104 27．7

その他 41 10．9

無回答 3
0
．
8

実数

副施設長／施設長補佐 12

先輩職員 8
施設の精神科医 5
養護課長／次長／係長 5
専任のスーパーバイザー 3
保育士 2
看護婦 1
児童相談所職員 1
心理職 1
記入なし 3

（表11）スーパービジョンの頻度

実数 ％

週に1日 9
2
．
4

月に2回 47 12．5

月に1回 66 17．6

半年に1回 15
4
．
0

年に1回 9
2
．
4

必要なときに随時 214 56．9

その他 10
2
．
7

無回答 6
1
．
6

合計 376 10α0

（表12）rその他」の内訳（カテゴリー化）

実数

年4回 3
ほとんどない 3
年5～10回 1
記入なし 3

（表13）施設の所定労働時間

実数 ％

週40時間未満 282 34．2

週40～42時間未満 350 425

週42～45時間未満 52
6
．
3

週45時間以上 58
7
．
0

決まっていない 47
5
．
7

無回答 35
4
．
2

合計 824 100．0
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（表14）施設では長期休暇（1週間以上）がとれる体制か　　　　　　　　（表19）回答者の年齢

実数 ％

はい 297 36．0

　　陶いえ， 516 62．6

無回答 11
1
．
3

合計 824 100．0

（表15）回答者職種

実数 ％

児童指導員 412 50．0

保育士 406 49．3

無回答 6
0
．
7

合計 824 100．0

（表16）回答者性別

実数 ％

男性 230 27．9

女性 570 692

無回答 24
2
．
9

合計 824 100．0

（表17）回答者最終学歴

実数 ％

中学・高校卒 21
2
．
5

短大・専門学校卒 408 49．5

大学卒（社会福祉専攻） 206 25．0

大学卒（社会福祉以外専攻） 176 214

大学院卒（社会福祉専攻） 5
0
．
6

大学院卒（社会福祉以外専攻） 7
0
．
8

無回答 1 α1

合計 824 10α0

（表18）回答者の所有資格

実数 ％

社会福祉士と保育士 10
1
．
2

社会福祉士のみ 52
6
．
3

保育士のみ 401 48．7

両方もっていない 358 43．4

無回答 3 04

合計 824 100．0

実数 ％

10歳代 0
0
．
0

20歳代 663 80．5

30歳代 96 11．7

40歳代 47
5
．
7

50歳代 13
1
．
6

60歳以上 2
0
．
2

無回答 3 04
合計 824 100．0

（表20）回答者の参加施設内研修数（昨年度1年間）

実数 ％ 実数 ％

0回 214 26． 13回 3
0
．
4

1回 148 18． 14回 1
0
．
1

2回 112 13． 15回 3
0
．
4

3回 65
7
． 16回 3 α4

4回 38
4
． 18回 4 α5

5回 29
3
． 4回 5

0
．
6

6回 31
3
． 25回 1

0
．
1

7回 4
0
． 36回 3

0
．
4

8回 14
1
．
7 0回 1

0
．
1

9回 3
0
． 1回 1

0
．
1

10回 31
3
．

50回 2 α2

11回 8
1
． 無回答 39 47

12回 61
7
． 合計 758 100．0

（表21）回答者の参加施設外研修数

実数 ％ 実数 ％

0回 82 10． 10回 11
1
．
3

1回 234 28． 11回 1 α1

2回 205 24．912回 1
0
．
1

3回 132 16． 13回 1
0
．
1

4回 62
7
． 15回 1

0
．
1

5回 23
2
。 20回 1

0
．
1

6回 16
1
．
9

30回 2
0
．
2

7回 5
0
．
6

32回 1
0
．
1

8回 7
0
． 無回答 38

4
．
6

9回 1
0
．
1 合計 767　　100．0
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（表22）回答者の勤務形態

高橋他：2． 児童養護施設職員の職場環境に関する研究

　　　　　　　（表26）回答者の宿直・夜勤

実数 ％

3交替勤務制 216 26．3

2交替勤務制 227 27．7

断続勤務 234 28．5

フレックス 15
1
．
8

その他 98 12．0

無回答 30
3
．
7

合計 820 100．0

（表23）rその他」内訳（カテゴリー化）

宿直 ％ 夜勤 ％

ない 159 19．3 576 70．4

月1～5回 473 57．7 150 18．3

月6～10回 151 18．5 61
7
．
2

月11～15回 15
1
．
8 11

1
．
3

月16回以上 6
0
．
7

7
0
．
9

無回答 16
2
．
0 15

1
．
8

合計 820 100．0 820 100．0

（表27）休日なしで7日以上勤務することが頻繁にあるか

実数 実数 ％

変則（交替）勤務 23 ある 82 10D

4交替 11 ない 738 89．5

宿直（当直）制 7 無回答 4
0
．
5

住込み／24時間勤務 6 合計 824 100．0

2交替＋断続勤務 6
（表28）休日なしで7日以上勤務する場合、休日は月に何回程度か。5交替 4

継続（連続）勤務 3 実数 ％

3交替＋断続勤務 2 0回 1
1
．
2

日勤制 2 1～3回 33 40．2

7交替 1 4～6回 18 22．0

記入なし 33 7回以上 24 29．3

（表24）回答者の一日あたりの平均的な実働労働時間

無回答 6
7
．
3

合計 82 100．0

実数 ％

（表29）この1年間での有給休暇利用8時間以内 253 30．7

9時間 173 21．0 実数 ％

10時間 197 23．9 ある 630 76．6

11時間 74
9
．
0

ない 187 22．6

12時間以上 109 13．2 無回答 7
0
．
8

無回答 18
2
．
2

合計 824 100．0

合計 824 100．0

（表24）回答者の一日あたりの平均的な実働労働時間

（表28）休日なしで7日以上勤務する場合、休日は月に何回程度か。

（表29）この1年間での有給休暇利用

（表30）有給休暇の消化率

（表25）回答者の通勤形態

実数 ％

施設に住込み 121 14．7

施設敷地内の寮から通勤 98 11．9

施設敷地外の寮から通勤 21
2
．
5

自宅（家族と同居または単身） 581 70．5

その他 1
0
．
1

無回答 2
0
．
2

合計 824 100．0

実数 ％ 実数 ％

1～9％ 48
7
．
6

60～699〆 2
3
．

10～19％ 84 13． 70～7991 2
3
．

20～29％ 73 11．5 80～899！ 2
3
．

30～39％ 42
6
．
5

90～99％ 9
1
．

40～49％ 35 56 100り’ 3
6
．

50～59％ 64 10．2 無回答 17 27．1

合計 63 100，
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（表31）回答者自身の担当子ども数

日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集

　　　　　　　　　　（表35）子どもとのかかわりの中で過度の不満や負担感を感じるか。

実数 ％ 実数 ％

1～5人 373 45．3 いつもある 108 13．1

6～10人 238 28．9 時々ある 539 65．4

11～15人 63
7
．
6 あまりない 167 20．3

16～20人 26
3
．
2 全くない 5

0
．
6

21人以上 14
1
．
7

無回答 5
0
．
6

担当制はとっていない 69
8
．
4

合計 824 100．0

その他 38 46
（表36）不満や負担感の具体的内容無回答 3

0
．
4

合計 824 100．0 第1位 第2位

（表32）「その他」の内訳（カテゴリー化）

実数 ％ 実数 ％

子どもの性格行動上の問題 516 79．8 79 12．2

実数 子どもの学力が上がらない 17
2
．
6 86 13．3

児童指導員は担当がない 2 子どもへの性教育 9
1
．
4 27

4
．
2

施設は担当制だが自分は担当をもっていない 18 子どもの保護者との関係 36
5
．
6 152 23．5

フロア（グループ）担当制 3 子どもと人間関係がつくれない 29
4
．
5 126 19．．5

記入なし 15 障害（知的・身体）をもつ子どもへの

助

19
2
．
9 75 11．6

（表33）現在の施設での勤務年数 その他 21
3
．
2 29

4
．
5

実数 ％ 無回答 0
0
．
0 73 11．3

1年目 26
3
．
2

合計 647 100．0 647 100．0

2年目 385 46．7

（表37）「その他」内訳（カテゴリー化）3年目 262 31．8

4年目 56
6
．
8

実数

5年目 29
3
．
5 援助方法がわからない 6

6年目 9
1
．
1 職員不足で子どもとゆっくりかかわることができない 6

7年目 11
1
．
3 担当子ども数が多く、ゆっくりかかわることができない 6

8年目 4
1
．
0 自分の思いが子どもに通じない 5

9年目 7
0
．
8 子どもと個別的にかかわることができない 4

10年目以上 32
3
．
9 子どもの自立援助 3

無回答 3
0
．
4 職員の力不足 3

合計 824 100．0 学校（保育園）からの苦情が多い 2

（表34）現在の給与額に満足しているか

自分の体力と気力がもたない 2
情緒／精神障害児への援助 2

実数 ％ 幼児への対応 1
大変満足している 24

2
．
9 子どもの保護者との関係 1

満足している 412 50．0 子どもの考えていることがわからない 1
不満である 329 39．9 スーパービジョンやカウンセリングを受ける時間がない 1
大変不満である 50

6
．
1 記入なし 7

無回答 9
1
．
1

合計 824 100．0

（表32）「その他」の内訳（カテゴリー化）

（表33）現在の施設での勤務年数

（表34）現在の給与額に満足しているか

（表36）不満や負担感の具体的内容

（表37）「その他」内訳（カテゴリー化）
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うもの 実数 ％

第1位 第2位 第3位 いつもある 100 12．1

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 時々ある 344 41．7

施設内研修の充実 24
2
．
9 33

4
．
0 44

5
．
3

あまりない 340 41．3

外部の研修への参加 20
2
．
4 54

6
．
6 49

5
．
9

全くない 35
4
．
3

スーパービジョン体制の充実 68
8
．
3 82 10D 77

9
．
3

無回答 5
0
．
6

施設入所定員を減らす 53
6
．
4 42

5
．
1 24

2
．
9

合計 824 100．0

担当子ども数を減らす 65
7
．
9 51

6
．
2 43 52

（表41）不満や負担の具体的内容職員会議で自分の意見が

える雰囲気

17 21 56
6
．
8 57

6
．
9

第1位 第2位
職員間のチームワーク 299 36．3 156 18．9 92 11．2 実数 ％ 実数 ％

地域との連携 2
0
．
2 8

1
．
0 11

1
．
3

施設長との関係 52 11．7 74 16．7

児童相談所との協力体㈲

充実

18
2
．
2 77

9
．
3 89 10．8 先輩・上司との関係 304 68．5 68 15．3

同僚との関係 48 10．8 73 16．4

学校との連携 2 02 21
2
．
5 20 Z4 後輩・部下との関係 25

5
．
6 62 14．0

他施設職員との交流 3 α4 14
1
．
7 34

4
．
1

実習生との関係 4
0
．
9 37

8
．
3

施設内職員との勤務時間

の交流

5
0
．
6 12

1
．
5 21

2
．
5

ボランティアとの関係 2
0
．
5 14

3
．
2

その他 9
2
．
0 9

2
．
0

ボランティアの活用 3 α4 11
1
．
3 20

2
．
4

無回答 0
0
．
0 107 24．1

職員を増やす 169 20．5 122 14．8 97 11．8 合計 444 100．0 444 100．0

心理職の配置 33
4
．
0 52

6
．
3 76

9
．
2

（表42）rその他」内訳（カテゴリー化）その他 27
3
．
3 9

1
．
1 17

2
．
1

わからない 7 α8 2
0
．
2 12

1
．
5

実数

無回答 9
1
．
1 22 27 41 50 職員間の意見の相違 4

合計 824 100．0 824 10α0 824 100．0 調理職員との関係が悪い 4

（表39）「その他」内訳（カテゴリー化）

事務職員との関係が悪い 2
児童指導員の意見は通るが保育士の意見は通らない 1

カテゴリー 実数 カテゴリー 実数 職員間の関係の悪さが子どもに伝わる 1
自分自身の成長（知識・経験） 9 子ども集団の小規模化 2 子どもの保護者との関係 1
休日にリフレッシュする 6 勤務形態の見直し 2 役所との関係 1
職員全体の質的向上 5 専門機関との連携 1 子どもに好ましくない対応をする職員がいる 1
勤務時間どおりに仕事を

える

4 子どもとかかわれる時間

余裕

1 記入なし 3

勤務体制の見直し 4 職員同士で話し合える場 1
子どもの二一ズに合った

設措置

3 子どもへの医療的ケア

充実

1

建物設備の充実 3 事務の省力化 1
子どもの保護者との関係充実 3 職員の健康 1
子どもとの会話 2 不満や負担の解消は無理

　　　　　　　　　　　　　　　　高橋他：2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究

（表38）子どもとのかかわりで生じる不満や負担感の解消に必要な思　　　（表40）職場の人間関係で過度の不満や負担感を感じるか

　　　うもの

（表39）「その他」内訳（カテゴリー化）

（表41）不満や負担の具体的内容

（表42）rその他」内訳（カテゴリー化）
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（表43）職場の人間関係で生じる不満や負担感の解消に必要なもの　　　　（表45）職場の労働条件で過度の不満や負担感を感じるか

第1位 第2位 第3位
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

施設内研修の充実 17
2
．
1 33 峨0 56

6
．
8

外部の研彦への参加 8
9
．
7 18 22 32

3
．
9

スーパービジョン体制の充実 53
6
．
4 48

5
．
8 94 11．4

職員間の良好な人間関係 359 43．6 161 19．5 73
8
．
9

職員間のチームワーク 229 27．8 295 35．8 91 11．0

職員会議で自分の意見が

える雰囲気

32
3
．
9 92 11．2 150 18．2

職員を増やす 42
5
．
1 38

4
．
6 57

6
．
9

施設入所定員を減らす 4 α5 15
1
．
8 9

1
．
1

担当子ども数を減らす 6 α7 17
2
．
1

22
2
．
7

地域との連携、理解 0 α0 5 α6 9
1
．
1

他施設職員との交流 11
1
．
3 23

2
．
8 60

7
．
3

児童相談所との協力体制 2
0
．
2 10 12 21

2
．
5

ボランティアの活用 0
0
．
0 3 α4 7

0
．
8

その他 31
3
．
8 7

0
．
8 16

1
．
9

わからない 14
1
．
7 4

0
．
5 20

2
．
4

無回答 16
1
．
9 55

6
．
7 107 13．0

合計 824 100．0 824 10α0 824 100．0

実数 ％

いつもある 157 19．1

時々ある 402 48．8

あまりない 240 29．1

全くない 19
2
．
3

無回答 6
0
．
7

合計 824 100．0

（表46）不満や負担の具体的内容

第1位 第2位
実数 ％ 実数 ％

給与が少ない 92 16．5 128 22．9

労働時間が長い 265 474 100 179

週休がとれない 27 48 50 89

福利厚生が乏しい 8
1
．
4 16 z9

研彦制度がない 4
0
．
7 16 29

有給休暇がとれない 115 20．6 139 249

雇用が不安定 18
3
．
2 19 34

その他 30 54 36 64

無回答 0
0
．
0 55

9
．
8

合計 559 100．0 559 100．0

（表44）「その他」内訳（カテゴリー化）

実数 （表47）「その他」内訳（カテゴリー化）

休日の確保／過ごし方の工夫 6 実数 実数

職員間の話し合い 5 長期休暇がとれない 7 不規則な勤務時間 2
施設長の意識改革／資質向上 5 休日出勤が多い 7 労働条件が不平等 2
勤務体制の見直し 4 職員数が足りない 6 休憩／休日中も施設

ら電話が入る

2
先輩職員の資質向上 4
職員自身の自己改革 4 休憩時間がとれない 5 残業手当がつかない

つきにくい）

2
子どもへの処遇の一貫性 3
勤務時間内外における施設内職員との交流 3 勤務パターンが不満 4 ボーナスがない 1
不適切な職員の処分 3 研修に参加できない 4 連休が少ない 1
業務量の輯減 2 体調が悪くても休めない 3 断続勤務が負担 1
勤務時間の見直し 2 仕事量が多い 3 住み込みが負担 1
職員採用基準の向上 2 宿直（夜勤）勤務が負担 3 休日が1年間曜日で

定されている

1
実習生受け入れのあり方の見直し 2
職員間で深く付き合わない 1 希望の休みがとれない 2 書類が多い 1
職員のカウンセリング 1 勤務体制が不十分（一人

務が多い等）

2 事務職が指導員をす

ことに疑問

1
職員を減らす 1
不満や負担の解消は無理 1 労働条件が男尊女

である

2 仕事に対する職員間

意識格差

1
経験 1
保育士の仕事への理解 1 研修で休日がつぶれる 2 職員の入れ替わりが

しい

1
記入なし 3

（表47）「その他」内訳（カテゴリー化）
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　　　　　　　　　　　　　　　高橋他：2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究

（表48）職場の労働条件の不満や負担感の解消に何が必要か　　　　　　（表50）施設外部との関係で過度の不満や負担感を感じるか

第1位 第2位 第3位 実数 ％

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ いつもある 24
2
．
9

手取り給料のアップ 165 20．0 127 15．4 89 10．8 時々ある 189 22．9

1日の労働時間短縮 100 12．1 79
9
．
6 49

5
．
9 あまりない 533 64．7

週の労働時間短縮 31
3
．
8 46

5
．
6 45

5
．
5 全くない 75

9
．
1

週休2日制導入 55
6
．
7 53

6
．
4 31

3
．
8 無回答 3

0
．
4

長期休暇の保障 79
9
．
6 133 16．1 110 13．3 合計 824 100．0

通勤寮の整備 6
0
．
7 17

2
．
1 15

1
．
8

（表51）不満や負担の具体的内容
退職金の充実 2

0
．
2 5 α6 18 Z2

第1位 第2位施設内研修の充実 27
3
．
3 25 3D 26 32

実数 ％ 実数 ％

結婚・住宅資金等の扇

制度の充実

4
0
．
5 16

1
．
9 15

1
．
8

子どもが通う学校の理解がない 64 30．0 48 22．5

外部研修への参加保障 12
1
．
5 22 27 29

3
．
5 近隣住民の理解がない 26 12．2 35 16．4

児童相談所と協力体制がとれない 113 53．1 50 23．5
雇用の安定 21

2
．
5 28

3
．
4 21

2
．
5

その他 10
4
．
7 14

6
．
6

有給休暇の保障 46
5
．
6 91 11．0 103 125

無回答 0
0
．
0 66 310

職員を増やす 214 260 79
9
．
6 97 11．8

合計 213 100ρ 213 100．0

ボランティアの活用 7 α8 17 Z1 19 23

（表52）「その他」内訳（カテゴリー化）
その他 19

2
．
3 19

2
．
3 11

1
．
3

わからない 14
1
．
7

6
0
．
7 29

3
．
5

実数 実数

無回答 22 27 61 74 117 14．2
子どもの家族との関係 8 里親の関係 1

合計 824 100．0 824 1000 824 10α0 行政の理解がない 3 PTA活動がつらい 1

（表49）rその他」内訳（カテゴリー化）

関係機関との連携 2 実習生が多すぎる 1
外部との連携が増える

業務が増える

1 保育園からの苦情が多 1
実数 実数

時間外労働を減らす 7 育児環境の整備 1 社会全体の理解がない 1 施設連盟等の行事が多 1
勤務体制の改善 5 業務省力 1

施設入所定員を減らす 5 子ども集団の小規模化 1 法整備の遅れ 1 記入なし 3
休日出勤の廃止（休日

確保）

4 （休日の）会議／研修の

少

1

（表53）業務の中で不満や負担感を感じないよう心がけていることが

　ある
宿直（夜勤）を減らす 4 昇給率アップ 1
労働時間の見直し 3 労働条件についての明

な説明

1 実数 ％

はい 755 91．6

職員の質的向上 3 断続勤務の廃止 1 　　一いえ 66
8
．
0

残業手当の保障 3 心理職の配置 1
無回答 3

0
．
4

職員間のチームワーク 2 職員の余暇の充実 1
合計 824 100．0

資格手当／交通費の保障 2 仕事量の均等化 1
上司の理解・共感 2 不満や負担の解消は

理

1

休日を増やす 1 記入なし 2

（表49）「その他」内訳 （カテゴリー化）

（表51）不満や負担の具体的内容

（表52）「その他」内訳 （カテゴリー化）

（表53）業務の中で不満や負担感を感じないよう心がけていることが

　　ある
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（表54）不満や負担感の予防策

第1位 第2位 第3位 第1位 第2位 第3位
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

施設内職員と良好な人間関

をつくる

211 27．9 167 221 82 10．9 施設内の職員に相談する 484 58．7 105 12．7 60
7
．
3

違う施設の職員に相談する 13
1
．
6 52

6
．
3 35

4
．
2

施設の子どもと良好な人間

係をつくる

194 25．7 137 18．1 60
7
．
9

家族に相談する 56
6
．
8 133 16．1 85 10．3

友人に相談する 102 12．4 178 21．6 132 16つ

適度に休息をとるようにする 124 16．4 113 15．0 139 18．4 自分の趣味に没頭する 65
7
．
9 127 154 135 16．4

自分の趣味をみつける 86 11．4 100 13．2 123 16．3 仕事を休む 10
1
．
2 13

1
．
6 29

3
．
5

施設外に親しい友人関係を

くる

45
6
．
0 78 10．3 68 go 学生時代の教員に相談する 5 α6 16

1
．
9 29

3
．
5

施設の子どもに相談する 0
0
．
0

4　　0。4 6 α7

実習生やボランティアと良好

人間関係をつくる

0
0
．
0

3
0
．
4 3

0
．
4

実習生に相談する 0 α0 0　　0．0 0
0
．
0

ボランティアに相談する 0 OD 0　　0。0 1 α1

自分の家族と良好な関係を

くる

11
1
．
5 36

4
．
8 54

7
．
2

職場の人間とお酒や食事を

もにする

46
5
．
6 122 14．8 109 132

研修会や勉強会に参加する 17 23 18 24 43
5
．
7

その他 20 24 22 27 21
2
．
5

休日に仕事を持ちこまない 49
6
．
5 66

8
．
7 86 114 何もしない 20 24 10 12 47

5
．
7

施設内職員と勤務時間外も

流をもつ

6
0
．
8 13

1
．
7 51

6
．
8

無回答 3
0
．
3 42

5
．
1 135 16．3

合計 824 10α0 824 1000 824 100．0

施設内職員とのつきあいは

務時間内だけにする

5 α7 8
1
．
1 12

1
．
6

（表57）「その他」内訳カテゴリー化）

その他 4
0
．
5

7
0
．
9

9 12
実数 実数

わからない 3 α4 0 α0 0
0
．
0

休日に気持ちを切り替え 13 カウンセリングやスーパ

ビジョンを受ける

2
無回答 0

0
．
0

9
1
．
2 25

3
．
3

合計 755 100D 755 10α0 755 10α0 職場以外の人とお酒や

事をともにする

12 施設内の仕事に没頭す 2

（表55）「その他」内訳カテゴリー化）
研彦に参加する／本を読

勉強する

6 福祉以外の仕事をしてい

人に相談する

2
実数 実数

休日（勤務時間後）の過

し方を工夫する

5 施設の子どもと適度に

離をとる

1 仕事のことを考えない 6 家族で外出（相談はしない） 1
しっかり休息する 5 施設長に相談する 1

深く考えすぎない 2 職場にプライベートを持

こまない

1 自分で解決策を探す 3 仕事を辞める 1
プラス思考に切り替える 2 自分が就職した頃の気持

を思い出す

1
無理をしない 2 睡眠をとる 1
人の意見を鵜呑みにし

い

2 スーパービジョンの回数

増やす

1 お酒を飲む 2 一人の世界を楽しむ 1
内に秘める 2 時間が解決する 1

割り切って仕事をする 1 他施設職員との交流 1
（表58）児童養護施設で働く中で、よろこび、充実感を強く感じること施設の子どもと外出す 1 職員間の役割分担の明

化

1

実数 ％

記入なし 2 いつもある 166 20．1

時々ある 588 71．4

あまりない 48
5
．
8

全くない 4
0
．
5

無回答 18
2
．
2

合計 824 100．0

（表55）「その他」内訳カテゴリー化）

日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集

　　　　　　　　　　　（表56）児童養護施設の業務の中で感じる不満や負担感への対処法

（表57）「その他」内訳カテゴリー化）

（表58）児童養護施設で働く中で、よろこび、充実感を強く感じること
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　　　　　　　　　　　　高橋他：2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究

（表59）よろこびや充実感を強く感じる場面　　　　　　　　　　　　　（表61）「よろこび、充実感」を感じる具体的場面

第1位 第2位 第3位 実数 ％

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 記入あり 626 76．0

子どもが自分の言うことを

いてくれた時

37 49 73
9
．
7 59

7
．
8 記入なし 198 24．0

合計 824 100．0

子どもが学校で誉められた時 10
1
．
3 149 19．8 75

9
．
9

（表62）「よろこび、充実感」を感じる場面：記述内容（MA）（nニ626）子どもが施設を退所する時 21
2
．
8 81 10．7 64

8
．
5

新しい子どもが入所した時 3 α4 3
0
．
4 6

0
．
8

件数 ％

子どもの成長を強く感じた時 621 82．4 92 122 23
3
．
1

子どもか

の働き
け
1
4
1
件
（
2
2
．
5
％
）

施設生活における子どもからのうれしい手紙や言葉 61
9
．
7

自分が上司の職員に誉め

れた時

13
1
．
7 70

9
．
3 82 109 子どもから相談されたり頼りにされた時 32

5
．
1

子どもが本音で自分自身のことについて話してくれた時 24
3
．
8

自分が後輩職員に認めら

た時

0 00 7 α9 15 2D 子どもがお手伝いをしてくれた時 13
2
．
1

子どもが甘えてくる時 1
1

1
．
8

職員会議で自分の意見が

け入れられた時

3
0
．
4 27 3石 42

5
．
6

子どもの

長の

351件
562％）

子どもの能力や学力の向上 142 22．7

自分の指導や援助が子どもの成長・変化に貢献し

と感じる時

56
8
．
9

施設行事が終わった時 11
1
．
5 109 14．5 104 13．8

給料が上がった時 0 OO 16 21 62
8
．
2

情緒精神的成長・安定 51
8
．
1

その他 35
4
．
6 57

7
．
6 38 5D 身体発達的成長 40

6
．
4

無回答 0 α0 70
9
．
3 184 244 子どもが他人にやさしくしている場面を見た時 35

5
．
6

合計 754 100．0 754 100．0 754 100．0
子どものいつもと違う一面を見た時 21

3
．
4

（表60）rその他」内訳（カテゴリー化）

子どもが就職や受験で合格した時 6
1
．
0

子どもと

関係

の向

144件
23．0％）

スポーツや行事を通して経験を共有できた時 49
7
．
8

実数 実数
子どもと良い関係がつくれていると感じる時 44 7｛）

子どもと共感できる経験

もてた時

18 子どもの普段と違う一面

みた時

3
子どもが話を聞いてくれるようになった時 17

2
．
7

子どもを叱ったりして対立した後、関係が良くなった時 17
2
．
7

子どもの笑顔をみた時 17 一日が無事に終わった時 3
子どもが自分との約束を守ってくれた時 9 14

子どもと信頼関係がもてた時 11 保護者援助が上手くいった時 2
子どもを理解することができた時 5

0
．
8

子どもが自分を頼りにし

くれた時

9 担当する子どもが他職員

地域で誉められた時

2
子どもが自分の前でリランクスしている時 3

0
．
5

子の退所

0件

9。6％）

担当した子どもが退所する時 17
2
．
7

子どもとのかかわりが十

もてたと感じる時

9 日々のかかわり全部 2
退所した子どもが訪ねてきて元気そうである時 32

5
．
1

退所した子が訪ねてきた時 9 子どもと遊んでいる時 2 子どもが円満に家庭復帰する時 11 18

子どもが自分のために何

してくれた時

5 自分が他の職員に誉めら

た時

2 普段の
どもの
子
1
6
3
件
（
2
6
，
0
％
）

子どもと楽しく過ごす日常のなにげないこと全部 76 12．1

子どもの笑顔を見た時 41
6
．
5

仕事へのやりがいを強く

じる時

5 子どもの衣類や靴を購入

る時

1 子どもの一生懸命な姿を見た時 40
6
．
4

トラブルなく無事に一日を終えた時 5 α8

子どもの言動に自分の援

の影響がみられた時

4 自分の仕事に干渉されな

時

1 特定の子どもとの関係 1 02

他の

や外

との関

38件
6，1％）

担当する子が他の職員や学校の先生に褒められた時 16
2
．
6

職員間での連携がうまく

った時

4 子どもが自分を慕ってく

る時

1 職員間の連携が上手くいっていると感じる時 1
1

1
．
8

先輩職員に自分が褒められた時 6 1D

子どもが素直さをみせた時 4 子どもの元気な姿をみた時 1 先輩職員の理解やサポートがあった時 2
0
．
3

子どもから感謝された時 4 自分自身の成長を感じる時 1 後輩職員に相談された時 1 02

子どもが自分を認めてく

た時

3 記入なし 7 児童相談所から入所照会があった時 1
0
．
2

研修や勉強会を通して意欲がわいてきた時 1
0
．
2

（表60）rその他」内訳（カテゴリー化）

（表62）「よろこび、充実感」を感じる場面：記述内容（MA）（nニ626）
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日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集

（表63）最後に、児童養護施設の職場環境について感じておられるこ

とやご意見をご自由にお書き下さい。

実数 ％

記入あり 560 68．0

記入なし 264 32．0

合計 820 100．0

（表64）子どもとのかかわりの中の不満や負担とスーパービジョ

　　ン体制

スーパービ

ョン体制が

るか

子どもとのかかわりの中で過度の不満や負担を

感じる（％） 感じない（％） 無回答（％） 合計（％）

ある 289（742） 85（22．6） 2（0．5） 376（100．0）

ない 340（79．6） 84（19．7） 3（α7） 427（10α0）

（表65）職場の人間関係における不満や負担とスーパービジョン

　　体制

スーパービ

ョン体制が

るか

職場の人間関係で過度の不満や負担を

感じる（％） 感じない（％） 無回答（％） 合計（％）

ある 175（46．5） 199（529） 2（α5） 376（100．0）

ない 262（61．4） 162（37．9） 3（0．7） 427（10α0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p〈0001

（表66）職場の労働条件に対する不満や負担とスーパービジョン

　　体制

スーパービ

ョン体制が

るか

職場の労働条件で過度の不満や負担を

感じる（％） 感じない（％） 無回答（％） 合言1〈％）

ある 250（66．5） 124（33．0） 2（0。5） 376（100．0）

ない 297（69．6） 126（29．5） 4（0。9） 427（100．0）

（表67）働く中でのよろこびや充実感とスーパービジョン体制

スーパービ

ョン体制が

るか

児童養護施設で働く中でよろこび、充実感を強く

感じる（％） 感じない（％） 無回答（％） 合計（％）

ある 349（928） 20（5．3） 7（1．9） 376（10α0）

ない 386（90．4） 30（7．0） 11（2．6） 427（100．0）
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高橋他：2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究
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高橋他　2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究

＜自由記述＞

員がうけもつ仕事（行事・企画）が多く子どもとの関わりが疎かになる。職員は子どもとの関わりが一番大切だと思うのだが、なかなかできない。職員の増員が必要

　員同士の意志疎通がより深くなることが何よりも大切と感じる。子どもとの関係でつまづいた時に助けたり、協力してくれるのは職員同士なので。先輩職員に助けてもらったり，指導している姿

よう見まねで自分に取り入れてこれから職員として成長したいと感じる毎目。

独りで悩まない事を心掛けている。それが子どもへ影響すると思うから。チームワークを大切にして直接的援助や閤接的援助というものを頭に入れて取り組んでいる。

員数が児童福祉法で定められた最低人数しかおらず少なすぎる。交替勤務の為全職員の連携がとりにくい。勤務体制も最適な状況ではない。効率的な交替方法がなかなか見出されない。

買境がもっともっと「家庭』に近づくように努力していきたい。養護施設の子は、「家庭」というものを知らないのでせめて環境だけでも近づけて提供してあげられたらと思う。あと、集団生活の枠に

めすぎの所があるので伸び伸びと生活させたい。r時間」というものに押し流されずに…。

　　　児は、幼稚園から、もう、来て欲しくないと言われている。小学生は、暴力、暴言がひどく、万引きや、放火をする子もいる。中学生は、多くの不登校の子がいるなど、処遇の難しい子がほ

どなのに、職員が少なく、時間内に上がれる目は1日もない。

間全体でもそうですが、rお金がない」ため、もっと整備してほしいこと、充実させたいことに力が注ぎにくい。

児童養護施設の職員に対しての心のケア、休息、にも対応が必要。

職員1人1人が、自分の立場を考え、チームワークを大切にし、また、先輩には、追いつき追い越し、後輩には絶対に負けないという闘争心が薄いと感じられる児童檜談所との連携を密にし、

のチームワークを向上することで．よりよい処遇が望める。

地域の中の施設として地域社会へ何ができるか考えている（開かれた施設として）。職員が増えれぱ新しい事もできる。現状の職員数で新しい事をするのは困難。

施設外の周囲の人たちの正しい理解がなければならない。勤務する側の心のゆとりが少ないのでは？と感じる事が多い。

勤務時間が長くなるのは子ども達との関係づくりのために必要だと思う。自分で無理のないよにコンロトールしていくことが自分の為にもひいては子どもの為にも大切なことである。

だまだ、「職員の自己犠牲的な労力、やる気』がなくてはやっていけない厳しい職場環境だと思います。時代に即した仕事をするためには、もっと軒『性が必要とされますが、そんな向学心

たす余裕が物理的にも心理的にもないというのも現実です。

H15年の児童福祉法の改正で、民間の施設は、とても苦しい椀況になると思われる。社会では、虐待等の間題もあり、施設は定員もしくは定員以上の入所もあり、今後（H15年以降）やっていけ

か心配と思う職員も多く、ゆとりある指導ができないと思う。

員数が少なく1人当りの担当児童の数が多い。よりよい指導が出来なくなっている状態。性格・行動上で悶題がある子どもが多く、施設では手におえない状態である。

施設長が優しすぎて、職員問の緊張感が無いように思う。事務長の仕事内容に不満がある。職員間の良好な人間関係がうまくつくれない。

直接処遇の職員が余裕を持って子どもと関われる様な職場環境をつくりたい。それには、職員の増加か入所定員の減少を考えたい。

　　時間が長い。（書類上の勤務時間と実労働時間に差がありすぎる。）夜勤は18時間！！（夜勤1回で6時間は仮眠とされているが、実際はそんなことはあり得ない。週でいえば40時間位ういオ

間になっている。）休目がよくつぶれるが振替休日もない。（人員がいないので代務に入れない）

想理念と現場の状況はあまりにもかけ離れており、職場の負担は増すばかりである。労働状況を労働基準監督所はどのように把握しているのだろうか。私が働く施設の労働条件は最低だ。

が2．3年ですぐに辞めていくのがよく分かる。

イベントが多い。集団生活なので仕方ないが、時間に追われる事が多く、規制されている事も、年代別にレベルアップさせていけたらと思う。

　員寮が食堂の上にあるので、休みなどで外への出入り時に子どもと会ったりするので、別の場所に変えてほしい。そして自分の仕事上での悩みや話を聞いてもらえるカウンセラーがいてほ

。スーパービジョン体制の確立。

、休憩時間は時間通りきちんととりたい。職員（含心理療法士）を増やし、1対1で子どもと関われる時間を作りたい。指導に困った時、悩み等を聞いてくれるスーパーバイザーが欲しい。

み込みなら職員寮が欲しい（寮外に）。もっと職員の人数を増やして、1人で担当する子どもの人数を減らして欲しい。

ムの勤務している施設は公立で、給料面休暇取得等は優遇されているが施設自体の運営の仕方に疑問を感じることがある。私自身元々事務職員で｛蜥こ採用されデスクワークをしていて

なり全く知識もなく直接処遇をしている。だから職員は1つの部署としか考えてなく5年以内のジョブローテーションをしている。こんな状態なのでベテラン職員も育たず全職員がほとんど素

集まった職員集団。これでは良い指導・処遇ができないのも仕方ない。昔のように処遇困難児が比較的少なかった時代はこれで良かったかもしれないが現在虐待やADHDなど養護施設の

越えた児童が多く入所する現状では専門的なケアが必凄であると強く感じる。

ムの施設では子ども達のことを第一に考え子どもの”したい・やってみたい”気持ちを潰さぬよう労働時間を越えて子ども達に時間を費やしている。生活の上で必要なこと以外ルールはない。の

のびと健やかに子ども達が成長するよう心がけている。過酷な労働条件で身体を壊しても頑張っています。みなさんも頑張って下さい。

入所している子どもに知的障害や精神障害の子が多く、対応が困難。

’員の配置基準が6．1というのは子ども達によりよい環境を与えるためには、もう少し改善されるべきだと思います。

　々な入所理由により子ども自身の問題も複雑化している状況に職員はプライベートをなげうって子どもの為にと頑張っている。しかし労働内容はとても厳しい現状があるのに実労働時間の長

それにともなう給与のあまりの低さに結婚を考えようにも難しい面もあり、一般会社並、もしくは公務員並の給与保障をして頂きたい。

畠祉の仕事は労働条件が厳しいが、福祉をやる上では納得している。しかし子ども1人1人に合わせた処遇が出来ない事の1つとして職員増加、専門職（心理）配置を国に考えてもらいたい。
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上下関係の激しい人間関係（児童）になって暴力が多々ある。カウンセラーが必要ではないか。資格のない人を職員にするのは問題になる。

員数が足りず、子ども1人1人に対し十分対応できない場合がある。職員数をもっと増やし、少しでも多くの問題に取り組んでいけるようになれたらと思う。

員間、また子どもとのコミュニケーションを第一に考えて、やはり人間関係を大切にしていきたい。

潰がもっと多ければよりよい援助ができるようになると思う。休みがいっぱい取れるとよいと思う。（残業は当然で手当もないのは仕事が好きでも辛い）

自分の施設は公立ですが、私立の職場環境、特に人員配置は、大変悪いようです。私立の人員配置、福利厚生等公立なみになることを望みます。

員数を多くし、子どもの安全面を配慮しつつ子ども全体に目がいきとどく様にできればよいと思う。

員も家庭を持っており、育児休暇後の労働条件をもっとよくしてほしい。（例えば、宿直をなくし、日勤のみにするとか）

虐待の児童が増え接し方が難しい児童が増えると共に逆にやりがいも増してきている。虐待の児童の場合特に個別の関わりが重視される。個別に関わるには時間も人手も足りない感がある。

潰をもっと増やしていけば充実すると思います。

員のストレスをどこで解消できるか。個人がとじこめてしまわないような環境、配慮が必要。

員寮が欲しい。寮の外に。

「社会的養育』を行う専門家としての職員個々の酬『性向上が急務。特に被虐待児童が急増し、一般家庭で行われる養育にはない特別な処遇を行わなくてはならない。大学や專門学校では、「1

護施設の軒『家」を養成するプログラムはないため、職場でそれを行っているのが現状であるが、それではまにあわない程、現場での混乱がある。早急な職員養成対策が必要である。

一止施設は社会構造の中で底辺になるように思え、何かと社会のしわ寄せがきているためか、精神的負担が多いため、職員自身が気持ちに余裕を持てるような職場環境を職員自身作りだす

行政のバックアップ体制の充実が必要であると思う。

ロ員人数がもっと多かったら子どもと調理実習をしたり物を作ったり時間が十分とれるのに今は子どもの生活を支える事しか出来ず残念。特に幼児さんは十分に甘えることも出来ずかわいそう。

ども数に対して職員数がまだまだ足りないと思う。もう少し増やすことができれば、職員自身、余裕をもって子どもたちの処遇ができるのではと思っています。

とにかく、集団が大きすぎる。ゆとりある生活をするため、個別化するため、個々の二一ズに対応する幅をもつため…1の（まま）職員の担当を減らす、1つのグループを小さくする、1施設の入戸

数を減らす、規模を小さくすることが必要だと思います。

　として、決められている労働時間と、実働時間に差が大きすぎる。又、時間外の出勤（参観日・学校等の行事参加）が、全て、全くのサービスで行われており時間外の請求すら出来ない現実はど

かと思います。有給休暇40日も自分の休用でとることが全く出来ません。

対1の職員配置では十分な処遇はできない。配置基準の見直しが必腰と感じる。

児から中・高生まで約10名の子どもに自分1人で対応していかなければならないのが実情で、決して十分な処遇が行えているとは思えない。また、子どもの中には”親から愛情を受けられオ

った”という根本的なものがあり、こちらの思いがどこまで子どもに伝わっているかが不安である。

実働や雑務に追われ忙しく、ゆったりした対応がとれず、記録に要する時間もない状態。個々の児童と深く関わる時や声を具現する時も必要。

ども達と向き合う中で、色々な不安、不満、悩みを抱えていくと思うが、子どもを支えていくのは職員だと思うので、子どもに逃げることなく常に向き合っていかなければいけないと思います。

人が足りない

　なグチや不満はありますが、自分自身がもっと成長し、子どもが少しでも幸せを感じ、立派に自立できるよう手助けする事が第一だと思います。職場の環境よりも、職員1人1人の意識を改

ことが先決だと思っています。

措置費全般の見直しを！（改善）

実質職員数が少なく、ボランティアという形になってしまいがちである。職員数が増加すればと感じる。

、特に虐待児のケースがふえ、処遇上難しく困難さを感じ、精神衛生上もよくないので、全国的にも考えて欲しいと思う。

　ども6人対職員1名となっているが、夜勤になると20人対1人ということが起こり、子どもに接したり表情を見ることが難しく、充実して子どものケアに取り組めない。ただ単に職員数を増やせi

いという問題ではないが、しっかり子どもと関わり考えていくには、2人対1人等の少数で子どもと蜜に関係を築いていければと思う。

年々職員数が減るのに対して、被虐待児童の割合が多くなり課題をかかえて入所してくる児童が多くなっている。

夏期がとても暑いのでクーラーをつけて欲しい。

どもの為を考えれば考えるほど自分のプライベートな時間が削られてしまう。子どもにとってなるべく家庭に近い環境として施設内小規模グループホーム的な体制にしたいが人員が足りない。

の職員でそれをやると労働時間が超過してしまい現実にはむずかしい。

童養護施設は1つの家庭であると思う。そして、私達は職員でなく家族である。子ども達と共に生活する中で喜び、悲しみ、苦しみなど一緒に感じていきたいと思う。

施設職員一人ひとりの気持ちが一つになっていることを感じながら、この仕事に携わることが出来、とても誇りに思う。私は自分の職場がとてもアットホームだと感じる。子ども達との関わりは

く大きくなればなる程、とても難しくなるのですが、先輩職員の助言で支えられているように思います。私も、年数を重ねていくうちに、そんな職員になれるよう、努力していけたらと思います。

ム立は特に閉鎖的で施設の体制が変わりようがない。住居が宿舎（施設敷地内）では職場の人間関係がずっと続いている感じがする。被虐待児等が多く入所する中、大舎制では対応の限界を鵡

る。施設長や古い職員と若い職員の間に大きな溝がある。職員会謹など誰も何も言えず施設長と古い職員の話でおわってしまう。

職員1人対子ども6人と決まっているが入所児の内容が複雑になってきており厳しい。担当児童としっかりむきあって関わりたいと思っても現実無理なところがある。
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っと児相の方々と協力し、保護者の方々にアプローチをしたい。

島時職員なので給与面で非常に辛い。宿直勤務がAM9；00～泊～翌日の昼12100が、体力的にとても厳しい。体のリズムがメチャクチャになる。

子ども（特に中高生）たちと園内の生活環境をつくり上げていく。

　どもとのより深い関係性が求められ、また必要である中で、職員が勤務時間外でこれらを補うことは児童養護施設職員の常識となっている。職員の業務体制の豊かさという点でも考えながら

もの個別の二一ドや生活環境の充実を図るには法律が変わることが必凄であるし、今後そうならなければならないのだと思います。

っと清潔にのびのびとした環境が必要。

釧動時間が実際の言己述と全く違う。職員の上下関係がありすぎて思う様意見が言えず、ストレスを溜めてしまう。寮の衛生面が非常に悪すぎる。

児童福祉施設最低基準の大幅な改正が』必要。小舎制養育と専門里親制度へと社会的養護のシステムを転換し、大舎制の集団養護システムは早く廃止すべきである。

ムの働く職場は1つの寮に20名の子どもが暮らす施設で、2つの寮がある。単純計算で、2人の職員で20名をみている計算になり、これではなかなか子ども達1人1人と密にコミュニケーショ’

図るのは困難である。このような中で、子ども達それぞれの求めている事をいかに職員が受け止めてあげられるかが今後の課題。

境にはとても恵まれている。先輩達はとてもよい方々で“問題はみんなで解決しよう”という雰囲気がある。また、何か問題が起きた時すぐに指導員が対処してくれるのも大きい。

ξランティア、非常勤の人が増えても、子どもたちにとって担当が第一なので、負担感はかわらない。

とにかく職員の数が足りないと思う。したがって、協力体制をとりたくてもとれない。研修にも積極して出られない状態である。

一員定数の基準の低さ。人員増を強く求めたい。

ず、いかに自分に余裕がもてるか。

　　　含めた設備の充実と人員の配置が必要（最低基準の見直しとそれに見合った予算）子どもの権利ばかりが主張され施設としての規則や躾を身に付けさせる面で限界を感じる。長期・

関わりを通して身に付く様にしてはいるが、全体に及ぼす影響も大きく、今後、心配である。

“働時間、内容ぱ確かにきつい面もあるが、子どもの成長もみられるし子どもと共に喜べる面があり充実している。また、職員同士でも、子どもについて良い面、悪い面話し合える場ができてい

為、働きやすいと感じている。

護施設は衣食住教育の保障をするだけの場所ではなくなった。子どもの心のケアが必要とされている。職員数が絶対的に少ない。基準を早急に見直すべきである。

一利厚生、雇用が不安定。施設は閉鎖的。職員の意見が通らない。意見、気持ちを受け入れて欲しい。寮長主導。

　　の人員配置では十分なケアができない。また職員のストレスも大きくやめていく職員も多い。企業並の休暇保障がないと休日も体を休めるのに1日費やせば終わってしまう。1人の子が問

動を起こせば他児への配慮も難しくなる。長く務めるためにも労働条件は良くなってほしい。男性職員も家庭を十分養えるだけのものがないとやめざるを得ない。長く務めている職員がいる一

は子ども達の精神状態の安定にもつながる。集団としてまとめなければいけない時など注意することが多く自分自身が嫌になる。特に長期休暇は子どもがずっと全員おり勤務もきつい。実

も多く精神的に余裕がなくなる。精神的ケアが必要な子が多くなる一方で配置人数がかわらない。また、そのため研鯛こもなかなか出られない。週休2日制へと学校が変わればまた負担が

なり、地域の行事に参加することが良いとわかっていても人数が揃わない。問題はまだまだあると思うが書ききれないので終わります。連休がとりたいです。（自分が休めば他の人の勤務が

くなるのでなかなかとれません）

本制が古い、旧体質が残っている。閉鎖性が強い。施設内でも、情報が出てこないことがある。

ムの職場では職員のほとんどが住込み制となっているが、今はそれが一番の重荷となっている。部屋へ戻っても子どもたちの声が聞こえ、休日の際も十分な休息がとれない。そのため、子ど

関わる際、影響が出てしまう。住込み制については考えて欲しいと思う。

やはり施設は孤立している。夜遅く、早いため長く続けられない。結婚なんて無理やと思う。子どもと一緒にいられるのは幸せやけど、給料安いし、ストレスも多い。プライベートがもちづらい。

’員間の連携の悪さ。自己中心的に動く職員への対処と対応の悪さなどに不満を感じる。

虐待児など増える一方、職員1人あたりの子どもが多く、手をかけてあげる事がなかなかできない。子どもの数を減らし、もっと子どもとの関係を多くもてるようにしていかなければならない。

家庭に近づけつつ個々への援助を行っていきたいが、職員配置や見合う休みや給料がなく、いつも一杯一杯の状態で、働く職員の声が上へ届かず、疲れを感じる。

児童定員は40名で小規模だが、職員定員を増やして欲しい（法的に）。

最低基準の61412という職員配置など劣悪な養育環境だが、近年被虐待児の入所増加に伴って、ますます処遇に困難をきたしている。職員はまさに朝から晩までずっと勤務しているような現状。

の施設も同じ条件で、近年施設の不祥事も次々に明るみに出て、施設は自己改善に全力を尽くさねばならないが現在の職場環境が入所児童にとって最善の利益といえるのか疑問があり、，

調査研究を通じてぜひ子どもにとってよりよい生活が保障されるような動きが生み出されればと願っています。

どもとの人間関係を良好にするのはさることながら、職員との人間関係が上手く行っていないと難しい仕事である。今現在、こちらの施設では良好と考えているが。

’■

条件や環境をもっと整備する必腰があると思う。職員数を増やす、etc

交代制にしてほしい、担当の子どもと時間を置きたいと思ってもおけず、いらいらを子どもにぶつけてしまうこともあるので、交替制にしてもらうと、自分にもゆとりが持てるのでぜひそうしてほ

と思っています。

今年度、結婚をし、ある程度覚悟はしていたが、家庭を持ち、休日以外に家族とすごす時間がまったくないことが非常につらい。来年30歳を迎えるにあたり、真剣にこの先の事も考えている今日

の頃です。仕事の忙しさは仕方ないにしろ、時間的な拘東が一番の悩みでしょうか！！
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この厳しい社会状況の中で、再び自分の好きな仕事が出来る事だけで個人的には満足しています。若い時にいろいろな悩みを持ちました。それを乗り越えてきただけに、今は楽しくお仕事さ

てもらっています。

、幼児3人小学生3人を担当している。とても手がかかるしスキンシップを求めてくる。雑務に追われ関わりの薄い日もありもう少し職員数がいれば濃く関れるのにと思うことが度々ある。

ども達は寂しい想いをしているだろうと感じる。私自身の器量のなさでもあるのだと反省している。

ども達は伸び伸びと育ち、とてもよい環境だと思います。自分も子ども達と楽しく遊び、話ができるのでとても楽しいです。仕事は大変な時も多々ありますが、先輩方の力添えがあり、悩みをカ

かえる事なく仕事ができます。

護二一ズの増加、多様化に対し施設機能が追いついてない現状がある。また変化を好まない体制が、二一ズの変化に施設が追いつかない大きな原因となっている。限られた人員の中での

ビス提供には限界がある。コスト論だけでは良いサービスを提供できないと考える。

＿当外子どもへの関心が少ない。子ども同士でのトラブルが多い。子どもの人数に対し、職員の手がまわりきらない。

、外と福祉系の学生や、外部の人の理解が低いように思います。

1童養護施設では土日祝日に休暇をとることがあまりできない為、自分は独身だから気にならないが、結婚し子どもができれば、我が子と関わる時間があまりとれないのではという心配が

る。仕事としては子ども達と色々な所に遊びに行くが、一番大切にしなくてはならない家族と関わりが薄くなっては本末転倒のような気がする。

重が指導員という事で責任の多い立場と実感している。勿論、勤務時間もあってないような状態ですが、その中でも子どもとは様々な活動を通して楽しみながら仕事をしております。職員全1

が20代中心と若いメンバーだけに色々な考え方、職場の活気は1張る物があります。私自身も自分のスタイルを崩さぬ様、今後も様々な事を考え、試みていく中で、新しい物を発見していきたい。

員は母親代わりであり母親に休憩時間は無いのだから、勤務の日はほとんど24時間勤務のようになるのは仕方が無いこと。気分転換は子どもと買物に行く等して、子どもと共に行うのがし

い。そういう考えを長く勤めている人ほど持っている。しかし新入職員は「休憩を取って勤務の時しっかりと仕事に集中するべきだ」という考えで、最近になって休憩萢取るr断続勤務」を目指すよ『

になった。ただ私の施設では、子どもとの関わりの他に写真の整理や日用品の買出し、お金の清算等の事務的な仕事もある。またバザーやキャンプ、クリスマス等行事も豊富で、その準備や

除も必要。それは子ども達の前では中々はかどらず、子どもが学校へ行っている噺間つまり「休憩時間」にやることになる。しかし新入職員は自分の時間を尊重しており、行事業務への理解が》

く非協力的で、結局他の職員の負担になる。また一方で、主任クラスの人にも疑問がある。部屋を担当してないので出勤時間掴曖昧。施設長が朝から居るときは早起きするが、ほとんどは10

からの打ち合わせギリギリに出勤、10時が勤務時間だと決めている。もしそうならば、一方で他の職員が6時から働いているため、その4時間分の差は時間外手当として出るのか等その辺りの

昧さははがゆい。ただ勤務時間ははっきりしたい、自分の時間は欲しい、そう思う反面、休憩時間、勤務時間を減らすことにより、週一回あった職員会議が月二回に減った。ただでさえ行事が

多く、職員会議では行事の打ち合わせをすることが多い。するとますます、子どものことを話し合う時間が少なくなってしまっている。このように、勤務時間、勤務体制については、考えさせられる

ことが多く、この仕事での一番の不満や負担感の原因となっている。給与面では下がる一方で、今年4年目の人は今までに上がったことは無く下がるばかりだと言っていた。基本給をあげると言

しておいて、その他の手当てを減らし、結局手取りは下がっていたり。また毎年賞与は7月に出るのだが今年は9月に出た。ただでさえ少なくなった賞与が時期まで変更したのに、時期の変更が

。げられたのは6月。また宿直手当、時間外手当も不明瞭なところが多い。きちんと4月の時点で説明するべきではないか。仕事のルーズさも気がかりである。私がここに就職してから（私が京

1する数年前から）一度も監査が無く、子どもの育成記録のファイルを見ても抜けている部分が多く、こんなことで良いのかと不安。また広報誌の原稿の締切等、平気で一週間は遅れる。場合に

よっては一ヶ月遅れることもある。「福祉の世界はそういうところ寛容なのよ」と施設長は言う。確かに今年就職した某有名社会福祉系大学院出身の方も事務的な仕事にルーズで、急ぐようお願し

しても「私はソーシャルワーカーであって事務員じゃない」という態度を逆にとられてしまう。もしも「福祉の世界」がそのような世界であるならば、日本の福祉が他国に比べて遅れていると言わ

ても仕方ない。今後、児童養護施設の職場環境が改善され、職員が最善を尽くして、この仕事に取り組んでいけるようになることを切に希望いたしております。

員関係がとっても良いので、負担を感じることがほとんどないため子ども達とたのしくかかわることができます。

込みの職員集団なので、個人の感情が強く入りすぎると関係が悪くなる気がするが、心理職などの、第三者が入りながら話し合っている。施設について、色々な見方を持った地域の人や学杉

の先生方にどう偏見をといてもらうか難しいが、実際に見学してもらったりして理解してもらっている。

どもと一緒にいる時間が長い事は大切だが職員のプライベートも多く必要だと思うのでもう少し休暇が多くあると良い。児童養護に関わる職員が利用できる宿泊施設などがあると良いです。

人間関係の難しさがある。

員間のチームワークが良くないと子どもにも悪影響をあたえてしまうと感じた。仕事以外の話をする事でお互いの性格を理解し子どもにとって良い援助をしたい。

第一に職員1人当りの子ども数をもっと減らしてほしい。担当が3人というのは良いのだが、結局交替勤務だと1：7くらいなるので。また、私の施設の場合、残業時間が増えるのは曜日ごとに

務時間と公休が1年間固定されてしまうからなのではと思うので、そうではない月ごとの勤務にしてもらえればなあというのを感じています。

以前からのやり方・考え方を上の職員は新人職員に押し付けている。良い点もあるが下はそのやり方・考え方に付いていけず、疑問や不満を感じているように思う。

ども一人ひとりとゆとりをもって接しられるよう、職員が増えると良いと思います。

狭い世界の職員関係だと思う。10年以上働いたら自分の視野が狭くなるのではないかと感じる。労働条件も悪く休目出勤当たり前、「生活」の場がからすること＋行事も多いので「役」に当たる

壬されっぱなし、1年目でも子どもの人数が増えたら（それは仕方のないことだが）6人の子を担当としてもたされた。お金や労働条件で選んだ仕事ではないが体の疲れをどうコントロールするカ

が私の課題。やはり職員側がリフレッシュする時間がないと余裕をもった処遇ができず、しわよせが子どもにいく。かといって単純に職員数を増やすのも違う。色々なケースを持った子どもにと

て個々の関わりというのは重要で施設が子どもにとっての居場所になりえるように、職員側も日々努力し成長していかねばならないのだと気づかされる。

ひに傷を抱えた子ども達が大勢し、る。子ども達に少しでも多く寄り添う機会を持とうとすると今の職員数では十分なケアができず、子ども達が施設にきても身の安全は確保されても心の休息は辱

れないのが現状。養護施設の実態を多くの人に知ってもらい理解してもらう必要があると思う。
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毎日が各担当の場所で必死になっているので職員がリラックスしてくつろげる場があると良い（会議等の集まりを別として）。

年々、被虐待児の入所が増えている中の人不足は何とか解消できないものかと感じています。そして、それらの児童に勤務時間内に寄り添いよい時間を過ごせれば、処遇の向上も図られ自’

生活にもゆとりがでてくるように感じます。

員1人一人の負担（処遇、事務的なことなど）が大きく、子ども達の生活も複雑化してきている時代なので、職員も、それに合った処遇に限りがあり、全て、把握しきれないので、マネージャー・

役割の職員がいるとありがたいと思う。

っと皆が自分の意見を出し合い考え方や方針を変えていき新しくしていける環境がほしい。年上の方がいると圧力があり自分の意見や考え方はいつも言えない。

常に子ども達が最大限に心地よく生活できる場（唯一）心が安らげる場所であって欲しいと願っています。しかし、現状は、時間に追われる毎日。職員と子ども達がゆっくりと、ゆとりある時間を、

すごせれたら、と思います。

勤務体制（時間）について多少不満を感じる。自分の時間が作れない。例）早出勤務でも時間どおりあがった事がない。早出だったのに通院や他職員の研修等が急に入り勤務が夜までになる。

どもの多様化する問題の中、その二一ズに応える為にも軒『性の必要性、また、人員の確保が必要に感じる。

どもに対し個別に関わりを持とうとすると、どうしても勤務時間外に自分のプライベートな時間をけずって関わることになる。児童記録も勤務時間内に行う時間がなく家に持ち帰って休日にや’

ければならない。すると、自分の時間がなくなり仕事のみの生活になってしまいがちである。

ども達が職員の資質を見抜いていて、声かけやアドバイスをしても素直に聞き入れてもらえずそのままになる。いつも注意が注意にならず、改善できていない。

人間関係に問題がある。みんなと1つの目標に向かって頑張っていきたいがそうもいかない。本音と建て前があるのはわかるが建て前しか言わず陰では悪ロに近いことを言う職員がいる。ミ

カバーしあうのではなくミスを他人に言いふらし決して手伝ってはくれないので向上心由なくなる。仕事に対して不満はあまりない。人間関係さえ良ければ今後も続けていけそうだが今の所自

がない。もっとチームワークある職場になってほしい。

小さい子や遅れをもっている子が多く入所してくる中で、職員の手がたりないという事を強く感じます。1人一人の子どもへ係わり、コミュニケーションをもてる時間がもう少し作れれば、自分の

的にも、もう少しゆとりをもてるのになと感じます。

・的な子どもに対する職員数が足りていないので、十分な援助ができるためにも、職員の増加が望まれる。

やすい環境になるには、やはり、職員の人数を増やしたり、若者にも意見を言える場であるとよいと思います。

変則勤務なので、職員間の連携の必要さを感じる。

残業したら、その分の残業手当がほしい。

まだまだ閉鎖的。給料は少なく、新しい意見は上からの圧力で潰され、休みもない。身を削っていると常目頃から感じてる。家族との（妻子）時間、自分の余暇を持てないのは過労である。何か1

でも「これだけは良いから」と思える点がない。退勤時間で当然のように帰れない雰囲気や思いを打ち明ける職員がいないのは辛い。

指導員、保育士として同じ仕事内容をしているのに、臨時職員なので不安な気持ちで仕事をしているし、給与面でも差がありすぎる。

今の職場の環境にとても満足しています。

員同士の人間関係が良くないと子ども達に悪影響が出る。時間に追い回されずに、心にゆとりを持って子どもと接することが大切であると思う。

　育てに関する処遇論は色々あるがはっきりこれが正しいというものはなく、具体的な方法は各職員に委ねられている部分も多い。共通認識の下、処遇を行っていくのはもちろんであるが、そ一

は必ずといって職員間での意識の違いがあり問題が生じることもある。その問題が仕事上だけでなく、職員同士の人間関係にも及ぼし関係の悪さは処遇の場にも多少持ち込まれる。どんな

でも人間関係の問題はあるだろうが、施設では人間を相手にする仕事であり、特に心のケアが必要で敏感な子ども達に対して悪影響を与えることは許されない。経験年数の長い職員ほど

の緊張感がなくなり仕事に対する向上心や時代や世間の変化に対する順応性に欠けているが職場における影響力は大きい。子どもに関する仕事の大変さを苦痛に感じることは少ないが、

での人間関係は非常に苦痛である。本来考えるべきである子どもの処遇にもっと集中できる職場であってほしい。入所児と職員の人数のバランスがとれていない。十分な援助ができる状況・

い。人数配置の改善は必須。

2年目に入り、なかなか解決しない問題が多くなってきた。子どもとの人間関係、職員関係等で自分自身の中にもクリアーしないといけないと漠然と感じる不安がある。

どこの施設も一緒だと思いますが、毎日のように、何時間も働いて、それでもふんばってがんばっているのを見ると、自分も頑張ろうと思います。

主込みで勤務時間外でも児童がいる時（土日祝日）常に一緒なので休憩できずストレスがたまる。住込み勤務形態は時代の流れに合っていない。

施設が新しく設立（建でなった）したので、以前より明るく気持ちよくなった反面、綺麗に保つことが大変なことがある。

今後施設はもっと変化する必要がある。心理職を置くことも大切だが、それ以上に目々一緒に生活している職員が個々にレベルuPして、プロ意識を持つことが重要だ

　　景境は悪くなく、小さな施設とあって、家庭的な雰囲気で日々すごしています。子どもののびのび過ごしている姿に自分たちの仕事に安心感と充実感を感じるとともに、小さな問題こでも全薗

考え、他人事ではないという責任感を強く感じます。とてもよい施設です。

男子である自分は、女子職員の圧倒的雰囲気の中で孤独を感じる時がある。生活施設の中で男女の比率や役割等について、考えることがある。

潰をふやしてほしい

どもとの関わり以外の仕事がとにかく多すぎるように感じている。職員のケアも重要であると思う。

ある種特異な業界で、精神的なストレスを受けるのは当然と思う。それを理解できるのはやはり同業種の人でしかないので、相互（他施設）の連携システムの確立が一番であると思う。
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潰の関係にベテランと若手の間が大きく、若手の意見が通らない。施設長がとてもワンマンである。

毎日の生活が業務に追われ、ゆっくりした時間の中で子ども達と接する時が少なすぎる。1人で13名を見なければならない時があり個人を尊重した養育ができない。

施設自体（建物）が古く、幼児の生活の流れが大変困難な造りになっており、改築を望んでいる。人間関係については主任指導員が、理解もユーモアもあり、場を和やかにしてくれる為、明るい

　境がつくれていると思う。

込みはいいが、自分の部劇こ友達を呼べないので寂しい。同寮内に友達関係の職員がいるとやりづらい。長期休暇が取れないので旅行に行けない。子どもとの関わりでアドバイスが貰え一

と言乱，合えたらと思う。担当の子どもが悪いことをした時、責任があると思うととても苦しくなる。

指導員と保育士の意見がばらばらで全体にまとまりがない。職員によって言っている事が違うため、子どもは自分に都合の良い職員を利用する。

動時間が長い。

施設内にいることが多く他施設職員との交流ができない。自分の世界が狭くなりストレスもたまりやすく、子どもと穏やかに接することができない。

思春期の子どものプライバシー保護。屋外で野球が出来る広場の確保。子どもと職員が「感謝の心」で生活する姿勢が今1つ不十分だと思う。

勤務がきつかったりするが、子どもたちの笑顔や成長をみていると、がんばらなくてはいけないと、いつも感じる。

1つ上の先輩と17年も離れていて、先輩が2人に対し後輩が3人なので中堅になるのだが、上は上の職員、下は下で固まることが多く、常日頃から話をすることが大切だと思う。（下の職員ま

が伝わっていない事がある）。下の職員を育てる場合子ども相手と同じように相手に思いを伝え根気良くやる事が大切だと思う。言わなければ相手に伝わらない。上の職員は下の職員を育

義務がある（それも給料に含まれているのだから）

子ども数に適切な職員数について行政と現場にギャップがあり、もっと人手があれば適切なケアを行え、子どものストレスも減らせ、互いのギリギリの中でやってる所から生じる悪循環も減る

う。現状では限界があり、お互いにとって望ましい環境を作るのに、現場のカだけではどうにもならない問題が多く悔しい。アンケートをとることで少しでも現場の榔況が理解され改善される榊

を期待して回答しましたので、よろしくお願いします。

施設の建物の老朽化や施設入所者ということで偏見の目に子ども達が耐えている点を何とかしてあげたい。職場環境としては長時間子どもと関わり、大変な面もたくさんあるが、長い目で共に

しながら子どもたちの成長が見られるので、とても魅力的な面もたくさんあり、この職場で働けることをうれしく思う。ただ、この思いが、子ども達や他の職員に届き、同じような気持ちで生活

るようになったらいいのになあ…と思う。

直接処遇だけでなく、間接処遇とのチームワークも大切だと実感しています。今は職員の数が少ない為、仕事におわれ子どもとの接する時間が少なく上手にコミュニケーションがとれていない

します。もう少し、ゆっくり子どもと接する時間が欲しいです。

　員に対する子どもの数の多さ、それに伴う、目常業務におわれ、子どもの一つ一つの言葉や行動に対して、自分自身に余裕が持てていないため、適切な関わりがとれていないと感じることが

る。これは職員個人の問題ととることもできるが、制度を整備・充実させることによって多少の改善はできるのではなかろうか。

日々がとても慌しくすぎ、自分自身なかなかゆとりをもって子どもに接することができず、反省することが多いですが、自分自身、少しでもゆとりをもち、子どもたちともっともっと落ち着いた時間

していけたらなあと思う。

　　の直接処遇の職員は、本当に日々動き回って子ども達に対応しています。社会が大きく変わった現在、これまでの処遇とは違った処遇の在り方が求められていますが、勤務体制、職員

、ハード面が何も変わっていないのでは、とても対応しきれない事が多々あります。もっと児童養護施設の子どもと職員の梼況を行政側には特に知ってもらい、早急に考えてもらいたい。

とにかく労働時間が長く、職員数が足りていない（法の規定数）。又、子どもの入所理由が多様化しており、かつ虐待ケースがその割合を多くしている、そのため、対応が困難になってきている。

ード、ソフト両面の改善が必要ではないでしょうか。

り・休2日を確保できないことが正直辛い。長時間職場で子どもと接することこそが、優れた職員と評価される風朝がいまだにあるとも聞く。利益を求めるわけでもないので、職員が統一した目

持ちづらく、それが原因で職員同士の関係がうまくいかなくなることもある。子どもとの関係よりも職員との関係にむしろ気を使う。その一方で、自分を素直に表現することも必要なので、バラ’

感覚をうまく保っていく必腰があると思う。

esマンが多い。見習える職員が少なく（若手く新任〉職員ばかり）、お手本をあまり見ることができない。

1童養護施設は重度心身障害者と同じく、声をあげることのないユーザーばかりである。故に、その扱いが軽く扱われているし、蜜法13条が守られているかどかもかなり疑わしいと思う。どうし

形であれ外へとつながる道があればと思う。特に最低施設基準はむちゃくちゃだ。

　　職員と院長との間に距離がある。院長はその日の感情、気分で物事をすすめてしまうので、職員はおうかがいをたてながら相談、意見をのべなければいけない状況である。その為、矛

生じてしまう。子ども達もその犠牲になっている。院長が原因で辞めていく職員も少なくない。〇十年も働いている職員は頭がかたいところがあり、変化を嫌う。若い職員が意見、考えを言い。

る環境を作る努力をして欲しい。

とにかく、時間に不規則で自らの健康を保ちづらいです。

一番は労働条件の悪さ

　どもを育てるという事は、今も昔も根本的な部分は変わりないはずなのだが、あまりに社会情勢に流れすぎ、自由と権利を主張。新しい子育てばかり要求され、そればかりが良い事と謝面さ

ち。現場の声を無視し、医療的ケアが必要な子ども（虐待も含め）が増加しているのに、職員がどんどん減らされる。その一方、雑用が増加。極力、仕事と私的な生活を切り離し、ストレスがた

ないようにしたいと思っていても、休目でも頭から離れることない。なかなか充実感を得られない。

一76一



高橋他　2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究

児童養護施設の職場環境について、各施設、それぞれ違うと思うが、現施設においては、へき地なので、いろいろな問題がある（Dく．交通に不便、非常時の対応は漁船の活用をしなければな㌧

い、周囲の自然は危険が多く、自然を生かした遊び場がない、etc。職場内では、良好な人間関係を作ることは必須であり、人任せにするのではなく、足りないことなど、お互い助け合うチー

ークが必要であると思う。子どもは良好な人間関係を作れる大人をモデルとして成長していくのだから、そのモデルとして自らの日々の生活を見直しながら、自分自身も努力していく必要が

と思う。また、気づいた点があれば、職員間で、きちんと言えるようになれば、又、お互いの意見を受け入れ、一緒に考えていく姿勢、雰囲気があれぱ職員間の人間関係は良好なものになっ

くと思います。

どもに接する際に手本とならなくてはならないが、言葉遣い等、気をつけなくてはならないことはたくさんあり、難しいと感じる。

どもの権利を保障するためにも、職員も諸権利を獲得しなければならない。

職員1人一人が自覚を持つこと。お互いを信頼し合い、仕事すること、など。

施設の勉強をしっかりしておく必要があると思った。

員のプライベート時（休憩時の部屋の確保、勤務時間の厳守等）と勤務時の区別をしっかり在ると、精神的良好に接してゆけると思う。各人がその事を重視したく思う。

つらいこともあるけど、毎日楽しく過ごしています。

可故、ここまで職員数が少ないのか？単なる養護から養護性の高い子、虐待児の増加している今、現在の職員体制では対応できない。何をこの子たちにしてあげるかが常に疑問。生活をまわ

いるだけで精一杯。

　員にゆとりがなければよい指導はできない。その為には、職員の数がたりない。休日もまともに取れない。連休が取れることなんて考えられない。1日も早く職員の数について考えなければ。

生懸命な施設ほど苦しんでいる。

とにかく職員数の不足。児相がでたらめ（全く協力体制がない）。

生会全体が難しい時代、子どものおかれている環境も複雑になっており難しい。職場環境としては大変なこともあり決してBestではないと思うが何とかやっている。

とにかく最低基準の見直しを求めたい。施設に来る子どもは衣食住が与えられれば充分なのではない。各々様々な背景を負っており、それと向き合ったり乗り越える為には、落ち着いて生活・

る場と手厚い対応が必要であるし余裕のある手厚い対応をする為には職員が十分学んだり休養をとることができる環境も必腰である。

員間、子どもとの関係においてストレスを感じることはよくある。それも仕事の内かもしれないが、社会人として、まだまだ未熟さを感じます。

どものたちに対して適切な処遇をしていくためには、まず職員1人一人が不満や負担を感じることなく、気持ち良く働くことのできる職場にしていく必要があります。そのためにも職員間のチ

ワークを大切なものとして捉えていかなければならないと思います。

よく言われているように、被虐待児の増加に伴い、職員の負担が増えていると思う。また、子どもを守ることは当然としながらも、職員の身を守る体制（子どもに叩かれる等）が、まったくない。自

の身は自分で守るしかないという感じ。法律的にも処遇、子ども6人に対して職員1人など、今の梼況にあっていない。ますます、「燃えつき症候群」が増えるのでは。ずっと、この職場で働い

たいが色々な体制ができていないと思う。

若い職員、女性職員が多く偏りがみられる。アドバイスしてくれる人も限られ、イベント時等は男性がいると助かる。色々な意味でもっと開かれた施設になって欲しい。

職場の人間関係は子どもたちに影響してくると思うので、何とか改善していきたい。

あまりに、実労働時間が長く、プライベートと仕事が一緒になってしまっている。子どもへの処遇が大変難しくなってきている。職員の数が最低基準からして、少ない。一施設に一人くらいは、カウ

セラーの軒『家をおくべき。

仕事上、どうしても勤務が不規則になってしまうのがつらいと思うことがある。又、休日に出向かなくてはいけない時（研修会、子どもの学校行事の時など）があるので、休んだ気になれない。

直接処遇の職員の数が全然足りていない（子どもにとっても職員にとっても不足を感じる。職員数が足りないため労働時間が長くなり疲れる。イライラすることがある。気をつけてはいても子ど

影響していることがある。最低基準を改善してほしい。職員の数を増やしてほしい。担当の子どもの数を減らし、規模も小さくしてほしい。

事をしている以上は、全ての職員がスーパーバイザーになるよう、日々、考えたり悩んだりしていかなければならないと思う。先輩の話を聞くことも大切であるが、専門書を読んだり研修を

いかなければならない。人的環境の大切さを感じる。

地域による理解がまだ少ない。時々偏見や差別を感じる事がある。

’員間の人間関係がスムーズにいかないとやはり子どもとの人間関係をスムーズには行えないと思っています。自分自身が満足した人間関係ができたことで子どもたちの見本となれる大人に

りたいと思っています。

　どもにとっては職員も住込みに近く、長く関われる方が良いと思うのですが、ここでは“職員に魅力がない”と言われたり、給料も少なく（宿直・通勤手当なし）長期休暇もとれず、色々な保障がえ

、辛くなる時があります。それでも子どもの姿に救われ頑張ることができますが、もう少し保障があっていいと思います。身体的な疲れがとれるだけで、子ども達に全力投球できると思います。

護施設の養育論がなく教育（しつけ、生活スキル）で人格形成しようとする点が施設の問題。養育とは何かをきちんと学ばなければ社会的養育としての意義はない。

1年目は人間関係が嫌で泣いた時もあった。今ではのびのびと職場に行き、ゆとりもでて、子ども達とも話をしたり楽しくやっている。できればずっとやっていきたい。

時間勤務の中でケース担当は少人数だが、交替勤務をしていると、1人で10人以上の子どもを担当することが多い。個々の子どもに密接に接することができない。

先輩職員や職員会議での発言がしにくい雰囲気（どうにかしようという周りの職員の雰囲気も感じられるが…）はいつも感じることの一っです。

定員数に対して職員の数では、現実問題少なすぎる。休みもとることが出来ず、休日出勤もある為。職員の体の事も考える必要があると思う。
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員間の連携はとても大切であると常に感じます。

非常に恵まれた環境の中で、子どもの事を第一に考えよりよりケアを目指し、職員皆で頑張っていける職場です。

研修が大切なことは、皆承知している。しかし、それへの参加については、自助努力に任されている。虐待を受けた児童が多く入所し、施設の生活そのものが落ち着かない梼況が続く中、日々

応に追われていることが多い。

担当している子どもの数が多く大変ですが、私の施設はベテランの職員が多く、いろいろとアドバイスをしてもらえるので、自分にとっては学ぶには良い環境だと思います。実際の子どもへの

では、自分の体調や気分も影響があるので、職員にとっての環境も大切だと思います。なので、自分でも工夫、努力をして、より良い職場になるよう頑張りたい。

同じ年数ぐらいの同姓の同寮との関係が難しい。そのことにいつも悩まされている。

　　景境は、人間関係に左右される面が大きいとも思うが、最低基準等の構造的な側面に大きく規定されている部分もかなり大きい（実際にそぐわない職員の配置基準やサービス内容だと思

）。自らの力量不足とともに、そこに対するストレスも大きくある。

マンパワー不足から生じる肉体的・精神的疲労が職員から「心のゆとり」を奪っている気がします。その余裕の無さが、子どもへの接する態度、他の職員との関係、自らの家族との関係に悪影

及ぼしている事停粘、よく耳にします。職員の生活が安定していない携況で、子どもたちに安らぎを与えることなどできないと思います。もちろん、職員の資質に左右されるとは思いますが、・

心を奪ってしまうような職場環境も見受けられます。一法人、一個人では解決できないマンパワー不足は、行政側の取り組みにも問題がるような気がします。法人の経営努力だけでは、人員肖1

・、法人規模の縮小、賃金カットしか残らないように思います。

二まにだが、職員同士の連絡不足があるように思います。女の職場なので、人間関係も大切だと思います。

どこの施設も人数的にギリギリでやっているという気がする。もちろん第一に私達職員が、その中で自分に余裕を作り上げるスキルを身につけることが大切だとは思う。しかし、それだけではt

ない部分もある。職員の気持ちと施設の体制の2つがうまくバランスがとれてはじめて、職場にゆとりが生まれるのでないか。具体的に言うと、施設の体制とは、その施設自体の造り、そ

職員の増加。助成金を減らす等という国の政策にはっきりいって疑間を感じている。

家庭なら、大抵の子どもの数より大人の数が多いか同じ位。しかし、施設では夜一朝は2才児～6才児14人を1人の保母がみています。これでは十分な事をしてあげられる道理がありません。

と多くの職員で関わっていくべきだと思うし、そうなるような基準の改訂や補助金等、もっと手厚くして欲しいと思う。

どもが常にいる為、休日（有給休暇含）が取りにくい感じがする。行政の求めること、指導すること等と実際の現場の違いが多いことに、時々疑問を感じることがある。

施設と聞いただけで嫌なイメージを持つ人が多いのではないか。もう少し理解があればと感じる時がある。しかし子ども達と実際接する機会のある学校の友人やその親はとてもよくして頂い

るので有難い。職員の数を増やすことができるならそうして欲しい。職員の中にも心のゆとりができ、また子どもと多くの時間接することができるので、よりよい関係が築けるのではないか。

整備が整った良い施設です。

基準より職員をおいても、子どもが複雑化していく中、1人1人に対して充分なケアを行うのは困難な状況なので、もっと職員を配置出来る様な体制を整えて貰いたい。

施設内でも施設外でも職員同士の交流が少ない。なかなか不満や相談を言える機会がない。

どもの時間帯で仕事（業務）するため、家で自分の子どもと関われない。

潰同±のチームワークが必要。一人がかかえている問題は皆の問題であるとわかってほしい。

卒の職員が多い。他の職場を知らない為に甘さを感じることがある。施設はやらなければやらずにすんでしまう一面があり（例：5年目の職員：子どもとのふれあいを理由に一日中子どもと

ーム）、本人の自覚、人間性が大きく問われる。一緒に仕事をするまで解らないのが難しい所。どう人を育てていけば良いのか悩んでいる。

どもとの信頼関係、職員との信頼関係が第一。不満をもつか充実感を得るかは、自分の気持ち次第だと思うので、良い所、良い所を探していくことが大切だと感じる。

年長児を担当しているせいか、一般家庭とのギャップがどうしても大舎の場合多く出てきてしまう。うちの施設だけではないと思いますが、児童養護施設の根本的体制の見直しが必腰な時期にオ

てきているのではと思います。もっと充実した対応がしていけるようになったらと、思っています。

の親に対して、「自分の子ども」という責任感をあたえてほしい。自分勝手な親が多すぎる。給料上げて、休日を2連休、3連休にしてほしい。

施設敷地内に寮があると休憩していても子どもの声が聞こえ、内線で呼び出されたり（職員、子ども問わず）する為、自分の時間が保障されず、不満がつのるばかり。

老人施設並の国や県からの補助がほしい。児童一人あたりの職員数の増加。

大舎形態の為、一人一人に対する指導が手薄になる場合がある。

とにかく忙しく職員はみんな疲れている。子どもも虐待ケースが多く、かかわりが難しい。心理職を配置するのはよいが、心理職へのスーパーバイズ制度や研修制度を充実させないと絵にかし

モチだと思う。実際、うちの施設でも生かされていない。

可らかの悶題を抱えている子どもに対し、存在にそれを理解してあげられるような余裕のある体制ではない。一例1職員人数、勤務体制、建物の狭さ、など。世間において、施設に対する理解の

さ（”施設内虐待”“孤児院”といった偏見の多さ）と、それをアピールする場のなさが問題では。

女性が多い職場なのに結婚、出産等で仕事をやめなければならない状況があり、働く私達の為にも施設の子ども達の為にも、何とか続けられる環境を作って欲しい。

人相手の仕事はストレスもたまり大変ではあるが、見方、考え方をちょっと変えるだけで、他の部分が沢山見えてきて新しい発見もあるのでやりがいはある。子ども相手という事もありなかな力

間で終えられない部分も多いが変えていかなくてはと考えている。

損配置は改善されず昔のままで、施設に入所してくる児童は虐待など問題を抱え入ってくる。そのため処遇職員など自分自身で勉強することが求められる。直接処遇する保育士などは、幼り
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高橋他　2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究

　の勉強はしてきているが、思春期をむかえる子どもたちとも接していかなければならない。もっと軒『知識を勉強する場も必要と感じる。こんな状態の中で、質の向上など求め職員は自分の

をけずるのが現状である。若い人材の育成や労働意欲のためにも、労働時間や給料などの見直しを感じる。

児童養護施設に勤める職員は、子ども達の極度の甘え、ためし行動等々で、たえずストレスを感じながら、心のバランスをとっているのが現状です。少しでもその負担を軽くするには、職員増、

して、リフレッシュできる「長期休暇がとれる職場環境を整えることが必腰です。

・休憩時間がゆっくり休められないので、休憩がない様な感じがする。住み込みだと園にいる時間が長いので、息抜きができない。

員間のチームワークにより子どもたちの環境も変わることを感じる。

霊性的なマンパワー不足だと思う。それに伴い、労働条件も過酷である。

施設自身、アットホームな感じでとてもよい職場で、会議でもどんどん発言させてもらえ、企画させてもらえる。恵まれていると感じます。しかし、入所される子どものケースの問題が重く、子ど

情緒面でのケアが大変です。もう少しケースの方向性が具体的に出て、常に見直しが計れる事が出来れば良いと思います。しかし日常の子ども達との生活の場だけでも大変な子どもを多く

ており、時間がとれないのが現状だと思う。

ムは女性職員ですが、今日の児童養護施設は若い女性職員が働くにはかなりきつい職場かと思います。若い女性職員なら、ここまではやって良いだろうと考え、児童もなめてかかり、結。

とれないことがあります。中高生男児にすごまれることもありますが、“能力”のみで片付かない性別の問題など、先輩、上司、全体に理解が進むと私達も仕事をしやすくなるのですが。

日通しが悪く、狭い見方の上司が多い。理想、ばかり高く、それを実現できるような土壌づくり（指導員、保母に対する配慮）が軽視されている。子どもに対してもストレートにぶつかろうとしない

、尊敬できる職員がいない。独自で学校や他施設を交わり、成長していくしかないと考えている。

員1人に対する担当子どもの人数が多いと思う。担当する子どもが減れば、私たちは余裕を持って、対応できると思う。

児童養護施設で働くには、自分を犠牲にするのが当たり前という風習がどうしてあるのか疑問に感じる。プライベートな時間は欲しい。友人や家族を大切にしたい。結婚しても続けたい。そう思噛

がなぜいけないのか。私の職場はプライベートも仕事も大切に考えている。子どもを大切に思うのは当然の事として、職員の事もきちんと考え、長く働ける職場にしたいと思える雰囲気が悪し

のように言われる現状に負担と疑問を感じる。職員の事を考える事は子どもを蔑ろにしているのとは違う。

超過勤務時間が多く、人手不足を強く感じる。厚生労働省の職員配置基準を現行の6対1から見直してほしいと思う。

まかなか求人がないので新しい人材が育ちにくいと思う。自分の勤めているところでは人間関係も悪くないので、あとはもう少し給与面でなんとかならないかな…・と思う。休み（有給）も自分の

だけでなく、他の職員の勤務椀況も考えなければならないことが多い。

人材不足は危機的である（時間、余裕のなさ）人材不足は危機的である＝子どもの状況の変化への対応

閤題行動や被虐待児童等に対しての心理療法士等専門職の配置

潰数、給料とも少なすぎる。子どもの年齢によって職員数を決めるのではなく、障害を持つ子、問題行動のある子、虐待を受けていた特別なケアが必要な子、様々なケースに対応できるだ1

充分な職員が必要であると感じる。またぎりぎりの職員数のため、有給消化ができない。

第一に児童のことを考えて将来、立派に社会に出せば、職場環境には問題ないと考えます。第一に児童と考えるか、第一に仕事と考えるか。

員一人に対して子ども6人の基準は低すぎ、最近では知的障害の入所も増え、対応しきれない状態である為、早急に改善してもらいたい。

一般家庭とは違い自由が少ない。子どもも職員も拘束される時間が多い。休憩をとれる環境がなく、男性職員は女性職員に何もかも任せきりで、子どもと関わらない。

小規模で家庭的環境でもっと子どもとの関わり合いがあれば、信頼関係が深くなるのではないでしょうか。

自分がこんな中に児童として入れられたら生き地獄。職場としても言う事をきかせる職員が良い職員という雰囲気が漂い、格闘家を雇えばいいという感じに思える。

集団生活では子どもの成長にとって必要な個性を生かしたり、大人との関係を作ったりする環境でない。「養護施設」よりも長期可能な「里親」をもっと増やすと良い。

　　、最前線で頑張っている方に対する理解のなさ、話し合いの不成立、今の処遇のことだけで手いっぱい。それが子どもの将来にどう影響するかまで考えていないようで怖い。上の先生も

の職員も「子どもが可愛い」だけで、休日、給与のことは二の次にしているのは立派。その可愛い子どもに対して具体的に接していく方法が本当にこれでいいのか、この方法で成長した子はマ

ういう大人になっているのか、自信がない（あてになる、きちんとした助言が欲しいので、プロのカウンセラーが本当に欲しい。それが叶えられないので、自分が勉強しようと思っています）。

の部下に対する態度を見ていて傷つくこともしばしば・…・（子どもも職員もボードゲームのコマのよう。「私たちはチームなんだ」という意識が全く感じられない。残念）。全く信用していないとし

より、疑心暗鬼、そこは会社（中小企業）と同じようです。

別的な関わりの必要性を感じながらも、日々の生活指導に追われ、じっくり1人1人と関わってあげられない。職員間で意見の相違があり、指導の統一が図れないことがある。宿直体制であ

、日によっては、何度も幼児に起こされ、殆ど眠れないことがあり、拘束時間が長く、きつい。

悪い点をあげればきりがありませんが、基本的な部分では今の職場に大きな不満は感じていないように思います。職場への職員の不満は子どもたちの処遇へつながりかねないので、自分自

まず気持ちよく仕事ができるよう努力したいと思います。

名古屋市の養護施設は他県の施設に比べ給与面で優遇されているようで、そういった面での不満は感じておりませんが、1日当たりの労働時間8時間の中で、仕事がなかなか終わりきらず、

間程度は必ず延長する所が大変です。

長の意見がコロコロかわり、施設内処遇が多々不満を感じる

在の職員割り当てでは本当に大変、6人をせめて4人担当にしてほしい。保育士、福祉士（ママ）の専F雅ではとらえきれない程の問題が多く、他の専門性、心理士等のカが重要になってくる。

の勤務形態、給料では新しい人材はつづくのかも難しいし、育てるのも難しい。
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女性はホルモンバランスが崩れると、精神的にも肉体的にも苦しいので、生活のバランスが乱れるとかなりしんどい。そのためにも週休二日制は出来ないものかと思う。あと、児童福祉司との略

がとりにくい榔況にある。児童福祉司サンの担当児童数を減らしてもらいたいと思います。あと入所定員を減らしてほしいです。

有給休暇制度はあっても、なかなか実際にはとれる状態にない。みんなが遠慮することなく、どんどんつかっていけばいいのに。安心して休みがとれるためには、職員のチームワークで支え

くことが大切だと思う。

　員不足から一人で担当する子が多く、時には2、3部屋見なければならない。また、大人側にゆとりを持った処遇が難しいこともあり、子ども一人ひとりにしっかりと関わることもできてない。ス

ービジョン体制があればと強く思うが施設としても全職員の共通した目指すもの（目的、目標）がきちんとできていないこともあり難しい。

スーパービジョンがなく先輩、施設長の価値観が優先されてしまう業務は心に負担があり、本来なら喜びもあると思うが本当に心からよ喜べていない自分がいる。

各々違った考えを持った職員同士での子育てはとても大変なことである。施設の空間に居るだけで、和み、楽しく、充実できる空間を目指したい。大人のチームワークは子どもに影響すると思う

、そのことを理解してくれない人がいる。チームワーグ’ほうれんそう”がしっかりしていたら、子どもにもよりよい環境矧共になると思う。

”働条件が悪すぎる、勤務時間が長く、プラィベートの時間はほとんどない、給料は安い、という状況で、何を支えに頑張るべきか。児童福祉にお金がないことはわかっていても、あまりに職

ボランティア精神に頼りきってはいないか。「見返り」という言葉は好きでないが、頑張ったら認めて欲しいし、子ども達の成長から喜び、充実感を感じるには長い時が必要。だからせめて給半こ

いいとか、自分の時間を確保できる等、目にみえる形で認めてほしい。「宗教」や「福祉』という視点から、そういった訴えをすることすらいい顔をされない現実がある。福祉職とボランティァ

r責任」が雲泥の差で、その責任に値する保障を真剣に考える時期なのではないか。

　どもが育つ場に関わる専門職という意識を持って業務にあたらなければならないのですが、不規則な勤務、職場環境の為、職員にゆとりがなく、求められている二一ズを果たしきれてきなし

が現実の職場の実状です。職員には移動もないので（特に上司）環境を変えていくのは難しい事だと思います。頑張っていかなければ！！

・継続勤務での時間拘束への不満。職員間の統一されない子どもへの指導法への不満。

最近の子は手がかかりすぎて、職員全体が負担感が大きいと思っているので、最低基準を上げてほしい。

蹟をもっと増やしてほしい。労働時間短縮を希望する。

日常の作業が多い割りに職員数が少ない、特に個別に対応する時間が充分に取ることができない為、子ども達のストレスや学力不振の原因になっている場合がある。

とても楽しく仕事させて頂いている。休日に小学校の行事等が入り、結局休めないと多少しんどい時もあるが、顔をだせば子ども達は喜んでくれるので頑張れる。

どものため…とは思うものの、プライベートがなくてイライラする日も多々あります。でも、子どもの笑顔は何ものにも変えられないと思う毎目です。

目こ比べて改善された部分も多いが時代の流れと共に変わってほしい所も多い。職員の入れ替わりが早いが、そうならない為に何らかの努力はして頂きたい。やめるということはそれだけの

があるのだが上の先生方はそこに関心がない。子どもも変わっているが職員も変わっており、少しはそこも配慮すべき点であると思う。

少子化だと世間ではいわれているが、施設に入所する子どもが多く、そんなことを忘れてしまう程である。子どもは減ってきているのに、子どもを育てる親に問題があり、子どもを取り巻く社△

変になってきているように感じる。子どもの問題が大きくとりあげられがちになっている今、その子どもたちを育てる親に対しての社会の制度や教育等をもっと充実出来たらと思う。結局、児

施設に入所してくる子どもたちは皆、被害者なのだから。

人手不足は何とかして解決していかねばならない。ボランティアの活用や、パート職員の動員等考えるべきである。関わる時間が少なくなると子ども達は不安定になり問題行動にはしりがちに，」

る。職員間の連携も大切にしなくてはいけない。また、勤務を組む上での平等性をはかって欲しいと強く感じる。

　’入制をとっている為、どうしても勤務日のプライベートは作れない。また1日の勤務時間も決まっておらず自分の自由がきかない。小舎制を採用しているが、小舎制の良い点（家庭的な雰囲気、

で協力して生活していく等）がみえない。子どもを管理することも大切だが、子どもにあった生活スタイルで日々を送れたら、子どもたちの不満も少しは解消されるのではないだろうか。職員自

、もっと子どもの立場にたって、子どもの生活スタイルをみつめなおす必要があると思う。

凋40時間制で、質の向上をあげろといわれても、無理がある。虐待児等処遇困難児が増加する中で、最低基準の見直し、関係機関との連携の確立を求める。

施設長や会計、主任などを、全てシスター（カトリック系法人団体なので）で固めてあることに疑問を強く感じる。独特の常識や世界観に支配され、「シスターだから」というので、周囲が忠告したり、

見をのべるのを遠慮する節があり、本人達も、世間知らずに気付かないまま、人となりを疑うかのような発言や対応が見られ、日頃から残念に思う（シスターは、自己中心的な人が多いように

う）。又、職場の雰囲気としては、それぞれ（小舎だからか？）が、自分のホームだけ目が行き過ぎ（これも、子どもの数に対して職員数が少ないせい）ているように感じる〈職員同士が〉。「助1

い、思いやり」を持てるゆとりがない。全く。人間関係は悪くなるといえば悪くないのかもしれないが、目夜超勤で、踵1民も休憩も削られ、自分の生活すらまともに送れていない中で、人の粗探

たり、陰ロも頻繁になるのは仕方のないことなのだろうか？朝礼では「悪い所」「なおしてほしい所」ぱかり出すのではなく、「OO先生のこんな声かけが良かった』など、良い点の気づきを

て士気を高めてほしいし、もっと向上心や認め合い、助け合いの雰囲気を高める意識を持っていかなければと思う。

入所している子どもに対して、個別的なケアがもっと必要であると、感じるが、現在の勤務体制では難しい。

っと職員間での意識統一をし、協力し合い育てていける理境になることを願っています。

人的環境においては、質、量とも十分とは言えないと思います。入所児童の抱える問題の複雑化、重複化、重度化に、職員が十分に対応できていない現状があります。人数不足もありますが、

一人の職員の持っている能力だけではおいついていけないと思います。指導や対応に悩んだ時、適切なアドバイスをしてくれたり、フォローしてくれたりと、心理面そして実践面での支えとな

が不足している気がします。日々こどもたちと生活する中で直接関わり、ぶつかり合ったり支え合ったりするのは直接処遇職員であり、その職員が十分にカを発揮し、また適切な指導を受けら

るよりよい状態で子どもと接していくことが何より大切だと思います。今は子どもの性格的問題行動に悩んでおり、先輩方に相談はするもののなかなか解消されず、また、子どもにも、
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員の指導が入っていかない状況で、とてもしんどいです。また、十分な休日もなかなか保障されず、体を休めたり、リフレッシュする時間が作れず、ゆとりを持った状態で子どもに接することが

来ず、悪循環だなと思います。

護施設は職員と子ども達という職場でなく、家庭であり、父母がわりの大人と子どもが生活する家であることを忘れないことが大切！（上司、先輩に叱られることを恐れ、きちんとしなければ、

どもをきちんとさせなくてはという気持ちが強くなってしまい、子どもの見えない問題や心境を見過ごしてしまう傾向になっているため。）

ども、職員と共ゆとりがあれば生活が生き生きしてくると思う。あまりにも互いに忙しすぎる。もう1つは児童養護施設の軒『性の確立ができれば、とよく思う。

人員配置が少なすぎる。休日出勤、長時間労働のくり返しで、精も根も果て、若手の職員がどんどん入れ替わる。ただでさえ個別化の対応が求められる子どもが増えているのに、それに対し

の環境改善は全くと言っていい程ない。業務が増えるばかりで、人材も育たず、職員同士も憎しみ合うようになる悪循環です。何とかしたいという気持ちがあっても、根性だけでは限界も感じ

し、子どもの処遇にとっても、非常に悪影響だと思う。また、古くからの体育会系の感覚が、変わってきているとはいえ残っており非常に働きにくい。これからの養護施設のあるべき姿（労働条件

等を明確に指し示すことを望みます。まずは職員を休ませてあげて下さい。お願いします。

だまだ、地域の人達に施設のことを理解してもらっていないような気がする。

職員体制の充実を図っていただきたい。

今、子ども、6人に対し、職員一人の割合で担当をもたせてもらっているが、実際の勤務では、子ども28人を職員2人でみている状態なので、一人の子どもとゆっくりと話しをすることも難しい。

舎制で、家庭的な雰囲気はムリなので、小舎制が増えてほしいと思う。

本年度より心理職の導入で、大変仕事に対し、専門性が身に付いてきていると感じます。とてもやりがいが持てる様になりました。ただ、体力、気力がもたずに、子どもに対して、上手、十分に

われず、悔しい思いをする事が多いです。もう少し職員に休暇があればと思います。

勤務時間があまりに長く、職員1人に対しての負担が大きい。職員が少ない為、病気をしてもゆっくり休めない梼況を管理する側の責任者が理解出来ていない。毎日の作業に追われ、子ども1

1人と関われない状態である。

自分に余裕がない時（休みが週1も取れずとても忙しい時）は、子どもに対しての関わりも上手くいかない。休みを取れる体制になく、休みで働くこともしばしば。子どもとの関わりの中で、自分の

余裕もないのに、的確な関わりができるでしょうか？勤務体制の見直しが叫ばれている中で、なかなか意見が取り入れられないのは辛い。

幼児棟、学童棟、中高棟と3つに別れており、同じ棟内の職員関係はとても良好で楽しいが、他棟の職員との人間関係が大変難しい。今の職場は特に難しく気を遣う。私だけ感じているかと思っ

ていたが、私と同様、別の職場経験のある職員数人に聞いてみたところ、同じように思っていた。やはり、職場の人間関係がうまくいかないと、つまり、職員の心く精神〉が安定していないと、子ど

もに対しても、ゆとりを持って関わることができない。

毎日仕事は大変で、子どもとの関係が上手くとれないな時、悩む事もあるが、とにかく、子どもたちの成長や変化を毎目のように見れて嬉しく思い、やりがいのある仕事である。これからも子ど

二ちに適切なケアができるよう勉強していきたいと思っています。

大舎で交替勤務では職員数が少ない。担当班をもっている意味がないように感じる。大舎で環境が整っていない（小学生30人強が、1部屋で宿題をする。1つの部屋（班）に8人が生活している

どものプライバシーがない。勉強机が1人1つもない等）。職員間の中が悪い（子どもの前で先輩が注意する．意見が聞き入られない、子どものいる前で他の職員の悪ロを言う人がいる）子ど

を理解しようとしているが、大人の都合によるものが多いように思われ、職員が素人のように感じられる。

全体的に時間、期限にルーズさがある。

どもとのんびり過ごす時間が少ない。

どもに携わる仕事につきたいと希望していた私にとって、この仕事は子ども達と共に笑い、考え、苦しい事も含めて、楽しくやりがいのある仕事だと思って取り組んでいます。しかし、設問に

あったように、職員間での連携・コミュニケーションを密にしていても業務が超過し、精神的な余裕に欠けてしまう現状を感ぜずにはいられません。私自身の能力不足もあるかと思いますが、べ繭

一ンの職員からも「子どもの質が変わってきた」という声が聞かれ、時代と共に子ども達は変わっていく中、ぎりぎりの職員数で一人一人の心のケアまでも充分に対応していくことは困難なの

は、と常に感じます。経営上、職員数を増やす事も給与を上げることも不可能なのは承知していますが、現在の数で工夫でき、得る事はやった上で、尚感じる負担は、どの様に解決していけぱ

いのでしょう。私達はしわ寄せが子どもに行かないよう、日々細心の注意を払い、反省を重ねる毎日です。

損の出入りがはげしい為、子ども達とゆっくり会話で巷ない様に感じる。

研修でいろいろなことを勉強するのもいいと思いますが、他の施設も見学して、職員の勤務体制、子どもの生活環境、指導方針なども知りたい。

厳しい職場環境だと思うが、子ども達の生活を考えれば、あたりまえの環境であると思う。職員の人数が増えれば、有休もつかえたり、病欠しやすくなったり、気持ち的にゆとりができるのだが、

人数が増えれば、自分達職員は少し気持ちが楽になるが、子ども達には、あまりいいとは言えない気がする。本来家庭では」対1や2対2などであるから、少ない人数でびっしり関われるこ

が理想だとは思うが、難しいことだと思う。

“児童の最善の利益”と言いながら、地域によって、補助金などの違いがあり、私立高校に行けない現状に腹が立つ、児童福祉の分野は老人福祉分野などに比べ力を入れてもらっていないと思

う。職員の数も少ない（東京との差が大きいと感じました）

女性にとって、子どもがいたら続けにくい職業であると思う。その為か、結婚退職する人が多いように思う。職員の入れ替わりが多くなるほど、子どもたちに与える影響も多くなると思われる。

員の専門性が育ちにくいと感じる。

一般的に施設のイメージはあまり良いものではないということを特に実習生からききます。実際に実習を行い、暗かったイメージが変わりました（子ども達も明るい等の悪いイメージ）と言ってく

す。まだまだ暗いなどのマイナスイメージを持っている方がほとんどという現実を少しでも改善されていくことを望んでいます。
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現在の人数体制で、子ども達それぞれに十分な時間をそそいであげるのは、難しいのではないかと思う。

国の定める職員数が少なすぎる。うちの施設では、それ以外にかなりの人数の職員がいるけれど、それでも、時々少ないと感じることもあります。

子育ての経験をしたことのある職員が少ないと思います。その経験を生かして、仕事が出来たら、また違う保育が出来るのでは…と考えます。又、一般の方々に、状況、様子を知って頂けたら、

た違った運営も出来るのではないでしょうか。

大集団の中だと、子どもも不安定で落ち蒼かないことが多い。又、職員も一人一人に目が届かないこともある。小集団で見られれば、子どもの欲求、気持ちを聞き入れることができ、より家庭的左

所に近づけると思う。子どもの安定のために、小集団に分けて見られたらと思う。

どもとの関係で悩む事もあるが、それ以上に、職員同士の人間関係で悩むことが多い。職員同士の関係の良し悪しで、職場は変わると思う。

変則勤務で体がきつい。

自分の施設だけでなく、広く一般的に児童養護施設の職場環境は悪いと思う。特に労働時間（拘束時間）の長さや、休目が少ない事は、職員の心のゆとり、体のゆとりを奪い、それが子どもへの

適切な関わりとして返ってしまう事も、時にはあると思う。現状の環境が続くかぎり、早期離職者は減らないだろうし、何より、きめ細やかな子どもへの対応ができない。自分自身が、いわゆ

もえつき症候群」になりそうな気がしている。国の最低基準（職員配置）の見直しは急務。

施設に入所してくる児童の対応がとても難しくなっている。特に心理的ケアが今いる職員の資格だけでは不充分に見える。子どものためにも心理職を配置し、その中で自分達のできる事をする

、った職場にしてほしい。

　員の数が足りず、子ども達に十分に接してあげる事ができない。特に病人がでた場合はどうしても病人の方に手が回り職員が2人1精1だと、少しは余裕がもて、どちらかが病人、もう一人が

子に接する事ができる。しかし、職員の週休の関係もあり、どうしても職員1人で何人もの子どもをみている状態の場合がある。

潰のプライバシーが守られない。そういった意味での機密保持が足りない。思いやりの足りない職員が多い。一人よがりの職員が多く、協力体制がうまく発揮されないことがある。長期の休8

取ってもいいことにはなっているが、そのことに対して反発を持っている人もいて、それを影で言舌していたりする。

集団生活という部分で子ども達に我慢させる部分が多い。グループホームみたいな形になればいいのでは。職員間の良好な関係は絶対だと思う。悪い関係だと子どもにも影響してしまう。

　どもの抱える問題は多く、難しい為なかなか対応していけないし、また増加している虐待児に対しても心理的なアプローチができず、このままでいいのかという思いがある一方、直面する問

少しずつ改善していっている。自分自身、中学生を担当しているため、強く感じるのが、現在、問題を改善することで低学年が退所するまでには充分なアプローチをする余裕があるが、中高

退所するのは、そう遠くない未来であるため子どもにとって充分なアプローチができないことにジレンマを感じる。あせりを感じつつも、私なりに精一杯のことをしようと思う毎日である。

底賃金、重労働。人間を相手にする仕事ゆえ、とてもストレスが溜まる。発散しようにも休日が少なく、時間どおりに勤務を終えられることはないので、ストレスはもちろん疲れが溜まる。又時惜

での会議等の勤務もあり時間外手当や残業手当も少ししかつかず労働条件としては悪いと思う。

時代の変化にともなって、子どもの心も変わってきており、それに対しての職員の二次的ストレスが増えてきている。それを解消するためには、職員を増やしたり、職員間の協力が重要となっ

いると思う。おだやかな職場環境がつくれたら良いと思う。

施設内の環境をもっと整え、住みやすい場を使ってほしい。

ケースが複雑化し、個別的対応がますます必要となっている現状で最低基準は何十年も変わっておらず、結局そのしわ寄せが子どもに行っていると思います。私事ですが、祖母が入院し、そ

舞いに行く度、広いスペースと大勢の人員配置にrうらやましいなあと思っています。

　団生活の中でいかに子どもそれぞれの個別化をできるかが相当困難。職員の指示に素直に従い、当番や目課を進んでこなす子を良い子ととして、ややもすると職員の都合で機械的に、画

子どもの生活を管理することが子どもにとって良い事なのか疑問。仕事がマンネリ化し、新しい変化を疎んじる傾向が職員の中にあるように思う。閉鎖性、硬直性を破るには、何よりも職員階

確執を軽減し、穏やかに協力して仕事をする環境が必要と思うが、トラブルを恐れ既存のシステムに安住している。

　　3家庭環境、社会情勢の中で、入所する子ども1人1人の心のケアを重点においた時、個々の関わりが大切であるといわれる中、個々を大切にできるだけの職員の数が確保されてない。

基準、職員配置の見直しが必要。ただ現場の職員は、自分自身の職場ももちろんそうだが、他の施設をみても自分の生活よりも、子ども達との関わりを優先して熱心に仕事をしている職員が

と思う。子どもの心のケアをきちんとできるために、職員のケアについても、ぜひ、考えていただきたい。

児童の抱える問題は複雑化しているにもかかわらず、時間的にも技術的にも対応しきれていない現状にイライラする。改善しようというよりは、1日1日を“こなしていく”になりがち。職員の

成にも偏りがあり、レベルアップは見られない。気持ちはあるが、先にr辛い」が立ってしまう。

員の配置基準がおかしい。

職場の人間関係は、それほど悪くないと思う。新任の職員との間には、まだまだ隔たりはあるように感じるが、徐々に埋まってきていると思う。子どもの人数も多く、色々な事情を抱えて子がい

で、もっと職員の数を増やし、子どもたち一人一人にもっと沢山関わる時間を持ちたい。現在は確実に職員の人数不足であると感じる。又、もっと園長先生に施設内へ入って頂き、子どもと沢

わって欲しい。そして、子どもの性格等把握した上で、職員に対し、助言をしてもらいたい。現在、若い職員が殆どの為、子どもたちの対応に困る事が多いです。保育士の中に、育児の経験

いない為、育児経験者（頼れる人）が欲しい。

呆育園保母を10年縄験した後、施設保母となった。施設について感じることは、とても閉鎖的で世間からその施設の中だけが取り残されている感じ。閉鎖された世界だからこそ許されることが

あり、普通の外の世界では通用しない変な常識がある。それに馴染めない職員はやめていくが、新卒で入った職員は何も解らないので、これが普通だと思い馴染んでいく。仕事としてはとて

晴らしい仕事だと思うのですが、この閉鎖的な面が職員を成長させない。とにかく変な世界だと私は思う。
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スーパーバイザーの存在や施設内研修の機会があれば、ケアや子どもへの共通理解が深められると思う。スーパーバイザーのような軒『家による第三者の視点や関わりがあれば、施設内

うてしまうようなこともないのだろう。

　々な問題をかかえて入所してきている子ども達が多くいる中、私達はもっと1人ひとりにしっかり関わりをもち子どもの自立に向けて支援していく必要があると思う。しかし実際には時間も職。

も足りないといったのが私の感じるところである。

潰の週休二日制などにより、子どもとの関係が1対20の場合がある。子どもに対してよりよい援助・サービスを行うには難しい環境だと感じる。絶対的に職員が不足しているために1対1の

をとることもほとんど不可能である。

どもの生活を支援するということから、盆、正月も関係なく、24時間体制で子どもと関わっているため、結婚、出産後の継続は難しくなってくる。子どもの第二の家として、子どもが退所してか’

長をずっと見守っていけるように、長く勤められる体制、保障がもっと充実していればと思う。

1人1人の子どもともっともっと密に関わってあげたいが、寮の日課・外部との連絡調整等の業務が山ほどあってなかなか時間がとれない。法律畑が長く、福祉のフの字も携わったことのなかっ

自分の様な若い者が、子ども達の直接処遇にあたっていて本当にこの子達にとってよいのだろうか（専門性もない）。3年でサイクルしてゆく児童指導員の体制に疑問を感じることがある。

どもを育てていくために、大人一人一人の勝手な行動をしてしまっては、子ども自身に習慣性がつきにくくなると思います。職員同士が自分の理想を持っている事はとても大切な事ではありま

、子育てという立場に立つとすれぱ、やはり一貫性をすごく大切に重視しなければならない事を、つくづく感じます。

ども達との関係の中で、どうしても、1人でみる子どもの人数が多すぎる為、目の届かない児童が多すぎるのでは、と感じる。何かしたから接するのではなく、日々家庭として、幼児から高齢り

、一 に過ごせるようにしていきたい。

勤務体制や業務内容上、結婚、出産後も働き続けることが非常に困難で、そういう意味で児童養護施設の雇用の不安定さを女性の1人として感じる。長く働けない’という暗黙の了解が女性職。

中であるが、子ども達の成長を見守り、支援する上で、やはり若さや体力だけでなく、経験や知識も重要であることを思うとき、もっと、女性にとって働きやすい雇用の安定を図ってほしい。

子どもたちにとって長期にわたっての継続的な関わりが必要だとは思うが、現状の労働条件では難しい。その為にも、労働条件の見直しが必要であり、職員にとっても、人間関係を含め、快適に

ける場になってほしいと思う。

特に今感じる事は勤務体制の不備である。朝早くから夜遅くまで特に何時までとは決まっておらず、長くやったからといって給料は上がらない。また有休等で休みをとると別の職員に負担とな

まともにとれない。住込みのため、1日の不満や不安を解決せず、ただ勤務をこなすだけの日々も多い。そのためゆとりや余裕がなく、子どもに対しての援助も納得いくものではない。細かえ

課が決まっておりそれをこなすのに精一杯で個別性もない。職員が少ない。1人当りの子どもの人数が多すぎる。

現在の勤務体制では日常の業務に追われ、子どもに充分に手をかけてやれない。また宿直明け休みが確立しておらず、そのまま次の日の勤務となってしまい、体力的にも辛く、きちんとした｛

をするのは辛い。職員が1人でも増えれば、子どもの為にしてやれる事が沢山増えると思う。

自然に恵まれていると思う。騒音もなく、子どもが伸び伸びと成長できような環境ではないかと思う。

年齢格差（職員間）より、人間的な魅力格差を感じる時、環境的に「自分は未熟だ」とか「相手が未熟だ」「この環境では」とたまに感じる。夢中で過ごす中、ゆっくり見回す機会が少ないかも。

　どもの人数（担当制によるケース担当）による職員の精神的・肉体的な苦痛・負担があまりにも大きい。職員が気持ちのゆとりを持って充分な処遇をしてあげられていないのが現状。措置費

設として使える費用が少ない中で厳しい労働条件で処遇困難な児童に充分なケアをと要求されるが、ムリなことだと日々痛感している。

パート職員に対して身分保障が不充分で負担が大きい。だんだんパート職員が増えている。施設長は職場環境の不満を改善しようとしない。

・子どもの質（何でも当たり前と思っている姿勢）・職員との人間関係。・臨時、正職との給料の差（同じ時間、仕事をしているのに・…）

入所児が増える一方で、職員の数がまだ不足しているのではないかと思います。子どものケアに不十分な部分が出てしまうこともこれから増えてしまうかもしえrないし、職員もしんどい思いを

けれぱいけないと思います。

・専門性の向上が不可欠。単なる「父、母代わり」ではなく、子どもの発達の必要こ応えられるような、教育、心理etcのエキスパート集団でなければならない。・「児童轡欄底基準」は文字馬

最低。改善を望む。

1、2年目の職員に求められているものが重すぎ。若手の職員を子ども達はすぐに受け入れてはくれない。しかも職員の言う事など、聞く耳持たずといった様子である。しかし、上司からは、そ

も言う事を聞かす様に言われ、しばしば板ばさみになりがちである。子どもと触れ合うのではなく、厳しく接するという体制に不満を感じる。

’員一人の負担が大きすぎる。子どもにとっても良い環境とは言えない。子どものことを一人一人考えられるゆとりを持てるようにしてほしい。

厳しい問題を持っている児童が多く、対応に苦慮している。また、担当制が強く、担当児のことはその担当職員が責任を持つのは当然と思うが、指定休日でも、自分の都合を犠牲にして担当児の

応に追われるのは、精神的にも肉体的にも苦痛である。職員との関係については、職員同士が信頼し合っていない。互いの不満を責めながらの業務、仲の良い人たち同士の対立等、人間艮

がスムーズに行っていない現状である。職員関係の気まずさもかなりストレスになっている。当園は公立で職員の転勤があるが、子どもと信頼関係を築きにくく、援助の一貫性も図りにくい等、

メリットの多さを感じる。

本的に児童養護施設の業務が簡単なものとは思ってなかったので、それほど苦と思わないが、業務をするにあたり、必要な事の順番が違うのではないかと感じることはある。給料がどうこう

言わないが、住宅手当等のその他の手当がもう少しついてもいいのでは？現在の給料のままで近い将来家庭を養っていけるかどうか不安になる。この仕事は非常にやりがいをもってでき

事だと思う。今後も頑張っていこうと思う。

特に千葉県は数年で辞めていく職員が多い。給与の問題、勤務体制の問題、施設長レベルの手当てがつかなくても、時間外労働も当然といった考え、何故、辞めていく職員が多いのか、真剣に
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上のレベルで考えてほしいことを切に望みます。個人的には上司に恵まれたいという気持ちが強いのですが。

いくら教えても物の大切さ、ありがたさが全然子ども達は分かっていない為すぐに物をなくしたり、捨てたりするのがとても嫌です。

　　は小舎制のため直接処遇職員は住み込みとなっている。最近、虐待児等がふえ、特に子どもたちが思春期を迎えると、社会虹活からドロップアウトして、不登校になるケースが増加してい

。それに対する職員の不足から、充分なケアができないと共に、職員の疲労も激しくなってきている。充分な職員の数がほしい。

繰り返しになる、現場職員の質の向上（採用時から）が必要。新たに心理職を採用するよりも、同等のカのある人材を指導員、保育士という直接処遇職員として採用していけぱいいと思う。もちろ

知識に関してだけではない。人格という面での向上も！あと、児相との連携は急務です。子どものことで急ぎの連絡をしようとしても児相の担当職員さんが留守（出張）などでうまくやりとりでき

にもどかしい思いをすることも多い（児相の方でも施設に対してそう感じているかもしれないが）。

　どもが最優先で休日も子どもと外出したり、勤務時間外も一緒に遊んだり。何も用事がなければいいし、子どもの為なら勤務時間外に外出も苦にならないが、それが当然で私用で断りにくい。今、社会福祉士の勉強中で、私事なので仕方ないが、休日に出勤しなければならなく、かなりしんどい。宿直も殆ど夜勤状態で体力的に限界。

人間対人間であるため、対応・処遇の在り方など「これが正しい」ということが明確にならず対応に息詰まった際の答えがみつけ難い。意見交換、話せる雰囲気が欲しい（2年目なので意見が言し“らし’）・0仕事に就し’た頃は子どもへの言葉づかい（～しなさい・舌曝な言難使わない）に気をつけていたカく、仕事をしていくうちに、言葉づかいが舌曝になっていってしまう自分がいて

。・ ライベートでの出来事（ストレス、不安定）が仕事に影響しやすい（その逆も）（切り離すことが難しい？）

難しい子どもを受け入れなければならない梼況の中、職員や施設に対する配慮が感じられない。時間外勤務（労働）の多さ。

気持ちにゆとりを持って接することが出来る様に、職員定数をふやすなど、といった具合のとりくみがなされることを願う。これから子どもが多様化していくと思われるので、施設自体も多様化・

ようにしていく必腰があると、思、われる。

一翻じていることは嚇削が勧こと・日勤613・～18；・・麹13：・・一22：3・・臨6；3・～13：・・、17：3・一2213・（13：・・～17：3・まで悔）．寵6：3・一13；・。、1フ；3。～次の日のタ方18：

迄（1：30～17：30まで休み）。宿直13100～次の日のタ方18：00。子どもの成長や行事など、楽しいこともあり、とてもやりがいのある仕事であるが、勤務時間が長く、自分の体調管理が難しい。

員間のチームワークの難しさ、男性職員の立場等厳しい面がある。上の職員が下の職員をしっかり見ていかないといつまでたっても成長していかないと感じている。

どもたちの置かれている現実を決して仕事としてとらえるのではなく、1人の人として受け止め、日々関わっていきたいと思います。

「子ども」の為の敏’はあるが・その蝿1襯の（轍者の）安定があってこそだと思う・当騰くr糖て」鴨賭に対する蝿1を充分できるところとはいえず、またそれを充分にできる軒

　がないことにイラダチを感じる。

近年、入所児童の抱えている問題が多様化しているように思う。そんな子ども達こそ、1対1の個別ケアが大切でゆとりをもって子どもを受容してあげたいが、どこの施設も難しいのではないか。

人も大切だが未来あるたくさんの子ども達のことも考えてもらい国全体の理解を得てもっと子どもの方にお金を使って欲しい。子どもにしてあげたい事はたくさんあっても、実際人手も時間も

ず・＋分なケアが出来なし’現状がある・そして職員自身が色々な事を抱え込み、燃え尽きてしまうようになり、ベテランの職員砂なくなっているんではないカ・と思う．是非子どもの麩第＿に

え、少しでも多くの子どもの心を満たし、子どもの笑顔をたくさん見たいものだと思う。

児童養認の麟鵜境は・鵬で働く者の実感として・非常に劣悪だと思います。給与面や淵動喘の改善はもちろんのこと、子どもの担当人魏減らしてほしいと切実に願っています．

、職員の体力的消耗、精神的負担は非常に大きいと思います。子どもの担当人数を減らし、職員が子どもたちによりより処遇がおこなえるように、また、職員の日々のストレスや悩みの深さ

当なものであると思うので、実際の諦面として、給与面の改善を望みます。また、女性が結婚して、自分の子どもを育てながらも、仕事を続けられるようになれば、（せめて、その後職場復帰

とか）職員自身も、施設の子どもにとってもより質の高い実践が成しえると思います。

昨年度限りで、施設の運営が厳しいということで、職場指導員の役職がなくなりました。これからの時代、就職を親身になって考え、即行動できる人が居なくなるということは、卒園していく子にと

は、大変申し訳なく思います。

　E待児が増えている社会背景の中、養護施設の役割と現状の難しさを強く感じる。子ども、職員の不満解消は職員配置を増やすことで、殆どが解消されるのではないか。我が園は一族経で、昔からのやり方を重んじている所があり、社会の二一ズに合わせて変えなければならないのに全く変えようとしない園長に不満を感じる。

噛働時間と精神的な負担が大きい。軒『性をあげるため他施設訪問の交流を密にし、閉鎖的な環境を作らないよう努力していく必要を感じます。

常に子どものためを思い、意見、指導を統一していく事。統一した感覚で指導していく事。

どもとふれ合う（話をする）時間が少ない（何かと、雑務におわれてしまう）

冒　に入所してくる子どもは増える一方だが、それに対しての職員数の減少は、いろんな面できつい、一人、一人に接する時間も十分になく、労働時間がどうのこうのと言う者もいる。どこの壼

と思いますが、子どもに対しての職員の絶対数を増やしてほしい。

蜆在の入所児童は、虐待の影響により処遇が難しい子どもが増えている。今の職員配置数では満足なケアが不可能。せめて子ども2名対職員1名の配置が必要。

どもの成長を願う一方で、職員の安定のためにも色々お願いしたい。全く余裕のない生活なので勤務体制は考える必要があると思う。

れてきた事から不満は出てきているが、特に環境は悪いとは思ってない。自分のポジションをしっかり持ち、自分に出来る事を精一杯やっていきたいと思っている。

　どもとの信頼関係を築くのには相当の時間が必要となる。しかし、現在の勤務形態では長く勤務することは難しく、残念。入所する子どもの質も昔とは大きく違ってきている現在、それに合わ

職員の勤務形態も最善の形になると良いと思う。結婚や出産などあっても勤め続けられる環境になれば…。又、難しい子どもが増えている中で、職員の方の精神面のフォロー｛棉1が各ー

あるといいなと感じている。
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う少し職員を増やし、子どもと1対1の関わりをもつ時間がとれるようになったらいいのになあ…と思う。高3の1年間だけ（又は半年間）自分たちで料理、洗濯などの生活訓練の場所が出来た

いいなあ・…。

予選の削減が一番心配です。子どもの進学、自分の生活等がきちんと成り立つのか、不安を感じています。

職場環境は決して良くないが、もっと人材もお金も必要とされる場所なので他地域や広くは国の理解があって、良い状態にしていくことが必要だと思う。人と人との仕事なので、職場の環境の悪

ぬきにしてもrやらなければいけない」仕事にやりがいは感じています。

どの職員も子どもへの愛情と思いを胸に日々一生懸命仕事に臨んでいるが、一人の職員に対して関わらねばならない児童の数が多すぎて、それに加えての雑務の多さ、また一人の子どもがお

す問題の多さ、複雑さに対応しきれていないのが現実である。このままでは本来の養護施設としての目的、意義をはたせず、ただのばなしに子どもを預かるだけになってしまう。本来の子ど

ちの生活、未来を考えるならば、児童の定員の減少、もしくは職員の定員数増は不可欠と考えている。

　どもの成長に必要なことが的確に保障していないところがある。それは、子どもを受け入れるキャパシティーがないこと、突然入所してくる子どもに振り回され、統一性のない学習方法になっ

まうなど。中学卒業する際に選択できる環境を用意しきれていない、という課題。

・院長と若い職員との考え方が180度違う。・院長と子どもとの関係が全くできていないので、間に立つ職員は辛い。

　務が交齢1なので、毎日、上司、先輩と顔を合わすだけではないので、関係が作りにくい。特に相談したい時にはなかなかタイミングをつかむことがむずかしくて困っている。同僚とは仕事P

の場面でもつき合いがあり、友達感覚で楽しく過ごしている。

やはり一人の保育士が抱える担当児の多さに常に苦労している。各々複雑な養育環境で育ち、本当に生活習慣の基礎（歯を磨く、布団にシーツをしくこと等）から一つ一つ面倒を見る子もい

、虐待を受けてきて小さなことで固まってしまい、長い時間その子に付き添って解決させたいと思っても、どうしても他の子も気がかりで十分な時間が作れず、途中で終わらせてしまうことにし

も後悔している。又ある程度の年齢になったら、大部屋ではなく個室をもたせたいと思う。学校でも集団生活、1嗣てきても一人の時間をゆっくり作れない、精神的ストレスがたまるのは自然委

とと考える。こちらの配慮があればまた今とは違う生活が、職員も子どもも送れるのでは。

行最低基準をいつまで存続させるのか？児童1職員の割合が現状で「職員の休暇」を配慮しているとは到底思えない！ケースが重くても細やかな処遇ができない1

県立施設であるため勤務年数が短い。・虐待ケースが増え、養護児童定員数に対する職員数だけでは間に合わない位低年齢児が入所して来ている、職員増が必要。

児童養護施設と児相だけの関係ではなく、もっと関係機関のネットワークを構築し、児童の処遇に最善を活かせるような体制をつくっていく必要性がある。

潰の手も目も子どもたちには足りていない。又、どうやったら、きちんと自立する力をつける援助ができるのか。権利ばかりの主張を認めるだけでなく、責任や義務をおきざりにしていなし

！大変な思いをしているのは子どもだけでない。職員は誰が守ってくれるのか？大規模な施設ではノーマライゼーションには程遠い。グループホーム化、又は里親が望ましいのでは。

　員が減らされるこの時期に、中堅といわれ働いているが、女性が多く働く場所でありながら、この先、家庭を持ったら働きつづけられない状態になっている。このままでは、子育ての終わっ丈

と新人という、中味のない職場になってしまうと思います。その上、児童の二一ズはかぎりなくあり、ゆとりのない職員に育てられた子どもはかわいそうだと思ってしまう。

私の勤める所は”小舎制”と呼ばれているものの、16人の子どもが一つの家に生活しており、中舎制的な感じであり、1人1人にしてあげられることの限界を感じています、大舎の所で、小舎を目

している方にはぜいたくな、と思われてしまうかもしれませんが、やはり、小舎と呼ばれるくらいなのですから、6～8人程度の子どもと生活できる日がいずれ来たらいいなあ、と思います。

員間で上下関係の古い考え方などが根強く残っている。勤務内容にもそれが影響していることがたびたびあり、1年目の保育士に仕事がたくさんまわってくる。

員が足りない（子ども対職員の緋。職員間の連携をより深くする。

　み込みだがトイレ、お風呂が近くになく子どもと一緒に使っている。・休日でも呼び出される。長く職場にいて当たり前になっている。・近くだからと言われる。・休日に出てくる事もあたり前で

。・ ライベートの時間がない。・精神的に怖い（呼び出しTELや、休日部屋に向かってくる足音）

・継続勤務は、他の職種の人と生活リズムが違うので、友人との付き合いや、結婚してから働く環境としては難しいと感じます。・仕事でのストレス、子どもの指導で行き詰った時、乗り越えられる

はやはり職員間の連携がとても大事だなと実感しています。・最後になりましたが、返信が遅くなってしまい、本当に申し訳ありません。

。料が重労働のわりには少なく、長期休暇、有給休暇、休憩が職員の数が少ない為、ほとんど取れない。そういう状態の中、子ども達に良い処遇を行うことが難しいのではないかと思います。

が疲れきっていては、望ましい接し方が出来ません。子ども達も職員の不安等を感じ取っている為か、よけいに落ち着かず、更に問題行動を起こす。それに対応しようと心身をすり減らす一

いう事が続いているような感じがします。悪循環を断ち切りたくても、なかなか出来ない状態です。今後も、このような調査を行って下さい。施設の実態を捉えて下さい。

どもの人数に対して職員の人数が少ないので自分の納得行く対応が出来ない事がある。

子どもの権利という言葉は誰でも知っていて、守るべきと思っているが具体的になると難しい。今、私が一番問題としているのは「…してやる」という感覚がまだまだ残っていること。子どもの’

捨ても気になる。充分子どもを可愛がっているのはわかるが、環境をかえていくためには、形からきちんと変えていくことも必要かと思う。

非常に狭い職場であるため、同姓・異性との職員間のトラブルが多い事にストレスを感じます、

函，．的に、施設から巣立っていくであろう子どもたちに、現状を伝えて自立に向けて援助していくことの難しさを感じる。様々な状況の告知など、とても難しく感じる。

勤続年数が2～3年という職員が少なくなく、「昔から…・」という考えが強く、固執してしまっているために新しい事・変わった事を取り入れにくい傾向が見られる。

援助職にもスーパーバイザーが必要だと思う。

良好な人間関係の大切さをとても感じています。お互いに思いやりをもって仕事をすることで大変さ、つらさは軽減されると思います。

職員の数が少ない。
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凋休2日もたいてい保障されており、職務負担を強く感じることは少ないです。しかし、中堅、ベテランの職員より、意見、アドバイスをいただく機会が少なく、個人の資質にまかされていることが

くあると感じます。職員間の意志の確認、児童への対応の仕方など、軒『的視点に立ち、よりよい職務の遂行を行えればと思います。

不適当な職員がおり、日々意見がぶつかり合い子どもにも影響がでてしまっており困っている。

潰数がもっと多ければいいのにと思うことが度々ある。被虐待児がパニックになった時、指導が必要な時等、1対1で関わる必要がある時に、他児童を見ている職員が一人減ることは他職騨

負担にもなり他児童への行動の規制も厳しくなる。これが子ども達にとって良い環境を与えるとは思えず、職員の増加が求められる。

街地に施設があるため、敷地の狭さに限界を感じる。建物自体の老朽化のため、よりよい処遇を満足に行うことが不可能になってきている。

ムは児童養護施設3ヶ所勤めた事があります。勤務体制があまりにも違います。静岡県富士市にある施設では朝5時30分～夜11時頃まで勤務。それからミーティングで（子どもと一緒に住ん

る）鰯粥が4～5時間の毎日。幼児もおり、休暇以外は外に出れず本当に大変。保育士も体調を崩し病気になってまで無理してやってる人ぱかり。いつやめるか考えて働いている。私も

になり、毎タじんましんになり退職した。指導員さんは交代勤務。不満がつもり精神的に参っている。私は他施設へ来て、あれほど出た喘息もじんましんも出ません。どうか、富士市H園の保同

さんが、このアンケートによって、少しでも改善されるよう祈っています。

子どもの数に対する職員数が少なく、不満である。職員一人一人が持つ仕事の量があまりにも多すぎる。そのため、休憩時間や休日のぼとんどを仕事にあててしまい、プライベートの時間を．

ことができない。職員数が少ないことは、子どもの処遇に良い影響を与えない。

　どもと関わる中で、毎日新しい発見や出来事があり、1目1日を終えていくのが、精一杯のところがあります。時間や休みにこだわっていると、子どもとの関係も、築き上げるのが難しくなると思

ます。決して職場環境が良いとは思えませんが、子どもたちの成長がエネルギーとなっているように思います。

今回、指導員、保育士だけのアンケートでしたが、私の施設は該当者がいないということで私に回ってきました。他の施設は知りませんが、私の施設では、調理職員も子どもの関わりを多くし

て、食事指導もしています。かなり不規則で、重労働で大変です。このようなアンケートに他の施設職員のアンケートも入れてもらえたらうれしいです。かなり不規則で、継続勤務で、土日休日

少なくて、給料が少なくてやる気が減ります。

ムが勤務する児重養護施設では職員が仕事をスムーズに行える様細かく考えてある。職場内の人間関係はとても大切でこれによって仕事の進み方の差は大きい。

　に子どものお手本となるような行動をする必要があり、緊張が続くが、子ども達の笑顔や同僚の先生方との交流により充実した毎日を過ごす事が出来ている。交替勤務制という事で、職員間の

絡・引継ぎがとても大切な業務の1つであり、連絡体制をきっちりとり、スムーズに引き継げるよう心がけている。又、住み込みという通勤形態が多いと思うが、寮も施設の一部であるという，

が必要であると感じる。

ムの働いている施設は、静かで自然に囲まれたのどかな環境にあります。地域の方々とも様々な行事を通して交流があり、施設側でもできる範囲で資源を提供したりしており関係は良好だと思

ます。施設内においては、残業手当を出してほしいと思います。また、連休や長期の休みがとりづらい雰囲気にあり、なかなかとれないのが現状です。人間関係では職員同士思いやりを持っ

接しているので、良好であり、働きやすい環境です。

担当の子どもの数が10人いると、目からこぼれる。勤務時間内に十分一人一人と関わる事ができずにいる。担当の子どもの人数を減らすか、職員を増やしてほしい。

っと個別に関われる時間が欲しい。

内の人間関係を良くしていきたい。

’員定数の問題で、どうしても人手不足になり、十分なことができない。負担も大きい。

生活の場としての役割と社会人としての関わりのむずかしさ

大舎、小舎、様々の形式の施設があり、どれも一長一短であると思うが、私は、小舎、縦割り制が子どもたちの生活環境が一番安定するのではないいかと考えます。

施設入所児の生活全般をみることで、仕事とプライベートの区別がつけにくい（勤務時間が終わって家に帰っても、子どもの事を常に考えていたり、気になったりする等）そういうところが、しんど

につながってくる。施設として、どこまですべき事なのかという一線があいまいな為に、求められる事が多く、負担に感じている。

言ってもどうしようもないことだが人員配置等とにかく最低基準が低すぎると思う。この社会梼況の中で補助金等も色々削られる等、職場環境が次第に厳しくなる一方で、子どもや家族の抱える・

は複雑、深刻化し、かつ施設の果たすべき役割や機能は増していく。そうした実状に対し、施設独自の努力や個々の職員のある意味ボランティア精神的な姿勢と取り組みで成り立っているの

現状だ。そしてそのしわよせを一番受けているのが子どもである。言っても仕方のないことですが…。

日景境、私は職場の人間関係がもう少し良くなると、やりやすい職場になるんではないかと思います。他の職場ではどうなんだろうと疑間も沢山ありますが、私は別の所で仕事した事はあり

、こんなギクシャクした所は初めてです。この事は絶対自分の職場の耳に入らない様にお願いします。辞めようかと何度も思った事はありますが、子ども達の顔を見るとやっぱりできない・

。子どもは本当にかわいい！

あと1人でも職員1直接処遇が現場にいてくれたらなあ一と思うことがよくある。そうすれば子ども1人1人に関わることも多くなると思う。現実入所児童の中には、行為障害と診断された児童や

児もおり、その児童に影響され辛い思いをしている児童もいる。同じ空間の中で自閉症や知的障害の児童も生活する。今の施設の入所児童皆が“安心して生活する”ことは、少し難しいようえ

がする。入所児童みんなが安心して生活する施設にしたいと思い、たくさんの職員が日々励んでいるのだが。

員が長く、続けられるような環境ではないと思う。特に女性に対するフォローが少ないと思う。

』員不足の為、オーバーワークを強いられるのが現状であり、処遇困難児童の増加等によって、労働時間は増えていく一方である。しかし、職員がそうした努力をしても、今の職員配置では、

もたちに対して満足な関係を持つ時間が足りないと感じている。
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勤務時間が長く、疲れがなかなかとれない。施設内に拘束される時間が長く、時間外手当がほとんどつかないのが現状。勤務時間が変則的なので、勤務のある日は友人（職場内外共に｝会う

全くできない。ただ、私の勤務する施設は4週9休（原則として2連休3回、3連休1回）なので、自分の時間はもつことができる。

潰1人がとれる有休目数は限られている。以前に比べて難しい子ども（被虐待次が増え、子どもと関わることの難しさも増している。その中で養護施設数も削減され、東京都には情緒障害児

もなく、一人の職員にかかる負担は大きくなっている。対子どもの仕事だけではなく、施設行事や施設内の｛賂粉掴こより、1日8時間労働内では、行いきれない現状である。出来る事なら、

数を増やしてもらいたい。

　どもとのトラブル、子どもへの対応で悩んだ時に、先輩方が話しをきいてくれて、アドバイスや励ましの言葉をかけてくれる。職員関係にはとても恵まれた環境であると感じている。仕事をす

で職場の人間関係は大切なものであると思う。

素晴らしい先生が沢山いる。経験の有無を問わず色々な事を教えて頂ける。建設的つながりがメインなので、もっと自分の考えを互いに職場内で言えるといい。

グチッても仕方のない問題は沢山ある。現状を受け止めて、自分にやれることを精一杯やるだけ。今後の児童福祉の動向に期待．

職員数の不足。6・1で子どもと対応できていない。休みの関係で職員が足りない時は、子どもをほとんど見れていない。

どもの数に対して、職員数が少ない。その為、手のかかる子にかかりっきりになってしまうと、他児はほったらかしということが多々ある。

ども達の生活の場という事で、どうしても時間が不規則であったり、時間外の勤務が多かったり、休日が取りにくいなどの事がある。仕事の内容以外でも、勤務椀況等から、職員のストレスや

になっている部分も多いと感じる。又、子どもの人数に対して、職員が少ないのではないか。大人の数が増える事で、子どもに対してのゆとりも出て、ひとりひとりをもっとじっくり見ていける

思う。これらを含む、色々な所の改善で、より良い職場環境になり、色々な人が働きやすい場になる事を願う。

毎日の業務におわれて時間が過ぎてしまい、子どもとのゆとりのある関わりができない事が多い。また、勉強会や研修に参加する事も少なく児童養護施設職員として、やるべき事が何なのか、

と真剣に話し合える場が、あまりないと感じている。職員同志もっと、自分の意見を出し合って、子どもにとって何が一番大切なのか、必要なのか、みんなで協力しようという雰囲気がほしい。

児童に対して職員数が少ないのが現状で、あわただしく過ぎてしまい、ゆっくり1対1で向き合うことが難しい。

私も施設に配置されるまでは、全く無知、無関心でしたが、やはり、虐待他、現代社会における児童問題、教育問題について、社会一般の意識、認知度の低さを感じます。これを知らせていく（

）ことも、我々の仕事なのかと思い始めています。

職場環境にっいて思うのは、自分がしんどく思う事もが、何よりも職員の少なさにより子ども達に充分なケアをできない事が心苦しい。働きづらい環境は長く勤めていくことを妨げる。私達チャ

ドケアリーダーがより良い状態で長く働く事は子ども達が心をやすめ、成長していく生活の場に施設がなるために最も必要な事だと思う。

職員全員が集まる事がないのでもっとその機会を増やしていき、少しずつでも子どもにとってどうする事が大切なのかを考え、みんなの協力があってはじめて子どもへの愛情というのが少し

注いであげられると思います。

有給休暇がとれるといっても、勤務上、とりにくい。旅行等できない。昔からの伝統が根強く残っているのを感じる。視野がせまくなりがち。

自分の職場に関して言えば、男性職員には園の公用車を利用して児童の通院等の送迎が可能だが、女性職貝には公用車の利用が一切認められていないなど、理不尽な差別が根強く残ってい

。また、園内での児童指導員と保育士の業務内容がほぼ同一であるにも拘わらず、対外的な会合への出席、折衝等は児童指導員に割り振られており、極めて不公平な職制となっている。

・住み込み職員に対する子どもや他職員の理解が足りない。・悩みなどを相談する時間がもてない。・子どもの対応について他職員と意見交換する機会が少ない。

家庭に変わる環境として小舎制などの制度が導入されているが、職員の負担が大きい。せっかく子どもたちには良い環境で生活できるようにと考えられていても、それを支える職員の保障もカ

えられなければ、この仕事はやっていけない。この仕事は長く同じ子どもとつきあってこそ成り立つので、長く続けられないのでは、子どもも不安定になるので、悪循環であると感じる。

児童養護施設の必要性が少しでもなくなればと思うことがあります。というのは今の社会での家族のつながりの小ささ、うすさを感じるからです。もっとちょっとしたことではくずれない家族のつオ

りがあれば施設への入所をやむをえない子は減るのではと思ってしまいます。滅ってくれたらいいなと心から願います。

どもの親に問題がある場合（心理的ケアが必要な場合等｝施設職員としてどう関わっていけばようのか、また、児相とどう協力していけばいいかよく分からない。

潰配置数の増員への取り組みが遅すぎる。

・いろいろな職員がいて、触発される事が多い。・時間がたつにつれて子ども達と関係が深まっていく事がうれしいです。

日々の超過勤務に追われ、子どもと向き合うのがしんどくなることがある。子どもとの時間を大切にする為にも職員側の自己管理をしっかりしなければと痛感している。

設問や選択肢に偏りが見られ、幅が少なく感じた。時に問31－1の選択肢の幅がせまく、子ども相手の仕事をしている人に、よろこび、充実感を尋ねていて、子どもに関する答えが少なく、馬鹿に

れているように感じました。

14年度より、学校週休二目制導入により、さらに、土、日、の勤務は厳しくなります。職員の増員等、考えないと大変な榔況になります。

景境として自然豊かで地域、学校の理解もあり、子どもにとっては良い環境だが、まだまだ理解のあまりない人、場所的にあまり知られていないのではと思う事がある。より良い理解を多くの

して頂きたい。

時間外労働はやむを得ないと思う。時間外手当と言っても制限はあるわけですから、その辺りの保障の枠を広げてもらえたらと思います。

今現在私の施設は、事務に入っている職員一人が指導員と兼用で働いており職員の数が多くて入れられないと言い新しい職員を入れてくれない。15人の幼児、小学生低学年を一人でみている。

の中にダウン症児もいて、落ち着いて作業に取りかかる事が出来ない。事務長がいて、この者が金銭面を管理しており何にどれだけ使われているのか表してくれず、お金がないと言って冷個

時間を削ろうと常にする。猫が施設に住みついており、この者が餌を買って与えている為住みついてしまっている。その餌代もどこから出ているのかわからない。寄付で頂いたお金やお米
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いつのまにか子どもには袋だけ返ってきたり、ぬいぐるみも一番にその者が取って持って帰る。他の職員、担当者には意見を言わそうとはせず、違う意見を述べると放送で呼ばれ、子どもの目1

でもあなたは間違っていると言われる。好きな子どもに対し里親が着くようになると、何か不満を言い壊そうとする。行事にも担当職員全員を参加させてくれない。早く勤務時間に帰れというがそ

事や何かの事情で遅くなっても残業手当は出ない。日曜は事務が休みで、職員が少なくなるのが嫌なのか、休み希望を出すと、なぜ休みたいのかさんざん理由を聞いてきて、仕方がないか’

ませると言われる。自分の好きな行事でなかったら参加しない。ある職員が扶養手当をもらっていたのに、急に打ち切りになり今まで払わなかった分を返せと言う。理事長と一緒になり、職

の食事会なども好き嫌いで決め、呼ばない者もいてこそこそとしている。外食を勤務時間にしている。人の悪ロやプライベートの事をうわさして楽しんでいる。子どもによって態度も違い、物で

どもをつなごうとする。毎日日報というものを書き、休憩時間も取れていないのに、取れてるように書くよう言われている。このように仕事場が、上からおさえられている状態なので、気分的にも

んどい気持ちになり精神的につかれてくる。その職場の改善を常に望んでいる。

・上司が勝手な行為をした時、子どもの問題ではなく、大人のチームワークなので、その事について指摘できない。・勤務時間内に終わらせたい。

全く同じ業務をしているのに、保育士と児童指導員の待遇の違いに憤りを感じることがある（社会福祉士の受験資格の実務経験は児童指導員なら認められるが、保育士では認められない）。もっ

と保育士の軒『性を認めてほしい（養成過程の見直しも必要かもしれないが）。生活の中で仕事をするということは、勤務時間で簡単に区切れるものではなく、又、記録のまとめや個別の対応オ

ど時間外での対応が多すぎる。それが手当にさえつながらず、心身ともに厳しいと感じる。小規模化1入所定員の減少）でも運営に支障がでないよう、もっと待遇面の向上を望む）

今はささいなことも問題になる世の中ですが、そんな中でも保育士と子ども、又は職員同士の良好な関係が作れればと思う。

担当児童が問題行動を起こしたり、施設内で暴れたりした際、ロでは皆で見ていこうと言う割には担当の職員任せになり、何かあると担当している職員の指導不足をたたかれ、その子だけが、．

いわけではないのに、常に悪い刷こ見られ、受け入れてもらえず、疎外されてしまう時に、どうやって周りの職員にその子の良さを分かってもらう事ができるのか？疎外されている事をその

感じ取り、担当職員の言う事しか聞かない様になったときに、どう周りにつなげていけぱいいのか困ってしまう。周りの連携がとれていなくて問題を悪化したり、悪い方向へ向いてしまう時が

り、どうしたら、その子自身を理解して対応してもらえるのか？難しい問題はある。

大舎制から小舎制へどんどん変わる中でやはり職員不足を感じる。当園も小舎制へとリニューアルし、宿直回数がこれまでの倍こなった。職員の負担が増すと、どうしても子どもへのサービス

底下しがちになる。現状ではいかに職員がリフレッシュして仕事とプライベートを充実させるかという課題が大きいが難しいことも事実。

どもを育てる環境としてハード、ソフトの両面がそろっていない。

ムの勤務している職場は休日が必ず週に2回保障されていて、女性職員は生理休暇が必ずもらえます。1日の勤務時間は、どうしてもこういう仕事上8時間勤務ではおさまりませんが、とても

いローテーションで、仕事ができていると思います。私はとても働きやすく、この職場が大好きです。

上司や先輩に尊敬できる人がいない。自分にとって「この人についていきたい。」と思うような人がいないので、いつもやる気が起こらない。施設が何十周年と経っており、施設自体が古く、特に

冬は隙間風が入り、子どももさぞかし寒くて辛いだろうといつも思う。労働時間は法に定められているが現場では時間にけじめがなく困る。また勤務が上がったにも関わらず（長時間仕事に励

でいる事が美徳という雰囲気があり）後ろ髪を引かれる思いで帰るので辛い。結婚してもいつまでも働けるような職場環境であって欲しいと思う。

園児で虐待児が増えてきて、職員の勤務体制がかなりハードな事が続いている。職員が少しでも多いか園児が少なければ解消されるのではと思う。

『職としてのスキルの向上が必凄。また、スキルトレーニングの場がまだ少なく、それを受け止めるだけの体制も今の養護施設には整っていないのが、現状であり、そのことがとても残念。

どもの基本的な生活の場であり、本来なら安らぎの場となり得る所だと思うが、その為にも、職員の人間関係が大いに子ども達に影響してくると思う。チームワーク、意識統一、と個々では行一

3い事が多い為、職員の勤務体制の見直し、職員の増加等、改善すべき点は多いのではないかと思う。現在の状態では一人にかかる負担が大きく、プライベートを仕事で削られる事も少なくオ

い。入所理由が様々であり、指導や問題行動も多様化している中、環境も整える必要があると思われる。

どもと日々関われることの喜び、責任の重さは毎日感じる。ただ職員体制がやはり子どもの数に対応しきれていないのが、現状で、職員の負担は大きいとも思う。また、虐待などの難しいケ

スも増えてきていることで、そういった子どもへの対応に、今の体制では限界を感じることも少なくない。このままの職場環境では、燃えかすになりかねません。是非とも改善してほしい。自分力

が立ち上がるべきなのかもしれない。でも、目々の過重労働の中で、そこまで自分に余裕がもてません。このままでは、子どもも大人も壊れていくばかりではないかと先を案じている。

多少の時間外労働や休みが少ないことは承知の上でこの仕事に就いたが、職場の人間関係の悪さから、子どもの処遇にマイナスの影響を及ぼしてしまっているということが一番の不満であり、

負担である。チームワークさえ、上手くできていれば、解決できる問題がうちの施設にはたくさんあるように思えるが、ハッキリとロに出して意見を言えない自分自身にも腹が立つやら情けなし

やら…。大舎制で、職員数も少なく、子どもが溢れかえっているような所だが、工夫と努力次第でなんとかせねばならないと、皆がそれぞれに思いながらも、相互理解、歩み寄りができず、ただ

の愚痴の言い合いで終わってしまっているのが現状だ。うちに措置されてきたばかりにいろいろな苦労（苦痛といったほうがいいかもしれない）をさせてしまっている子ども達に申し訳なく思いオ

がら、日々の生活をとにかく怪我なく安全に過ごせるように、保育することで精一杯である。目常生活の中だけでも、大人の目の届かない場面が多くあり、毎副可事もなく無事過ごせるのが不思

・3くらい、いつどこで、大きな事故が起きてもおかしくないシステムであり、建築構造である。そんな中でも自分に出来るが限りのことをしようと、毎目努力しているつもりだ。

虐待児が増える中、心理的なカウンセリングを定期的に行ってほしい。小舎なので配置できないのではなく、配置してほしい。

超過労働である。もう少し自分をリフレッシュできる日が欲しい。日々疲れており、イライラしている。閉鎖的である、施設内しかみていない為、1つの意見に流されすぎ。もっと視野を大きく持ち、

員も世間に目を向けるべき。

とにかく休みが少ない。月に6回しかありません。

どこの職場でもあり得るかもしれないが、閉鎖的で、働いている私達でも現状がどうなのか、私たちの処遇はどのくらいのレベルか分からない。どれだけやっても「足りない」と感じるのはその

いだろうか。方向性が見えにくいなあと感じる。自分でもどこに向かっているのかよく分からない。スーパーバイザーとマニュアル化は必要なシステムだと思う。しかし研修へ行っても、自分の王

は恵まれていると思うので、子どもの処遇もそれに比例していけるよう、少なくとも反比例しないよう頑張りたい。
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高橋他　2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究

私たちの施設は保育士の意見、要望がほとんど通りません。「どうせ行ってもムダー』と、みんなあきらめてしまっています。しかし、それではこのまま施設の質が向上せず、犠牲になるのは，，

子どもたちです。指導員と保育士がもっと連絡、相談し合っていけたら…と思います。私は自分のこの仕事が大好きです。だからこそ、かわいい子どもたちのために、私が出来る精一杯の一

をしてあげたいです。

整理整頓も含め十分にできていない。チームワークができていない。仕事をする人に仕事が増えていく。

私達の施設は人数的には他の施設より多めですが、小舎ということもあり、実際には皆ギリギリのところで働いています。心の問題を多くかかえ、ストレス社会の中で生活している子どもたちに、

りよい働きかけをしていくためには、私たち自身のストレスケアもしっかりと行っていかなければいけないのではと感じます。また、関わり方の難しい子どもが多い事も現実であリ、心理の｛貝1

ら常に軒『的にサポートしていける存在がより求められてくると思うます。（職員内外問わず）

・時間外勤務（ボランティア）が当然なので、休憩塒間・有給など定まっている制度に順応してもらいたい。・長年働いている指導員が偉い、その人の言う事ならちゃんと聞く、周りもきちんと言うこ

できないという雰囲気がしんどい。・行事になると係の先生に任せきりで、自分の仕事だけをこなしておけばいいという考え方が悲しい。

人手不足であり、子どもとの1対1の関わりが充分に出来ない事が不安です。

　日景境は本当に大切だと思う。子どもとの関わりも職員との関わりもどちらもが互いに影響する。だからこそ一方が良い環境であるならば、もう一方も自分自身、また他の人からフォローす

がわいてくるのでは。毎日子どもとの関わりが、職場環境において良い雰囲気の中で、心覗やかに作り上げていけますように。

家庭にとってかわることはできない。

・現在、私は臨時職員という待遇で仕事Wしています。そのために賞与がなく、つらい状況です、職務（勤務）時間は同じなのですが、賞与がないのは、正直納得できません。・子ども達にとっ

、私達の施設はかなり田舎にあるので、交通の便が悪く、多少、他施設に比べると、生活面で差があるかと思います。

・心理的にも、身体的にも細やかなケアが必要とされるケースが増えている中、児福法で定められている子ども6人対職員1人では、限界がある。せめて、3人位が理想、であると感じる。・子ど

ケア、権利はよく耳にするが、職員のケア（心理的）を公的に保障して欲しい。

員同士、何でも言い合える雰囲気をつくり、1つのことに向かって皆で頑張っていける環境をつくりだす。大切なことですね。

寺にないが、子どもの前で他の職員をけなす、悪ロを言うのは絶対に良くない。職員間だけで済むところはなるべく子どもや外部にもらさないようにするべきだと思う。

公立で職員の移動なく閉鎖的。子どもに対して、絶対的優位になりがちなので、自分の言動を客観的に観る場（ケースカンファレンス、スーパービジョン）は必要（だが、勤務している職場にはオ

）。お山の大将になってしまうのがおそろしい。

大舎制で人数が多い為、1人1人とじっくりと関わる時間がない。そういった時間を作ろうと思えば、どうしても勤務時間外になってしまいがち。

晶に子どもが安心して生活できる環境づくりを、共に生活している職員が意識S、資質の向上を目指せるような職場環境であって欲しい。

潰の業務が多いと感じる。担当人数を減らし、職員の数を増やしてもらえればもっと子どもとの関係づくりに余裕をもって取り組めると思う。当直勤務が大変である。職場環境では、職員のチ

ワークが大切と考える。

先輩職員の意見が強すぎ、こわさもあり、まわりの職員が意見が言えない。又、言っても意見が通らないことが多い。ある職員の性格上、職員間のムードが悪い時があり、やりにくい。

虐待などで入ってくる子が増えている中で、一人一人に個別に関わっていきたいのですが、多人数を相手にしなければいけないので、なかなかできません。特に年の上の子がみれないことが

くなります。子どもの人数を減らして、こちらもゆとりを持ち接していけたらなと思います。

公立施設なので、民間より恵まれてはいると思いますが、児相から困難児が回ってくることも多いように感じます。周囲をみても、自分も含めて、若い職員ほど仕事は仕事と割り切ることが難しく、

れが長い労働時間につながっているように感じます。公立のせいか、ほどほど、手当てはつきます。ただ、どうしてもすぐ疲れてしまうので、休みが増えるのが、自分は何よりうれしいです。自

自身が職場外で充実していると、仕事にも新鮮かつ前向きに取り組めると感じます追伸：福祉以外の学卒者として福祉職を受けるに当たっては、高橋先生の放送大学の講座で多くを学ばせ

きました。今後のご活躍をお祈りします。

筒神的負担を和らげる為にも相談し合える人間関係が必要。人と関わる仕事だからこそ、職場内の対人関係が健全でなければ続けることができないのではないか。

ムの施設は栄養士といっても調理内の仕事もするので、栄養士の仕事を勤務外で行わなければ間に合いません。休Bや仕事を終えた後などを利用し、施設全体が勤務外を作って働くのが当．．’

いう雰囲気なので、定時に上がる時、有給をとった時など、とても上がりずらい。施設内での連携は保育士や同じ年齢の方等とはとりやすいが上司とはとれない。職員のチームワークはあ

、上下はっきり分かれている。職員会でも意見を言えない雰囲気があり、自分の意見を強く言う事ができない。連続した休日をとる事ができず、友人と長期旅行や、土日休みではないので、

帯も合わずリフレッシュする事ができない。時間外勤務も、月5時間までしか支給されず、毎日勤務外に行っている栄養士の仕事は時間外に入れる事ができず、夜までの勤務だと午前O時を

る事も頻繁。もう少し勤務体制を良くし、時間内で上がる事ができ、きちんとした給料体制をとって欲しい。

・子どもの関わりに関しては、難しい子どもが増えている中で、職員間のチームワークが何より必要だと感じます。子どもについてどう関わっていくかの話し合いが職員間でスムーズに行える

にKなれば、一人の職員が抱え込むことも少なくなると思います。・勤務に関して、交替勤務であるにも関わらず、早朝から深夜まで勤務することが多く、この梼況が当たり前のようになってし

す。早く帰れる日は帰るように、できるだけ勤務時間を守るようにしたいです。数年で辞めてしまう職員が多く、ベテランの指導員が育たないのもその結果の1つだと思います。結婚したら仕

ける事ができません。

入所してくる子は年々難しいケースであり、職員としては常にステップアップをはからなければならない。こういった梼況の中では、職員数を増やして欲しいと日々感じる。一人一人の子どもに冒

だけの愛情を注ぐ為には、厳しい現状がある。
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笏っいてやってくる子どもたちに対する治療的な関わりが求められており、現場より治療的な関わりとしたいと思い、精一杯努力しているが、多くの子どもを少人数のスタッフが見なければならオ

現状で、子どもも職員も苦しい状況であると感じる。もう少しゆとりや余裕の持てる職場環境になると良いと思うが、そのために、自分が何をしたらよいのかは実際のところわかりません。

　　景境はそれほど悪くないと思う。長期休暇（5日間程）が年に1回とれたらベストだが、日頃の勤務体制には問題はない。上司には広い視野と心で部下を見守ってぼしいと願う。経験年数や萎

（家庭を持っていない）ということを言葉にして物を言わないでほしい。

損のチームワークを大切にし、目常生活がスムーズに出来る様、整理整頓を心がけ、話し合う機会をいっぱい持ちたい。

　どもを処遇するにあたり、もちろん子どもが中心だと思うが、それをちやんとやるには職員同士の連携がとても大切だと思います。ただ連携ではなく、上のものが下を育てようとする気侍ち、

、相談が出来る環境など。当たりさわりのない事だけを言うのではなく、本気で（本音）注意したり（本当なら上下関係なく）話し合える事が必要かと感じます（この注意したりは業務全般です）

　どもは元気に自由に遊びたい、生活したいと思うし、こちらはきちんとしつけたいと思う。そうすると叱ってばかりの毎日になってしまう。職員として、何が大事かを見極めながら、のんびり、ゆ

くり関われたらと思う。子どもたちは正直。子どもに信頼される大人でありたいと思っています。

員数が増えればもっといいケアが出来るのにと強く感じる。また週休二日制をきっちり取り入れたら、もっと心に余裕をもって子どもに接することができると思う。

不規則勤務も休みが思うように取れないことも、それをわかっていて就職したので、それ程不満には思わないが、入所児童の多さと職員の少なさ、それに伴う労働時間の長時間化には耐えら

い。また、幼児部と学童部の職員間の隔たり、現場職員と施設長の認識のずれも非常に不満である。もっと現場の職員同士、連携協力し、少しでも子どもにとって良い処遇をしていきたいが、

　員、他部署の職員に気を遣うあまり子どもにシワ寄せがきているのが現状。職員配置基準から変えないと現状を変えるのは無理だと思う。このままでは子どもがかわいそう。

地方の養護施設は、井の中の蛙。向上しようという空気がないし、自ら開いていこうとする施設に欠けていると思う。

だまだ、“ボランティア精神”が強く残っている。というより、仕事と思えば子どもとの関わりも上限、最1邸艮という範囲がでてくるが、実際はそのような次元では片付けられない。やはり子どもの

めにと考えると、私達のかかわり次第で、子どもの成長を大きくかえると思えば、やはり最大限の努力をしていこうと思う。してしまい、自分の負担が大きくなってしまう。

人間関係がとても大切だと思います。又、それぞれが疲れていることで、職員同士の関係も子どもへの処遇にも影響がでてくるのだと思います。

先輩から、職員として認められない時（あの人ではなく、“あの子”と言われているのを聞いた時がかなりショックです）。先輩との関係で居場所がない時がある。

この仕事を始めてまだ2年目だが子ども達にとって母親がわりである自分と職場を離れた時に、ふと普通の20代の自分であることに気がついて、けれど、仕事が休みだからといって割り切れオ

部分もあり、休目出勤であったりと、気持ちの中で、ゆっくり休めたなあと思えることがあまりない。

・自分一人で抱え込まず、施設内職員間でコミュニケーションを充実させること、チームワークの大切さを強く感じます。・職員間（上司、後輩問わず）で自分の意見が言えること、職員会議で発言・

雰囲気をつくること。・地域、他施設との交流を充実させること。

　員数が足りない。ということを日々感じます。何らかの事情があり、親と一緒に暮らす事ができない子どもたちの心の傷は半端なものではないと思います。それに対し、日常の業務に追われ、

分な心のケアができていないことに強いストレスを感じます。中にはADHD症状の子どもや知能の低い子どもなど、一対一での関わりが必腰なケースもあります。現状では、そういった子ど

ちにどう対応していったらいいのか、どう手をかけていったらいいのか、答えが得られないままです。職員数の増加、情短施設の充実が必要ではないか、と思います。

　どもの定員を増やし、職員の数も増えた分、無責任な人が増えたように感じます。養護施設は家庭のかかわりなのに、うちの施設では家庭の｛贈1にはなっていない。ただ寝る場所、食べるe

があるだけにすぎないように思います。もっと全職員が協力して指導していけたら、と思います。

ムの職場は大舎制である為、トイレがもっと近くにあったら・…、台所がついていたら…と感じることが多々あります。しかし、現実として改築は難しい痴況です。このような中、子ども達は日々

施設で過ごすのであるから、少しでも家庭的な雰囲気を出す努力が必要です。忙しさに流されそうになる毎日ですが、職員間で、少しでも気になる点を言い合い、お互いを勅敷していくことが、

どもに反映されていくと思っています。

自然がたくさんあって、環境については、とてもいいと思うのですが、施設が古いため、子ども達にとっては、不便な面が多々見られ、改善できないものかと考える事があります。全部という事1

い事なので、少しずつ便利になっていけたらいいなと思います。

　　思うことだが、暴力はいけないからといって、同学年同士のケンカもすぐに止めさす傾向がある。だが、まともにケンカもできないような（ケンカのやり方、ルールを知らない）子どもが育

、将来、刃物を持ってムチャクチャしだす人間がまだまだ増える気がしてならない。

ムがここに初めてきた時何か癒されるものを感じました。ここで働いている人達に囲まれて生活する子ども達もそういうものを無意識のうちに感じて生活しているのかなあと感じます。保育士、書

、セラピスト、医師、看護婦、多様種の資格を持った人達の集まった良い環境だと思います。様々な意見交換ができ勉強になります。

杁みの為、自身の時間を確保することは大切だと思います。ただ休みの目でも否が応でも関わらなければならない事も多く在る。休日だけでも外で過ごせる部屋（寮）があればと思う。

一員数を増やし、軒『職の人が入ってほしい。

潰のメンタルヘルスを考えるべき。

　どもに対する処遇は1つの「子育て』。いろんな考え方、感じ方をの職員がいて、いい面もあるが、処遇方法に差が生じたり、子どもがそれによって迷ったり、反対にうまく利用してしまうことも

。ある程度思いを共有できる職員が、小さい個数の中で、子どもの思いに応じやすい環境を用意しなければ子どもはうまく成長できない。又、負担が大きくならないよう社会が受け皿を用，、

必要もあるし、閉鎖的にならぬようある程度の透明さと、職員が外へ出て行く又意見を受けることができるようになるべき。各施設で試行錯誤しながら取り組んでおられる所も多い。それらがう

く機能していくためにも、同じ保育だからといって保育所と対数を同じように考えられては困る。「生活』と「外出先（？）」時間の長さ、かかえている問題の大きさ複雑さを考えれば「6；1」では収

きれないのがわかるはずだと思うのだが。調査、統計され、それがしかるべき機関の認められるところとなり、現場へ反映されるよう切にお祈り申し上げます。ただr成長」し、大人にするので
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高橋他　2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究

はなくて、「社会の一員として、よき考えをもち社会を担っていける人間」への「成長」ができるように。それがひいては日本という国を立て直し、世界平和へと遭進していくことに繋がると思う。

員の数がもう少しでも多いと時間外での子どもとのかかわりがへるのではないかと感じます。小舎、断勤、各家の食事（職員が作る）でとにかく調理に手をとられ、今の職員数で休日をとってし

と時間外（現在は経営云々…で手当ては全くつかないが…）での子どもの関わりが結構ある。

研修や自己学習で、不満、不安が多く出てきて、自信もなくなってしまいます。

施設という中に生活していると、だんだん施設の常謝こなれてしまい、自分の感覚にズレが生じたりするので休日なども有効に利用して広い分野の方と関わりを持ったり視野を広めることも大

と感じます。なかなか実行できませんが・…。

家族（家庭）的で、良い雰囲気なのだが。

職場環境は決して良いとは思えないが、我々の気持ちひとつで、よく感じることも悪く感じることもできる。

転勤があるため、長年に渡って子ども達を見てゆくことが出来ない。長くても5年で移動しなければならないため、子ども達はいつまでも落ち着かない状態が続く。

家庭を持ったりしても、職員が長く勤められる職場環境をつくっていく事が大切。今後、更に多様化する中で、職員の質の向上が大切。

やりがいのある仕事だが奥が深く、今時の中・高生の養護はむずかしく、迷うことが多く非常に行き詰まりを感じている事が多い。

駆の児童養護は大変難しく思う。異性の交際、帰園時間の問題、アルバイト、学力低下、喫煙等々、様々な問題を抱え、一日8時間労働では思うように対応できない。

スーパーバイザーが必要。施設内職員ではなく軒『性が必要。他の視点又は客観的に見る事ができる者。・結婚しても働く事ができるような環境作り。・職員間の交流の場がもっと必要である。

子どもの為にも長く勤務すること。その為に早急に職員を増やすこと。

　　　人間関係については、大体満足している。子どもとの関係は常に難しい問題をはらんでいるが、その部分が仕事であるからしかたないと思う。勤務時間についても、あまり休むと、子ど

の関係が難しくなるので、ある程度はしかたがない、ボランティなどの活用で、外部の風を入れて、子ども達によい刺激を与えたい。

入所児童の多様化している現在において、心理的な処遇の在り方について悩むことがあり、この課題をどう解決すべきか、又、今のままの施設のあり方では、大きい問題にぶちあたるような

　感じるこの頃だ。

今までのオーバー勤務や休日出勤を考えると今後結婚をしても仕事を続けていけるのか不安。時間で区切れる仕事でないので私生活や仕事に無理が出てきたら、早めに決断しようと思う。

　　の職場環境について特に問題となることはないように感じる。心理職の職員もおり、定期的に外部からスーパーバイザーが訪れる。職員間の人間関係についても良好で軽い冗談から子ど

悩みまでお互いに言…泄る環境がある。他の施設の話を聞くと、大変なことが多いようですが、（子どもの処遇については、いつでも悩みはありますが）楽しい毎目を送っています。

員の定員が増える事を願っている。

老人の施設と比べ児童の方は、比べものにならないくらい地味で暗い雰囲気があります。又、設備1つ1つにしても児童施設の方にもっともっと目を向けて改善してほしいと思います。子どもに1

来があります。それをもっと分かってほしいです。

とにかく、労働時間が長すぎ。オーバーしすぎていることに疑問を感じる。ましてや残業手当もないのに、おかしいと思う。

蹟の精神的安定を元に子ども達の情緒の安定も図られるものだと感じました。職員間での協力体制が一番大切だと思います。

とても厳しい。労働時間が長く、休みが少ない。給料は減る。結婚したら続けられない。精神的に参ってしまう職員が多い。職員が長く続けられる環境を整えなければ、良い処遇ができる職員が

たないと思う。

　ども（入所児）の人数に対し、職員の数が規定通りだから…・とはいうものの、実際現場の処遇は大変である。一体一の関わりも十分にはできず、他の仕事に追われたりして気付けばあっとし

間に帰宅時間になっていたり…と、子ども達とのんびりと十分に関われる時間がないのがいつも少し引っかかっている事です。

ロ員の数がどんなに少なくても、施設の生活を営むことはできますが、あくまでも、最1邸艮の養護しかできず、子ども1人1人を見る余裕はできません。今、私の施設は本当にギリギリのライン・

員が働いています。結局、被害を被るのは子ども達です。私達の気持ちが疲れていれば、それは直に子どもに伝わるので、無理に無理にに重ねてがんばり、体調を崩す者もおります。人

充実さを切に願います。

　　が当然とされているところがあること、有給休暇もとりにくい状況なので、精神衛生の健康を保ちながら働くには、まずその点を改善してほしい。1人の職員に対する負担（課せられるイ

容）が大きいので、もっと効率良く仕事ができる環境にしてほしい。

　　景境の不満や不服は取り上げればいくつもでてくるものと考えます。しかしそれを打開するには勤続年数の長いものであれ、浅いものであれ、お互いに意見を聞き入れるよう気を配りあ一

職員間であることが肝心だと思っています。そのような職員集団であればおのずと勤務間題にしろ児童処遇に関することにしろあらゆる不満や負担感を解消していく糸ロになっていくのではオ

かと考えます。

実質2交替のため、法律上は学童6人1職員1人であるのが、学童12人：職員1人となり、児童の状態にもよるが、時としてキャパシティーをこえてしまう時もある。情短施設も本県にはないた

童養護施設より、惰短施設が適当の児童もいることにより、職員、児童にとって過度の負担となる。

・経験年数に関わらず、会議等でも自分の意見を自由に言える雰囲気があれば、今以上に処遇の向上につながると思われます。

やはり良い環境、人間にかこまれており、良好な環境ではあると思う。しかし、やはり、どこか“閉じた”所、部分があるのではないかと思う。

パードで当然、ハードでなければうそな職場、と頭では分かっていても、その理解を上回るハードさがある職場だと思う。・もっと社会全体の理解が欲しい。

ゆっくりと子どもと生活がおくれるような環境（施設の大きさ、子どもの定員など）
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どものより良い成長を考える中で、今の職員配置痴況は適切ではない。子どものためにも職員間のためにも・…。

各施設によって実情等異なるのだから職場環境も異なってくると思うのですが…・。

自分自身の素行が正か否なのか悩む事が多い。人それぞれの考えの統一がむずかしい。

職員が少なく、施設の環境も狭く、勤務体制も悪い。休みが少ないのもあり、職員の心のケアをできる時間が十分にろれないのが、現状であり。研修も少なく、専門知識を新たに学．ヌ機会も不

である。まずは職員を増やし、心にゆとりをもって、子どもと接することができるようにすrのが大切。そして産休制度など、女性職員が職場復帰できる体制が子どもにプラスだと感じます。

・施設長がもう少し職員を信頼して、仕事を任せてくれれば、もっとやりがいが出るし、ストレスがたまらない。・職員同士がもっと本音を言い合える職場を作りたい。・施設長がカのある職員に5

ぎる。・施設全体の住環境（設備等）をもう少し改善して欲しい。

・拘束時間が長すぎて、自分の時間がつくれない場合が出てくる事が不満に思う。・集団生活では対応できず、ひとりひとりの子どもと関わる時間が少ないため、中途半端な処遇になっているよ軸

感じる。人数を増やしてほしい。・養護施設には色々なケースの子どもがおり勉強不足を感じる。

い慣習にとかくとらわれやすく、新しい職員（自分を含め）の意見や考えが通りにくい。

・職員間の意見交換の場を増やす事が必要。・一定の職員とだけでなく、施設長とどの職員とも、子どもの事や労働状況など話する場を設けることが必要。・職員数を増やす、もしくは子どもの

数を減らす。・勤務時間の見直し。

・園内行事が多い。・職員会議で言舌し合うがその場で決まることが少なく、別に話し合いの機会を作る為、勤務時間外でも出勤しないとダメなことがある。

　員間のチームワークが整っていないと仕事もやりにくいし、子どもにも影響するように感じる。児童養護施設の職場環境においては、人手不足による職員一人ひとりへの負担も多い。予算も

削られていく中で難しいと思うが、職員の人員増と職員も子どもと同様にケアを受けられるようスーパーバイザーの確保も必要である。

生活の場なので仕事としてではなく、プライベートな時間まで延長してしまうことが多すぎる。また、行事が多すぎて個別処遇に手がいき届かない。

蹟同士でゆっくり話しをする時間がなかなかとれず（生活の場ということで、子どもとの時間が多く流れることが）、不安、あせりにつながっている。私自身もよくあり、たまのスーパーバイザ

本当にありがたい。大勢の子どもを少ない職員数で見ることのしんどさ、限界も感じる。一職員の安定のため、フォローアップがもっと必要。そこからも（もちろん自主的にも）職員の向上心、．

向上がありえると思う。

交替制勤務で職員間のコミュニケーションを取ることが難しく感じる。また、家庭を持っている人が優先的に休暇をとることが出来る事が平等ではないと感じる。

み込み体制の必腰性は感じられますが、住み込み職員の精神面が配慮されていないように思う。

実際に、今の勤務体系や労働条件の中で子どもと十分に関わるには限界があります。子どもにとって一番を考えた時に、やはり、その子に関わる職員が安定していることが大事だと思います。

の現状では難しいところがありますが、それに甘んずることなく精一杯のところで子どもと向き合う気持ちは忘れずにいたいと思います。

設備が不充分である。

自分が今やこれからも働くことに不安を感じている。未婚ではあるが、今の子どもとの関わりながら、自分も家庭を築いて子どもを育てたいと思っているが、今の状態では無理と言える。いろい

しがらみがあり、個性を認めない風があり、職員や子どもの良いところが出せないでいると思う。昔からの良いところは残し、今いる子どもたちに必要なことも考えていきながら、子どもと関

ていきたい。このアンケートを是非、児童祷血去や施設基準の改正に役立てて欲しい。きれいごとではなく、現場を見てほしい。現場の声を聞いてほしい。職員がある程度満たされ、ゆとりを

ていないと、好きで選んだこの仕事でも、子どもに対しきつくなってしまう。

1度的問題も多く残しており、職員人数の問題、労働時間の問題、多くの課題あり。

り・休二日制、8時間労働など、それを守ろうとすると子ども達と接する時間が短くなり、もっと子ども達に愛情を注いであげたいと思う気持ちとあり、悩んでいます。

ども達にとって、施設が常に家庭に代わるものであるように、目々心掛けていきたいと思います。まだまだ未熟ですので、子どもと共に成長していきたいです。

潰の人間関係が良く、子どもとの人間関係も良い。しかし、建物が老朽化してきており、新しくできればと思う。

子ども達の問題も多様化、複雑化し、施設職員だけで対応していく事に困難を感じる事も増えている。専F雅を求められるので、それに対応できる職員数、連携がスムーズにとれる環境を整備

いかなくてはと感じる。

思いケースが多くなる中、職員体制の充実が更に必腰だと感じます。

色々な意味で、社交的にならなければいけない様な気がします。難しいケースが増え、子どもに職員が押しつぶされない様なものが、必要なのではないでしょうか。

勤務時間内では処理できない事が多く、そんな中で入所児童が増加傾向にあり、各職員の勤務時間確保を危惧する。

・児童養護施設そのものの軒『性が認知されず“専門性の無ざ’のみが語られ創詑持てない。「養護」は軒『性がなく「心理』はあるとのこと。ではr生活」することr改善」することは一体どのよ噛

とらえていけば良いのか。・労働時間はあってないようなもの。職員は社会を知らねばならないのに、社会に自ら出て学習する機会がない。世の中は週休二日、施設はさらに忙しくなり、

れるかどうか？

入所する子どもの質、家族の様子が変わっており、勉強不足を痛感する時がある。忙しいをロ実にしてはいけないと反省しつつ過ごしている。

どもとの関わり以外の事務仕事や行事や物品等の諸準備で、子どもと関わる時間が少なく、また担当人数も多いと申し訳なく思うことがある。
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〔チーム研究1〕子ども虐待に関する研究（5）（主任研究者　高橋重宏）　　　　　2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究子ども家庭福祉研究部　高橋重宏　　　嘱託研究員　伊藤嘉余子（日本社会事業大学大学院）　　　嘱託研究員　中谷茂一（聖学院大学）　　　嘱託研究員　加藤　純（ルーテル学院大学）　　　嘱託研究員　澁谷昌史（上智社会福祉専門学校）　　　嘱託研究員　友川　礼（興望館沓掛学荘）子ども家庭福祉研究部　庄司順一・才村　純・山本真実要約本研究では、全国554ヶ所の児童養護施設の児童指導員と保育士を対象に、施設の職場環境の実態と職員の問題意識に関する意識調査を実施した。その結果、職員が施設で働く中で感じる過度の不満や負担感とそれに対する対処方法、働く中で感じるよろこびや充実感について明らかになった。調査結果を踏まえて、今後、施設職員が感じる過度の不満や負担感を軽減し、子どもに対して常に適切なケアを提供していくために必要な改善点として、�@施設職員の労働条件の改善、�A職員研修やスーパービジョン体制の充実、�B施設内職員問の良好な人間関係（ネットワーク）の構築が挙げられた。見出し語：　児童養護施設、職場環境、ストレス、コーピング、アメニティAStudyoftheWor：ker’sWorkingEnvironmentin　Residential　Ca：re　Institutions　fb：r　Ch皿drenS1亘gehhloTAKAHASHI，KayokoITO，ShigekazuNAKATAM，JunKATO，MasashiSHIBUYA，　　　AyaTOMOKAWA，JunichiSH：OJI，JunSAIMURA，M＆miYAMAMOTOAbstract：This　study　is　based　on　the　s皿vey　onthe　actu飢conditions　ofthe　workers’wor�qgenvironment　and　their　attitudeof』the　issue　across　the554resi（lent回care血stitutions　fbr　ch丑d陰en（RCIC）in　Japan。This　s�oey噂eわed　the　careworkers　wor�qg　in　the　RCIC．Fmm　th直s　s�oeユva血ous　severe　discontents，burdens　and　stresses飽1t　by　careworkersandcopingbehaviorstheytakeh＆vebecomeclearThe　studypointstothe　mattersneedtobe　improvedfbr曲通at血gw・rkers’stressess・thattheyc・面se四ec皿面en幅thpleas皿e，wbch飢e1）the�qpr・vement・fw。r�qgc・n出ti・ns，2〉theprep肛ati・n妬rthest誼tr曲9皿dsupe曲i・nsys也ms・3〉ma�q・gag・・dhum�prelatiollship　amongthe　care　workers　tnthe　institution。KeyWords　：institutions　fbrch丑dren，workenvironment，stress，coping，amenity一一9一日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集1．研究の目的近年被虐待児や処遇困難児の施設入所数の増加に伴い、児童養護施設における子どもの権利擁護のあり方、処遇実践の質が問われている。入所児童にとって児童養護施設はどうあるべきなのかという議論が多い中、日々直接子どもの処遇実践にあたっている職員にとって児童養護施設がどうあるべきかについては、あまり議論されてはこなかった。職員が恵まれた職場環境で働くことができれば子どもに対してゆとりをもって接することができ、子どもにとっても有益であると考える。従って「子どもにとっての児童養護施設」と同様に「職員の職場環境としての児童養護施設」についても考えていく必要がある。また、児童養護施設が1曼性的なマンパワー不足問題を抱えていることからも、やはり児童養護施設が求職者にとって「魅力ある職場」になることは、子どもへの処遇向上には不可欠であると考える。そこで本研究では、�@児童養護施設職員が不満や負担感を感じる内容�A不満や負担感への対処方法、�B今後不満や負担感を解消するために必要な資源、�C児童養護施設で仕事をする中で感じるよろこびや充実感、について把握し、改善が必要な面についての具体的な解決策を提言することを目的とした。皿．研究方法および対象全国554ヶ所の児童養護施設職員を対象に職場環境に関する実態調査を実施した。各児童養護施設に質問票を4通ずつ郵送にて配布。回答対象者を勤務2年目もしくは3年目の職員4名（児童指導員2名、保育士2名）としたところ該当する職員がいないという申し出が施設から多数寄せられたため・勤務年数に関係なく児童指導員、保育士各施設2名ずつを調査対象とした。調査票は、児童指導員、保育士ともに同一内容とし、回答後はプライバシー保護のため個別返送とした。調査時期は平成13年11月から12月である。皿調査結果単純集計の結果を表1〜表63までに示した。1．調査票回収状況および回収率回答があったのは824票（回収率37．2％）ですべて有効票であった。2．回答者の所属施設の概要2・1．施設所在地（表1、2）北海道・東北地方が95（11．5％）、関東地方が203（24．6％）、中部地方が144（17．5％）、近畿地方が145（17。6％）・中国・四国地方が111（13．5％）、九州・沖縄地方が119（14．4％）、無回答が7（0．8％）であった。2・2．施設の設置主体（表3）公立134（16．3％）、私立669（81．2％）、無回答21（2．5％）であった。2・3。施設の入所定員および入所児童数（平成13年11月1日現在）（表4〜6）施設入所定員、入所児童数ともに、40人以上70人未満に集中した（施設入所定員：423件（51．6％）、入所児童数：435件（53．0％））。入所児童数が100名を越える施設は45件（5．5％）であった。平均充足率は92．7％、最大値は111．4％、最小値は31．4％であった力斗充足率が80％以上の施設は、全体で700件（84．9％）であった。2・4．施設形態（表7）　「大舎制」が430（522％）と最も多く、r中舎制」134（16．3％）、「小舎制」115（14．0％）、「大舎＋中舎」24（2．9％）、「大舎＋小舎」52（6．3％）、r中舎＋小舎」32（3．9％）であった。2−5．施設内スーパービジョン体制（表8〜12）まず、施設内でのスーパービジョン体制について、「ある」376（45．6％）、rない」427（51．8％）であった。つまりおよそ半数強の職員は、スーパービジョンを受けることができずに処遇にあたっていることがわかる。次に、スーパービジョンが「ある」と回答した者に、スーパーバイザーは誰かを尋ねたところ、「施設長」が最も多く193（51．3％）であった。以下、「主任指導員」149（39，6％）・「主任保育士」83（22．1％）、r外部から招く」104（27．7％）であった。厳密に言うと「外部から招く」場合は、スーパービジョンではなくコンサルテーションになるが、本調査ではスーパービジョンの定義を質問文の中で明確に定義しなかったので、施設において「スーパービジョン」と称して実施している内容について回答を得るにとどまった。スーパービジョンの頻度については、「必要な時に随時」214（56．9％）が最も多かった。次いで「月に1回」66（17．6％）、「月に2回」47（12．5％）、r半年に1回」15（4．0％）、r週に1日」9（2．4％）、r年に1回」9（2．4％〉であった。スーパービジョンの形態（個別、グルーフうや内容については、今後の研究課題である。2−6．施設の所定労働時間（表13）一50一高橋他：2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究r週40〜42時間」が350（42．5％）と最も多く、以下、r週40時間」282（34．2％）、週42〜45時間」52（6．3％）、r週45時間以上」58（7．0％）、r決まっていない」47（5．7％）となっている。2・7．長期休暇（表14）長期休暇がとれる体制かどうかについて、「はい（とれる）」297（36．0％）、rいいえ（とれない）」516（62．6％）であった。半数以上の人が長期休暇はとれない状況にあるといえる。後述するように、この「長期休暇がとれない（とりにくい）」という状況は職員にとって大きな不満、負担感となっている。2−8．回答者職種と性別（表15，16）児童指導員412名（50．0％）、保育士406名（49．3％）と、双方から偏りなくデータを得ることができた．性別については、男性230名（27．9％）、女性570名（69．2％）、と女性が多かった。でr1回」148名（18．0％）、r2回」112名（13．6％）であった。施設外研修については、r1回」が最も多く234名（28．4％）であった。次いでr2回」205名（24．9％）、「3回」132名（16．0％）であった。施設内研修よりも施設外研修の方が参加率が高い．2・13．回答者の勤務形態（表22，23）　r断続勤務」が最も多く234（28．5％〉、以下、r2交替勤務」227（27．7％）、「3交代勤務」216（26．3％）、「フレックス」15（1．8％）であった。ただ、「その他」98（12．0％）の中に「5交替」、「7交替」との記述があったが、これらの内実は「2交替」あるいは「3交替」のいずれかに該当するものがある可能性があり、職員の中でr2交替」r3交替」など交替勤務の定義が周知されていないことがうかがえる。（例：「早出、遅出、宿直、宿明なので4交替」との記述があったが、これは2交替勤務である）2−9．回答者最終学歴（表17）　「短大・専門学校卒」が最も多く、408（49．5％）と半数近くであった。以下、「大学卒（社会福祉専攻）」206（25．0％）、r大学卒（社会福祉以外専攻）」176（21．4％）、「中学・高校卒」21（2．5％）、「大学院卒（社会福祉以外専攻）」7（0．8％）、「大学院卒（社会福祉専攻〉」5（0．6％）であった。2・10．回答者の所有資格（表18）社会福祉士資格および保育士資格の所有について尋ねたところ、「保育士のみ」が、401（48．7％）と最も多かった。以下、「両方もっていない」358（43．4％）、r社会福祉士のみ」52（6．3％）、r社会福祉士と保育士」10（1。2％〉であった。児童指導員の任用資格は、社会福祉士以外に教職免許などがあるため、「両方もっていない」回答者は、教職の資格を所有している可能1生がある。2−11．回答者の年齢（表19）20歳代が最も多く663（80．5％）であった。以下、30歳代96（11．7％）、40歳代47（5．7％）、50歳代13（1．6％）、60歳以上2（0．2％）であった。2−12．回答者の参加研修数（表20，21）昨年度1年問の研修参加回数をr施設内研修」とr施設外研修」とに分けて尋ねた。まずr施設内研修」については、「0回」が214（26。1％）と最も多かった。次い2・14．一日あたりの平均的な実働労働時間（表24）　「8時間以内」253（30．7％〉、「9時間」173（21．0％）、r10時間」197（23．9％）、r11時間」74（9．0％）、r12時間以上」109（13．2％）であった。約半数の者が一日10時問以上勤務しているといえる。2・15．通勤形態（表25）　「自宅（家族と同居または単身）」からの通勤が最も多く、581（70．5％）であった。以下、「施設に住込み」121（14．7％）、「施設敷地内の寮から通勤」98（11．9％）、「施設敷地外の寮から通勤」21（2．5％）であった。施設に住込みである職員は、「休日、休憩がとれない（とりにくい）」という不満や負担が多く、また施設敷地内・外の寮から通勤している職員は「勤務中も時間外も人間関係が連続していて疲れる」という意見がみられた。2・16．宿直、夜勤（表26）児童養護施設は24時間体制なので、宿直か夜勤のいずれかの勤務が採用されているはずである。宿直が「ない」と回答した者が159名（19．3％）であるのに対して、夜勤がrない」と回答した者が576名（70．4％）であったことから、多くの施設で宿直勤務を採用していることがわかった。宿直は、睡眠はとれるが拘束時間が長く、また夜勤は、拘束時間は短いが仮眠しかとることができない、というようにどちらも一長一短である。入所施設であるため、宿直や夜勤をなくすことは難しいが、職員の負担軽減のためにも、職員数を増やし、回数を減らす一51一日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集工夫が望まれる。2−17．休日なしで7日以上勤務することがあるか　　　　　　　　　　　　　　　（表27，28）　rある」82名（10．0％〉、rない」738名（89．5％）であった。9割近くの者が、きちんと週休をとることができている。　休日なしで7日以上勤務する場合、休日は月に何日程度かについては、r1〜3回」33（40．2％）、r4〜6回」18（22．0％）、r7回以上」24（29．3％）であった。休日が4回以上の職員については、休日なしで勤務する週があるものの、その後連休をとるなどして1ヶ月以内で休日を消化しているという風に理解することができる。2・18．有給休暇の利用について（表29，30）　この1年間で有給休暇を利用したことがある者は630名（76．6％）、ない者は187名（22．6％）で、8割近くの者が有給休暇を利用していることがわかる。　有給休暇の消化率については、r10〜19％」が最も多く13．4％、以下、「20〜29％」73名（11．5％）、r50〜59％」64（10．2％）と続き、「100％」は39名（6．2％）であった。　この結果からだけでは、児童養護施設職員の有給休暇消化率の高低について評価することは困難であり、一般企業会社員や公務員との比較が必要である。2−19．回答者の担当子ども数（表31，32）　「1〜5人」373名（45．5％）、r6〜10人」237名（28．9％）、「11〜15人」63名（7．6％）、r16〜20人」26名（3．2％）、「21人以上」14名（1．7％）であった。またr担当制はとっていない」が69名（8．4％）であった。2・20．現在の施設での勤務年数（表33）　当初、「2年目もしくは3年目の職員」に回答を依頼したことから、r2年目」383名（46．7％）、r3年目」261名（31．8％）に集中した。2−21．現在の給与額への満足度（表34）　「大変満足している」24名（2．9％）、「満足している」412名（50．0％）と、半数以上の人が給与額に満足していることがわかった。r不満である」329名（39．9％）、r大変不満である」50名（6．1％）であった。3．子どもとのかかわりの中での不満や負担感3・1．過度の不満や負担感を感じることはあるか（表35）　「いつもある」108名（13．1％）、r時々ある」539名（65．4％）であり、8割弱の人が、子どもとのかかわりの中で過度の不満や負担感を感じていることがわかった。他の項目の「職場の人間関係」「職場の労働条件」「施設外部との関係」と比して、不満や負担を感じている人数が最も多かった。3・2．不満や負担感の具体的内容（表36，37）　不満や負担感を感じる具体的場面として、優先順位を決め（上位2つ）回答を求めた。第1位では、「子どもの性格行動上の問題jが最も多く516名（79．8％）、次いで「子どもの保護者との関係」36名（5．6％）、「子どもと人間関係がつくれない」29名（4．5％）であった。　第2位では、「子どもの保護者との関係」が最も多く152名（23．5％）、次いで「子どもと人間関係がつくれない」126名（19．5％）、「子どもの学力が上がらない」86名（13．3％）であった。3・3．不満や負担感の解消には何が必要か（表38，39）　子どもとのかかわりにおける不満や負担感の解消に必要と思うものについて、優先順位をつけ（上位3つ）回答を求めた。第1位では、「職員間のチームワーク」が最も多く299名（36．3％）、次いで「職員を増やす」169名（20．5％）、rスーパービジョン体制の充実」68名（8．3％）であった。　第2位でも、上位3件の内容と順位は、第1位の結果と同じで、「職員間のチームワーク」156名（18．9％）、r職員を増やす」122名（14．8％）、「スーパービジョン体制の充実」82名（10．0％）であった。　第3位では、「職員を増やす」が最も多く97名（11．8％〉、次いで「職員間のチームワーク」92名（11．2％）、「児童相談所との協力体制」89名（10．8％）であった。4．職場の人間関係における不満や負担感4・1．過度の不満や負担感を感じることはあるか（表40）　「いつもある」100名（12。1％）、r時々ある」344名（41．7％〉であり、53．8％の人が、職場の人間関係において過度の不満や負担感を感じていることがわかった。4・2．不満や負担の具体的内容（表41，42）　不満や負担の内容について、優先順位をつけ（上位2つ）回答を求めた。第1位で最も多かったものはr先輩・上司との関係」で304名（68．5％）であった。次いでr施設長との関係」52名（11．7％）、r同僚との関係」48名（10．8％）であった。　第2位では、「施設長との関係」が最も多く74名（16．7％〉であった。次いでr同僚との関係」73名（16．4％）、一52一高橋他：2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究「先輩・上司との関係」68名（15．3％）であった。4・3．不満や負担感の解消には何が必要か（表43，44）職場の人間関係における不満や負担感の解消に必要と思うものについて、優先順位をつけ（上位3つ）回答を求めた。第1位では、「職員問の良好な人間関係」が359名（43．6％）と最も多かった。次いで「職員間のチームワーク」229名（27．8％）、rスーパービジョン体制の充実」53名（6．4％）であった。　第2位では、「職員間のチームワーク」が最も多く295名（35．8％）であった。次いでr職員間の良好な人間関係」161名（19．5％）、「職員会議で自分の意見が言える雰囲気」92名（11．2％）であった。　第3位では「職員会議で自分の意見が言える雰囲気」が最も多く150名（18．2％）であった。次いで「スーパービジョン体制の充実」94名（11．4％〉、「職員間のチームワーク」91名（11．0％）であった。5．職場の労働条件における不満や負担感5−1．過度の不満や負担感を感じることはあるか（表45）　rいつもある」157名（19．1％）、r時々ある」402名（48．8％）であり、6割以上の人が、労働条件に不満や負担感を感じることがあることが明らかになった。5・2．不満や負担感の具体的内容（表46，47）不満や負担の内容について、優先順位をつけ（上位2つ）回答を求めた。第1位では「労働時間が長い」が265名（47．4％）と最も多かった．次いで「有給休暇がとれない」115名（20．6％）、r給与が少ない」92名（16．5％）であった。　第2位では、「有給休暇がとれない」が最も多く139名（24．9％）であった。次いでr給与が少ない」128名（22．9％）、r労働時間が長い」100名（17。9％）であった。5・3．不満や負担感の解消には何が必要か（表48，49）職場の人問関係における不満や負担感の解消に必要と思うものについて、優先順位をつけ（上位3つ）回答を求めた。第1位では「職員を増やす」が最も多く214名（26．0％）であった。次いでr手取り給料のアップ」165名（20．0％〉、r1日の労働時間短縮」100名（12．1％）であった。第2位で最も多かったのは「長期休暇の保障」で133名（16．1％）であった。次いで「手取り給料のアップ」127名（15．4％）、「有給休暇の保障」91名（11．0％）であった。　第3位では、r長期休暇の保障」が最も多く110名（13．3％）であった。次いでr有給休暇の保障」103名（12．5％）、r職員を増やす」97名（11．8％）であった。　全体的に、長期休暇や有給休暇など休暇保障を求める意見が多かった。6施設外部との関係における不満や負担感6・1．過度の不満や負担感を感じることはあるか（表50）　「いつもある」24名（2．9％）、「時々ある」189名（22．9％）と、不満や負担感を感じることがある人は25．8％で、多くの人は不満や負担感を感じていないことが明らかになった。6−2．不満や負担感の具体的内容（表51，52）　不満や負担の内容について、優先順位をつけ（上位2つ）回答を求めた。第1位、第2位ともに「児童相談所との協力体制がとれない」が最も多く、それぞれ、113名（53．1％）、50名（23．5％）であった。次に多かったものも、第1位、第2位ともに「子どもが通う学校の理解がない」で、それぞれ64名（30．0％）、48名（22．5％）であった。7．不満や負担を感じないための予防策7・1．不満や負担を感じないように心がけていることはあるか（表53）児童養護施設の業務の中で、不満や負担感を感じないように、何か心がけていることはあるか尋ねたところ、rはい」755名（91．6％）、rいいえ」66名（8．0％）であり、ほとんどの者が、何らかの方法・手段によって、不満や負担を感じないように心がけていることが明らかになった。7・2．不満や負担感の予防策の内容（表54，55）　不満や負担感を感じないように心がけている内容について、優先順位をつけ（上位3つ〉回答を求めた。第1位と第2位では、上位3つは同じ結果であり、多い順に「施設内職員と良好な人間関係をつくる（211名27．9％、167名22．1％）、「施設の子どもと良好な人間関係をつくる（194名25．7％、137名18．1％）」、「適度に林息をとるようにする（124名16。4％、113名15．0％）」であった。　第3位では、「適度に休息をとるようにする」が最も多く、139名（18．4％）であった。次いで、r自分の趣味を見つける」123名（16．3％）、r休日に仕事を持ちこまない」86名（11．4％）であった．優先順位が下がるにつれて、施設内での働きかけから、休日やプライベートの過ごし方の工夫に関する内容に関一53一日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集する回答が増えていることが特徴的である。7・3．不満や負担感への対処法（表56，57）　不満や負担感への対処法について、優先順位をつけ（上位3つ）回答を求めた。第1位では、「施設内の職員に相談する」が最も多く484名（58．7％）であった。次いで「友人に相談する」102名（12．4％）、「自分の趣味に没頭する」65名（7．9％）であった。　第2位では、r友人に相談する」が178名（21．6％）と最も多かった。次いで「家族に相談する」133名（16．1％〉、r自分の趣味に没頭する」127名（15．4％）であった。　第3位では、「自分の趣味に没頭する」が最も多く132名（16．4％〉、次いで「友人に相談する」132名（16．0％）、「職場の人間とお酒や食事をともにする」109名（13．2％）であった。　第1位から第3位まで通して、「自分の趣味に没頭する」という回答が上位を占めた。施設内で感じる不満や負担感への対応として、施設内の環境整備よりも、プライベートの充実を重視している施設職員の現状が明らかとなった。8．児童養護施設で働く中で感じるよろこびや充実感について8・1．よろこびや充実感を強く感じることはあるか（表58）　rいつもある」166名（20．1％）、r時々ある」588名（71．4％）であった。9割以上の人が、児童養護施設で働く中で何らかの「よろこび」や「充実感」を感じていることが明らかとなった。8・2．よろこびや充実感を強く感じる場面（表59，60）　よろこびや充実感を強く感じる場面について、優先順位をつけ（上位3つ）回答を求めた。第1位では、「子どもの成長を強く感じた時」が最も多く621名（82．4％）であった。次いで「子どもが自分の言うことを聞いてくれた時」37名（4．9％）、「子どもが施設を退所する時」21名（2．8％）であった。　第2位では、「子どもが学校で褒められた時」が149名（19．8％）と最も多く、次いで「施設行事が終わった時」109名（14．5％）、「子どもの成長を強く感じた時」92名（12．2％）であった。　第3位ではr施設行事が終わった時」が104名（13．8％）と最も多かった。次いで「自分が上司の職員に認められた時」82名（10．9％）、r子どもが学校で褒められた時」75名（9．9％〉であった。8・3．よろこびや充実感を強く感じる具体的な場面　　　　　　　　　　　　　　　（表61，62）　よろこびや充実感を強く感じる場面について、具体的記述を求めたところ、626名（76．0％）の回答があった。記述内容をKJ法によってカテゴライズしたところ、1人で複数の内容にまたがる回答をしていた者がいたため、回答件数は897件となった。内容は、子どもに関するものがほとんどであった。IV．考察　本調査結果を踏まえて、施設職員の職場環境で改善が必要な点として、次の3つの内容にまとめた。1．職員の労働条件　労働条件については、時間、勤務体制等さまざまな事柄に対して不満や負担を感じていることが明らかになったが、不満の解消法としては、「労働時間を短くする」等、不満の原因を直接解消するのではなく、休日や休暇を保障して欲しいと考える者が多いことがわかった。これは、不満への対処方法として「自分の趣味に没頭する」「休日に気持ちを切り替える」といった回答が多かったことから、施設職員は、労働条件に何らかの不満がある場合、休日の過ごし方を工夫し、リフレッシュすることによって、不満や負担を解消したいと考えているのではないかと考えられる。また、休日や休暇がとりにくかったり、労働時間が長かったりする背景には、職員不足の問題があると考えられる。そのため、新たなコーピング策として職員増員を望む者が多かったのではないだろうか。休日や休暇の保障も当然重要な改善課題である。しかし、このような回避的な解消方法の資源を充実させるだけでは、職員の逃避的・回避的思考や行動を促進するだけで、ストレスの予防や根本的な解決にはつながりにくい。賃金、労働時間、職員配置等、あらゆる面において抜本的な改善が必要であろう。2．スーパービジョン体制と不満や負担感との関連　植戸は、社会福祉施設職員のストレスとその対応に関する課題の一つとして「職員教育とスーパービジョン」を挙げている1）。適切なスーパービジョンを先輩職員から受けることは、職員の自己覚知、つまり自らの仕事、援助の姿勢や方法を内省的に見つめることを可能にし、ストレス認知やコーピング方法の改善への一助となる。スーパービジョンは、職員のストレスに対する重要なコーピング資源と考える。そこで、スーパービジョン体制の有無と過度の不満や負担感との関連性について検討した。（表64〜67〉　職場の人間関係における不満や負担感とスーパービジ54高橋他：2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究ヨン体制の有無との関連性については有意差が認められたが、r子どもとのかかわり」、r職場の労働条件」では、有意差が認められなかった。また「児童養護施設で働く中で感じるよろこびや充実感」と、スーパービジョン体制との関連性についても有意差は認められなかった。しかし、「職員が必要と思う不満や負担感の解消法」において、「スーパービジョン体制の充実」が稿いポイントを示していることから、職員にとってスーパービジョン体制が重要であると考える。スーパービジョンと不満や負担感との関連性の検討については、今後の課題としたい。察については今後の研究課題となるであろう。　また、不満や負担感の認知には、職員の属性や資質、私生活なども因果関係があると考えられ、その点についても検証の余地が残されている。児童養護施設の職場環境を改善するには、施設運営管理、職員養成、子どもへの援助方法、職員間のコミュニケーション等、多様な視点からの考察、検証が必要になる。今回は施設職員の職場環境の実態と認職に焦点をあてた調査研究であった斌今後は、法制度、職員教育等も視野に入れた研究が必要であろう。3．施設内の職員間の良好な人間関係（ネットワーク）今回の調査では、職場内人間関係における不満や負担感は、他の項目よりも低い結果になったが、不満や負担感の予防策や対処法では「施設内職員と良好な人間関係をつくる」「施設内職員に相談する」がそれぞれ最も多かった。また、不満の解消に必要なものでは「職員間のチームワーク」「職員間の良好な人間関係」が上位に挙げられたことから、職員の不満や負担感の解消にとって、職場の人間関係の質がいかに重要かがわかる。不満や負担を感じた時の対処法の第1位では「施設内職員に相談する」という回答が半数以上であった。しかし、第2位、第3位になると、相談相手は、家族や友人という施設外の人間へと移行していく。職場外に相談相手が存在することは、良いことであり、職員のリフレッシュやストレス軽減の一助となるであろう。しかし、仕事上の問題について理解し、問題解決やストレス軽減につながる適切な助言を与えてくれるのは、やはり同一施設内の人間ではないだろうか。したがって、施設内で良好な人間関係（ネットワーク〉を構築することが、職員の職場環境改善には不可欠であると考える。【注・引用文献】1）植戸貴子「社会福祉施設職員のストレスとその対応」『ソーシャルワーク研究』第26・3号、2000年、241（65）頁。V．今後の課題児童養護施設職員は、日々様々な不満や負担を感じながら、自分なりに対処法を工夫しつつ、仕事をしていることが本調査より明らかになった。ストレスのない職場はあり得ないものであり、いかに効果的な対処法（コーピング）を用いてストレスに対処していくことができるかが、快適に仕事を継続していくための鍵となる。今回の調査における対処法や予防策の項目は、個人的な方策である。しかし、個人の努力だけでは、方策の効用には限界がある。今回の調査結果を踏まえて、施設職員の職場環境を快適にし、施設の子どもにより良い援助を提供できるような環境改善が必要である。調査によって現状を明らかにすることができたが、不満や負担感の原因や予防策や対処法の根拠についての考一55一日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集（表1）回答者の勤務施設所在地実数％実数％北海道344．1鳥取県70．8青森県111．3島根県60．7岩手県141．7岡山県111．3宮城県20．2広島県131．6秋田県91．1山ロ県242．9山形県81．0徳島県111．3福島県7α8香川県5α6茨城県131．6愛媛県172．1栃木県81．0高知県50．6群馬県91．1福岡県212．5埼玉県313．8佐賀県70．8千葉県283．4長崎県50．6東京都708．5熊本県232．8神奈川県2834大分県101．2新潟県101．2宮崎県50．6富山県81D鹿児島県2429石川県202．4沖縄県111．3福井県4α5札幌市50．6山梨県131．6仙台市50．6長野県242．9千葉市00．0岐阜県111．3横浜市20．2静岡県212．5川崎市1α1愛知県293．5名古屋市172．1三重県141．7京都市101．2滋賀県91．1大阪市131．6京都府172．1神戸市131．6大阪府4049広島市121．5兵庫県151．8北九州市4α5奈良県70．8福岡市91．1和歌山県7α8無回答70．8（表2）回答者の勤務施設所在地（カテゴリー化）実数％北海道・東北地方9511．5関東地方20324．6中部地方14417．5近畿地方14517．6中国・四国地方11113．5九州・沖縄地方11914．4無回答70．8合計824100．0（表3）施設の設置主体実数％公立13416．3私立66981．2無回答212．5合計824100．0（表4）施設の入所定員実数％30人未満5α630〜40人未満789．540〜50人未満13716．750〜60人未満16420．060〜70人未満12214．970〜80人未満8310．180〜90人未満8710．690〜100人未満354．3100〜110人未満3340110〜120人未満141．7120〜130未満151．8130人以上273．3無回答2024合計824100．0（表5）施設の入所児童数（平成13年11月1日現在）実数％30人未満435．230〜40人未満10212440〜50人未満20024．450〜60人未満12915．760〜70人未満10612．970〜80人未満8910．980〜90人未満536．590〜100人未満2328100〜110人未満182．2110〜120人未満40．5120〜130人未満6α7130人以上1721無回答303．7合計82410α0一56一（表6）定員充足率高橋他：2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究　　　　　　　　（表10）「その他」の内訳（カテゴリー化）実数％30％以上40％未満60．740％以上50％未満4α550％以上60％未満70．860％以上70％未満131．670％以上80％未満526．380％以上90％未満10012．190％以上100％未満34241．5100％22927．8101％以上293．5無回答425．1合計824100．0（平均充足率927％（表7）施設の施設形態最大値111。4％　最小値314％）実数％大舎430522中舎13416．3小舎11514．0大舎＋中舎2429大舎＋小舎526．3中舎＋小舎323．9個室0α0無回答374．5合計824100．0（表8）施設内のスーパービジョン体制の有無実数％ある37645．6ない42751．8無回答212．5合計824100．0（表9）スーパーバイザーの職種（MA）（n＝376）実数％施設長19351．3主任指導員14939．6主任保育士83221外部から招く10427．7その他4110．9無回答30．8実数副施設長／施設長補佐12先輩職員8施設の精神科医5養護課長／次長／係長5専任のスーパーバイザー3保育士2看護婦1児童相談所職員1心理職1記入なし3（表11）スーパービジョンの頻度実数％週に1日92．4月に2回4712．5月に1回6617．6半年に1回154．0年に1回92．4必要なときに随時21456．9その他102．7無回答61．6合計37610α0（表12）rその他」の内訳（カテゴリー化）実数年4回3ほとんどない3年5〜10回1記入なし3（表13）施設の所定労働時間実数％週40時間未満28234．2週40〜42時間未満350425週42〜45時間未満526．3週45時間以上587．0決まっていない475．7無回答354．2合計824100．0一57一　　　　　　　　　　　　　　日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集（表14）施設では長期休暇（1週間以上）がとれる体制か　　　　　　　　（表19）回答者の年齢実数％はい29736．0　　陶いえ，51662．6無回答111．3合計824100．0（表15）回答者職種実数％児童指導員41250．0保育士40649．3無回答60．7合計824100．0（表16）回答者性別実数％男性23027．9女性570692無回答242．9合計824100．0（表17）回答者最終学歴実数％中学・高校卒212．5短大・専門学校卒40849．5大学卒（社会福祉専攻）20625．0大学卒（社会福祉以外専攻）176214大学院卒（社会福祉専攻）50．6大学院卒（社会福祉以外専攻）70．8無回答1α1合計82410α0（表18）回答者の所有資格実数％社会福祉士と保育士101．2社会福祉士のみ526．3保育士のみ40148．7両方もっていない35843．4無回答304合計824100．0実数％10歳代00．020歳代66380．530歳代9611．740歳代475．750歳代131．660歳以上20．2無回答304合計824100．0（表20）回答者の参加施設内研修数（昨年度1年間）実数％実数％0回21426．13回30．41回14818．14回10．12回11213．15回30．43回657．16回3α44回384．18回4α55回293．4回50．66回313．25回10．17回40．36回30．48回141．70回10．19回30．1回10．110回313．50回2α211回81．無回答394712回617．合計758100．0（表21）回答者の参加施設外研修数実数％実数％0回8210．10回111．31回23428．11回1α12回20524．912回10．13回13216．13回10．14回627．15回10．15回232。20回10．16回161．930回20．27回50．632回10．18回70．無回答384．69回10．1合計767　　100．0一58一（表22）回答者の勤務形態高橋他：2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究　　　　　　　（表26）回答者の宿直・夜勤実数％3交替勤務制21626．32交替勤務制22727．7断続勤務23428．5フレックス151．8その他9812．0無回答303．7合計820100．0（表23）rその他」内訳（カテゴリー化）宿直％夜勤％ない15919．357670．4月1〜5回47357．715018．3月6〜10回15118．5617．2月11〜15回151．8111．3月16回以上60．770．9無回答162．0151．8合計820100．0820100．0（表27）休日なしで7日以上勤務することが頻繁にあるか実数実数％変則（交替）勤務23ある8210D4交替11ない73889．5宿直（当直）制7無回答40．5住込み／24時間勤務6合計824100．02交替＋断続勤務6（表28）休日なしで7日以上勤務する場合、休日は月に何回程度か。5交替4継続（連続）勤務3実数％3交替＋断続勤務20回11．2日勤制21〜3回3340．27交替14〜6回1822．0記入なし337回以上2429．3（表24）回答者の一日あたりの平均的な実働労働時間無回答67．3合計82100．0実数％（表29）この1年間での有給休暇利用8時間以内25330．79時間17321．0実数％10時間19723．9ある63076．611時間749．0ない18722．612時間以上10913．2無回答70．8無回答182．2合計824100．0合計824100．0（表24）回答者の一日あたりの平均的な実働労働時間（表28）休日なしで7日以上勤務する場合、休日は月に何回程度か。（表29）この1年間での有給休暇利用（表30）有給休暇の消化率（表25）回答者の通勤形態実数％施設に住込み12114．7施設敷地内の寮から通勤9811．9施設敷地外の寮から通勤212．5自宅（家族と同居または単身）58170．5その他10．1無回答20．2合計824100．0実数％実数％1〜9％487．660〜699〆23．10〜19％8413．70〜799123．20〜29％7311．580〜899！23．30〜39％426．590〜99％91．40〜49％3556100り’36．50〜59％6410．2無回答1727．1合計63100，一59（表31）回答者自身の担当子ども数日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集　　　　　　　　　　（表35）子どもとのかかわりの中で過度の不満や負担感を感じるか。実数％実数％1〜5人37345．3いつもある10813．16〜10人23828．9時々ある53965．411〜15人637．6あまりない16720．316〜20人263．2全くない50．621人以上141．7無回答50．6担当制はとっていない698．4合計824100．0その他3846（表36）不満や負担感の具体的内容無回答30．4合計824100．0第1位第2位（表32）「その他」の内訳（カテゴリー化）実数％実数％子どもの性格行動上の問題51679．87912．2実数子どもの学力が上がらない172．68613．3児童指導員は担当がない2子どもへの性教育91．4274．2施設は担当制だが自分は担当をもっていない18子どもの保護者との関係365．615223．5フロア（グループ）担当制3子どもと人間関係がつくれない294．512619．．5記入なし15障害（知的・身体）をもつ子どもへの助192．97511．6（表33）現在の施設での勤務年数その他213．2294．5実数％無回答00．07311．31年目263．2合計647100．0647100．02年目38546．7（表37）「その他」内訳（カテゴリー化）3年目26231．84年目566．8実数5年目293．5援助方法がわからない66年目91．1職員不足で子どもとゆっくりかかわることができない67年目111．3担当子ども数が多く、ゆっくりかかわることができない68年目41．0自分の思いが子どもに通じない59年目70．8子どもと個別的にかかわることができない410年目以上323．9子どもの自立援助3無回答30．4職員の力不足3合計824100．0学校（保育園）からの苦情が多い2（表34）現在の給与額に満足しているか自分の体力と気力がもたない2情緒／精神障害児への援助2実数％幼児への対応1大変満足している242．9子どもの保護者との関係1満足している41250．0子どもの考えていることがわからない1不満である32939．9スーパービジョンやカウンセリングを受ける時間がない1大変不満である506．1記入なし7無回答91．1合計824100．0（表32）「その他」の内訳（カテゴリー化）（表33）現在の施設での勤務年数（表34）現在の給与額に満足しているか（表36）不満や負担感の具体的内容（表37）「その他」内訳（カテゴリー化）一60一うもの実数％第1位第2位第3位いつもある10012．1実数％実数％実数％時々ある34441．7施設内研修の充実242．9334．0445．3あまりない34041．3外部の研修への参加202．4546．6495．9全くない354．3スーパービジョン体制の充実688．38210D779．3無回答50．6施設入所定員を減らす536．4425．1242．9合計824100．0担当子ども数を減らす657．9516．24352（表41）不満や負担の具体的内容職員会議で自分の意見がえる雰囲気1721566．8576．9第1位第2位職員間のチームワーク29936．315618．99211．2実数％実数％地域との連携20．281．0111．3施設長との関係5211．77416．7児童相談所との協力体�居[実182．2779．38910．8先輩・上司との関係30468．56815．3同僚との関係4810．87316．4学校との連携202212．520Z4後輩・部下との関係255．66214．0他施設職員との交流3α4141．7344．1実習生との関係40．9378．3施設内職員との勤務時間の交流50．6121．5212．5ボランティアとの関係20．5143．2その他92．092．0ボランティアの活用3α4111．3202．4無回答00．010724．1職員を増やす16920．512214．89711．8合計444100．0444100．0心理職の配置334．0526．3769．2（表42）rその他」内訳（カテゴリー化）その他273．391．1172．1わからない7α820．2121．5実数無回答91．122274150職員間の意見の相違4合計824100．082410α0824100．0調理職員との関係が悪い4（表39）「その他」内訳（カテゴリー化）事務職員との関係が悪い2児童指導員の意見は通るが保育士の意見は通らない1カテゴリー実数カテゴリー実数職員間の関係の悪さが子どもに伝わる1自分自身の成長（知識・経験）9子ども集団の小規模化2子どもの保護者との関係1休日にリフレッシュする6勤務形態の見直し2役所との関係1職員全体の質的向上5専門機関との連携1子どもに好ましくない対応をする職員がいる1勤務時間どおりに仕事をえる4子どもとかかわれる時間余裕1記入なし3勤務体制の見直し4職員同士で話し合える場1子どもの二一ズに合った設措置3子どもへの医療的ケア充実1建物設備の充実3事務の省力化1子どもの保護者との関係充実3職員の健康1子どもとの会話2不満や負担の解消は無理　　　　　　　　　　　　　　　　高橋他：2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究（表38）子どもとのかかわりで生じる不満や負担感の解消に必要な思　　　（表40）職場の人間関係で過度の不満や負担感を感じるか　　　うもの（表39）「その他」内訳（カテゴリー化）（表41）不満や負担の具体的内容（表42）rその他」内訳（カテゴリー化）一61一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集（表43）職場の人間関係で生じる不満や負担感の解消に必要なもの　　　　（表45）職場の労働条件で過度の不満や負担感を感じるか第1位第2位第3位実数％実数％実数％施設内研修の充実172．133峨0566．8外部の研彦への参加89．71822323．9スーパービジョン体制の充実536．4485．89411．4職員間の良好な人間関係35943．616119．5738．9職員間のチームワーク22927．829535．89111．0職員会議で自分の意見がえる雰囲気323．99211．215018．2職員を増やす425．1384．6576．9施設入所定員を減らす4α5151．891．1担当子ども数を減らす6α7172．1222．7地域との連携、理解0α05α691．1他施設職員との交流111．3232．8607．3児童相談所との協力体制20．21012212．5ボランティアの活用00．03α470．8その他313．870．8161．9わからない141．740．5202．4無回答161．9556．710713．0合計824100．082410α0824100．0実数％いつもある15719．1時々ある40248．8あまりない24029．1全くない192．3無回答60．7合計824100．0（表46）不満や負担の具体的内容第1位第2位実数％実数％給与が少ない9216．512822．9労働時間が長い265474100179週休がとれない27485089福利厚生が乏しい81．416z9研彦制度がない40．71629有給休暇がとれない11520．6139249雇用が不安定183．21934その他30543664無回答00．0559．8合計559100．0559100．0（表44）「その他」内訳（カテゴリー化）実数（表47）「その他」内訳（カテゴリー化）休日の確保／過ごし方の工夫6実数実数職員間の話し合い5長期休暇がとれない7不規則な勤務時間2施設長の意識改革／資質向上5休日出勤が多い7労働条件が不平等2勤務体制の見直し4職員数が足りない6休憩／休日中も施設ら電話が入る2先輩職員の資質向上4職員自身の自己改革4休憩時間がとれない5残業手当がつかないつきにくい）2子どもへの処遇の一貫性3勤務時間内外における施設内職員との交流3勤務パターンが不満4ボーナスがない1不適切な職員の処分3研修に参加できない4連休が少ない1業務量の輯減2体調が悪くても休めない3断続勤務が負担1勤務時間の見直し2仕事量が多い3住み込みが負担1職員採用基準の向上2宿直（夜勤）勤務が負担3休日が1年間曜日で定されている1実習生受け入れのあり方の見直し2職員間で深く付き合わない1希望の休みがとれない2書類が多い1職員のカウンセリング1勤務体制が不十分（一人務が多い等）2事務職が指導員をすことに疑問1職員を減らす1不満や負担の解消は無理1労働条件が男尊女である2仕事に対する職員間意識格差1経験1保育士の仕事への理解1研修で休日がつぶれる2職員の入れ替わりがしい1記入なし3（表47）「その他」内訳（カテゴリー化）一62一　　　　　　　　　　　　　　　高橋他：2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究（表48）職場の労働条件の不満や負担感の解消に何が必要か　　　　　　（表50）施設外部との関係で過度の不満や負担感を感じるか第1位第2位第3位実数％実数％実数％実数％いつもある242．9手取り給料のアップ16520．012715．48910．8時々ある18922．91日の労働時間短縮10012．1799．6495．9あまりない53364．7週の労働時間短縮313．8465．6455．5全くない759．1週休2日制導入556．7536．4313．8無回答30．4長期休暇の保障799．613316．111013．3合計824100．0通勤寮の整備60．7172．1151．8（表51）不満や負担の具体的内容退職金の充実20．25α618Z2第1位第2位施設内研修の充実273．3253D2632実数％実数％結婚・住宅資金等の扇制度の充実40．5161．9151．8子どもが通う学校の理解がない6430．04822．5外部研修への参加保障121．52227293．5近隣住民の理解がない2612．23516．4児童相談所と協力体制がとれない11353．15023．5雇用の安定212．5283．4212．5その他104．7146．6有給休暇の保障465．69111．0103125無回答00．066310職員を増やす214260799．69711．8合計213100ρ213100．0ボランティアの活用7α817Z11923（表52）「その他」内訳（カテゴリー化）その他192．3192．3111．3わからない141．760．7293．5実数実数無回答2227617411714．2子どもの家族との関係8里親の関係1合計824100．0824100082410α0行政の理解がない3PTA活動がつらい1（表49）rその他」内訳（カテゴリー化）関係機関との連携2実習生が多すぎる1外部との連携が増える業務が増える1保育園からの苦情が多1実数実数時間外労働を減らす7育児環境の整備1社会全体の理解がない1施設連盟等の行事が多1勤務体制の改善5業務省力1施設入所定員を減らす5子ども集団の小規模化1法整備の遅れ1記入なし3休日出勤の廃止（休日確保）4（休日の）会議／研修の少1（表53）業務の中で不満や負担感を感じないよう心がけていることが　ある宿直（夜勤）を減らす4昇給率アップ1労働時間の見直し3労働条件についての明な説明1実数％はい75591．6職員の質的向上3断続勤務の廃止1　　一いえ668．0残業手当の保障3心理職の配置1無回答30．4職員間のチームワーク2職員の余暇の充実1合計824100．0資格手当／交通費の保障2仕事量の均等化1上司の理解・共感2不満や負担の解消は理1休日を増やす1記入なし2（表49）「その他」内訳（カテゴリー化）（表51）不満や負担の具体的内容（表52）「その他」内訳（カテゴリー化）（表53）業務の中で不満や負担感を感じないよう心がけていることが　　ある一63一（表54）不満や負担感の予防策第1位第2位第3位第1位第2位第3位実数％実数％実数％実数％実数％実数％施設内職員と良好な人間関をつくる21127．91672218210．9施設内の職員に相談する48458．710512．7607．3違う施設の職員に相談する131．6526．3354．2施設の子どもと良好な人間係をつくる19425．713718．1607．9家族に相談する566．813316．18510．3友人に相談する10212．417821．613216つ適度に休息をとるようにする12416．411315．013918．4自分の趣味に没頭する657．912715413516．4自分の趣味をみつける8611．410013．212316．3仕事を休む101．2131．6293．5施設外に親しい友人関係をくる456．07810．368go学生時代の教員に相談する5α6161．9293．5施設の子どもに相談する00．04　　0。46α7実習生やボランティアと良好人間関係をつくる00．030．430．4実習生に相談する0α00　　0．000．0ボランティアに相談する0OD0　　0。01α1自分の家族と良好な関係をくる111．5364．8547．2職場の人間とお酒や食事をもにする465．612214．8109132研修会や勉強会に参加する17231824435．7その他20242227212．5休日に仕事を持ちこまない496．5668．786114何もしない20241012475．7施設内職員と勤務時間外も流をもつ60．8131．7516．8無回答30．3425．113516．3合計82410α08241000824100．0施設内職員とのつきあいは務時間内だけにする5α781．1121．6（表57）「その他」内訳カテゴリー化）その他40．570．9912実数実数わからない3α40α000．0休日に気持ちを切り替え13カウンセリングやスーパビジョンを受ける2無回答00．091．2253．3合計755100D75510α075510α0職場以外の人とお酒や事をともにする12施設内の仕事に没頭す2（表55）「その他」内訳カテゴリー化）研彦に参加する／本を読勉強する6福祉以外の仕事をしてい人に相談する2実数実数休日（勤務時間後）の過し方を工夫する5施設の子どもと適度に離をとる1仕事のことを考えない6家族で外出（相談はしない）1しっかり休息する5施設長に相談する1深く考えすぎない2職場にプライベートを持こまない1自分で解決策を探す3仕事を辞める1プラス思考に切り替える2自分が就職した頃の気持を思い出す1無理をしない2睡眠をとる1人の意見を鵜呑みにしい2スーパービジョンの回数増やす1お酒を飲む2一人の世界を楽しむ1内に秘める2時間が解決する1割り切って仕事をする1他施設職員との交流1（表58）児童養護施設で働く中で、よろこび、充実感を強く感じること施設の子どもと外出す1職員間の役割分担の明化1実数％記入なし2いつもある16620．1時々ある58871．4あまりない485．8全くない40．5無回答182．2合計824100．0（表55）「その他」内訳カテゴリー化）日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集　　　　　　　　　　　（表56）児童養護施設の業務の中で感じる不満や負担感への対処法（表57）「その他」内訳カテゴリー化）（表58）児童養護施設で働く中で、よろこび、充実感を強く感じること一64一　　　　　　　　　　　　高橋他：2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究（表59）よろこびや充実感を強く感じる場面　　　　　　　　　　　　　（表61）「よろこび、充実感」を感じる具体的場面第1位第2位第3位実数％実数％実数％実数％記入あり62676．0子どもが自分の言うことをいてくれた時3749739．7597．8記入なし19824．0合計824100．0子どもが学校で誉められた時101．314919．8759．9（表62）「よろこび、充実感」を感じる場面：記述内容（MA）（nニ626）子どもが施設を退所する時212．88110．7648．5新しい子どもが入所した時3α430．460．8件数％子どもの成長を強く感じた時62182．492122233．1子どもかの働きけ141件（22．5％）施設生活における子どもからのうれしい手紙や言葉619．7自分が上司の職員に誉めれた時131．7709．382109子どもから相談されたり頼りにされた時325．1子どもが本音で自分自身のことについて話してくれた時243．8自分が後輩職員に認めらた時0007α9152D子どもがお手伝いをしてくれた時132．1子どもが甘えてくる時111．8職員会議で自分の意見がけ入れられた時30．4273石425．6子どもの長の351件562％）子どもの能力や学力の向上14222．7自分の指導や援助が子どもの成長・変化に貢献しと感じる時568．9施設行事が終わった時111．510914．510413．8給料が上がった時0OO1621628．2情緒精神的成長・安定518．1その他354．6577．6385D身体発達的成長406．4無回答0α0709．3184244子どもが他人にやさしくしている場面を見た時355．6合計754100．0754100．0754100．0子どものいつもと違う一面を見た時213．4（表60）rその他」内訳（カテゴリー化）子どもが就職や受験で合格した時61．0子どもと関係の向144件23．0％）スポーツや行事を通して経験を共有できた時497．8実数実数子どもと良い関係がつくれていると感じる時447｛）子どもと共感できる経験もてた時18子どもの普段と違う一面みた時3子どもが話を聞いてくれるようになった時172．7子どもを叱ったりして対立した後、関係が良くなった時172．7子どもの笑顔をみた時17一日が無事に終わった時3子どもが自分との約束を守ってくれた時914子どもと信頼関係がもてた時11保護者援助が上手くいった時2子どもを理解することができた時50．8子どもが自分を頼りにしくれた時9担当する子どもが他職員地域で誉められた時2子どもが自分の前でリランクスしている時30．5子の退所0件9。6％）担当した子どもが退所する時172．7子どもとのかかわりが十もてたと感じる時9日々のかかわり全部2退所した子どもが訪ねてきて元気そうである時325．1退所した子が訪ねてきた時9子どもと遊んでいる時2子どもが円満に家庭復帰する時1118子どもが自分のために何してくれた時5自分が他の職員に誉めらた時2普段のどもの子163件（26，0％）子どもと楽しく過ごす日常のなにげないこと全部7612．1子どもの笑顔を見た時416．5仕事へのやりがいを強くじる時5子どもの衣類や靴を購入る時1子どもの一生懸命な姿を見た時406．4トラブルなく無事に一日を終えた時5α8子どもの言動に自分の援の影響がみられた時4自分の仕事に干渉されな時1特定の子どもとの関係102他のや外との関38件6，1％）担当する子が他の職員や学校の先生に褒められた時162．6職員間での連携がうまくった時4子どもが自分を慕ってくる時1職員間の連携が上手くいっていると感じる時111．8先輩職員に自分が褒められた時61D子どもが素直さをみせた時4子どもの元気な姿をみた時1先輩職員の理解やサポートがあった時20．3子どもから感謝された時4自分自身の成長を感じる時1後輩職員に相談された時102子どもが自分を認めてくた時3記入なし7児童相談所から入所照会があった時10．2研修や勉強会を通して意欲がわいてきた時10．2（表60）rその他」内訳（カテゴリー化）（表62）「よろこび、充実感」を感じる場面：記述内容（MA）（nニ626）一65一日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集（表63）最後に、児童養護施設の職場環境について感じておられることやご意見をご自由にお書き下さい。実数％記入あり56068．0記入なし26432．0合計820100．0（表64）子どもとのかかわりの中の不満や負担とスーパービジョ　　ン体制スーパービョン体制がるか子どもとのかかわりの中で過度の不満や負担を感じる（％）感じない（％）無回答（％）合計（％）ある289（742）85（22．6）2（0．5）376（100．0）ない340（79．6）84（19．7）3（α7）427（10α0）（表65）職場の人間関係における不満や負担とスーパービジョン　　体制スーパービョン体制がるか職場の人間関係で過度の不満や負担を感じる（％）感じない（％）無回答（％）合計（％）ある175（46．5）199（529）2（α5）376（100．0）ない262（61．4）162（37．9）3（0．7）427（10α0）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p〈0001（表66）職場の労働条件に対する不満や負担とスーパービジョン　　体制スーパービョン体制がるか職場の労働条件で過度の不満や負担を感じる（％）感じない（％）無回答（％）合言1〈％）ある250（66．5）124（33．0）2（0。5）376（100．0）ない297（69．6）126（29．5）4（0。9）427（100．0）（表67）働く中でのよろこびや充実感とスーパービジョン体制スーパービョン体制がるか児童養護施設で働く中でよろこび、充実感を強く感じる（％）感じない（％）無回答（％）合計（％）ある349（928）20（5．3）7（1．9）376（10α0）ない386（90．4）30（7．0）11（2．6）427（100．0）一66一01一高橋他：2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究（督励定鯉頚超）憾磐長，oっ（OUO一）糾堅軸【励・叙腰　，�p　　　　　　（OU“〇一）　　　　　　掛整随・聾音．一。灸赫P昇勾並幽魯影、曜e々麺電　．O匝　　　　　　　　　　　　攣転　，斜　　　　　　望虫．H　二及超　　　　　　　　　　　羽悔吐　．斜　　　賦癬聖糊製．一　一躍聾。二初』Pむ∩如OU繭曲ゆ桶垣い槍，い二〇星辰塑．樫響e々廼槍　．σっ巨　　　　　　　　　　　　　　　．恒悩」舶冒鴇ドニnU一刃りe礁皿捉廷槍食廿悩Po麺2笹超麺事い嘱卜（為＃AJ灸　，腎ぐ噌　　二蚕巨　“1副運照湿豊環口「ゴ湿壇�p哩副　，oつ　（回一U世　　　　　二垣　，一響ぎ籔蝋．並P軽翼晦　．卜匝　　　　　二穏二いo柵迷，の　　羽蚕誕酋埠園，寸獲『戻歴毬�pマ引蚕巨壇Oず鯉．�p　　蝿蜜距酋O蝉輿，一　　　（OU｝い一）。灸hP誕盤厘麺証壇璽憩製歴e需翠訟　　　　　　　　　　　　）運e申，卜　　　　　　善塑U舶M鶯臨．蛍．Oゐ　回一U塒井。寸　回一り憂．。っ　回斜U辰．創　田胃薗（．一（OU｝い一）。灸h梶9£亡P遡騒e二Φ〉e勾幕稔興，紛．鍾八mへMーγ、lK（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）章e申　，の　　V撃姻−墾ヤ〈1《lKΦ灸籠孟．寸　　�塩PPー墾ヤくーζlK灸旧駐送出捌　，Oう岨蝿旨」卦ヤ＜1＜lK灸賦嫌聖由一相　．N　　　　旧膚いlbヤくー＜lK築剛軽逮．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（O想》で恒eρ�Q悩翅い槍）　　。灸価い調鍾jbヤζ1ζIK。廿桶」榊匝斡”｝槍e＜ぐ《即刈「�I樗．ごいの巨，O匝　　　　　　　01　　　　　　置一治匝（OUδ一）　　　　　　　　　　　　　二麺　．�p　　　岬槍　，一。灸h桶9需鍾禧量八m以MiてlKPK諸埋e々穏需側團｝，卜　釦．マ＋釦晋　．O　釦そ＋釦×�u　釦任＋細ゼ．寸　命そδ　釦号，�p　釦寂，一　（OU｝〇一）。二切ド耐即刃U・榊楡姻襲余e盟瀦。二切」−いむ∩細9麹如瀬凄郎選e軽濃転監o巨，曽匝岬（　　　　　）無劇喫陛K　　照（　　　　　　）賦製。灸卜P＜厘垣無圃虫墜Ke担臨田一曜＝M呵個肢Ke鰹還賦　　　　　（K需鴫e恰鴇製聖牟督）橿（。二初FK麗勺ρ岬惜焚如野e惜謡製聖¢督（OUδ一）め匝　　　　似誕．N　　帽“．一。灸hPU勾垣超相制諸e縄禦蔽　，�p誕　　　　　　）　　咲償製治（　　　　　）。二切FK�r勧P岬蝶逗捌鴇細智坦腔e縄禦嵐　．一匝　　　．個悩」荊区鴇P二いU刃りe鶉瑠e毅穏槍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。廿悩五馴」冊二騒碑“舶h悩網鰻契二週園肩いu鐘蒲e旺輕製．”P悩（皿）田〇一曜鎖塒o，一慣降価藤綱騙e崎拠K旧網b．為廿P羅岬りM．∂⇒U｝衿　　　　　　　　　　　．二網FK需勺ロ9琶畝む製岬荊P簑勧P鯨旺緯．桶蚤籠e碧帽租皿e「摯e申」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。二初』K�r勺細朴無ゆh罰憶．垣u重呼hK需脚鑑。二判ドむO舞姻O想ゆ曲e壷麹�燕P罰樫．二想2暇聖e“即＃申．翅地回　　　　　　　　　　　　　　　　◆晋怖顧想ePn喫槍UK腿匂◆一　c＼】cつαD寸αD・σうト守oう・oつO　莞国O寸oうoo・oo卜苫・oっO　醤　（罰割掴麗）憲襖　　　　　　　侭糊撃膣櫨旺霞さ釦鯉喫帳ρ勾串粁田　　　　　　oo・Oゐ梓腫擾凶迎鵠桜桜OαDOoD・OO一ト。廿悩」麟二饗斡Vj掴心蝿恒桶二柑ド趨”P梶懸亀e期理綱麗．心契⊃悩二初b簑彰、麺冨憶い二〇U福鴨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。廿桶」畏二二麟緯Vjρ舶。昼P製嶋V翼翼二い掴初週鐵想墨Uゆ廿コ橿降、鍾峠粗軸麗、綬悩。ぐ掴柵」契二蟹Bー価諦岬縄選．煕く匝、、題累択UTムくヤ恥卜．ρい」桶荊ouゆ峡黎掴麗。ぐ掴悩9総桶萄りρ宴鰭”り鴇《灸黛ートく曖．9翼罫初掴婁簑群岬麗倒．＜理湘坤回．Pe恒栃＃杓囲冒想ε縮繋い妃価レ」旺趣細然ldMハn．廿∈欝貫e掴麗、碑麺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．価柵9弔い⇒二隠駕り｝　醒e皿世N）岬で詫如”照『「権眺・岬N　撤聖慨製e皿群�p燃痢、垣即回eイ掴霧粁々悩。廿悩な唄」笹二鳳再V⇒ゆ蝿心結h梶9罎脚R渥勺、初禦穀二酷曹顧畑倒e楼掴麗粁灸“勾．喚hP講2篇、＄e翠噛勺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。赫Peρe奪々申論鯉細蟹謎駐誕密赴．叫（愈々ゆ区如鋤渚罫懸e申．」2灸�@罫如繋M弊騨e墾懸野醒ゆニド宴灸碑終覆鰹翼鰹照制駅．並馴麗eり綱麗鞭砿ゆh匪U一螂蟹曝響e呵甜籔幅曇灘榴倒虫67日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集　　　　　　　　　　　　二縫Φ一爬£．　　　　　　　　　　　睡旧留e耀訂酬叫．d．　運徹e重匝壇塗、鼠eM呵蕾e蜜離倒　　　騨択e翼薮R墾e刃港縄駆酬蜜戚圏糠ゆ《粗養ぼ繭．e象皿和囎“嘔響　　　　蝋椴e禧超八mへMiζIK0うゆ�@斜しO卜寸　（　　　　廿亭聖偲呵響　選叡e刈砿響需還望　　　　峯剛e対督署世Φ還細蝋ρ勾串柵型　員輸eイ過毒e雛孟e、1しつ00−r十　　　　　　　）摯e申一　旺脛eトヤ小八恥終一　　　撃剛e対超魯　へIb〈1応e誕嘔蟹　世Φ還樹砿製餐軽瑠　　　鰍帽e過毒K継禦．〇一．oう一．〇一．卜．寸，一　　　　　　　　　　　　　（　　　）週ひう蘇．（　　　）週�p獣．（　　　）週一露　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。二掬」，曜即稗粒中曲如OのU亟昌“、晒刃翼剛頻U婁。灸世栃二曲．刃翼麟．層簑這慧U｝碧貿ゆ世運讐如捲砿ゆ廻降ゆD釧P音e9£灸灸e刃ρ勾串　．oう�p匝（　　　　　　　　　　　　〉皐e申．卜　　　　　　盧踏eイρ勾串Oρ梱（赴菰・密最）�q脚墾．〇　　　　　　　　　　　　　二廷宴Vい灸瞳匪匝く刃ρM串　め　　　　送駆e割湘鰹峠一eρ勾串．寸　　　紅麟却eぐρ勾串，oう　　二穏�@灸唄築R聾eρ勾串．�p　　騨巨eη颪甲壷攣eρ勾小，一　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）週�p猷、（　　　）週一甑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。二杓F《即韓Pゆ曲樹い�pU思一畠畑O樋〉濯。灸卜旨腔　（Oり｝〇一）。灸世桶9櫓雄対日ゆ⊃撞細蚤型砿傘運Ke巡四�k晋eΩ¢灸灸e刈ρ勾串、垣綬廷霜　．�p�p巨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。価桶」佃医鴇レ■二nU刃りゆD機P岳e⊃爬’q食e対ρ勾怜　　　　　岬沿門P｛躯〜」卜四凧レ駆　．寸　　論へ沿場P旧胆〜」八　．eり　　岬（」し「」脚朕榴悪■　．斜　　（即（ゆb「」叫へ櫃混即噛長　．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Oけ｝〇一）。灸h梶二い」艘躯口｝蕊姫如岨e担暉輔“翼麺虜　，一�p匝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿叶（　　　　　）無世燃、繍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。二切」，》螺韓個鎌世燃掴eP鰹瑠e姻螂e綬麺需　．O�p麗（　　　　　　　　　　）胡ヤe申．σう　　二穏二いo対慧「一罷朔型．斜　　　　凱劇＜（　　　）細ρ勾串，H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（O想〇一）。二約」ード《韓脚蝋ρ勾串珊型e蝋皿b々穏槍　，〇一匝oり　　　　　　　　　　　　　　　　　二廼。�p　　訳（　　　　　）粟　癬M｝駕轡孟鯉に　ゆ慮　．一　　　　　　　　　　　　　　（O口噛〇一）。灸h柵9櫓築対日々o刈細嚢．霧忙P距世一e”慧契縫槍　　　　　　　　　　　　　　　　　二麺．�p　　　　憾碑回（　　　　）り曲皿廼田雌曾ρ慮．一　　　　　　　　　　　　（O”“6一）。灸h悩9需U“蛛騒桑M日ゆ恒濾掴唄蚕□卜Pj誕田送慧綬誕槍　　　　　　　　　　　　　　　　　二麺，�p　　　　　　　回（　　）皿”ゆ槍．一　〈獄怒〉　　　　　　　　　　　　　　　　　二廼．N　　　　　　　回（　　　）皿”旧槍．一　く回匹V　　　　　　　　　　　　　　　　　（02い一宴�s冨申）。灸赫桶9槍回厘想皿鍾掴怒．個鯉e契麺槍　（　　　　　　　　　）型e申�u　　　　　　翻姻Φ灸（諏掛鍾契柵典匝刃遇憬）智皿．寸　　　　　　翻姻Φ灸鰭e汝製餐鰹溜．oっ　　獄姻Φ灸藤eK署駁縦翼．�p　　　給凶想想儲禦．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（O口い一）。灸廿P罵勾鍾、韻葭翻姻e契麺槍　　　　　　　馴蚤踵酋製。の　　顎酋＝　．寸　　挺盤〇一．oo　　巨酋�F．N　　《ゴ距善oo，一　　　　　　　　　　　　　（OU｝い一）。灸世PE盤厘麺誕酋董な亟鰍穂溜曇併e9綬槍田1e製麺槍（　　　　　　　　）畢e申．ゆ　Kへきムト．寸　総璽斑．oう　藩際繍穰�p．�p　羅燃叡抑似o，，一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（OU噛〇一）。灸hP嘉勾垣顯漫燃翻e翼誕噌　　　　　　　　　　　　回（　　　　）過審耀刈回（　　　）叢長需偲　　　　　　。二初ドK周勺刈O麺如聾二縫。二弼件い《韓砲韓過臨廻」暴総灸々誕櫓P誕叶一懸世昔　　判蚤懸Oり．O　　と懸Oめ。の　　超鰹窯．寸　　翠懸Ooo．oっ　　ゼ懸O�p，�p　　翠恨〇一　．H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Oり｝〇一）。二初ドい《騒価鐘辟e々誕槍　　　　　二鶯二》Oρ快疸．寸　　適eヨ依瞳．oっ　　謄e制奉蛆“還．N　　ゆニレOρ枳疸．一　　　　　　　　　　　　　　（Oり唖〇一）。灸世Pψρ翼如笹嘱判血鰭る蝿興遡蟹制起畑伸“還楚翼麺槍（部畔必暴翠鯉蘇担）惜盤卦《．O　（怒癖卓鯉“担）掛鰹昏名．uっ　　（怒碑妄琿運“超）掛齢ゼ、寸【く　　　　　od戸■4　　　　　　　　　　　一駈　　　　　匝，〇一軒φ　　　　　　　■　　　　　　　ひi　　　　　　σう　　　　　　r“　　　　　　嶋F輔　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一司　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　F司　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　”一　　　　　　　　　　腰　　　　　　　　　　ロ7　　　　　　　　　　ロ胃68一高橋他：2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究o（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）摯e申尋二麺宴対灸羅姑ミ墨刈壽匪馴虫．。っ　二麺｝甚翻e曜想謹曳．N　二麺｝諺翻e堅卦心咽灸ρ勾串．一　　　　　　　　　　　（　　　　　　　）週引醸．（　　　　　　　）週一駅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ’剃ド曜、節韓Pゆ曲細O斜U竪�Ib樋〉漁。灸廿P図瞳廼ー譜瓶擦器応バ怪舞』巳　　　　　（0日｝い一）。灸世桶9需価萄り�ID樋姻顧劇砿命握樽e醤四P瞳匪e刈籠蒙岨瑠．麺々廼櫓　φ�p匹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．恒悩」旬国鴇ドニn2瞳認e剣糧益踊響　　（　　　　　　　　）毫e申　�u一　　　　　　　　塑態G鰹口量巽掴　．周一蝋駅e囲薫瓶誕C帥州瓶鯉想・寒舶婿．O　　　　　　　　　睾馴e簾輯田［．O　　　　　　　留蟹臣聖蔭｝なe興　．の旺惣eトヤ県へい簑　　　　製枢e旺輿　鰍帽e雀驚禦　　邊瞳e座＝ま籔蝋鯉．蜜証壇亟なe田一》一．H一．oD．の．斜　　　　　　二縫Φ灸£　　　　　勧傘聾如賦謬漫吐暴総eイ過臣e籠敢　　　　　鰍択e翻響製　　　　K鯨一一霜田�p送興　トきトe糞潔e9爵貼，〇一．oっ一，〇一．卜．寸．一“画．対翼閣，．懐2＃　　　　（　　　）週の搬．（　　　）週�p蘇．（　　　）週一蕪　　　　　　　　　　　　　　　　　　。二杓ト螺節紛胞�J曲細∩のU。竪Φ灸eρ．灸廿掲二、副、刃製榔層灸厘垣2理々傘価運婁如遥砿亭裡隆面⊃州粒辻蘇重紫e野響．卜�p匝．←偏」聖細割り麺よ十旨Q贈一軽よ廊．馳二≦Φ£紹灸尽膝掻剛．“宴9」漂砲畿〔姻羽亭畿唱寒�i．帰菊「製怒ド簑旺爬」ePロリ帯（）量e申，。o撫個旨灸旺艘．卜二廼冥対築葦｝鯉栂　。O二翼簑醤「櫓愚蕾，の二」割婆釧殴7聴蛆》二麺9刈｝q量璽．oっ二幽看距壇璽粗，N二誕もる坤繋．一　　　　　　　　　　　（　　　　　　）週�p猷．（　　　　　　）週一猷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。二杓ド曜即霧Pゆ曲如い�pU聾節D韻V漁。灸価P図瞳麺相灸厘u蕊妊辰幡奪申。h編」録碑u諸e択契《即司「�I槍々盤．N」、「噸槍ρo．♪．ごP．8誕．一，O�p匝　　　　　　　二廼V酬》　　　　二誕9柵櫓，oう　　　　岬槍々雌．�p　　　　�於ｸρ〇二．一　　　　　　（OUす一）．灸恒梶9槍輔萄UゆD顧如曲型厭命蝿Ke遡魍P虻縣遼独e野醒、価鞭誕槍　．O劇匝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。趣樋」釦召鴇P二n”｝輩藤画獄e雲饗　　　（　　　鰍択e嘉鮭R墾e刃篶理、園虫　　　　　hΦ驚脚蝋ρ勾串珊里唄蒙脈國款ゆ螺幅簑咽繭e余皿P驚“岨響　　　　蝋択e禧終｝八mハ刃ー《IK‘つoσ》cq　　　一　　　　　　）運e申　運似e刈虹懇軽慢摯赫Φ驚細嘔製虐K縦選へーらくーホe巨呵醒　暴倫eイ過頃e籠試　　　　　　　　二麺Φ灸O。寸一　　旺胆eトヤ爪八爪照．一一　　盤酬．峯酬e割餐ヨ．oo　　　　　　h傘聾如賦醒．の　瞳認護く麺蛍悩e囮賦響．N　　　　鰍帽e世庫K縄瑠　　　　（　　）週oう猷．（　　）週�p臓．（　　）制二爆　　　　　　　　　　　　　　　　　　。二初悟《即魯和曜曲砲いoう想竪心灸eρ。灸恒幅二．囲、刈製閣線簑這鍾U倉翼岬廿運購硬細擢樟亭鷺砿ゆD釧P瞳認誕＜e蜜醒　　　　　　　　）翌e申，卜　迷謳e対トヤト八恥纂，O　　瞳麩eM州瓢蝋制巡。寸　　賑謳eM堅匝、oo　　迷匪e対旧国・細駅．N　　曝匪e刃唄軽翼．の一。oう一．〇一．卜．蝉，一　　　　　　　膨c、瞳　＿　　　田孕匪　　　　　　対e　　　　　　製刈　　　　　　剛』　　　　　類籠　　　　　　製　　　　　　　鉾，鴫�p匝　　　　　　　　　　　（　　　　　　　）週斜爆．（　　　　　　　）週一駅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。二判ド《即稗P�J曲細O劇2竪ゆD樋V螺相灸厘U留量献麺ぺ申。価柵⇒禦．馳醤U堵崎e枳々《坤刈「岬喧セ壇．N」．「ゆ槍ρい二．　　　　　　　　二誕V畑．寸　　　　二廼9編槍．oう　　　　岬槍々腔．�p　　　　ゆ槍ρ∩二．一　　　　　　（OUり〇一）。灸廿悩9需麺対Uゆb蚤佃樋型砿阜廻降e巡廻粒瞳誕誕＜e蝉響、鍾々廼槍　，麟駈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．趣暢」初国鴇P二いU瞳瓢踵くe囎蘂　　　　　．の　　　　　．一。灸赫い図瞳廼一」P，→�p匝　．一鰍�p駈一69oo卜日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集。々」偏二和勺心刃灸9噌2対り幅R題b。二粕F荊細斡U苗皿b如吠樋”ゆM日畑宴ゆ揖い⇒顧P二〇ソ罫懸野響e鰹埋鰹梱劇蜜、”趣畷　．�p。う匝へ。二初ド痢細緯U｝密琶瞭い二いU旭野ゆO顧姻「樋．鰍恨、るU雨舶」翼」即回P甲お匝　，甲お匝　　　　　　　　　　　墳々o灸羽灸華繋壇翼宴�@9Kむ酬灸曜鞭e蛮皿P縫、“呵聾　　　　誼々9ゆ奪蜘想曝掘旨e冨』−｝臼愈皿　　　　　　　誼々」怪K灸ρ勾串二」寅　　　　　　雲翼9、Φ竃蜘P昼、幹灸ρ勾串い1寸OQOo　　　　　　　　　　　　　　　）摯e中　　　　　　　　　聖廻o£錐簑蹄亡継翼　　　　　箇々宴ゆ遺轄製砿…醒網巡簑余皿　　　　　　腔々⊃樋V魑姻略橿eρ勾串　　　　　　　酋ゆ赫墜咽如謎禦灸ρ勾串盤翼幕Vい二荊個刈日い魎e瓜皿簑ρ勾串．一一，Oド�u．oっ．一　　　　　　　　　（　　　　）週oっ猷．（　　　　）週�p爆．（　　　　）週一蘇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。二拘」，曜帥緯Ooo想瓜巨Φ灸eρ麺州．．9hP盤麺ぐM廿奪申．h梶」舶置牌u蓄e択々曜坤対「ゆ�G如盤．q」、「岬槍ρ9ρ．ご旨お誕，一−お匝　　　　　　二麺V畑》　　二麺9桶帽．oう　　岬槍々腔，N　　�汚Eρい二．一。．臼捗梶O櫓鍾刃U�I⊃蚤V溜如罎駅択．るU面舶．P岳V亟P鰹偲鰹測劃蟹麺々廼槍　．一。っ匝　　　　　　　　　　　。恒悩」如国鴇P二∩U樋蝋襯．るU即紹eP晋V回P諸絹撒制駅　　　二縫」ρ厘　．eう一　　　　　（　　　　　　　ゆhり｝ρM細臨制亭駆緯刈匝＜e螂響岬価潴�i想釧細騨．O　　　岬h灘睾製ρ勾串e縦翼　　　和ぎ脚肺と．O　　　�遠�蟹鰹製沓倒e愈皿　ゆ価繕罪想遇條，oっ　　ゆ価潴理り｝賦響e縄還心遡　　　　　　　　　　）翌e申，一一　ゆ世潴理ソトヤ串八恥照．oo　ゆ価灘睾想嘔軽e翠聖釧齢．の　　　　　　岬赫繕理．U一く属，�p　　ゆh蕎駆想虹鰹　eK継倒．�p一．〇一ド．寸，一Φ灸eρ麺州　（　　　　　）週oっ猷、（　　　　　）週引猷、（　　　　　）綱二猷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。二怜』い虻坤Pψ曲佃OoっU蔽翼。灸恒桶二い」景亥想“蝿e勾想趣砿傘艇に岬D樋P甘e燃蝋e麗講照瑚虫麺喫縫槍（　　　　　　　　　　　　）摯e申．�p一　　　　いρ顧燧似ρ芯踵酋燃翻対響K諸禦　　　　　　　　　ゆh暴撫U鞠浬凝亭“遡盗ゆV∩如瞳匪誕く縫蛍画刈トヤホ八恥終傘釧瓢猟　　　　　　　　　　　岬むい崎梱蜜・翻e余皿　　　ゆ〉∩細賑匪囮く誕蛍画刃ρ勾串e謂慢ゆhU“む製K謹善趣．掴麺二槍初6e刈饗K軽瑠．OH．oo．O．寸。�p　　　　　二誕桶日ψ典如坤湿U｝田送　　噸Vい如瞳毬誕衷画刃遇懸e象皿　　�I〉∩，姻瞳謎く属二」暉”噂嘉翼　　　　岬価U｝心届ゆ対佃、伽、長｝想巡廻�IV∩伽瞳認証く縫蛍画刃嘔響尺謂禦，一一．�@，卜．の。oっ，H，8曜（）遡。う駅、（。灸価P刈り穏ゆ絡e勾麺9申悩9槍麺刈りゆ二Pむ簑ぐ灸厘　　　）遇�p甑、（　　　　　）週一蘇　　　　。二列」ード曜坤和幽曲細∩σっり｝竪Φ灸eρ縫相。卜柵⇒荊踵稗U噛椿e枳畏《即刈「二垣．一」P爲匝　．一・O�p　　　　　　　　　　　　　　　　　　《二二　．N　　　　　二廼　，一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。灸h．U。い舶二誕⊃樋細麹賦命輝樽P昼e擦蝶e驚爆鰹照刷咲．慧契麺櫓　．O�p　　　　。制悩」釦置鴇P二nU刃Uゆニドむい貸O、P牙〉趣P羅撫制一70一高橋他　2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究＜自由記述＞員がうけもつ仕事（行事・企画）が多く子どもとの関わりが疎かになる。職員は子どもとの関わりが一番大切だと思うのだが、なかなかできない。職員の増員が必要　員同士の意志疎通がより深くなることが何よりも大切と感じる。子どもとの関係でつまづいた時に助けたり、協力してくれるのは職員同士なので。先輩職員に助けてもらったり，指導している姿よう見まねで自分に取り入れてこれから職員として成長したいと感じる毎目。独りで悩まない事を心掛けている。それが子どもへ影響すると思うから。チームワークを大切にして直接的援助や閤接的援助というものを頭に入れて取り組んでいる。員数が児童福祉法で定められた最低人数しかおらず少なすぎる。交替勤務の為全職員の連携がとりにくい。勤務体制も最適な状況ではない。効率的な交替方法がなかなか見出されない。買境がもっともっと「家庭』に近づくように努力していきたい。養護施設の子は、「家庭」というものを知らないのでせめて環境だけでも近づけて提供してあげられたらと思う。あと、集団生活の枠にめすぎの所があるので伸び伸びと生活させたい。r時間」というものに押し流されずに…。　　　児は、幼稚園から、もう、来て欲しくないと言われている。小学生は、暴力、暴言がひどく、万引きや、放火をする子もいる。中学生は、多くの不登校の子がいるなど、処遇の難しい子がほどなのに、職員が少なく、時間内に上がれる目は1日もない。間全体でもそうですが、rお金がない」ため、もっと整備してほしいこと、充実させたいことに力が注ぎにくい。児童養護施設の職員に対しての心のケア、休息、にも対応が必要。職員1人1人が、自分の立場を考え、チームワークを大切にし、また、先輩には、追いつき追い越し、後輩には絶対に負けないという闘争心が薄いと感じられる児童檜談所との連携を密にし、のチームワークを向上することで．よりよい処遇が望める。地域の中の施設として地域社会へ何ができるか考えている（開かれた施設として）。職員が増えれぱ新しい事もできる。現状の職員数で新しい事をするのは困難。施設外の周囲の人たちの正しい理解がなければならない。勤務する側の心のゆとりが少ないのでは？と感じる事が多い。勤務時間が長くなるのは子ども達との関係づくりのために必要だと思う。自分で無理のないよにコンロトールしていくことが自分の為にもひいては子どもの為にも大切なことである。だまだ、「職員の自己犠牲的な労力、やる気』がなくてはやっていけない厳しい職場環境だと思います。時代に即した仕事をするためには、もっと軒『性が必要とされますが、そんな向学心たす余裕が物理的にも心理的にもないというのも現実です。H15年の児童福祉法の改正で、民間の施設は、とても苦しい椀況になると思われる。社会では、虐待等の間題もあり、施設は定員もしくは定員以上の入所もあり、今後（H15年以降）やっていけか心配と思う職員も多く、ゆとりある指導ができないと思う。員数が少なく1人当りの担当児童の数が多い。よりよい指導が出来なくなっている状態。性格・行動上で悶題がある子どもが多く、施設では手におえない状態である。施設長が優しすぎて、職員問の緊張感が無いように思う。事務長の仕事内容に不満がある。職員間の良好な人間関係がうまくつくれない。直接処遇の職員が余裕を持って子どもと関われる様な職場環境をつくりたい。それには、職員の増加か入所定員の減少を考えたい。　　時間が長い。（書類上の勤務時間と実労働時間に差がありすぎる。）夜勤は18時間！！（夜勤1回で6時間は仮眠とされているが、実際はそんなことはあり得ない。週でいえば40時間位ういオ間になっている。）休目がよくつぶれるが振替休日もない。（人員がいないので代務に入れない）想理念と現場の状況はあまりにもかけ離れており、職場の負担は増すばかりである。労働状況を労働基準監督所はどのように把握しているのだろうか。私が働く施設の労働条件は最低だ。が2．3年ですぐに辞めていくのがよく分かる。イベントが多い。集団生活なので仕方ないが、時間に追われる事が多く、規制されている事も、年代別にレベルアップさせていけたらと思う。　員寮が食堂の上にあるので、休みなどで外への出入り時に子どもと会ったりするので、別の場所に変えてほしい。そして自分の仕事上での悩みや話を聞いてもらえるカウンセラーがいてほ。スーパービジョン体制の確立。、休憩時間は時間通りきちんととりたい。職員（含心理療法士）を増やし、1対1で子どもと関われる時間を作りたい。指導に困った時、悩み等を聞いてくれるスーパーバイザーが欲しい。み込みなら職員寮が欲しい（寮外に）。もっと職員の人数を増やして、1人で担当する子どもの人数を減らして欲しい。ムの勤務している施設は公立で、給料面休暇取得等は優遇されているが施設自体の運営の仕方に疑問を感じることがある。私自身元々事務職員で｛蜥こ採用されデスクワークをしていてなり全く知識もなく直接処遇をしている。だから職員は1つの部署としか考えてなく5年以内のジョブローテーションをしている。こんな状態なのでベテラン職員も育たず全職員がほとんど素集まった職員集団。これでは良い指導・処遇ができないのも仕方ない。昔のように処遇困難児が比較的少なかった時代はこれで良かったかもしれないが現在虐待やADHDなど養護施設の越えた児童が多く入所する現状では専門的なケアが必凄であると強く感じる。ムの施設では子ども達のことを第一に考え子どもの”したい・やってみたい”気持ちを潰さぬよう労働時間を越えて子ども達に時間を費やしている。生活の上で必要なこと以外ルールはない。ののびと健やかに子ども達が成長するよう心がけている。過酷な労働条件で身体を壊しても頑張っています。みなさんも頑張って下さい。入所している子どもに知的障害や精神障害の子が多く、対応が困難。’員の配置基準が6．1というのは子ども達によりよい環境を与えるためには、もう少し改善されるべきだと思います。　々な入所理由により子ども自身の問題も複雑化している状況に職員はプライベートをなげうって子どもの為にと頑張っている。しかし労働内容はとても厳しい現状があるのに実労働時間の長それにともなう給与のあまりの低さに結婚を考えようにも難しい面もあり、一般会社並、もしくは公務員並の給与保障をして頂きたい。畠祉の仕事は労働条件が厳しいが、福祉をやる上では納得している。しかし子ども1人1人に合わせた処遇が出来ない事の1つとして職員増加、専門職（心理）配置を国に考えてもらいたい。一71一日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集上下関係の激しい人間関係（児童）になって暴力が多々ある。カウンセラーが必要ではないか。資格のない人を職員にするのは問題になる。員数が足りず、子ども1人1人に対し十分対応できない場合がある。職員数をもっと増やし、少しでも多くの問題に取り組んでいけるようになれたらと思う。員間、また子どもとのコミュニケーションを第一に考えて、やはり人間関係を大切にしていきたい。潰がもっと多ければよりよい援助ができるようになると思う。休みがいっぱい取れるとよいと思う。（残業は当然で手当もないのは仕事が好きでも辛い）自分の施設は公立ですが、私立の職場環境、特に人員配置は、大変悪いようです。私立の人員配置、福利厚生等公立なみになることを望みます。員数を多くし、子どもの安全面を配慮しつつ子ども全体に目がいきとどく様にできればよいと思う。員も家庭を持っており、育児休暇後の労働条件をもっとよくしてほしい。（例えば、宿直をなくし、日勤のみにするとか）虐待の児童が増え接し方が難しい児童が増えると共に逆にやりがいも増してきている。虐待の児童の場合特に個別の関わりが重視される。個別に関わるには時間も人手も足りない感がある。潰をもっと増やしていけば充実すると思います。員のストレスをどこで解消できるか。個人がとじこめてしまわないような環境、配慮が必要。員寮が欲しい。寮の外に。「社会的養育』を行う専門家としての職員個々の酬『性向上が急務。特に被虐待児童が急増し、一般家庭で行われる養育にはない特別な処遇を行わなくてはならない。大学や專門学校では、「1護施設の軒『家」を養成するプログラムはないため、職場でそれを行っているのが現状であるが、それではまにあわない程、現場での混乱がある。早急な職員養成対策が必要である。一止施設は社会構造の中で底辺になるように思え、何かと社会のしわ寄せがきているためか、精神的負担が多いため、職員自身が気持ちに余裕を持てるような職場環境を職員自身作りだす行政のバックアップ体制の充実が必要であると思う。ロ員人数がもっと多かったら子どもと調理実習をしたり物を作ったり時間が十分とれるのに今は子どもの生活を支える事しか出来ず残念。特に幼児さんは十分に甘えることも出来ずかわいそう。ども数に対して職員数がまだまだ足りないと思う。もう少し増やすことができれば、職員自身、余裕をもって子どもたちの処遇ができるのではと思っています。とにかく、集団が大きすぎる。ゆとりある生活をするため、個別化するため、個々の二一ズに対応する幅をもつため…1の（まま）職員の担当を減らす、1つのグループを小さくする、1施設の入戸数を減らす、規模を小さくすることが必要だと思います。　として、決められている労働時間と、実働時間に差が大きすぎる。又、時間外の出勤（参観日・学校等の行事参加）が、全て、全くのサービスで行われており時間外の請求すら出来ない現実はどかと思います。有給休暇40日も自分の休用でとることが全く出来ません。対1の職員配置では十分な処遇はできない。配置基準の見直しが必腰と感じる。児から中・高生まで約10名の子どもに自分1人で対応していかなければならないのが実情で、決して十分な処遇が行えているとは思えない。また、子どもの中には”親から愛情を受けられオった”という根本的なものがあり、こちらの思いがどこまで子どもに伝わっているかが不安である。実働や雑務に追われ忙しく、ゆったりした対応がとれず、記録に要する時間もない状態。個々の児童と深く関わる時や声を具現する時も必要。ども達と向き合う中で、色々な不安、不満、悩みを抱えていくと思うが、子どもを支えていくのは職員だと思うので、子どもに逃げることなく常に向き合っていかなければいけないと思います。人が足りない　なグチや不満はありますが、自分自身がもっと成長し、子どもが少しでも幸せを感じ、立派に自立できるよう手助けする事が第一だと思います。職場の環境よりも、職員1人1人の意識を改ことが先決だと思っています。措置費全般の見直しを！（改善）実質職員数が少なく、ボランティアという形になってしまいがちである。職員数が増加すればと感じる。、特に虐待児のケースがふえ、処遇上難しく困難さを感じ、精神衛生上もよくないので、全国的にも考えて欲しいと思う。　ども6人対職員1名となっているが、夜勤になると20人対1人ということが起こり、子どもに接したり表情を見ることが難しく、充実して子どものケアに取り組めない。ただ単に職員数を増やせiいという問題ではないが、しっかり子どもと関わり考えていくには、2人対1人等の少数で子どもと蜜に関係を築いていければと思う。年々職員数が減るのに対して、被虐待児童の割合が多くなり課題をかかえて入所してくる児童が多くなっている。夏期がとても暑いのでクーラーをつけて欲しい。どもの為を考えれば考えるほど自分のプライベートな時間が削られてしまう。子どもにとってなるべく家庭に近い環境として施設内小規模グループホーム的な体制にしたいが人員が足りない。の職員でそれをやると労働時間が超過してしまい現実にはむずかしい。童養護施設は1つの家庭であると思う。そして、私達は職員でなく家族である。子ども達と共に生活する中で喜び、悲しみ、苦しみなど一緒に感じていきたいと思う。施設職員一人ひとりの気持ちが一つになっていることを感じながら、この仕事に携わることが出来、とても誇りに思う。私は自分の職場がとてもアットホームだと感じる。子ども達との関わりはく大きくなればなる程、とても難しくなるのですが、先輩職員の助言で支えられているように思います。私も、年数を重ねていくうちに、そんな職員になれるよう、努力していけたらと思います。ム立は特に閉鎖的で施設の体制が変わりようがない。住居が宿舎（施設敷地内）では職場の人間関係がずっと続いている感じがする。被虐待児等が多く入所する中、大舎制では対応の限界を鵡る。施設長や古い職員と若い職員の間に大きな溝がある。職員会謹など誰も何も言えず施設長と古い職員の話でおわってしまう。職員1人対子ども6人と決まっているが入所児の内容が複雑になってきており厳しい。担当児童としっかりむきあって関わりたいと思っても現実無理なところがある。一72一高橋他　2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究っと児相の方々と協力し、保護者の方々にアプローチをしたい。島時職員なので給与面で非常に辛い。宿直勤務がAM9；00〜泊〜翌日の昼12100が、体力的にとても厳しい。体のリズムがメチャクチャになる。子ども（特に中高生）たちと園内の生活環境をつくり上げていく。　どもとのより深い関係性が求められ、また必要である中で、職員が勤務時間外でこれらを補うことは児童養護施設職員の常識となっている。職員の業務体制の豊かさという点でも考えながらもの個別の二一ドや生活環境の充実を図るには法律が変わることが必凄であるし、今後そうならなければならないのだと思います。っと清潔にのびのびとした環境が必要。釧動時間が実際の言己述と全く違う。職員の上下関係がありすぎて思う様意見が言えず、ストレスを溜めてしまう。寮の衛生面が非常に悪すぎる。児童福祉施設最低基準の大幅な改正が』必要。小舎制養育と専門里親制度へと社会的養護のシステムを転換し、大舎制の集団養護システムは早く廃止すべきである。ムの働く職場は1つの寮に20名の子どもが暮らす施設で、2つの寮がある。単純計算で、2人の職員で20名をみている計算になり、これではなかなか子ども達1人1人と密にコミュニケーショ’図るのは困難である。このような中で、子ども達それぞれの求めている事をいかに職員が受け止めてあげられるかが今後の課題。境にはとても恵まれている。先輩達はとてもよい方々で“問題はみんなで解決しよう”という雰囲気がある。また、何か問題が起きた時すぐに指導員が対処してくれるのも大きい。ξランティア、非常勤の人が増えても、子どもたちにとって担当が第一なので、負担感はかわらない。とにかく職員の数が足りないと思う。したがって、協力体制をとりたくてもとれない。研修にも積極して出られない状態である。一員定数の基準の低さ。人員増を強く求めたい。ず、いかに自分に余裕がもてるか。　　　含めた設備の充実と人員の配置が必要（最低基準の見直しとそれに見合った予算）子どもの権利ばかりが主張され施設としての規則や躾を身に付けさせる面で限界を感じる。長期・関わりを通して身に付く様にしてはいるが、全体に及ぼす影響も大きく、今後、心配である。“働時間、内容ぱ確かにきつい面もあるが、子どもの成長もみられるし子どもと共に喜べる面があり充実している。また、職員同士でも、子どもについて良い面、悪い面話し合える場ができてい為、働きやすいと感じている。護施設は衣食住教育の保障をするだけの場所ではなくなった。子どもの心のケアが必要とされている。職員数が絶対的に少ない。基準を早急に見直すべきである。一利厚生、雇用が不安定。施設は閉鎖的。職員の意見が通らない。意見、気持ちを受け入れて欲しい。寮長主導。　　の人員配置では十分なケアができない。また職員のストレスも大きくやめていく職員も多い。企業並の休暇保障がないと休日も体を休めるのに1日費やせば終わってしまう。1人の子が問動を起こせば他児への配慮も難しくなる。長く務めるためにも労働条件は良くなってほしい。男性職員も家庭を十分養えるだけのものがないとやめざるを得ない。長く務めている職員がいる一は子ども達の精神状態の安定にもつながる。集団としてまとめなければいけない時など注意することが多く自分自身が嫌になる。特に長期休暇は子どもがずっと全員おり勤務もきつい。実も多く精神的に余裕がなくなる。精神的ケアが必要な子が多くなる一方で配置人数がかわらない。また、そのため研鯛こもなかなか出られない。週休2日制へと学校が変わればまた負担がなり、地域の行事に参加することが良いとわかっていても人数が揃わない。問題はまだまだあると思うが書ききれないので終わります。連休がとりたいです。（自分が休めば他の人の勤務がくなるのでなかなかとれません）本制が古い、旧体質が残っている。閉鎖性が強い。施設内でも、情報が出てこないことがある。ムの職場では職員のほとんどが住込み制となっているが、今はそれが一番の重荷となっている。部屋へ戻っても子どもたちの声が聞こえ、休日の際も十分な休息がとれない。そのため、子ど関わる際、影響が出てしまう。住込み制については考えて欲しいと思う。やはり施設は孤立している。夜遅く、早いため長く続けられない。結婚なんて無理やと思う。子どもと一緒にいられるのは幸せやけど、給料安いし、ストレスも多い。プライベートがもちづらい。’員間の連携の悪さ。自己中心的に動く職員への対処と対応の悪さなどに不満を感じる。虐待児など増える一方、職員1人あたりの子どもが多く、手をかけてあげる事がなかなかできない。子どもの数を減らし、もっと子どもとの関係を多くもてるようにしていかなければならない。家庭に近づけつつ個々への援助を行っていきたいが、職員配置や見合う休みや給料がなく、いつも一杯一杯の状態で、働く職員の声が上へ届かず、疲れを感じる。児童定員は40名で小規模だが、職員定員を増やして欲しい（法的に）。最低基準の61412という職員配置など劣悪な養育環境だが、近年被虐待児の入所増加に伴って、ますます処遇に困難をきたしている。職員はまさに朝から晩までずっと勤務しているような現状。の施設も同じ条件で、近年施設の不祥事も次々に明るみに出て、施設は自己改善に全力を尽くさねばならないが現在の職場環境が入所児童にとって最善の利益といえるのか疑問があり、，調査研究を通じてぜひ子どもにとってよりよい生活が保障されるような動きが生み出されればと願っています。どもとの人間関係を良好にするのはさることながら、職員との人間関係が上手く行っていないと難しい仕事である。今現在、こちらの施設では良好と考えているが。’■条件や環境をもっと整備する必腰があると思う。職員数を増やす、etc交代制にしてほしい、担当の子どもと時間を置きたいと思ってもおけず、いらいらを子どもにぶつけてしまうこともあるので、交替制にしてもらうと、自分にもゆとりが持てるのでぜひそうしてほと思っています。今年度、結婚をし、ある程度覚悟はしていたが、家庭を持ち、休日以外に家族とすごす時間がまったくないことが非常につらい。来年30歳を迎えるにあたり、真剣にこの先の事も考えている今日の頃です。仕事の忙しさは仕方ないにしろ、時間的な拘東が一番の悩みでしょうか！！一73一日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集この厳しい社会状況の中で、再び自分の好きな仕事が出来る事だけで個人的には満足しています。若い時にいろいろな悩みを持ちました。それを乗り越えてきただけに、今は楽しくお仕事さてもらっています。、幼児3人小学生3人を担当している。とても手がかかるしスキンシップを求めてくる。雑務に追われ関わりの薄い日もありもう少し職員数がいれば濃く関れるのにと思うことが度々ある。ども達は寂しい想いをしているだろうと感じる。私自身の器量のなさでもあるのだと反省している。ども達は伸び伸びと育ち、とてもよい環境だと思います。自分も子ども達と楽しく遊び、話ができるのでとても楽しいです。仕事は大変な時も多々ありますが、先輩方の力添えがあり、悩みをカかえる事なく仕事ができます。護二一ズの増加、多様化に対し施設機能が追いついてない現状がある。また変化を好まない体制が、二一ズの変化に施設が追いつかない大きな原因となっている。限られた人員の中でのビス提供には限界がある。コスト論だけでは良いサービスを提供できないと考える。＿当外子どもへの関心が少ない。子ども同士でのトラブルが多い。子どもの人数に対し、職員の手がまわりきらない。、外と福祉系の学生や、外部の人の理解が低いように思います。1童養護施設では土日祝日に休暇をとることがあまりできない為、自分は独身だから気にならないが、結婚し子どもができれば、我が子と関わる時間があまりとれないのではという心配がる。仕事としては子ども達と色々な所に遊びに行くが、一番大切にしなくてはならない家族と関わりが薄くなっては本末転倒のような気がする。重が指導員という事で責任の多い立場と実感している。勿論、勤務時間もあってないような状態ですが、その中でも子どもとは様々な活動を通して楽しみながら仕事をしております。職員全1が20代中心と若いメンバーだけに色々な考え方、職場の活気は1張る物があります。私自身も自分のスタイルを崩さぬ様、今後も様々な事を考え、試みていく中で、新しい物を発見していきたい。員は母親代わりであり母親に休憩時間は無いのだから、勤務の日はほとんど24時間勤務のようになるのは仕方が無いこと。気分転換は子どもと買物に行く等して、子どもと共に行うのがしい。そういう考えを長く勤めている人ほど持っている。しかし新入職員は「休憩を取って勤務の時しっかりと仕事に集中するべきだ」という考えで、最近になって休憩萢取るr断続勤務」を目指すよ『になった。ただ私の施設では、子どもとの関わりの他に写真の整理や日用品の買出し、お金の清算等の事務的な仕事もある。またバザーやキャンプ、クリスマス等行事も豊富で、その準備や除も必要。それは子ども達の前では中々はかどらず、子どもが学校へ行っている噺間つまり「休憩時間」にやることになる。しかし新入職員は自分の時間を尊重しており、行事業務への理解が》く非協力的で、結局他の職員の負担になる。また一方で、主任クラスの人にも疑問がある。部屋を担当してないので出勤時間掴曖昧。施設長が朝から居るときは早起きするが、ほとんどは10からの打ち合わせギリギリに出勤、10時が勤務時間だと決めている。もしそうならば、一方で他の職員が6時から働いているため、その4時間分の差は時間外手当として出るのか等その辺りの昧さははがゆい。ただ勤務時間ははっきりしたい、自分の時間は欲しい、そう思う反面、休憩時間、勤務時間を減らすことにより、週一回あった職員会議が月二回に減った。ただでさえ行事が多く、職員会議では行事の打ち合わせをすることが多い。するとますます、子どものことを話し合う時間が少なくなってしまっている。このように、勤務時間、勤務体制については、考えさせられることが多く、この仕事での一番の不満や負担感の原因となっている。給与面では下がる一方で、今年4年目の人は今までに上がったことは無く下がるばかりだと言っていた。基本給をあげると言しておいて、その他の手当てを減らし、結局手取りは下がっていたり。また毎年賞与は7月に出るのだが今年は9月に出た。ただでさえ少なくなった賞与が時期まで変更したのに、時期の変更が。げられたのは6月。また宿直手当、時間外手当も不明瞭なところが多い。きちんと4月の時点で説明するべきではないか。仕事のルーズさも気がかりである。私がここに就職してから（私が京1する数年前から）一度も監査が無く、子どもの育成記録のファイルを見ても抜けている部分が多く、こんなことで良いのかと不安。また広報誌の原稿の締切等、平気で一週間は遅れる。場合によっては一ヶ月遅れることもある。「福祉の世界はそういうところ寛容なのよ」と施設長は言う。確かに今年就職した某有名社会福祉系大学院出身の方も事務的な仕事にルーズで、急ぐようお願ししても「私はソーシャルワーカーであって事務員じゃない」という態度を逆にとられてしまう。もしも「福祉の世界」がそのような世界であるならば、日本の福祉が他国に比べて遅れていると言わても仕方ない。今後、児童養護施設の職場環境が改善され、職員が最善を尽くして、この仕事に取り組んでいけるようになることを切に希望いたしております。員関係がとっても良いので、負担を感じることがほとんどないため子ども達とたのしくかかわることができます。込みの職員集団なので、個人の感情が強く入りすぎると関係が悪くなる気がするが、心理職などの、第三者が入りながら話し合っている。施設について、色々な見方を持った地域の人や学杉の先生方にどう偏見をといてもらうか難しいが、実際に見学してもらったりして理解してもらっている。どもと一緒にいる時間が長い事は大切だが職員のプライベートも多く必要だと思うのでもう少し休暇が多くあると良い。児童養護に関わる職員が利用できる宿泊施設などがあると良いです。人間関係の難しさがある。員間のチームワークが良くないと子どもにも悪影響をあたえてしまうと感じた。仕事以外の話をする事でお互いの性格を理解し子どもにとって良い援助をしたい。第一に職員1人当りの子ども数をもっと減らしてほしい。担当が3人というのは良いのだが、結局交替勤務だと1：7くらいなるので。また、私の施設の場合、残業時間が増えるのは曜日ごとに務時間と公休が1年間固定されてしまうからなのではと思うので、そうではない月ごとの勤務にしてもらえればなあというのを感じています。以前からのやり方・考え方を上の職員は新人職員に押し付けている。良い点もあるが下はそのやり方・考え方に付いていけず、疑問や不満を感じているように思う。ども一人ひとりとゆとりをもって接しられるよう、職員が増えると良いと思います。狭い世界の職員関係だと思う。10年以上働いたら自分の視野が狭くなるのではないかと感じる。労働条件も悪く休目出勤当たり前、「生活」の場がからすること＋行事も多いので「役」に当たる壬されっぱなし、1年目でも子どもの人数が増えたら（それは仕方のないことだが）6人の子を担当としてもたされた。お金や労働条件で選んだ仕事ではないが体の疲れをどうコントロールするカが私の課題。やはり職員側がリフレッシュする時間がないと余裕をもった処遇ができず、しわよせが子どもにいく。かといって単純に職員数を増やすのも違う。色々なケースを持った子どもにとて個々の関わりというのは重要で施設が子どもにとっての居場所になりえるように、職員側も日々努力し成長していかねばならないのだと気づかされる。ひに傷を抱えた子ども達が大勢し、る。子ども達に少しでも多く寄り添う機会を持とうとすると今の職員数では十分なケアができず、子ども達が施設にきても身の安全は確保されても心の休息は辱れないのが現状。養護施設の実態を多くの人に知ってもらい理解してもらう必要があると思う。一74一高橋他　2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究毎日が各担当の場所で必死になっているので職員がリラックスしてくつろげる場があると良い（会議等の集まりを別として）。年々、被虐待児の入所が増えている中の人不足は何とか解消できないものかと感じています。そして、それらの児童に勤務時間内に寄り添いよい時間を過ごせれば、処遇の向上も図られ自’生活にもゆとりがでてくるように感じます。員1人一人の負担（処遇、事務的なことなど）が大きく、子ども達の生活も複雑化してきている時代なので、職員も、それに合った処遇に限りがあり、全て、把握しきれないので、マネージャー・役割の職員がいるとありがたいと思う。っと皆が自分の意見を出し合い考え方や方針を変えていき新しくしていける環境がほしい。年上の方がいると圧力があり自分の意見や考え方はいつも言えない。常に子ども達が最大限に心地よく生活できる場（唯一）心が安らげる場所であって欲しいと願っています。しかし、現状は、時間に追われる毎日。職員と子ども達がゆっくりと、ゆとりある時間を、すごせれたら、と思います。勤務体制（時間）について多少不満を感じる。自分の時間が作れない。例）早出勤務でも時間どおりあがった事がない。早出だったのに通院や他職員の研修等が急に入り勤務が夜までになる。どもの多様化する問題の中、その二一ズに応える為にも軒『性の必要性、また、人員の確保が必要に感じる。どもに対し個別に関わりを持とうとすると、どうしても勤務時間外に自分のプライベートな時間をけずって関わることになる。児童記録も勤務時間内に行う時間がなく家に持ち帰って休日にや’ければならない。すると、自分の時間がなくなり仕事のみの生活になってしまいがちである。ども達が職員の資質を見抜いていて、声かけやアドバイスをしても素直に聞き入れてもらえずそのままになる。いつも注意が注意にならず、改善できていない。人間関係に問題がある。みんなと1つの目標に向かって頑張っていきたいがそうもいかない。本音と建て前があるのはわかるが建て前しか言わず陰では悪ロに近いことを言う職員がいる。ミカバーしあうのではなくミスを他人に言いふらし決して手伝ってはくれないので向上心由なくなる。仕事に対して不満はあまりない。人間関係さえ良ければ今後も続けていけそうだが今の所自がない。もっとチームワークある職場になってほしい。小さい子や遅れをもっている子が多く入所してくる中で、職員の手がたりないという事を強く感じます。1人一人の子どもへ係わり、コミュニケーションをもてる時間がもう少し作れれば、自分の的にも、もう少しゆとりをもてるのになと感じます。・的な子どもに対する職員数が足りていないので、十分な援助ができるためにも、職員の増加が望まれる。やすい環境になるには、やはり、職員の人数を増やしたり、若者にも意見を言える場であるとよいと思います。変則勤務なので、職員間の連携の必要さを感じる。残業したら、その分の残業手当がほしい。まだまだ閉鎖的。給料は少なく、新しい意見は上からの圧力で潰され、休みもない。身を削っていると常目頃から感じてる。家族との（妻子）時間、自分の余暇を持てないのは過労である。何か1でも「これだけは良いから」と思える点がない。退勤時間で当然のように帰れない雰囲気や思いを打ち明ける職員がいないのは辛い。指導員、保育士として同じ仕事内容をしているのに、臨時職員なので不安な気持ちで仕事をしているし、給与面でも差がありすぎる。今の職場の環境にとても満足しています。員同士の人間関係が良くないと子ども達に悪影響が出る。時間に追い回されずに、心にゆとりを持って子どもと接することが大切であると思う。　育てに関する処遇論は色々あるがはっきりこれが正しいというものはなく、具体的な方法は各職員に委ねられている部分も多い。共通認識の下、処遇を行っていくのはもちろんであるが、そ一は必ずといって職員間での意識の違いがあり問題が生じることもある。その問題が仕事上だけでなく、職員同士の人間関係にも及ぼし関係の悪さは処遇の場にも多少持ち込まれる。どんなでも人間関係の問題はあるだろうが、施設では人間を相手にする仕事であり、特に心のケアが必要で敏感な子ども達に対して悪影響を与えることは許されない。経験年数の長い職員ほどの緊張感がなくなり仕事に対する向上心や時代や世間の変化に対する順応性に欠けているが職場における影響力は大きい。子どもに関する仕事の大変さを苦痛に感じることは少ないが、での人間関係は非常に苦痛である。本来考えるべきである子どもの処遇にもっと集中できる職場であってほしい。入所児と職員の人数のバランスがとれていない。十分な援助ができる状況・い。人数配置の改善は必須。2年目に入り、なかなか解決しない問題が多くなってきた。子どもとの人間関係、職員関係等で自分自身の中にもクリアーしないといけないと漠然と感じる不安がある。どこの施設も一緒だと思いますが、毎日のように、何時間も働いて、それでもふんばってがんばっているのを見ると、自分も頑張ろうと思います。主込みで勤務時間外でも児童がいる時（土日祝日）常に一緒なので休憩できずストレスがたまる。住込み勤務形態は時代の流れに合っていない。施設が新しく設立（建でなった）したので、以前より明るく気持ちよくなった反面、綺麗に保つことが大変なことがある。今後施設はもっと変化する必要がある。心理職を置くことも大切だが、それ以上に目々一緒に生活している職員が個々にレベルuPして、プロ意識を持つことが重要だ　　景境は悪くなく、小さな施設とあって、家庭的な雰囲気で日々すごしています。子どもののびのび過ごしている姿に自分たちの仕事に安心感と充実感を感じるとともに、小さな問題こでも全薗考え、他人事ではないという責任感を強く感じます。とてもよい施設です。男子である自分は、女子職員の圧倒的雰囲気の中で孤独を感じる時がある。生活施設の中で男女の比率や役割等について、考えることがある。潰をふやしてほしいどもとの関わり以外の仕事がとにかく多すぎるように感じている。職員のケアも重要であると思う。ある種特異な業界で、精神的なストレスを受けるのは当然と思う。それを理解できるのはやはり同業種の人でしかないので、相互（他施設）の連携システムの確立が一番であると思う。一75一日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集潰の関係にベテランと若手の間が大きく、若手の意見が通らない。施設長がとてもワンマンである。毎日の生活が業務に追われ、ゆっくりした時間の中で子ども達と接する時が少なすぎる。1人で13名を見なければならない時があり個人を尊重した養育ができない。施設自体（建物）が古く、幼児の生活の流れが大変困難な造りになっており、改築を望んでいる。人間関係については主任指導員が、理解もユーモアもあり、場を和やかにしてくれる為、明るい　境がつくれていると思う。込みはいいが、自分の部劇こ友達を呼べないので寂しい。同寮内に友達関係の職員がいるとやりづらい。長期休暇が取れないので旅行に行けない。子どもとの関わりでアドバイスが貰え一と言乱，合えたらと思う。担当の子どもが悪いことをした時、責任があると思うととても苦しくなる。指導員と保育士の意見がばらばらで全体にまとまりがない。職員によって言っている事が違うため、子どもは自分に都合の良い職員を利用する。動時間が長い。施設内にいることが多く他施設職員との交流ができない。自分の世界が狭くなりストレスもたまりやすく、子どもと穏やかに接することができない。思春期の子どものプライバシー保護。屋外で野球が出来る広場の確保。子どもと職員が「感謝の心」で生活する姿勢が今1つ不十分だと思う。勤務がきつかったりするが、子どもたちの笑顔や成長をみていると、がんばらなくてはいけないと、いつも感じる。1つ上の先輩と17年も離れていて、先輩が2人に対し後輩が3人なので中堅になるのだが、上は上の職員、下は下で固まることが多く、常日頃から話をすることが大切だと思う。（下の職員まが伝わっていない事がある）。下の職員を育てる場合子ども相手と同じように相手に思いを伝え根気良くやる事が大切だと思う。言わなければ相手に伝わらない。上の職員は下の職員を育義務がある（それも給料に含まれているのだから）子ども数に適切な職員数について行政と現場にギャップがあり、もっと人手があれば適切なケアを行え、子どものストレスも減らせ、互いのギリギリの中でやってる所から生じる悪循環も減るう。現状では限界があり、お互いにとって望ましい環境を作るのに、現場のカだけではどうにもならない問題が多く悔しい。アンケートをとることで少しでも現場の榔況が理解され改善される榊を期待して回答しましたので、よろしくお願いします。施設の建物の老朽化や施設入所者ということで偏見の目に子ども達が耐えている点を何とかしてあげたい。職場環境としては長時間子どもと関わり、大変な面もたくさんあるが、長い目で共にしながら子どもたちの成長が見られるので、とても魅力的な面もたくさんあり、この職場で働けることをうれしく思う。ただ、この思いが、子ども達や他の職員に届き、同じような気持ちで生活るようになったらいいのになあ…と思う。直接処遇だけでなく、間接処遇とのチームワークも大切だと実感しています。今は職員の数が少ない為、仕事におわれ子どもとの接する時間が少なく上手にコミュニケーションがとれていないします。もう少し、ゆっくり子どもと接する時間が欲しいです。　員に対する子どもの数の多さ、それに伴う、目常業務におわれ、子どもの一つ一つの言葉や行動に対して、自分自身に余裕が持てていないため、適切な関わりがとれていないと感じることがる。これは職員個人の問題ととることもできるが、制度を整備・充実させることによって多少の改善はできるのではなかろうか。日々がとても慌しくすぎ、自分自身なかなかゆとりをもって子どもに接することができず、反省することが多いですが、自分自身、少しでもゆとりをもち、子どもたちともっともっと落ち着いた時間していけたらなあと思う。　　の直接処遇の職員は、本当に日々動き回って子ども達に対応しています。社会が大きく変わった現在、これまでの処遇とは違った処遇の在り方が求められていますが、勤務体制、職員、ハード面が何も変わっていないのでは、とても対応しきれない事が多々あります。もっと児童養護施設の子どもと職員の梼況を行政側には特に知ってもらい、早急に考えてもらいたい。とにかく労働時間が長く、職員数が足りていない（法の規定数）。又、子どもの入所理由が多様化しており、かつ虐待ケースがその割合を多くしている、そのため、対応が困難になってきている。ード、ソフト両面の改善が必要ではないでしょうか。り・休2日を確保できないことが正直辛い。長時間職場で子どもと接することこそが、優れた職員と評価される風朝がいまだにあるとも聞く。利益を求めるわけでもないので、職員が統一した目持ちづらく、それが原因で職員同士の関係がうまくいかなくなることもある。子どもとの関係よりも職員との関係にむしろ気を使う。その一方で、自分を素直に表現することも必要なので、バラ’感覚をうまく保っていく必腰があると思う。esマンが多い。見習える職員が少なく（若手く新任〉職員ばかり）、お手本をあまり見ることができない。1童養護施設は重度心身障害者と同じく、声をあげることのないユーザーばかりである。故に、その扱いが軽く扱われているし、蜜法13条が守られているかどかもかなり疑わしいと思う。どうし形であれ外へとつながる道があればと思う。特に最低施設基準はむちゃくちゃだ。　　職員と院長との間に距離がある。院長はその日の感情、気分で物事をすすめてしまうので、職員はおうかがいをたてながら相談、意見をのべなければいけない状況である。その為、矛生じてしまう。子ども達もその犠牲になっている。院長が原因で辞めていく職員も少なくない。〇十年も働いている職員は頭がかたいところがあり、変化を嫌う。若い職員が意見、考えを言い。る環境を作る努力をして欲しい。とにかく、時間に不規則で自らの健康を保ちづらいです。一番は労働条件の悪さ　どもを育てるという事は、今も昔も根本的な部分は変わりないはずなのだが、あまりに社会情勢に流れすぎ、自由と権利を主張。新しい子育てばかり要求され、そればかりが良い事と謝面さち。現場の声を無視し、医療的ケアが必要な子ども（虐待も含め）が増加しているのに、職員がどんどん減らされる。その一方、雑用が増加。極力、仕事と私的な生活を切り離し、ストレスがたないようにしたいと思っていても、休目でも頭から離れることない。なかなか充実感を得られない。一76一高橋他　2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究児童養護施設の職場環境について、各施設、それぞれ違うと思うが、現施設においては、へき地なので、いろいろな問題がある（Dく．交通に不便、非常時の対応は漁船の活用をしなければな�dい、周囲の自然は危険が多く、自然を生かした遊び場がない、etc。職場内では、良好な人間関係を作ることは必須であり、人任せにするのではなく、足りないことなど、お互い助け合うチーークが必要であると思う。子どもは良好な人間関係を作れる大人をモデルとして成長していくのだから、そのモデルとして自らの日々の生活を見直しながら、自分自身も努力していく必要がと思う。また、気づいた点があれば、職員間で、きちんと言えるようになれば、又、お互いの意見を受け入れ、一緒に考えていく姿勢、雰囲気があれぱ職員間の人間関係は良好なものになっくと思います。どもに接する際に手本とならなくてはならないが、言葉遣い等、気をつけなくてはならないことはたくさんあり、難しいと感じる。どもの権利を保障するためにも、職員も諸権利を獲得しなければならない。職員1人一人が自覚を持つこと。お互いを信頼し合い、仕事すること、など。施設の勉強をしっかりしておく必要があると思った。員のプライベート時（休憩時の部屋の確保、勤務時間の厳守等）と勤務時の区別をしっかり在ると、精神的良好に接してゆけると思う。各人がその事を重視したく思う。つらいこともあるけど、毎日楽しく過ごしています。可故、ここまで職員数が少ないのか？単なる養護から養護性の高い子、虐待児の増加している今、現在の職員体制では対応できない。何をこの子たちにしてあげるかが常に疑問。生活をまわいるだけで精一杯。　員にゆとりがなければよい指導はできない。その為には、職員の数がたりない。休日もまともに取れない。連休が取れることなんて考えられない。1日も早く職員の数について考えなければ。生懸命な施設ほど苦しんでいる。とにかく職員数の不足。児相がでたらめ（全く協力体制がない）。生会全体が難しい時代、子どものおかれている環境も複雑になっており難しい。職場環境としては大変なこともあり決してBestではないと思うが何とかやっている。とにかく最低基準の見直しを求めたい。施設に来る子どもは衣食住が与えられれば充分なのではない。各々様々な背景を負っており、それと向き合ったり乗り越える為には、落ち着いて生活・る場と手厚い対応が必要であるし余裕のある手厚い対応をする為には職員が十分学んだり休養をとることができる環境も必腰である。員間、子どもとの関係においてストレスを感じることはよくある。それも仕事の内かもしれないが、社会人として、まだまだ未熟さを感じます。どものたちに対して適切な処遇をしていくためには、まず職員1人一人が不満や負担を感じることなく、気持ち良く働くことのできる職場にしていく必要があります。そのためにも職員間のチワークを大切なものとして捉えていかなければならないと思います。よく言われているように、被虐待児の増加に伴い、職員の負担が増えていると思う。また、子どもを守ることは当然としながらも、職員の身を守る体制（子どもに叩かれる等）が、まったくない。自の身は自分で守るしかないという感じ。法律的にも処遇、子ども6人に対して職員1人など、今の梼況にあっていない。ますます、「燃えつき症候群」が増えるのでは。ずっと、この職場で働いたいが色々な体制ができていないと思う。若い職員、女性職員が多く偏りがみられる。アドバイスしてくれる人も限られ、イベント時等は男性がいると助かる。色々な意味でもっと開かれた施設になって欲しい。職場の人間関係は子どもたちに影響してくると思うので、何とか改善していきたい。あまりに、実労働時間が長く、プライベートと仕事が一緒になってしまっている。子どもへの処遇が大変難しくなってきている。職員の数が最低基準からして、少ない。一施設に一人くらいは、カウセラーの軒『家をおくべき。仕事上、どうしても勤務が不規則になってしまうのがつらいと思うことがある。又、休日に出向かなくてはいけない時（研修会、子どもの学校行事の時など）があるので、休んだ気になれない。直接処遇の職員の数が全然足りていない（子どもにとっても職員にとっても不足を感じる。職員数が足りないため労働時間が長くなり疲れる。イライラすることがある。気をつけてはいても子ど影響していることがある。最低基準を改善してほしい。職員の数を増やしてほしい。担当の子どもの数を減らし、規模も小さくしてほしい。事をしている以上は、全ての職員がスーパーバイザーになるよう、日々、考えたり悩んだりしていかなければならないと思う。先輩の話を聞くことも大切であるが、専門書を読んだり研修をいかなければならない。人的環境の大切さを感じる。地域による理解がまだ少ない。時々偏見や差別を感じる事がある。’員間の人間関係がスムーズにいかないとやはり子どもとの人間関係をスムーズには行えないと思っています。自分自身が満足した人間関係ができたことで子どもたちの見本となれる大人にりたいと思っています。　どもにとっては職員も住込みに近く、長く関われる方が良いと思うのですが、ここでは“職員に魅力がない”と言われたり、給料も少なく（宿直・通勤手当なし）長期休暇もとれず、色々な保障がえ、辛くなる時があります。それでも子どもの姿に救われ頑張ることができますが、もう少し保障があっていいと思います。身体的な疲れがとれるだけで、子ども達に全力投球できると思います。護施設の養育論がなく教育（しつけ、生活スキル）で人格形成しようとする点が施設の問題。養育とは何かをきちんと学ばなければ社会的養育としての意義はない。1年目は人間関係が嫌で泣いた時もあった。今ではのびのびと職場に行き、ゆとりもでて、子ども達とも話をしたり楽しくやっている。できればずっとやっていきたい。時間勤務の中でケース担当は少人数だが、交替勤務をしていると、1人で10人以上の子どもを担当することが多い。個々の子どもに密接に接することができない。先輩職員や職員会議での発言がしにくい雰囲気（どうにかしようという周りの職員の雰囲気も感じられるが…）はいつも感じることの一っです。定員数に対して職員の数では、現実問題少なすぎる。休みもとることが出来ず、休日出勤もある為。職員の体の事も考える必要があると思う。一77一日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集員間の連携はとても大切であると常に感じます。非常に恵まれた環境の中で、子どもの事を第一に考えよりよりケアを目指し、職員皆で頑張っていける職場です。研修が大切なことは、皆承知している。しかし、それへの参加については、自助努力に任されている。虐待を受けた児童が多く入所し、施設の生活そのものが落ち着かない梼況が続く中、日々応に追われていることが多い。担当している子どもの数が多く大変ですが、私の施設はベテランの職員が多く、いろいろとアドバイスをしてもらえるので、自分にとっては学ぶには良い環境だと思います。実際の子どもへのでは、自分の体調や気分も影響があるので、職員にとっての環境も大切だと思います。なので、自分でも工夫、努力をして、より良い職場になるよう頑張りたい。同じ年数ぐらいの同姓の同寮との関係が難しい。そのことにいつも悩まされている。　　景境は、人間関係に左右される面が大きいとも思うが、最低基準等の構造的な側面に大きく規定されている部分もかなり大きい（実際にそぐわない職員の配置基準やサービス内容だと思）。自らの力量不足とともに、そこに対するストレスも大きくある。マンパワー不足から生じる肉体的・精神的疲労が職員から「心のゆとり」を奪っている気がします。その余裕の無さが、子どもへの接する態度、他の職員との関係、自らの家族との関係に悪影及ぼしている事停粘、よく耳にします。職員の生活が安定していない携況で、子どもたちに安らぎを与えることなどできないと思います。もちろん、職員の資質に左右されるとは思いますが、・心を奪ってしまうような職場環境も見受けられます。一法人、一個人では解決できないマンパワー不足は、行政側の取り組みにも問題がるような気がします。法人の経営努力だけでは、人員肖1・、法人規模の縮小、賃金カットしか残らないように思います。二まにだが、職員同士の連絡不足があるように思います。女の職場なので、人間関係も大切だと思います。どこの施設も人数的にギリギリでやっているという気がする。もちろん第一に私達職員が、その中で自分に余裕を作り上げるスキルを身につけることが大切だとは思う。しかし、それだけではtない部分もある。職員の気持ちと施設の体制の2つがうまくバランスがとれてはじめて、職場にゆとりが生まれるのでないか。具体的に言うと、施設の体制とは、その施設自体の造り、そ職員の増加。助成金を減らす等という国の政策にはっきりいって疑間を感じている。家庭なら、大抵の子どもの数より大人の数が多いか同じ位。しかし、施設では夜一朝は2才児〜6才児14人を1人の保母がみています。これでは十分な事をしてあげられる道理がありません。と多くの職員で関わっていくべきだと思うし、そうなるような基準の改訂や補助金等、もっと手厚くして欲しいと思う。どもが常にいる為、休日（有給休暇含）が取りにくい感じがする。行政の求めること、指導すること等と実際の現場の違いが多いことに、時々疑問を感じることがある。施設と聞いただけで嫌なイメージを持つ人が多いのではないか。もう少し理解があればと感じる時がある。しかし子ども達と実際接する機会のある学校の友人やその親はとてもよくして頂いるので有難い。職員の数を増やすことができるならそうして欲しい。職員の中にも心のゆとりができ、また子どもと多くの時間接することができるので、よりよい関係が築けるのではないか。整備が整った良い施設です。基準より職員をおいても、子どもが複雑化していく中、1人1人に対して充分なケアを行うのは困難な状況なので、もっと職員を配置出来る様な体制を整えて貰いたい。施設内でも施設外でも職員同士の交流が少ない。なかなか不満や相談を言える機会がない。どもの時間帯で仕事（業務）するため、家で自分の子どもと関われない。潰同±のチームワークが必要。一人がかかえている問題は皆の問題であるとわかってほしい。卒の職員が多い。他の職場を知らない為に甘さを感じることがある。施設はやらなければやらずにすんでしまう一面があり（例：5年目の職員：子どもとのふれあいを理由に一日中子どもとーム）、本人の自覚、人間性が大きく問われる。一緒に仕事をするまで解らないのが難しい所。どう人を育てていけば良いのか悩んでいる。どもとの信頼関係、職員との信頼関係が第一。不満をもつか充実感を得るかは、自分の気持ち次第だと思うので、良い所、良い所を探していくことが大切だと感じる。年長児を担当しているせいか、一般家庭とのギャップがどうしても大舎の場合多く出てきてしまう。うちの施設だけではないと思いますが、児童養護施設の根本的体制の見直しが必腰な時期にオてきているのではと思います。もっと充実した対応がしていけるようになったらと、思っています。の親に対して、「自分の子ども」という責任感をあたえてほしい。自分勝手な親が多すぎる。給料上げて、休日を2連休、3連休にしてほしい。施設敷地内に寮があると休憩していても子どもの声が聞こえ、内線で呼び出されたり（職員、子ども問わず）する為、自分の時間が保障されず、不満がつのるばかり。老人施設並の国や県からの補助がほしい。児童一人あたりの職員数の増加。大舎形態の為、一人一人に対する指導が手薄になる場合がある。とにかく忙しく職員はみんな疲れている。子どもも虐待ケースが多く、かかわりが難しい。心理職を配置するのはよいが、心理職へのスーパーバイズ制度や研修制度を充実させないと絵にかしモチだと思う。実際、うちの施設でも生かされていない。可らかの悶題を抱えている子どもに対し、存在にそれを理解してあげられるような余裕のある体制ではない。一例1職員人数、勤務体制、建物の狭さ、など。世間において、施設に対する理解のさ（”施設内虐待”“孤児院”といった偏見の多さ）と、それをアピールする場のなさが問題では。女性が多い職場なのに結婚、出産等で仕事をやめなければならない状況があり、働く私達の為にも施設の子ども達の為にも、何とか続けられる環境を作って欲しい。人相手の仕事はストレスもたまり大変ではあるが、見方、考え方をちょっと変えるだけで、他の部分が沢山見えてきて新しい発見もあるのでやりがいはある。子ども相手という事もありなかな力間で終えられない部分も多いが変えていかなくてはと考えている。損配置は改善されず昔のままで、施設に入所してくる児童は虐待など問題を抱え入ってくる。そのため処遇職員など自分自身で勉強することが求められる。直接処遇する保育士などは、幼り一78高橋他　2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究　の勉強はしてきているが、思春期をむかえる子どもたちとも接していかなければならない。もっと軒『知識を勉強する場も必要と感じる。こんな状態の中で、質の向上など求め職員は自分のをけずるのが現状である。若い人材の育成や労働意欲のためにも、労働時間や給料などの見直しを感じる。児童養護施設に勤める職員は、子ども達の極度の甘え、ためし行動等々で、たえずストレスを感じながら、心のバランスをとっているのが現状です。少しでもその負担を軽くするには、職員増、して、リフレッシュできる「長期休暇がとれる職場環境を整えることが必腰です。・休憩時間がゆっくり休められないので、休憩がない様な感じがする。住み込みだと園にいる時間が長いので、息抜きができない。員間のチームワークにより子どもたちの環境も変わることを感じる。霊性的なマンパワー不足だと思う。それに伴い、労働条件も過酷である。施設自身、アットホームな感じでとてもよい職場で、会議でもどんどん発言させてもらえ、企画させてもらえる。恵まれていると感じます。しかし、入所される子どものケースの問題が重く、子ど情緒面でのケアが大変です。もう少しケースの方向性が具体的に出て、常に見直しが計れる事が出来れば良いと思います。しかし日常の子ども達との生活の場だけでも大変な子どもを多くており、時間がとれないのが現状だと思う。ムは女性職員ですが、今日の児童養護施設は若い女性職員が働くにはかなりきつい職場かと思います。若い女性職員なら、ここまではやって良いだろうと考え、児童もなめてかかり、結。とれないことがあります。中高生男児にすごまれることもありますが、“能力”のみで片付かない性別の問題など、先輩、上司、全体に理解が進むと私達も仕事をしやすくなるのですが。日通しが悪く、狭い見方の上司が多い。理想、ばかり高く、それを実現できるような土壌づくり（指導員、保母に対する配慮）が軽視されている。子どもに対してもストレートにぶつかろうとしない、尊敬できる職員がいない。独自で学校や他施設を交わり、成長していくしかないと考えている。員1人に対する担当子どもの人数が多いと思う。担当する子どもが減れば、私たちは余裕を持って、対応できると思う。児童養護施設で働くには、自分を犠牲にするのが当たり前という風習がどうしてあるのか疑問に感じる。プライベートな時間は欲しい。友人や家族を大切にしたい。結婚しても続けたい。そう思噛がなぜいけないのか。私の職場はプライベートも仕事も大切に考えている。子どもを大切に思うのは当然の事として、職員の事もきちんと考え、長く働ける職場にしたいと思える雰囲気が悪しのように言われる現状に負担と疑問を感じる。職員の事を考える事は子どもを蔑ろにしているのとは違う。超過勤務時間が多く、人手不足を強く感じる。厚生労働省の職員配置基準を現行の6対1から見直してほしいと思う。まかなか求人がないので新しい人材が育ちにくいと思う。自分の勤めているところでは人間関係も悪くないので、あとはもう少し給与面でなんとかならないかな…・と思う。休み（有給）も自分のだけでなく、他の職員の勤務椀況も考えなければならないことが多い。人材不足は危機的である（時間、余裕のなさ）人材不足は危機的である＝子どもの状況の変化への対応閤題行動や被虐待児童等に対しての心理療法士等専門職の配置潰数、給料とも少なすぎる。子どもの年齢によって職員数を決めるのではなく、障害を持つ子、問題行動のある子、虐待を受けていた特別なケアが必要な子、様々なケースに対応できるだ1充分な職員が必要であると感じる。またぎりぎりの職員数のため、有給消化ができない。第一に児童のことを考えて将来、立派に社会に出せば、職場環境には問題ないと考えます。第一に児童と考えるか、第一に仕事と考えるか。員一人に対して子ども6人の基準は低すぎ、最近では知的障害の入所も増え、対応しきれない状態である為、早急に改善してもらいたい。一般家庭とは違い自由が少ない。子どもも職員も拘束される時間が多い。休憩をとれる環境がなく、男性職員は女性職員に何もかも任せきりで、子どもと関わらない。小規模で家庭的環境でもっと子どもとの関わり合いがあれば、信頼関係が深くなるのではないでしょうか。自分がこんな中に児童として入れられたら生き地獄。職場としても言う事をきかせる職員が良い職員という雰囲気が漂い、格闘家を雇えばいいという感じに思える。集団生活では子どもの成長にとって必要な個性を生かしたり、大人との関係を作ったりする環境でない。「養護施設」よりも長期可能な「里親」をもっと増やすと良い。　　、最前線で頑張っている方に対する理解のなさ、話し合いの不成立、今の処遇のことだけで手いっぱい。それが子どもの将来にどう影響するかまで考えていないようで怖い。上の先生もの職員も「子どもが可愛い」だけで、休日、給与のことは二の次にしているのは立派。その可愛い子どもに対して具体的に接していく方法が本当にこれでいいのか、この方法で成長した子はマういう大人になっているのか、自信がない（あてになる、きちんとした助言が欲しいので、プロのカウンセラーが本当に欲しい。それが叶えられないので、自分が勉強しようと思っています）。の部下に対する態度を見ていて傷つくこともしばしば・…・（子どもも職員もボードゲームのコマのよう。「私たちはチームなんだ」という意識が全く感じられない。残念）。全く信用していないとしより、疑心暗鬼、そこは会社（中小企業）と同じようです。別的な関わりの必要性を感じながらも、日々の生活指導に追われ、じっくり1人1人と関わってあげられない。職員間で意見の相違があり、指導の統一が図れないことがある。宿直体制であ、日によっては、何度も幼児に起こされ、殆ど眠れないことがあり、拘束時間が長く、きつい。悪い点をあげればきりがありませんが、基本的な部分では今の職場に大きな不満は感じていないように思います。職場への職員の不満は子どもたちの処遇へつながりかねないので、自分自まず気持ちよく仕事ができるよう努力したいと思います。名古屋市の養護施設は他県の施設に比べ給与面で優遇されているようで、そういった面での不満は感じておりませんが、1日当たりの労働時間8時間の中で、仕事がなかなか終わりきらず、間程度は必ず延長する所が大変です。長の意見がコロコロかわり、施設内処遇が多々不満を感じる在の職員割り当てでは本当に大変、6人をせめて4人担当にしてほしい。保育士、福祉士（ママ）の専F雅ではとらえきれない程の問題が多く、他の専門性、心理士等のカが重要になってくる。の勤務形態、給料では新しい人材はつづくのかも難しいし、育てるのも難しい。一79一日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集女性はホルモンバランスが崩れると、精神的にも肉体的にも苦しいので、生活のバランスが乱れるとかなりしんどい。そのためにも週休二日制は出来ないものかと思う。あと、児童福祉司との略がとりにくい榔況にある。児童福祉司サンの担当児童数を減らしてもらいたいと思います。あと入所定員を減らしてほしいです。有給休暇制度はあっても、なかなか実際にはとれる状態にない。みんなが遠慮することなく、どんどんつかっていけばいいのに。安心して休みがとれるためには、職員のチームワークで支えくことが大切だと思う。　員不足から一人で担当する子が多く、時には2、3部屋見なければならない。また、大人側にゆとりを持った処遇が難しいこともあり、子ども一人ひとりにしっかりと関わることもできてない。スービジョン体制があればと強く思うが施設としても全職員の共通した目指すもの（目的、目標）がきちんとできていないこともあり難しい。スーパービジョンがなく先輩、施設長の価値観が優先されてしまう業務は心に負担があり、本来なら喜びもあると思うが本当に心からよ喜べていない自分がいる。各々違った考えを持った職員同士での子育てはとても大変なことである。施設の空間に居るだけで、和み、楽しく、充実できる空間を目指したい。大人のチームワークは子どもに影響すると思う、そのことを理解してくれない人がいる。チームワーグ’ほうれんそう”がしっかりしていたら、子どもにもよりよい環境矧共になると思う。”働条件が悪すぎる、勤務時間が長く、プラィベートの時間はほとんどない、給料は安い、という状況で、何を支えに頑張るべきか。児童福祉にお金がないことはわかっていても、あまりに職ボランティア精神に頼りきってはいないか。「見返り」という言葉は好きでないが、頑張ったら認めて欲しいし、子ども達の成長から喜び、充実感を感じるには長い時が必要。だからせめて給半こいいとか、自分の時間を確保できる等、目にみえる形で認めてほしい。「宗教」や「福祉』という視点から、そういった訴えをすることすらいい顔をされない現実がある。福祉職とボランティァr責任」が雲泥の差で、その責任に値する保障を真剣に考える時期なのではないか。　どもが育つ場に関わる専門職という意識を持って業務にあたらなければならないのですが、不規則な勤務、職場環境の為、職員にゆとりがなく、求められている二一ズを果たしきれてきなしが現実の職場の実状です。職員には移動もないので（特に上司）環境を変えていくのは難しい事だと思います。頑張っていかなければ！！・継続勤務での時間拘束への不満。職員間の統一されない子どもへの指導法への不満。最近の子は手がかかりすぎて、職員全体が負担感が大きいと思っているので、最低基準を上げてほしい。蹟をもっと増やしてほしい。労働時間短縮を希望する。日常の作業が多い割りに職員数が少ない、特に個別に対応する時間が充分に取ることができない為、子ども達のストレスや学力不振の原因になっている場合がある。とても楽しく仕事させて頂いている。休日に小学校の行事等が入り、結局休めないと多少しんどい時もあるが、顔をだせば子ども達は喜んでくれるので頑張れる。どものため…とは思うものの、プライベートがなくてイライラする日も多々あります。でも、子どもの笑顔は何ものにも変えられないと思う毎目です。目こ比べて改善された部分も多いが時代の流れと共に変わってほしい所も多い。職員の入れ替わりが早いが、そうならない為に何らかの努力はして頂きたい。やめるということはそれだけのがあるのだが上の先生方はそこに関心がない。子どもも変わっているが職員も変わっており、少しはそこも配慮すべき点であると思う。少子化だと世間ではいわれているが、施設に入所する子どもが多く、そんなことを忘れてしまう程である。子どもは減ってきているのに、子どもを育てる親に問題があり、子どもを取り巻く社△変になってきているように感じる。子どもの問題が大きくとりあげられがちになっている今、その子どもたちを育てる親に対しての社会の制度や教育等をもっと充実出来たらと思う。結局、児施設に入所してくる子どもたちは皆、被害者なのだから。人手不足は何とかして解決していかねばならない。ボランティアの活用や、パート職員の動員等考えるべきである。関わる時間が少なくなると子ども達は不安定になり問題行動にはしりがちに，」る。職員間の連携も大切にしなくてはいけない。また、勤務を組む上での平等性をはかって欲しいと強く感じる。　’入制をとっている為、どうしても勤務日のプライベートは作れない。また1日の勤務時間も決まっておらず自分の自由がきかない。小舎制を採用しているが、小舎制の良い点（家庭的な雰囲気、で協力して生活していく等）がみえない。子どもを管理することも大切だが、子どもにあった生活スタイルで日々を送れたら、子どもたちの不満も少しは解消されるのではないだろうか。職員自、もっと子どもの立場にたって、子どもの生活スタイルをみつめなおす必要があると思う。凋40時間制で、質の向上をあげろといわれても、無理がある。虐待児等処遇困難児が増加する中で、最低基準の見直し、関係機関との連携の確立を求める。施設長や会計、主任などを、全てシスター（カトリック系法人団体なので）で固めてあることに疑問を強く感じる。独特の常識や世界観に支配され、「シスターだから」というので、周囲が忠告したり、見をのべるのを遠慮する節があり、本人達も、世間知らずに気付かないまま、人となりを疑うかのような発言や対応が見られ、日頃から残念に思う（シスターは、自己中心的な人が多いようにう）。又、職場の雰囲気としては、それぞれ（小舎だからか？）が、自分のホームだけ目が行き過ぎ（これも、子どもの数に対して職員数が少ないせい）ているように感じる〈職員同士が〉。「助1い、思いやり」を持てるゆとりがない。全く。人間関係は悪くなるといえば悪くないのかもしれないが、目夜超勤で、踵1民も休憩も削られ、自分の生活すらまともに送れていない中で、人の粗探たり、陰ロも頻繁になるのは仕方のないことなのだろうか？朝礼では「悪い所」「なおしてほしい所」ぱかり出すのではなく、「OO先生のこんな声かけが良かった』など、良い点の気づきをて士気を高めてほしいし、もっと向上心や認め合い、助け合いの雰囲気を高める意識を持っていかなければと思う。入所している子どもに対して、個別的なケアがもっと必要であると、感じるが、現在の勤務体制では難しい。っと職員間での意識統一をし、協力し合い育てていける理境になることを願っています。人的環境においては、質、量とも十分とは言えないと思います。入所児童の抱える問題の複雑化、重複化、重度化に、職員が十分に対応できていない現状があります。人数不足もありますが、一人の職員の持っている能力だけではおいついていけないと思います。指導や対応に悩んだ時、適切なアドバイスをしてくれたり、フォローしてくれたりと、心理面そして実践面での支えとなが不足している気がします。日々こどもたちと生活する中で直接関わり、ぶつかり合ったり支え合ったりするのは直接処遇職員であり、その職員が十分にカを発揮し、また適切な指導を受けらるよりよい状態で子どもと接していくことが何より大切だと思います。今は子どもの性格的問題行動に悩んでおり、先輩方に相談はするもののなかなか解消されず、また、子どもにも、一80一高橋他　2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究員の指導が入っていかない状況で、とてもしんどいです。また、十分な休日もなかなか保障されず、体を休めたり、リフレッシュする時間が作れず、ゆとりを持った状態で子どもに接することが来ず、悪循環だなと思います。護施設は職員と子ども達という職場でなく、家庭であり、父母がわりの大人と子どもが生活する家であることを忘れないことが大切！（上司、先輩に叱られることを恐れ、きちんとしなければ、どもをきちんとさせなくてはという気持ちが強くなってしまい、子どもの見えない問題や心境を見過ごしてしまう傾向になっているため。）ども、職員と共ゆとりがあれば生活が生き生きしてくると思う。あまりにも互いに忙しすぎる。もう1つは児童養護施設の軒『性の確立ができれば、とよく思う。人員配置が少なすぎる。休日出勤、長時間労働のくり返しで、精も根も果て、若手の職員がどんどん入れ替わる。ただでさえ個別化の対応が求められる子どもが増えているのに、それに対しの環境改善は全くと言っていい程ない。業務が増えるばかりで、人材も育たず、職員同士も憎しみ合うようになる悪循環です。何とかしたいという気持ちがあっても、根性だけでは限界も感じし、子どもの処遇にとっても、非常に悪影響だと思う。また、古くからの体育会系の感覚が、変わってきているとはいえ残っており非常に働きにくい。これからの養護施設のあるべき姿（労働条件等を明確に指し示すことを望みます。まずは職員を休ませてあげて下さい。お願いします。だまだ、地域の人達に施設のことを理解してもらっていないような気がする。職員体制の充実を図っていただきたい。今、子ども、6人に対し、職員一人の割合で担当をもたせてもらっているが、実際の勤務では、子ども28人を職員2人でみている状態なので、一人の子どもとゆっくりと話しをすることも難しい。舎制で、家庭的な雰囲気はムリなので、小舎制が増えてほしいと思う。本年度より心理職の導入で、大変仕事に対し、専門性が身に付いてきていると感じます。とてもやりがいが持てる様になりました。ただ、体力、気力がもたずに、子どもに対して、上手、十分にわれず、悔しい思いをする事が多いです。もう少し職員に休暇があればと思います。勤務時間があまりに長く、職員1人に対しての負担が大きい。職員が少ない為、病気をしてもゆっくり休めない梼況を管理する側の責任者が理解出来ていない。毎日の作業に追われ、子ども11人と関われない状態である。自分に余裕がない時（休みが週1も取れずとても忙しい時）は、子どもに対しての関わりも上手くいかない。休みを取れる体制になく、休みで働くこともしばしば。子どもとの関わりの中で、自分の余裕もないのに、的確な関わりができるでしょうか？勤務体制の見直しが叫ばれている中で、なかなか意見が取り入れられないのは辛い。幼児棟、学童棟、中高棟と3つに別れており、同じ棟内の職員関係はとても良好で楽しいが、他棟の職員との人間関係が大変難しい。今の職場は特に難しく気を遣う。私だけ感じているかと思っていたが、私と同様、別の職場経験のある職員数人に聞いてみたところ、同じように思っていた。やはり、職場の人間関係がうまくいかないと、つまり、職員の心く精神〉が安定していないと、子どもに対しても、ゆとりを持って関わることができない。毎日仕事は大変で、子どもとの関係が上手くとれないな時、悩む事もあるが、とにかく、子どもたちの成長や変化を毎目のように見れて嬉しく思い、やりがいのある仕事である。これからも子ど二ちに適切なケアができるよう勉強していきたいと思っています。大舎で交替勤務では職員数が少ない。担当班をもっている意味がないように感じる。大舎で環境が整っていない（小学生30人強が、1部屋で宿題をする。1つの部屋（班）に8人が生活しているどものプライバシーがない。勉強机が1人1つもない等）。職員間の中が悪い（子どもの前で先輩が注意する．意見が聞き入られない、子どものいる前で他の職員の悪ロを言う人がいる）子どを理解しようとしているが、大人の都合によるものが多いように思われ、職員が素人のように感じられる。全体的に時間、期限にルーズさがある。どもとのんびり過ごす時間が少ない。どもに携わる仕事につきたいと希望していた私にとって、この仕事は子ども達と共に笑い、考え、苦しい事も含めて、楽しくやりがいのある仕事だと思って取り組んでいます。しかし、設問にあったように、職員間での連携・コミュニケーションを密にしていても業務が超過し、精神的な余裕に欠けてしまう現状を感ぜずにはいられません。私自身の能力不足もあるかと思いますが、べ繭一ンの職員からも「子どもの質が変わってきた」という声が聞かれ、時代と共に子ども達は変わっていく中、ぎりぎりの職員数で一人一人の心のケアまでも充分に対応していくことは困難なのは、と常に感じます。経営上、職員数を増やす事も給与を上げることも不可能なのは承知していますが、現在の数で工夫でき、得る事はやった上で、尚感じる負担は、どの様に解決していけぱいのでしょう。私達はしわ寄せが子どもに行かないよう、日々細心の注意を払い、反省を重ねる毎日です。損の出入りがはげしい為、子ども達とゆっくり会話で巷ない様に感じる。研修でいろいろなことを勉強するのもいいと思いますが、他の施設も見学して、職員の勤務体制、子どもの生活環境、指導方針なども知りたい。厳しい職場環境だと思うが、子ども達の生活を考えれば、あたりまえの環境であると思う。職員の人数が増えれば、有休もつかえたり、病欠しやすくなったり、気持ち的にゆとりができるのだが、人数が増えれば、自分達職員は少し気持ちが楽になるが、子ども達には、あまりいいとは言えない気がする。本来家庭では」対1や2対2などであるから、少ない人数でびっしり関われるこが理想だとは思うが、難しいことだと思う。“児童の最善の利益”と言いながら、地域によって、補助金などの違いがあり、私立高校に行けない現状に腹が立つ、児童福祉の分野は老人福祉分野などに比べ力を入れてもらっていないと思う。職員の数も少ない（東京との差が大きいと感じました）女性にとって、子どもがいたら続けにくい職業であると思う。その為か、結婚退職する人が多いように思う。職員の入れ替わりが多くなるほど、子どもたちに与える影響も多くなると思われる。員の専門性が育ちにくいと感じる。一般的に施設のイメージはあまり良いものではないということを特に実習生からききます。実際に実習を行い、暗かったイメージが変わりました（子ども達も明るい等の悪いイメージ）と言ってくす。まだまだ暗いなどのマイナスイメージを持っている方がほとんどという現実を少しでも改善されていくことを望んでいます。一81一日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集現在の人数体制で、子ども達それぞれに十分な時間をそそいであげるのは、難しいのではないかと思う。国の定める職員数が少なすぎる。うちの施設では、それ以外にかなりの人数の職員がいるけれど、それでも、時々少ないと感じることもあります。子育ての経験をしたことのある職員が少ないと思います。その経験を生かして、仕事が出来たら、また違う保育が出来るのでは…と考えます。又、一般の方々に、状況、様子を知って頂けたら、た違った運営も出来るのではないでしょうか。大集団の中だと、子どもも不安定で落ち蒼かないことが多い。又、職員も一人一人に目が届かないこともある。小集団で見られれば、子どもの欲求、気持ちを聞き入れることができ、より家庭的左所に近づけると思う。子どもの安定のために、小集団に分けて見られたらと思う。どもとの関係で悩む事もあるが、それ以上に、職員同士の人間関係で悩むことが多い。職員同士の関係の良し悪しで、職場は変わると思う。変則勤務で体がきつい。自分の施設だけでなく、広く一般的に児童養護施設の職場環境は悪いと思う。特に労働時間（拘束時間）の長さや、休目が少ない事は、職員の心のゆとり、体のゆとりを奪い、それが子どもへの適切な関わりとして返ってしまう事も、時にはあると思う。現状の環境が続くかぎり、早期離職者は減らないだろうし、何より、きめ細やかな子どもへの対応ができない。自分自身が、いわゆもえつき症候群」になりそうな気がしている。国の最低基準（職員配置）の見直しは急務。施設に入所してくる児童の対応がとても難しくなっている。特に心理的ケアが今いる職員の資格だけでは不充分に見える。子どものためにも心理職を配置し、その中で自分達のできる事をする、った職場にしてほしい。　員の数が足りず、子ども達に十分に接してあげる事ができない。特に病人がでた場合はどうしても病人の方に手が回り職員が2人1精1だと、少しは余裕がもて、どちらかが病人、もう一人が子に接する事ができる。しかし、職員の週休の関係もあり、どうしても職員1人で何人もの子どもをみている状態の場合がある。潰のプライバシーが守られない。そういった意味での機密保持が足りない。思いやりの足りない職員が多い。一人よがりの職員が多く、協力体制がうまく発揮されないことがある。長期の休8取ってもいいことにはなっているが、そのことに対して反発を持っている人もいて、それを影で言舌していたりする。集団生活という部分で子ども達に我慢させる部分が多い。グループホームみたいな形になればいいのでは。職員間の良好な関係は絶対だと思う。悪い関係だと子どもにも影響してしまう。　どもの抱える問題は多く、難しい為なかなか対応していけないし、また増加している虐待児に対しても心理的なアプローチができず、このままでいいのかという思いがある一方、直面する問少しずつ改善していっている。自分自身、中学生を担当しているため、強く感じるのが、現在、問題を改善することで低学年が退所するまでには充分なアプローチをする余裕があるが、中高退所するのは、そう遠くない未来であるため子どもにとって充分なアプローチができないことにジレンマを感じる。あせりを感じつつも、私なりに精一杯のことをしようと思う毎日である。底賃金、重労働。人間を相手にする仕事ゆえ、とてもストレスが溜まる。発散しようにも休日が少なく、時間どおりに勤務を終えられることはないので、ストレスはもちろん疲れが溜まる。又時惜での会議等の勤務もあり時間外手当や残業手当も少ししかつかず労働条件としては悪いと思う。時代の変化にともなって、子どもの心も変わってきており、それに対しての職員の二次的ストレスが増えてきている。それを解消するためには、職員を増やしたり、職員間の協力が重要となっいると思う。おだやかな職場環境がつくれたら良いと思う。施設内の環境をもっと整え、住みやすい場を使ってほしい。ケースが複雑化し、個別的対応がますます必要となっている現状で最低基準は何十年も変わっておらず、結局そのしわ寄せが子どもに行っていると思います。私事ですが、祖母が入院し、そ舞いに行く度、広いスペースと大勢の人員配置にrうらやましいなあと思っています。　団生活の中でいかに子どもそれぞれの個別化をできるかが相当困難。職員の指示に素直に従い、当番や目課を進んでこなす子を良い子ととして、ややもすると職員の都合で機械的に、画子どもの生活を管理することが子どもにとって良い事なのか疑問。仕事がマンネリ化し、新しい変化を疎んじる傾向が職員の中にあるように思う。閉鎖性、硬直性を破るには、何よりも職員階確執を軽減し、穏やかに協力して仕事をする環境が必要と思うが、トラブルを恐れ既存のシステムに安住している。　　3家庭環境、社会情勢の中で、入所する子ども1人1人の心のケアを重点においた時、個々の関わりが大切であるといわれる中、個々を大切にできるだけの職員の数が確保されてない。基準、職員配置の見直しが必要。ただ現場の職員は、自分自身の職場ももちろんそうだが、他の施設をみても自分の生活よりも、子ども達との関わりを優先して熱心に仕事をしている職員がと思う。子どもの心のケアをきちんとできるために、職員のケアについても、ぜひ、考えていただきたい。児童の抱える問題は複雑化しているにもかかわらず、時間的にも技術的にも対応しきれていない現状にイライラする。改善しようというよりは、1日1日を“こなしていく”になりがち。職員の成にも偏りがあり、レベルアップは見られない。気持ちはあるが、先にr辛い」が立ってしまう。員の配置基準がおかしい。職場の人間関係は、それほど悪くないと思う。新任の職員との間には、まだまだ隔たりはあるように感じるが、徐々に埋まってきていると思う。子どもの人数も多く、色々な事情を抱えて子がいで、もっと職員の数を増やし、子どもたち一人一人にもっと沢山関わる時間を持ちたい。現在は確実に職員の人数不足であると感じる。又、もっと園長先生に施設内へ入って頂き、子どもと沢わって欲しい。そして、子どもの性格等把握した上で、職員に対し、助言をしてもらいたい。現在、若い職員が殆どの為、子どもたちの対応に困る事が多いです。保育士の中に、育児の経験いない為、育児経験者（頼れる人）が欲しい。呆育園保母を10年縄験した後、施設保母となった。施設について感じることは、とても閉鎖的で世間からその施設の中だけが取り残されている感じ。閉鎖された世界だからこそ許されることがあり、普通の外の世界では通用しない変な常識がある。それに馴染めない職員はやめていくが、新卒で入った職員は何も解らないので、これが普通だと思い馴染んでいく。仕事としてはとて晴らしい仕事だと思うのですが、この閉鎖的な面が職員を成長させない。とにかく変な世界だと私は思う。一82一高橋他　2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究スーパーバイザーの存在や施設内研修の機会があれば、ケアや子どもへの共通理解が深められると思う。スーパーバイザーのような軒『家による第三者の視点や関わりがあれば、施設内うてしまうようなこともないのだろう。　々な問題をかかえて入所してきている子ども達が多くいる中、私達はもっと1人ひとりにしっかり関わりをもち子どもの自立に向けて支援していく必要があると思う。しかし実際には時間も職。も足りないといったのが私の感じるところである。潰の週休二日制などにより、子どもとの関係が1対20の場合がある。子どもに対してよりよい援助・サービスを行うには難しい環境だと感じる。絶対的に職員が不足しているために1対1のをとることもほとんど不可能である。どもの生活を支援するということから、盆、正月も関係なく、24時間体制で子どもと関わっているため、結婚、出産後の継続は難しくなってくる。子どもの第二の家として、子どもが退所してか’長をずっと見守っていけるように、長く勤められる体制、保障がもっと充実していればと思う。1人1人の子どもともっともっと密に関わってあげたいが、寮の日課・外部との連絡調整等の業務が山ほどあってなかなか時間がとれない。法律畑が長く、福祉のフの字も携わったことのなかっ自分の様な若い者が、子ども達の直接処遇にあたっていて本当にこの子達にとってよいのだろうか（専門性もない）。3年でサイクルしてゆく児童指導員の体制に疑問を感じることがある。どもを育てていくために、大人一人一人の勝手な行動をしてしまっては、子ども自身に習慣性がつきにくくなると思います。職員同士が自分の理想を持っている事はとても大切な事ではありま、子育てという立場に立つとすれぱ、やはり一貫性をすごく大切に重視しなければならない事を、つくづく感じます。ども達との関係の中で、どうしても、1人でみる子どもの人数が多すぎる為、目の届かない児童が多すぎるのでは、と感じる。何かしたから接するのではなく、日々家庭として、幼児から高齢り、一に過ごせるようにしていきたい。勤務体制や業務内容上、結婚、出産後も働き続けることが非常に困難で、そういう意味で児童養護施設の雇用の不安定さを女性の1人として感じる。長く働けない’という暗黙の了解が女性職。中であるが、子ども達の成長を見守り、支援する上で、やはり若さや体力だけでなく、経験や知識も重要であることを思うとき、もっと、女性にとって働きやすい雇用の安定を図ってほしい。子どもたちにとって長期にわたっての継続的な関わりが必要だとは思うが、現状の労働条件では難しい。その為にも、労働条件の見直しが必要であり、職員にとっても、人間関係を含め、快適にける場になってほしいと思う。特に今感じる事は勤務体制の不備である。朝早くから夜遅くまで特に何時までとは決まっておらず、長くやったからといって給料は上がらない。また有休等で休みをとると別の職員に負担となまともにとれない。住込みのため、1日の不満や不安を解決せず、ただ勤務をこなすだけの日々も多い。そのためゆとりや余裕がなく、子どもに対しての援助も納得いくものではない。細かえ課が決まっておりそれをこなすのに精一杯で個別性もない。職員が少ない。1人当りの子どもの人数が多すぎる。現在の勤務体制では日常の業務に追われ、子どもに充分に手をかけてやれない。また宿直明け休みが確立しておらず、そのまま次の日の勤務となってしまい、体力的にも辛く、きちんとした｛をするのは辛い。職員が1人でも増えれば、子どもの為にしてやれる事が沢山増えると思う。自然に恵まれていると思う。騒音もなく、子どもが伸び伸びと成長できような環境ではないかと思う。年齢格差（職員間）より、人間的な魅力格差を感じる時、環境的に「自分は未熟だ」とか「相手が未熟だ」「この環境では」とたまに感じる。夢中で過ごす中、ゆっくり見回す機会が少ないかも。　どもの人数（担当制によるケース担当）による職員の精神的・肉体的な苦痛・負担があまりにも大きい。職員が気持ちのゆとりを持って充分な処遇をしてあげられていないのが現状。措置費設として使える費用が少ない中で厳しい労働条件で処遇困難な児童に充分なケアをと要求されるが、ムリなことだと日々痛感している。パート職員に対して身分保障が不充分で負担が大きい。だんだんパート職員が増えている。施設長は職場環境の不満を改善しようとしない。・子どもの質（何でも当たり前と思っている姿勢）・職員との人間関係。・臨時、正職との給料の差（同じ時間、仕事をしているのに・…）入所児が増える一方で、職員の数がまだ不足しているのではないかと思います。子どものケアに不十分な部分が出てしまうこともこれから増えてしまうかもしえrないし、職員もしんどい思いをけれぱいけないと思います。・専門性の向上が不可欠。単なる「父、母代わり」ではなく、子どもの発達の必要こ応えられるような、教育、心理etcのエキスパート集団でなければならない。・「児童轡欄底基準」は文字馬最低。改善を望む。1、2年目の職員に求められているものが重すぎ。若手の職員を子ども達はすぐに受け入れてはくれない。しかも職員の言う事など、聞く耳持たずといった様子である。しかし、上司からは、そも言う事を聞かす様に言われ、しばしば板ばさみになりがちである。子どもと触れ合うのではなく、厳しく接するという体制に不満を感じる。’員一人の負担が大きすぎる。子どもにとっても良い環境とは言えない。子どものことを一人一人考えられるゆとりを持てるようにしてほしい。厳しい問題を持っている児童が多く、対応に苦慮している。また、担当制が強く、担当児のことはその担当職員が責任を持つのは当然と思うが、指定休日でも、自分の都合を犠牲にして担当児の応に追われるのは、精神的にも肉体的にも苦痛である。職員との関係については、職員同士が信頼し合っていない。互いの不満を責めながらの業務、仲の良い人たち同士の対立等、人間艮がスムーズに行っていない現状である。職員関係の気まずさもかなりストレスになっている。当園は公立で職員の転勤があるが、子どもと信頼関係を築きにくく、援助の一貫性も図りにくい等、メリットの多さを感じる。本的に児童養護施設の業務が簡単なものとは思ってなかったので、それほど苦と思わないが、業務をするにあたり、必要な事の順番が違うのではないかと感じることはある。給料がどうこう言わないが、住宅手当等のその他の手当がもう少しついてもいいのでは？現在の給料のままで近い将来家庭を養っていけるかどうか不安になる。この仕事は非常にやりがいをもってでき事だと思う。今後も頑張っていこうと思う。特に千葉県は数年で辞めていく職員が多い。給与の問題、勤務体制の問題、施設長レベルの手当てがつかなくても、時間外労働も当然といった考え、何故、辞めていく職員が多いのか、真剣に一83一一日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集上のレベルで考えてほしいことを切に望みます。個人的には上司に恵まれたいという気持ちが強いのですが。いくら教えても物の大切さ、ありがたさが全然子ども達は分かっていない為すぐに物をなくしたり、捨てたりするのがとても嫌です。　　は小舎制のため直接処遇職員は住み込みとなっている。最近、虐待児等がふえ、特に子どもたちが思春期を迎えると、社会虹活からドロップアウトして、不登校になるケースが増加してい。それに対する職員の不足から、充分なケアができないと共に、職員の疲労も激しくなってきている。充分な職員の数がほしい。繰り返しになる、現場職員の質の向上（採用時から）が必要。新たに心理職を採用するよりも、同等のカのある人材を指導員、保育士という直接処遇職員として採用していけぱいいと思う。もちろ知識に関してだけではない。人格という面での向上も！あと、児相との連携は急務です。子どものことで急ぎの連絡をしようとしても児相の担当職員さんが留守（出張）などでうまくやりとりできにもどかしい思いをすることも多い（児相の方でも施設に対してそう感じているかもしれないが）。　どもが最優先で休日も子どもと外出したり、勤務時間外も一緒に遊んだり。何も用事がなければいいし、子どもの為なら勤務時間外に外出も苦にならないが、それが当然で私用で断りにくい。今、社会福祉士の勉強中で、私事なので仕方ないが、休日に出勤しなければならなく、かなりしんどい。宿直も殆ど夜勤状態で体力的に限界。人間対人間であるため、対応・処遇の在り方など「これが正しい」ということが明確にならず対応に息詰まった際の答えがみつけ難い。意見交換、話せる雰囲気が欲しい（2年目なので意見が言し“らし’）・0仕事に就し’た頃は子どもへの言葉づかい（〜しなさい・舌曝な言難使わない）に気をつけていたカく、仕事をしていくうちに、言葉づかいが舌曝になっていってしまう自分がいて。・ライベートでの出来事（ストレス、不安定）が仕事に影響しやすい（その逆も）（切り離すことが難しい？）難しい子どもを受け入れなければならない梼況の中、職員や施設に対する配慮が感じられない。時間外勤務（労働）の多さ。気持ちにゆとりを持って接することが出来る様に、職員定数をふやすなど、といった具合のとりくみがなされることを願う。これから子どもが多様化していくと思われるので、施設自体も多様化・ようにしていく必腰があると、思、われる。一翻じていることは嚇削が勧こと・日勤613・〜18；・・麹13：・・一22：3・・臨6；3・〜13：・・、17：3・一2213・（13：・・〜17：3・まで悔）．寵6：3・一13；・。、1フ；3。〜次の日のタ方18：迄（1：30〜17：30まで休み）。宿直13100〜次の日のタ方18：00。子どもの成長や行事など、楽しいこともあり、とてもやりがいのある仕事であるが、勤務時間が長く、自分の体調管理が難しい。員間のチームワークの難しさ、男性職員の立場等厳しい面がある。上の職員が下の職員をしっかり見ていかないといつまでたっても成長していかないと感じている。どもたちの置かれている現実を決して仕事としてとらえるのではなく、1人の人として受け止め、日々関わっていきたいと思います。「子ども」の為の敏’はあるが・その蝿1襯の（轍者の）安定があってこそだと思う・当騰くr糖て」鴨賭に対する蝿1を充分できるところとはいえず、またそれを充分にできる軒　がないことにイラダチを感じる。近年、入所児童の抱えている問題が多様化しているように思う。そんな子ども達こそ、1対1の個別ケアが大切でゆとりをもって子どもを受容してあげたいが、どこの施設も難しいのではないか。人も大切だが未来あるたくさんの子ども達のことも考えてもらい国全体の理解を得てもっと子どもの方にお金を使って欲しい。子どもにしてあげたい事はたくさんあっても、実際人手も時間もず・＋分なケアが出来なし’現状がある・そして職員自身が色々な事を抱え込み、燃え尽きてしまうようになり、ベテランの職員砂なくなっているんではないカ・と思う．是非子どもの麩第＿にえ、少しでも多くの子どもの心を満たし、子どもの笑顔をたくさん見たいものだと思う。児童養認の麟鵜境は・鵬で働く者の実感として・非常に劣悪だと思います。給与面や淵動喘の改善はもちろんのこと、子どもの担当人魏減らしてほしいと切実に願っています．、職員の体力的消耗、精神的負担は非常に大きいと思います。子どもの担当人数を減らし、職員が子どもたちによりより処遇がおこなえるように、また、職員の日々のストレスや悩みの深さ当なものであると思うので、実際の諦面として、給与面の改善を望みます。また、女性が結婚して、自分の子どもを育てながらも、仕事を続けられるようになれば、（せめて、その後職場復帰とか）職員自身も、施設の子どもにとってもより質の高い実践が成しえると思います。昨年度限りで、施設の運営が厳しいということで、職場指導員の役職がなくなりました。これからの時代、就職を親身になって考え、即行動できる人が居なくなるということは、卒園していく子にとは、大変申し訳なく思います。　E待児が増えている社会背景の中、養護施設の役割と現状の難しさを強く感じる。子ども、職員の不満解消は職員配置を増やすことで、殆どが解消されるのではないか。我が園は一族経で、昔からのやり方を重んじている所があり、社会の二一ズに合わせて変えなければならないのに全く変えようとしない園長に不満を感じる。噛働時間と精神的な負担が大きい。軒『性をあげるため他施設訪問の交流を密にし、閉鎖的な環境を作らないよう努力していく必要を感じます。常に子どものためを思い、意見、指導を統一していく事。統一した感覚で指導していく事。どもとふれ合う（話をする）時間が少ない（何かと、雑務におわれてしまう）冒　に入所してくる子どもは増える一方だが、それに対しての職員数の減少は、いろんな面できつい、一人、一人に接する時間も十分になく、労働時間がどうのこうのと言う者もいる。どこの壼と思いますが、子どもに対しての職員の絶対数を増やしてほしい。蜆在の入所児童は、虐待の影響により処遇が難しい子どもが増えている。今の職員配置数では満足なケアが不可能。せめて子ども2名対職員1名の配置が必要。どもの成長を願う一方で、職員の安定のためにも色々お願いしたい。全く余裕のない生活なので勤務体制は考える必要があると思う。れてきた事から不満は出てきているが、特に環境は悪いとは思ってない。自分のポジションをしっかり持ち、自分に出来る事を精一杯やっていきたいと思っている。　どもとの信頼関係を築くのには相当の時間が必要となる。しかし、現在の勤務形態では長く勤務することは難しく、残念。入所する子どもの質も昔とは大きく違ってきている現在、それに合わ職員の勤務形態も最善の形になると良いと思う。結婚や出産などあっても勤め続けられる環境になれば…。又、難しい子どもが増えている中で、職員の方の精神面のフォロー｛棉1が各ーあるといいなと感じている。一84一高橋他　2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究う少し職員を増やし、子どもと1対1の関わりをもつ時間がとれるようになったらいいのになあ…と思う。高3の1年間だけ（又は半年間）自分たちで料理、洗濯などの生活訓練の場所が出来たいいなあ・…。予選の削減が一番心配です。子どもの進学、自分の生活等がきちんと成り立つのか、不安を感じています。職場環境は決して良くないが、もっと人材もお金も必要とされる場所なので他地域や広くは国の理解があって、良い状態にしていくことが必要だと思う。人と人との仕事なので、職場の環境の悪ぬきにしてもrやらなければいけない」仕事にやりがいは感じています。どの職員も子どもへの愛情と思いを胸に日々一生懸命仕事に臨んでいるが、一人の職員に対して関わらねばならない児童の数が多すぎて、それに加えての雑務の多さ、また一人の子どもがおす問題の多さ、複雑さに対応しきれていないのが現実である。このままでは本来の養護施設としての目的、意義をはたせず、ただのばなしに子どもを預かるだけになってしまう。本来の子どちの生活、未来を考えるならば、児童の定員の減少、もしくは職員の定員数増は不可欠と考えている。　どもの成長に必要なことが的確に保障していないところがある。それは、子どもを受け入れるキャパシティーがないこと、突然入所してくる子どもに振り回され、統一性のない学習方法になっまうなど。中学卒業する際に選択できる環境を用意しきれていない、という課題。・院長と若い職員との考え方が180度違う。・院長と子どもとの関係が全くできていないので、間に立つ職員は辛い。　務が交齢1なので、毎日、上司、先輩と顔を合わすだけではないので、関係が作りにくい。特に相談したい時にはなかなかタイミングをつかむことがむずかしくて困っている。同僚とは仕事Pの場面でもつき合いがあり、友達感覚で楽しく過ごしている。やはり一人の保育士が抱える担当児の多さに常に苦労している。各々複雑な養育環境で育ち、本当に生活習慣の基礎（歯を磨く、布団にシーツをしくこと等）から一つ一つ面倒を見る子もい、虐待を受けてきて小さなことで固まってしまい、長い時間その子に付き添って解決させたいと思っても、どうしても他の子も気がかりで十分な時間が作れず、途中で終わらせてしまうことにしも後悔している。又ある程度の年齢になったら、大部屋ではなく個室をもたせたいと思う。学校でも集団生活、1嗣てきても一人の時間をゆっくり作れない、精神的ストレスがたまるのは自然委とと考える。こちらの配慮があればまた今とは違う生活が、職員も子どもも送れるのでは。行最低基準をいつまで存続させるのか？児童1職員の割合が現状で「職員の休暇」を配慮しているとは到底思えない！ケースが重くても細やかな処遇ができない1県立施設であるため勤務年数が短い。・虐待ケースが増え、養護児童定員数に対する職員数だけでは間に合わない位低年齢児が入所して来ている、職員増が必要。児童養護施設と児相だけの関係ではなく、もっと関係機関のネットワークを構築し、児童の処遇に最善を活かせるような体制をつくっていく必要性がある。潰の手も目も子どもたちには足りていない。又、どうやったら、きちんと自立する力をつける援助ができるのか。権利ばかりの主張を認めるだけでなく、責任や義務をおきざりにしていなし！大変な思いをしているのは子どもだけでない。職員は誰が守ってくれるのか？大規模な施設ではノーマライゼーションには程遠い。グループホーム化、又は里親が望ましいのでは。　員が減らされるこの時期に、中堅といわれ働いているが、女性が多く働く場所でありながら、この先、家庭を持ったら働きつづけられない状態になっている。このままでは、子育ての終わっ丈と新人という、中味のない職場になってしまうと思います。その上、児童の二一ズはかぎりなくあり、ゆとりのない職員に育てられた子どもはかわいそうだと思ってしまう。私の勤める所は”小舎制”と呼ばれているものの、16人の子どもが一つの家に生活しており、中舎制的な感じであり、1人1人にしてあげられることの限界を感じています、大舎の所で、小舎を目している方にはぜいたくな、と思われてしまうかもしれませんが、やはり、小舎と呼ばれるくらいなのですから、6〜8人程度の子どもと生活できる日がいずれ来たらいいなあ、と思います。員間で上下関係の古い考え方などが根強く残っている。勤務内容にもそれが影響していることがたびたびあり、1年目の保育士に仕事がたくさんまわってくる。員が足りない（子ども対職員の緋。職員間の連携をより深くする。　み込みだがトイレ、お風呂が近くになく子どもと一緒に使っている。・休日でも呼び出される。長く職場にいて当たり前になっている。・近くだからと言われる。・休日に出てくる事もあたり前で。・ライベートの時間がない。・精神的に怖い（呼び出しTELや、休日部屋に向かってくる足音）・継続勤務は、他の職種の人と生活リズムが違うので、友人との付き合いや、結婚してから働く環境としては難しいと感じます。・仕事でのストレス、子どもの指導で行き詰った時、乗り越えられるはやはり職員間の連携がとても大事だなと実感しています。・最後になりましたが、返信が遅くなってしまい、本当に申し訳ありません。。料が重労働のわりには少なく、長期休暇、有給休暇、休憩が職員の数が少ない為、ほとんど取れない。そういう状態の中、子ども達に良い処遇を行うことが難しいのではないかと思います。が疲れきっていては、望ましい接し方が出来ません。子ども達も職員の不安等を感じ取っている為か、よけいに落ち着かず、更に問題行動を起こす。それに対応しようと心身をすり減らす一いう事が続いているような感じがします。悪循環を断ち切りたくても、なかなか出来ない状態です。今後も、このような調査を行って下さい。施設の実態を捉えて下さい。どもの人数に対して職員の人数が少ないので自分の納得行く対応が出来ない事がある。子どもの権利という言葉は誰でも知っていて、守るべきと思っているが具体的になると難しい。今、私が一番問題としているのは「…してやる」という感覚がまだまだ残っていること。子どもの’捨ても気になる。充分子どもを可愛がっているのはわかるが、環境をかえていくためには、形からきちんと変えていくことも必要かと思う。非常に狭い職場であるため、同姓・異性との職員間のトラブルが多い事にストレスを感じます、函，．的に、施設から巣立っていくであろう子どもたちに、現状を伝えて自立に向けて援助していくことの難しさを感じる。様々な状況の告知など、とても難しく感じる。勤続年数が2〜3年という職員が少なくなく、「昔から…・」という考えが強く、固執してしまっているために新しい事・変わった事を取り入れにくい傾向が見られる。援助職にもスーパーバイザーが必要だと思う。良好な人間関係の大切さをとても感じています。お互いに思いやりをもって仕事をすることで大変さ、つらさは軽減されると思います。職員の数が少ない。一85日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集凋休2日もたいてい保障されており、職務負担を強く感じることは少ないです。しかし、中堅、ベテランの職員より、意見、アドバイスをいただく機会が少なく、個人の資質にまかされていることがくあると感じます。職員間の意志の確認、児童への対応の仕方など、軒『的視点に立ち、よりよい職務の遂行を行えればと思います。不適当な職員がおり、日々意見がぶつかり合い子どもにも影響がでてしまっており困っている。潰数がもっと多ければいいのにと思うことが度々ある。被虐待児がパニックになった時、指導が必要な時等、1対1で関わる必要がある時に、他児童を見ている職員が一人減ることは他職騨負担にもなり他児童への行動の規制も厳しくなる。これが子ども達にとって良い環境を与えるとは思えず、職員の増加が求められる。街地に施設があるため、敷地の狭さに限界を感じる。建物自体の老朽化のため、よりよい処遇を満足に行うことが不可能になってきている。ムは児童養護施設3ヶ所勤めた事があります。勤務体制があまりにも違います。静岡県富士市にある施設では朝5時30分〜夜11時頃まで勤務。それからミーティングで（子どもと一緒に住んる）鰯粥が4〜5時間の毎日。幼児もおり、休暇以外は外に出れず本当に大変。保育士も体調を崩し病気になってまで無理してやってる人ぱかり。いつやめるか考えて働いている。私もになり、毎タじんましんになり退職した。指導員さんは交代勤務。不満がつもり精神的に参っている。私は他施設へ来て、あれほど出た喘息もじんましんも出ません。どうか、富士市H園の保同さんが、このアンケートによって、少しでも改善されるよう祈っています。子どもの数に対する職員数が少なく、不満である。職員一人一人が持つ仕事の量があまりにも多すぎる。そのため、休憩時間や休日のぼとんどを仕事にあててしまい、プライベートの時間を．ことができない。職員数が少ないことは、子どもの処遇に良い影響を与えない。　どもと関わる中で、毎日新しい発見や出来事があり、1目1日を終えていくのが、精一杯のところがあります。時間や休みにこだわっていると、子どもとの関係も、築き上げるのが難しくなると思ます。決して職場環境が良いとは思えませんが、子どもたちの成長がエネルギーとなっているように思います。今回、指導員、保育士だけのアンケートでしたが、私の施設は該当者がいないということで私に回ってきました。他の施設は知りませんが、私の施設では、調理職員も子どもの関わりを多くして、食事指導もしています。かなり不規則で、重労働で大変です。このようなアンケートに他の施設職員のアンケートも入れてもらえたらうれしいです。かなり不規則で、継続勤務で、土日休日少なくて、給料が少なくてやる気が減ります。ムが勤務する児重養護施設では職員が仕事をスムーズに行える様細かく考えてある。職場内の人間関係はとても大切でこれによって仕事の進み方の差は大きい。　に子どものお手本となるような行動をする必要があり、緊張が続くが、子ども達の笑顔や同僚の先生方との交流により充実した毎日を過ごす事が出来ている。交替勤務制という事で、職員間の絡・引継ぎがとても大切な業務の1つであり、連絡体制をきっちりとり、スムーズに引き継げるよう心がけている。又、住み込みという通勤形態が多いと思うが、寮も施設の一部であるという，が必要であると感じる。ムの働いている施設は、静かで自然に囲まれたのどかな環境にあります。地域の方々とも様々な行事を通して交流があり、施設側でもできる範囲で資源を提供したりしており関係は良好だと思ます。施設内においては、残業手当を出してほしいと思います。また、連休や長期の休みがとりづらい雰囲気にあり、なかなかとれないのが現状です。人間関係では職員同士思いやりを持っ接しているので、良好であり、働きやすい環境です。担当の子どもの数が10人いると、目からこぼれる。勤務時間内に十分一人一人と関わる事ができずにいる。担当の子どもの人数を減らすか、職員を増やしてほしい。っと個別に関われる時間が欲しい。内の人間関係を良くしていきたい。’員定数の問題で、どうしても人手不足になり、十分なことができない。負担も大きい。生活の場としての役割と社会人としての関わりのむずかしさ大舎、小舎、様々の形式の施設があり、どれも一長一短であると思うが、私は、小舎、縦割り制が子どもたちの生活環境が一番安定するのではないいかと考えます。施設入所児の生活全般をみることで、仕事とプライベートの区別がつけにくい（勤務時間が終わって家に帰っても、子どもの事を常に考えていたり、気になったりする等）そういうところが、しんどにつながってくる。施設として、どこまですべき事なのかという一線があいまいな為に、求められる事が多く、負担に感じている。言ってもどうしようもないことだが人員配置等とにかく最低基準が低すぎると思う。この社会梼況の中で補助金等も色々削られる等、職場環境が次第に厳しくなる一方で、子どもや家族の抱える・は複雑、深刻化し、かつ施設の果たすべき役割や機能は増していく。そうした実状に対し、施設独自の努力や個々の職員のある意味ボランティア精神的な姿勢と取り組みで成り立っているの現状だ。そしてそのしわよせを一番受けているのが子どもである。言っても仕方のないことですが…。日景境、私は職場の人間関係がもう少し良くなると、やりやすい職場になるんではないかと思います。他の職場ではどうなんだろうと疑間も沢山ありますが、私は別の所で仕事した事はあり、こんなギクシャクした所は初めてです。この事は絶対自分の職場の耳に入らない様にお願いします。辞めようかと何度も思った事はありますが、子ども達の顔を見るとやっぱりできない・。子どもは本当にかわいい！あと1人でも職員1直接処遇が現場にいてくれたらなあ一と思うことがよくある。そうすれば子ども1人1人に関わることも多くなると思う。現実入所児童の中には、行為障害と診断された児童や児もおり、その児童に影響され辛い思いをしている児童もいる。同じ空間の中で自閉症や知的障害の児童も生活する。今の施設の入所児童皆が“安心して生活する”ことは、少し難しいようえがする。入所児童みんなが安心して生活する施設にしたいと思い、たくさんの職員が日々励んでいるのだが。員が長く、続けられるような環境ではないと思う。特に女性に対するフォローが少ないと思う。』員不足の為、オーバーワークを強いられるのが現状であり、処遇困難児童の増加等によって、労働時間は増えていく一方である。しかし、職員がそうした努力をしても、今の職員配置では、もたちに対して満足な関係を持つ時間が足りないと感じている。一86一高橋他二2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究勤務時間が長く、疲れがなかなかとれない。施設内に拘束される時間が長く、時間外手当がほとんどつかないのが現状。勤務時間が変則的なので、勤務のある日は友人（職場内外共に｝会う全くできない。ただ、私の勤務する施設は4週9休（原則として2連休3回、3連休1回）なので、自分の時間はもつことができる。潰1人がとれる有休目数は限られている。以前に比べて難しい子ども（被虐待次が増え、子どもと関わることの難しさも増している。その中で養護施設数も削減され、東京都には情緒障害児もなく、一人の職員にかかる負担は大きくなっている。対子どもの仕事だけではなく、施設行事や施設内の｛賂粉掴こより、1日8時間労働内では、行いきれない現状である。出来る事なら、数を増やしてもらいたい。　どもとのトラブル、子どもへの対応で悩んだ時に、先輩方が話しをきいてくれて、アドバイスや励ましの言葉をかけてくれる。職員関係にはとても恵まれた環境であると感じている。仕事をすで職場の人間関係は大切なものであると思う。素晴らしい先生が沢山いる。経験の有無を問わず色々な事を教えて頂ける。建設的つながりがメインなので、もっと自分の考えを互いに職場内で言えるといい。グチッても仕方のない問題は沢山ある。現状を受け止めて、自分にやれることを精一杯やるだけ。今後の児童福祉の動向に期待．職員数の不足。6・1で子どもと対応できていない。休みの関係で職員が足りない時は、子どもをほとんど見れていない。どもの数に対して、職員数が少ない。その為、手のかかる子にかかりっきりになってしまうと、他児はほったらかしということが多々ある。ども達の生活の場という事で、どうしても時間が不規則であったり、時間外の勤務が多かったり、休日が取りにくいなどの事がある。仕事の内容以外でも、勤務椀況等から、職員のストレスやになっている部分も多いと感じる。又、子どもの人数に対して、職員が少ないのではないか。大人の数が増える事で、子どもに対してのゆとりも出て、ひとりひとりをもっとじっくり見ていける思う。これらを含む、色々な所の改善で、より良い職場環境になり、色々な人が働きやすい場になる事を願う。毎日の業務におわれて時間が過ぎてしまい、子どもとのゆとりのある関わりができない事が多い。また、勉強会や研修に参加する事も少なく児童養護施設職員として、やるべき事が何なのか、と真剣に話し合える場が、あまりないと感じている。職員同志もっと、自分の意見を出し合って、子どもにとって何が一番大切なのか、必要なのか、みんなで協力しようという雰囲気がほしい。児童に対して職員数が少ないのが現状で、あわただしく過ぎてしまい、ゆっくり1対1で向き合うことが難しい。私も施設に配置されるまでは、全く無知、無関心でしたが、やはり、虐待他、現代社会における児童問題、教育問題について、社会一般の意識、認知度の低さを感じます。これを知らせていく（）ことも、我々の仕事なのかと思い始めています。職場環境にっいて思うのは、自分がしんどく思う事もが、何よりも職員の少なさにより子ども達に充分なケアをできない事が心苦しい。働きづらい環境は長く勤めていくことを妨げる。私達チャドケアリーダーがより良い状態で長く働く事は子ども達が心をやすめ、成長していく生活の場に施設がなるために最も必要な事だと思う。職員全員が集まる事がないのでもっとその機会を増やしていき、少しずつでも子どもにとってどうする事が大切なのかを考え、みんなの協力があってはじめて子どもへの愛情というのが少し注いであげられると思います。有給休暇がとれるといっても、勤務上、とりにくい。旅行等できない。昔からの伝統が根強く残っているのを感じる。視野がせまくなりがち。自分の職場に関して言えば、男性職員には園の公用車を利用して児童の通院等の送迎が可能だが、女性職貝には公用車の利用が一切認められていないなど、理不尽な差別が根強く残ってい。また、園内での児童指導員と保育士の業務内容がほぼ同一であるにも拘わらず、対外的な会合への出席、折衝等は児童指導員に割り振られており、極めて不公平な職制となっている。・住み込み職員に対する子どもや他職員の理解が足りない。・悩みなどを相談する時間がもてない。・子どもの対応について他職員と意見交換する機会が少ない。家庭に変わる環境として小舎制などの制度が導入されているが、職員の負担が大きい。せっかく子どもたちには良い環境で生活できるようにと考えられていても、それを支える職員の保障もカえられなければ、この仕事はやっていけない。この仕事は長く同じ子どもとつきあってこそ成り立つので、長く続けられないのでは、子どもも不安定になるので、悪循環であると感じる。児童養護施設の必要性が少しでもなくなればと思うことがあります。というのは今の社会での家族のつながりの小ささ、うすさを感じるからです。もっとちょっとしたことではくずれない家族のつオりがあれば施設への入所をやむをえない子は減るのではと思ってしまいます。滅ってくれたらいいなと心から願います。どもの親に問題がある場合（心理的ケアが必要な場合等｝施設職員としてどう関わっていけばようのか、また、児相とどう協力していけばいいかよく分からない。潰配置数の増員への取り組みが遅すぎる。・いろいろな職員がいて、触発される事が多い。・時間がたつにつれて子ども達と関係が深まっていく事がうれしいです。日々の超過勤務に追われ、子どもと向き合うのがしんどくなることがある。子どもとの時間を大切にする為にも職員側の自己管理をしっかりしなければと痛感している。設問や選択肢に偏りが見られ、幅が少なく感じた。時に問31−1の選択肢の幅がせまく、子ども相手の仕事をしている人に、よろこび、充実感を尋ねていて、子どもに関する答えが少なく、馬鹿にれているように感じました。14年度より、学校週休二目制導入により、さらに、土、日、の勤務は厳しくなります。職員の増員等、考えないと大変な榔況になります。景境として自然豊かで地域、学校の理解もあり、子どもにとっては良い環境だが、まだまだ理解のあまりない人、場所的にあまり知られていないのではと思う事がある。より良い理解を多くのして頂きたい。時間外労働はやむを得ないと思う。時間外手当と言っても制限はあるわけですから、その辺りの保障の枠を広げてもらえたらと思います。今現在私の施設は、事務に入っている職員一人が指導員と兼用で働いており職員の数が多くて入れられないと言い新しい職員を入れてくれない。15人の幼児、小学生低学年を一人でみている。の中にダウン症児もいて、落ち着いて作業に取りかかる事が出来ない。事務長がいて、この者が金銭面を管理しており何にどれだけ使われているのか表してくれず、お金がないと言って冷個時間を削ろうと常にする。猫が施設に住みついており、この者が餌を買って与えている為住みついてしまっている。その餌代もどこから出ているのかわからない。寄付で頂いたお金やお米一87一日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集いつのまにか子どもには袋だけ返ってきたり、ぬいぐるみも一番にその者が取って持って帰る。他の職員、担当者には意見を言わそうとはせず、違う意見を述べると放送で呼ばれ、子どもの目1でもあなたは間違っていると言われる。好きな子どもに対し里親が着くようになると、何か不満を言い壊そうとする。行事にも担当職員全員を参加させてくれない。早く勤務時間に帰れというがそ事や何かの事情で遅くなっても残業手当は出ない。日曜は事務が休みで、職員が少なくなるのが嫌なのか、休み希望を出すと、なぜ休みたいのかさんざん理由を聞いてきて、仕方がないか’ませると言われる。自分の好きな行事でなかったら参加しない。ある職員が扶養手当をもらっていたのに、急に打ち切りになり今まで払わなかった分を返せと言う。理事長と一緒になり、職の食事会なども好き嫌いで決め、呼ばない者もいてこそこそとしている。外食を勤務時間にしている。人の悪ロやプライベートの事をうわさして楽しんでいる。子どもによって態度も違い、物でどもをつなごうとする。毎日日報というものを書き、休憩時間も取れていないのに、取れてるように書くよう言われている。このように仕事場が、上からおさえられている状態なので、気分的にもんどい気持ちになり精神的につかれてくる。その職場の改善を常に望んでいる。・上司が勝手な行為をした時、子どもの問題ではなく、大人のチームワークなので、その事について指摘できない。・勤務時間内に終わらせたい。全く同じ業務をしているのに、保育士と児童指導員の待遇の違いに憤りを感じることがある（社会福祉士の受験資格の実務経験は児童指導員なら認められるが、保育士では認められない）。もっと保育士の軒『性を認めてほしい（養成過程の見直しも必要かもしれないが）。生活の中で仕事をするということは、勤務時間で簡単に区切れるものではなく、又、記録のまとめや個別の対応オど時間外での対応が多すぎる。それが手当にさえつながらず、心身ともに厳しいと感じる。小規模化1入所定員の減少）でも運営に支障がでないよう、もっと待遇面の向上を望む）今はささいなことも問題になる世の中ですが、そんな中でも保育士と子ども、又は職員同士の良好な関係が作れればと思う。担当児童が問題行動を起こしたり、施設内で暴れたりした際、ロでは皆で見ていこうと言う割には担当の職員任せになり、何かあると担当している職員の指導不足をたたかれ、その子だけが、．いわけではないのに、常に悪い刷こ見られ、受け入れてもらえず、疎外されてしまう時に、どうやって周りの職員にその子の良さを分かってもらう事ができるのか？疎外されている事をその感じ取り、担当職員の言う事しか聞かない様になったときに、どう周りにつなげていけぱいいのか困ってしまう。周りの連携がとれていなくて問題を悪化したり、悪い方向へ向いてしまう時がり、どうしたら、その子自身を理解して対応してもらえるのか？難しい問題はある。大舎制から小舎制へどんどん変わる中でやはり職員不足を感じる。当園も小舎制へとリニューアルし、宿直回数がこれまでの倍こなった。職員の負担が増すと、どうしても子どもへのサービス底下しがちになる。現状ではいかに職員がリフレッシュして仕事とプライベートを充実させるかという課題が大きいが難しいことも事実。どもを育てる環境としてハード、ソフトの両面がそろっていない。ムの勤務している職場は休日が必ず週に2回保障されていて、女性職員は生理休暇が必ずもらえます。1日の勤務時間は、どうしてもこういう仕事上8時間勤務ではおさまりませんが、とてもいローテーションで、仕事ができていると思います。私はとても働きやすく、この職場が大好きです。上司や先輩に尊敬できる人がいない。自分にとって「この人についていきたい。」と思うような人がいないので、いつもやる気が起こらない。施設が何十周年と経っており、施設自体が古く、特に冬は隙間風が入り、子どももさぞかし寒くて辛いだろうといつも思う。労働時間は法に定められているが現場では時間にけじめがなく困る。また勤務が上がったにも関わらず（長時間仕事に励でいる事が美徳という雰囲気があり）後ろ髪を引かれる思いで帰るので辛い。結婚してもいつまでも働けるような職場環境であって欲しいと思う。園児で虐待児が増えてきて、職員の勤務体制がかなりハードな事が続いている。職員が少しでも多いか園児が少なければ解消されるのではと思う。『職としてのスキルの向上が必凄。また、スキルトレーニングの場がまだ少なく、それを受け止めるだけの体制も今の養護施設には整っていないのが、現状であり、そのことがとても残念。どもの基本的な生活の場であり、本来なら安らぎの場となり得る所だと思うが、その為にも、職員の人間関係が大いに子ども達に影響してくると思う。チームワーク、意識統一、と個々では行一3い事が多い為、職員の勤務体制の見直し、職員の増加等、改善すべき点は多いのではないかと思う。現在の状態では一人にかかる負担が大きく、プライベートを仕事で削られる事も少なくオい。入所理由が様々であり、指導や問題行動も多様化している中、環境も整える必要があると思われる。どもと日々関われることの喜び、責任の重さは毎日感じる。ただ職員体制がやはり子どもの数に対応しきれていないのが、現状で、職員の負担は大きいとも思う。また、虐待などの難しいケスも増えてきていることで、そういった子どもへの対応に、今の体制では限界を感じることも少なくない。このままの職場環境では、燃えかすになりかねません。是非とも改善してほしい。自分力が立ち上がるべきなのかもしれない。でも、目々の過重労働の中で、そこまで自分に余裕がもてません。このままでは、子どもも大人も壊れていくばかりではないかと先を案じている。多少の時間外労働や休みが少ないことは承知の上でこの仕事に就いたが、職場の人間関係の悪さから、子どもの処遇にマイナスの影響を及ぼしてしまっているということが一番の不満であり、負担である。チームワークさえ、上手くできていれば、解決できる問題がうちの施設にはたくさんあるように思えるが、ハッキリとロに出して意見を言えない自分自身にも腹が立つやら情けなしやら…。大舎制で、職員数も少なく、子どもが溢れかえっているような所だが、工夫と努力次第でなんとかせねばならないと、皆がそれぞれに思いながらも、相互理解、歩み寄りができず、ただの愚痴の言い合いで終わってしまっているのが現状だ。うちに措置されてきたばかりにいろいろな苦労（苦痛といったほうがいいかもしれない）をさせてしまっている子ども達に申し訳なく思いオがら、日々の生活をとにかく怪我なく安全に過ごせるように、保育することで精一杯である。目常生活の中だけでも、大人の目の届かない場面が多くあり、毎副可事もなく無事過ごせるのが不思・3くらい、いつどこで、大きな事故が起きてもおかしくないシステムであり、建築構造である。そんな中でも自分に出来るが限りのことをしようと、毎目努力しているつもりだ。虐待児が増える中、心理的なカウンセリングを定期的に行ってほしい。小舎なので配置できないのではなく、配置してほしい。超過労働である。もう少し自分をリフレッシュできる日が欲しい。日々疲れており、イライラしている。閉鎖的である、施設内しかみていない為、1つの意見に流されすぎ。もっと視野を大きく持ち、員も世間に目を向けるべき。とにかく休みが少ない。月に6回しかありません。どこの職場でもあり得るかもしれないが、閉鎖的で、働いている私達でも現状がどうなのか、私たちの処遇はどのくらいのレベルか分からない。どれだけやっても「足りない」と感じるのはそのいだろうか。方向性が見えにくいなあと感じる。自分でもどこに向かっているのかよく分からない。スーパーバイザーとマニュアル化は必要なシステムだと思う。しかし研修へ行っても、自分の王は恵まれていると思うので、子どもの処遇もそれに比例していけるよう、少なくとも反比例しないよう頑張りたい。一88一高橋他　2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究私たちの施設は保育士の意見、要望がほとんど通りません。「どうせ行ってもムダー』と、みんなあきらめてしまっています。しかし、それではこのまま施設の質が向上せず、犠牲になるのは，，子どもたちです。指導員と保育士がもっと連絡、相談し合っていけたら…と思います。私は自分のこの仕事が大好きです。だからこそ、かわいい子どもたちのために、私が出来る精一杯の一をしてあげたいです。整理整頓も含め十分にできていない。チームワークができていない。仕事をする人に仕事が増えていく。私達の施設は人数的には他の施設より多めですが、小舎ということもあり、実際には皆ギリギリのところで働いています。心の問題を多くかかえ、ストレス社会の中で生活している子どもたちに、りよい働きかけをしていくためには、私たち自身のストレスケアもしっかりと行っていかなければいけないのではと感じます。また、関わり方の難しい子どもが多い事も現実であリ、心理の｛貝1ら常に軒『的にサポートしていける存在がより求められてくると思うます。（職員内外問わず）・時間外勤務（ボランティア）が当然なので、休憩塒間・有給など定まっている制度に順応してもらいたい。・長年働いている指導員が偉い、その人の言う事ならちゃんと聞く、周りもきちんと言うこできないという雰囲気がしんどい。・行事になると係の先生に任せきりで、自分の仕事だけをこなしておけばいいという考え方が悲しい。人手不足であり、子どもとの1対1の関わりが充分に出来ない事が不安です。　日景境は本当に大切だと思う。子どもとの関わりも職員との関わりもどちらもが互いに影響する。だからこそ一方が良い環境であるならば、もう一方も自分自身、また他の人からフォローすがわいてくるのでは。毎日子どもとの関わりが、職場環境において良い雰囲気の中で、心覗やかに作り上げていけますように。家庭にとってかわることはできない。・現在、私は臨時職員という待遇で仕事Wしています。そのために賞与がなく、つらい状況です、職務（勤務）時間は同じなのですが、賞与がないのは、正直納得できません。・子ども達にとっ、私達の施設はかなり田舎にあるので、交通の便が悪く、多少、他施設に比べると、生活面で差があるかと思います。・心理的にも、身体的にも細やかなケアが必要とされるケースが増えている中、児福法で定められている子ども6人対職員1人では、限界がある。せめて、3人位が理想、であると感じる。・子どケア、権利はよく耳にするが、職員のケア（心理的）を公的に保障して欲しい。員同士、何でも言い合える雰囲気をつくり、1つのことに向かって皆で頑張っていける環境をつくりだす。大切なことですね。寺にないが、子どもの前で他の職員をけなす、悪ロを言うのは絶対に良くない。職員間だけで済むところはなるべく子どもや外部にもらさないようにするべきだと思う。公立で職員の移動なく閉鎖的。子どもに対して、絶対的優位になりがちなので、自分の言動を客観的に観る場（ケースカンファレンス、スーパービジョン）は必要（だが、勤務している職場にはオ）。お山の大将になってしまうのがおそろしい。大舎制で人数が多い為、1人1人とじっくりと関わる時間がない。そういった時間を作ろうと思えば、どうしても勤務時間外になってしまいがち。晶に子どもが安心して生活できる環境づくりを、共に生活している職員が意識S、資質の向上を目指せるような職場環境であって欲しい。潰の業務が多いと感じる。担当人数を減らし、職員の数を増やしてもらえればもっと子どもとの関係づくりに余裕をもって取り組めると思う。当直勤務が大変である。職場環境では、職員のチワークが大切と考える。先輩職員の意見が強すぎ、こわさもあり、まわりの職員が意見が言えない。又、言っても意見が通らないことが多い。ある職員の性格上、職員間のムードが悪い時があり、やりにくい。虐待などで入ってくる子が増えている中で、一人一人に個別に関わっていきたいのですが、多人数を相手にしなければいけないので、なかなかできません。特に年の上の子がみれないことがくなります。子どもの人数を減らして、こちらもゆとりを持ち接していけたらなと思います。公立施設なので、民間より恵まれてはいると思いますが、児相から困難児が回ってくることも多いように感じます。周囲をみても、自分も含めて、若い職員ほど仕事は仕事と割り切ることが難しく、れが長い労働時間につながっているように感じます。公立のせいか、ほどほど、手当てはつきます。ただ、どうしてもすぐ疲れてしまうので、休みが増えるのが、自分は何よりうれしいです。自自身が職場外で充実していると、仕事にも新鮮かつ前向きに取り組めると感じます追伸：福祉以外の学卒者として福祉職を受けるに当たっては、高橋先生の放送大学の講座で多くを学ばせきました。今後のご活躍をお祈りします。筒神的負担を和らげる為にも相談し合える人間関係が必要。人と関わる仕事だからこそ、職場内の対人関係が健全でなければ続けることができないのではないか。ムの施設は栄養士といっても調理内の仕事もするので、栄養士の仕事を勤務外で行わなければ間に合いません。休Bや仕事を終えた後などを利用し、施設全体が勤務外を作って働くのが当．．’いう雰囲気なので、定時に上がる時、有給をとった時など、とても上がりずらい。施設内での連携は保育士や同じ年齢の方等とはとりやすいが上司とはとれない。職員のチームワークはあ、上下はっきり分かれている。職員会でも意見を言えない雰囲気があり、自分の意見を強く言う事ができない。連続した休日をとる事ができず、友人と長期旅行や、土日休みではないので、帯も合わずリフレッシュする事ができない。時間外勤務も、月5時間までしか支給されず、毎日勤務外に行っている栄養士の仕事は時間外に入れる事ができず、夜までの勤務だと午前O時をる事も頻繁。もう少し勤務体制を良くし、時間内で上がる事ができ、きちんとした給料体制をとって欲しい。・子どもの関わりに関しては、難しい子どもが増えている中で、職員間のチームワークが何より必要だと感じます。子どもについてどう関わっていくかの話し合いが職員間でスムーズに行えるにKなれば、一人の職員が抱え込むことも少なくなると思います。・勤務に関して、交替勤務であるにも関わらず、早朝から深夜まで勤務することが多く、この梼況が当たり前のようになってしす。早く帰れる日は帰るように、できるだけ勤務時間を守るようにしたいです。数年で辞めてしまう職員が多く、ベテランの指導員が育たないのもその結果の1つだと思います。結婚したら仕ける事ができません。入所してくる子は年々難しいケースであり、職員としては常にステップアップをはからなければならない。こういった梼況の中では、職員数を増やして欲しいと日々感じる。一人一人の子どもに冒だけの愛情を注ぐ為には、厳しい現状がある。一89一日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集笏っいてやってくる子どもたちに対する治療的な関わりが求められており、現場より治療的な関わりとしたいと思い、精一杯努力しているが、多くの子どもを少人数のスタッフが見なければならオ現状で、子どもも職員も苦しい状況であると感じる。もう少しゆとりや余裕の持てる職場環境になると良いと思うが、そのために、自分が何をしたらよいのかは実際のところわかりません。　　景境はそれほど悪くないと思う。長期休暇（5日間程）が年に1回とれたらベストだが、日頃の勤務体制には問題はない。上司には広い視野と心で部下を見守ってぼしいと願う。経験年数や萎（家庭を持っていない）ということを言葉にして物を言わないでほしい。損のチームワークを大切にし、目常生活がスムーズに出来る様、整理整頓を心がけ、話し合う機会をいっぱい持ちたい。　どもを処遇するにあたり、もちろん子どもが中心だと思うが、それをちやんとやるには職員同士の連携がとても大切だと思います。ただ連携ではなく、上のものが下を育てようとする気侍ち、、相談が出来る環境など。当たりさわりのない事だけを言うのではなく、本気で（本音）注意したり（本当なら上下関係なく）話し合える事が必要かと感じます（この注意したりは業務全般です）　どもは元気に自由に遊びたい、生活したいと思うし、こちらはきちんとしつけたいと思う。そうすると叱ってばかりの毎日になってしまう。職員として、何が大事かを見極めながら、のんびり、ゆくり関われたらと思う。子どもたちは正直。子どもに信頼される大人でありたいと思っています。員数が増えればもっといいケアが出来るのにと強く感じる。また週休二日制をきっちり取り入れたら、もっと心に余裕をもって子どもに接することができると思う。不規則勤務も休みが思うように取れないことも、それをわかっていて就職したので、それ程不満には思わないが、入所児童の多さと職員の少なさ、それに伴う労働時間の長時間化には耐えらい。また、幼児部と学童部の職員間の隔たり、現場職員と施設長の認識のずれも非常に不満である。もっと現場の職員同士、連携協力し、少しでも子どもにとって良い処遇をしていきたいが、　員、他部署の職員に気を遣うあまり子どもにシワ寄せがきているのが現状。職員配置基準から変えないと現状を変えるのは無理だと思う。このままでは子どもがかわいそう。地方の養護施設は、井の中の蛙。向上しようという空気がないし、自ら開いていこうとする施設に欠けていると思う。だまだ、“ボランティア精神”が強く残っている。というより、仕事と思えば子どもとの関わりも上限、最1邸艮という範囲がでてくるが、実際はそのような次元では片付けられない。やはり子どものめにと考えると、私達のかかわり次第で、子どもの成長を大きくかえると思えば、やはり最大限の努力をしていこうと思う。してしまい、自分の負担が大きくなってしまう。人間関係がとても大切だと思います。又、それぞれが疲れていることで、職員同士の関係も子どもへの処遇にも影響がでてくるのだと思います。先輩から、職員として認められない時（あの人ではなく、“あの子”と言われているのを聞いた時がかなりショックです）。先輩との関係で居場所がない時がある。この仕事を始めてまだ2年目だが子ども達にとって母親がわりである自分と職場を離れた時に、ふと普通の20代の自分であることに気がついて、けれど、仕事が休みだからといって割り切れオ部分もあり、休目出勤であったりと、気持ちの中で、ゆっくり休めたなあと思えることがあまりない。・自分一人で抱え込まず、施設内職員間でコミュニケーションを充実させること、チームワークの大切さを強く感じます。・職員間（上司、後輩問わず）で自分の意見が言えること、職員会議で発言・雰囲気をつくること。・地域、他施設との交流を充実させること。　員数が足りない。ということを日々感じます。何らかの事情があり、親と一緒に暮らす事ができない子どもたちの心の傷は半端なものではないと思います。それに対し、日常の業務に追われ、分な心のケアができていないことに強いストレスを感じます。中にはADHD症状の子どもや知能の低い子どもなど、一対一での関わりが必腰なケースもあります。現状では、そういった子どちにどう対応していったらいいのか、どう手をかけていったらいいのか、答えが得られないままです。職員数の増加、情短施設の充実が必要ではないか、と思います。　どもの定員を増やし、職員の数も増えた分、無責任な人が増えたように感じます。養護施設は家庭のかかわりなのに、うちの施設では家庭の｛贈1にはなっていない。ただ寝る場所、食べるeがあるだけにすぎないように思います。もっと全職員が協力して指導していけたら、と思います。ムの職場は大舎制である為、トイレがもっと近くにあったら・…、台所がついていたら…と感じることが多々あります。しかし、現実として改築は難しい痴況です。このような中、子ども達は日々施設で過ごすのであるから、少しでも家庭的な雰囲気を出す努力が必要です。忙しさに流されそうになる毎日ですが、職員間で、少しでも気になる点を言い合い、お互いを勅敷していくことが、どもに反映されていくと思っています。自然がたくさんあって、環境については、とてもいいと思うのですが、施設が古いため、子ども達にとっては、不便な面が多々見られ、改善できないものかと考える事があります。全部という事1い事なので、少しずつ便利になっていけたらいいなと思います。　　思うことだが、暴力はいけないからといって、同学年同士のケンカもすぐに止めさす傾向がある。だが、まともにケンカもできないような（ケンカのやり方、ルールを知らない）子どもが育、将来、刃物を持ってムチャクチャしだす人間がまだまだ増える気がしてならない。ムがここに初めてきた時何か癒されるものを感じました。ここで働いている人達に囲まれて生活する子ども達もそういうものを無意識のうちに感じて生活しているのかなあと感じます。保育士、書、セラピスト、医師、看護婦、多様種の資格を持った人達の集まった良い環境だと思います。様々な意見交換ができ勉強になります。杁みの為、自身の時間を確保することは大切だと思います。ただ休みの目でも否が応でも関わらなければならない事も多く在る。休日だけでも外で過ごせる部屋（寮）があればと思う。一員数を増やし、軒『職の人が入ってほしい。潰のメンタルヘルスを考えるべき。　どもに対する処遇は1つの「子育て』。いろんな考え方、感じ方をの職員がいて、いい面もあるが、処遇方法に差が生じたり、子どもがそれによって迷ったり、反対にうまく利用してしまうことも。ある程度思いを共有できる職員が、小さい個数の中で、子どもの思いに応じやすい環境を用意しなければ子どもはうまく成長できない。又、負担が大きくならないよう社会が受け皿を用，、必要もあるし、閉鎖的にならぬようある程度の透明さと、職員が外へ出て行く又意見を受けることができるようになるべき。各施設で試行錯誤しながら取り組んでおられる所も多い。それらがうく機能していくためにも、同じ保育だからといって保育所と対数を同じように考えられては困る。「生活』と「外出先（？）」時間の長さ、かかえている問題の大きさ複雑さを考えれば「6；1」では収きれないのがわかるはずだと思うのだが。調査、統計され、それがしかるべき機関の認められるところとなり、現場へ反映されるよう切にお祈り申し上げます。ただr成長」し、大人にするので一90一高橋他　2．児童養護施設職員の職場環境に関する研究はなくて、「社会の一員として、よき考えをもち社会を担っていける人間」への「成長」ができるように。それがひいては日本という国を立て直し、世界平和へと遭進していくことに繋がると思う。員の数がもう少しでも多いと時間外での子どもとのかかわりがへるのではないかと感じます。小舎、断勤、各家の食事（職員が作る）でとにかく調理に手をとられ、今の職員数で休日をとってしと時間外（現在は経営云々…で手当ては全くつかないが…）での子どもの関わりが結構ある。研修や自己学習で、不満、不安が多く出てきて、自信もなくなってしまいます。施設という中に生活していると、だんだん施設の常謝こなれてしまい、自分の感覚にズレが生じたりするので休日なども有効に利用して広い分野の方と関わりを持ったり視野を広めることも大と感じます。なかなか実行できませんが・…。家族（家庭）的で、良い雰囲気なのだが。職場環境は決して良いとは思えないが、我々の気持ちひとつで、よく感じることも悪く感じることもできる。転勤があるため、長年に渡って子ども達を見てゆくことが出来ない。長くても5年で移動しなければならないため、子ども達はいつまでも落ち着かない状態が続く。家庭を持ったりしても、職員が長く勤められる職場環境をつくっていく事が大切。今後、更に多様化する中で、職員の質の向上が大切。やりがいのある仕事だが奥が深く、今時の中・高生の養護はむずかしく、迷うことが多く非常に行き詰まりを感じている事が多い。駆の児童養護は大変難しく思う。異性の交際、帰園時間の問題、アルバイト、学力低下、喫煙等々、様々な問題を抱え、一日8時間労働では思うように対応できない。スーパーバイザーが必要。施設内職員ではなく軒『性が必要。他の視点又は客観的に見る事ができる者。・結婚しても働く事ができるような環境作り。・職員間の交流の場がもっと必要である。子どもの為にも長く勤務すること。その為に早急に職員を増やすこと。　　　人間関係については、大体満足している。子どもとの関係は常に難しい問題をはらんでいるが、その部分が仕事であるからしかたないと思う。勤務時間についても、あまり休むと、子どの関係が難しくなるので、ある程度はしかたがない、ボランティなどの活用で、外部の風を入れて、子ども達によい刺激を与えたい。入所児童の多様化している現在において、心理的な処遇の在り方について悩むことがあり、この課題をどう解決すべきか、又、今のままの施設のあり方では、大きい問題にぶちあたるような　感じるこの頃だ。今までのオーバー勤務や休日出勤を考えると今後結婚をしても仕事を続けていけるのか不安。時間で区切れる仕事でないので私生活や仕事に無理が出てきたら、早めに決断しようと思う。　　の職場環境について特に問題となることはないように感じる。心理職の職員もおり、定期的に外部からスーパーバイザーが訪れる。職員間の人間関係についても良好で軽い冗談から子ど悩みまでお互いに言…泄る環境がある。他の施設の話を聞くと、大変なことが多いようですが、（子どもの処遇については、いつでも悩みはありますが）楽しい毎目を送っています。員の定員が増える事を願っている。老人の施設と比べ児童の方は、比べものにならないくらい地味で暗い雰囲気があります。又、設備1つ1つにしても児童施設の方にもっともっと目を向けて改善してほしいと思います。子どもに1来があります。それをもっと分かってほしいです。とにかく、労働時間が長すぎ。オーバーしすぎていることに疑問を感じる。ましてや残業手当もないのに、おかしいと思う。蹟の精神的安定を元に子ども達の情緒の安定も図られるものだと感じました。職員間での協力体制が一番大切だと思います。とても厳しい。労働時間が長く、休みが少ない。給料は減る。結婚したら続けられない。精神的に参ってしまう職員が多い。職員が長く続けられる環境を整えなければ、良い処遇ができる職員がたないと思う。　ども（入所児）の人数に対し、職員の数が規定通りだから…・とはいうものの、実際現場の処遇は大変である。一体一の関わりも十分にはできず、他の仕事に追われたりして気付けばあっとし間に帰宅時間になっていたり…と、子ども達とのんびりと十分に関われる時間がないのがいつも少し引っかかっている事です。ロ員の数がどんなに少なくても、施設の生活を営むことはできますが、あくまでも、最1邸艮の養護しかできず、子ども1人1人を見る余裕はできません。今、私の施設は本当にギリギリのライン・員が働いています。結局、被害を被るのは子ども達です。私達の気持ちが疲れていれば、それは直に子どもに伝わるので、無理に無理にに重ねてがんばり、体調を崩す者もおります。人充実さを切に願います。　　が当然とされているところがあること、有給休暇もとりにくい状況なので、精神衛生の健康を保ちながら働くには、まずその点を改善してほしい。1人の職員に対する負担（課せられるイ容）が大きいので、もっと効率良く仕事ができる環境にしてほしい。　　景境の不満や不服は取り上げればいくつもでてくるものと考えます。しかしそれを打開するには勤続年数の長いものであれ、浅いものであれ、お互いに意見を聞き入れるよう気を配りあ一職員間であることが肝心だと思っています。そのような職員集団であればおのずと勤務間題にしろ児童処遇に関することにしろあらゆる不満や負担感を解消していく糸ロになっていくのではオかと考えます。実質2交替のため、法律上は学童6人1職員1人であるのが、学童12人：職員1人となり、児童の状態にもよるが、時としてキャパシティーをこえてしまう時もある。情短施設も本県にはないた童養護施設より、惰短施設が適当の児童もいることにより、職員、児童にとって過度の負担となる。・経験年数に関わらず、会議等でも自分の意見を自由に言える雰囲気があれば、今以上に処遇の向上につながると思われます。やはり良い環境、人間にかこまれており、良好な環境ではあると思う。しかし、やはり、どこか“閉じた”所、部分があるのではないかと思う。パードで当然、ハードでなければうそな職場、と頭では分かっていても、その理解を上回るハードさがある職場だと思う。・もっと社会全体の理解が欲しい。ゆっくりと子どもと生活がおくれるような環境（施設の大きさ、子どもの定員など）一91一日本子ども家庭総合研究所紀要　第38集どものより良い成長を考える中で、今の職員配置痴況は適切ではない。子どものためにも職員間のためにも・…。各施設によって実情等異なるのだから職場環境も異なってくると思うのですが…・。自分自身の素行が正か否なのか悩む事が多い。人それぞれの考えの統一がむずかしい。職員が少なく、施設の環境も狭く、勤務体制も悪い。休みが少ないのもあり、職員の心のケアをできる時間が十分にろれないのが、現状であり。研修も少なく、専門知識を新たに学．ヌ機会も不である。まずは職員を増やし、心にゆとりをもって、子どもと接することができるようにすrのが大切。そして産休制度など、女性職員が職場復帰できる体制が子どもにプラスだと感じます。・施設長がもう少し職員を信頼して、仕事を任せてくれれば、もっとやりがいが出るし、ストレスがたまらない。・職員同士がもっと本音を言い合える職場を作りたい。・施設長がカのある職員に5ぎる。・施設全体の住環境（設備等）をもう少し改善して欲しい。・拘束時間が長すぎて、自分の時間がつくれない場合が出てくる事が不満に思う。・集団生活では対応できず、ひとりひとりの子どもと関わる時間が少ないため、中途半端な処遇になっているよ軸感じる。人数を増やしてほしい。・養護施設には色々なケースの子どもがおり勉強不足を感じる。い慣習にとかくとらわれやすく、新しい職員（自分を含め）の意見や考えが通りにくい。・職員間の意見交換の場を増やす事が必要。・一定の職員とだけでなく、施設長とどの職員とも、子どもの事や労働状況など話する場を設けることが必要。・職員数を増やす、もしくは子どもの数を減らす。・勤務時間の見直し。・園内行事が多い。・職員会議で言舌し合うがその場で決まることが少なく、別に話し合いの機会を作る為、勤務時間外でも出勤しないとダメなことがある。　員間のチームワークが整っていないと仕事もやりにくいし、子どもにも影響するように感じる。児童養護施設の職場環境においては、人手不足による職員一人ひとりへの負担も多い。予算も削られていく中で難しいと思うが、職員の人員増と職員も子どもと同様にケアを受けられるようスーパーバイザーの確保も必要である。生活の場なので仕事としてではなく、プライベートな時間まで延長してしまうことが多すぎる。また、行事が多すぎて個別処遇に手がいき届かない。蹟同士でゆっくり話しをする時間がなかなかとれず（生活の場ということで、子どもとの時間が多く流れることが）、不安、あせりにつながっている。私自身もよくあり、たまのスーパーバイザ本当にありがたい。大勢の子どもを少ない職員数で見ることのしんどさ、限界も感じる。一職員の安定のため、フォローアップがもっと必要。そこからも（もちろん自主的にも）職員の向上心、．向上がありえると思う。交替制勤務で職員間のコミュニケーションを取ることが難しく感じる。また、家庭を持っている人が優先的に休暇をとることが出来る事が平等ではないと感じる。み込み体制の必腰性は感じられますが、住み込み職員の精神面が配慮されていないように思う。実際に、今の勤務体系や労働条件の中で子どもと十分に関わるには限界があります。子どもにとって一番を考えた時に、やはり、その子に関わる職員が安定していることが大事だと思います。の現状では難しいところがありますが、それに甘んずることなく精一杯のところで子どもと向き合う気持ちは忘れずにいたいと思います。設備が不充分である。自分が今やこれからも働くことに不安を感じている。未婚ではあるが、今の子どもとの関わりながら、自分も家庭を築いて子どもを育てたいと思っているが、今の状態では無理と言える。いろいしがらみがあり、個性を認めない風があり、職員や子どもの良いところが出せないでいると思う。昔からの良いところは残し、今いる子どもたちに必要なことも考えていきながら、子どもと関ていきたい。このアンケートを是非、児童祷血去や施設基準の改正に役立てて欲しい。きれいごとではなく、現場を見てほしい。現場の声を聞いてほしい。職員がある程度満たされ、ゆとりをていないと、好きで選んだこの仕事でも、子どもに対しきつくなってしまう。1度的問題も多く残しており、職員人数の問題、労働時間の問題、多くの課題あり。り・休二日制、8時間労働など、それを守ろうとすると子ども達と接する時間が短くなり、もっと子ども達に愛情を注いであげたいと思う気持ちとあり、悩んでいます。ども達にとって、施設が常に家庭に代わるものであるように、目々心掛けていきたいと思います。まだまだ未熟ですので、子どもと共に成長していきたいです。潰の人間関係が良く、子どもとの人間関係も良い。しかし、建物が老朽化してきており、新しくできればと思う。子ども達の問題も多様化、複雑化し、施設職員だけで対応していく事に困難を感じる事も増えている。専F雅を求められるので、それに対応できる職員数、連携がスムーズにとれる環境を整備いかなくてはと感じる。思いケースが多くなる中、職員体制の充実が更に必腰だと感じます。色々な意味で、社交的にならなければいけない様な気がします。難しいケースが増え、子どもに職員が押しつぶされない様なものが、必要なのではないでしょうか。勤務時間内では処理できない事が多く、そんな中で入所児童が増加傾向にあり、各職員の勤務時間確保を危惧する。・児童養護施設そのものの軒『性が認知されず“専門性の無ざ’のみが語られ創詑持てない。「養護」は軒『性がなく「心理』はあるとのこと。ではr生活」することr改善」することは一体どのよ噛とらえていけば良いのか。・労働時間はあってないようなもの。職員は社会を知らねばならないのに、社会に自ら出て学習する機会がない。世の中は週休二日、施設はさらに忙しくなり、れるかどうか？入所する子どもの質、家族の様子が変わっており、勉強不足を痛感する時がある。忙しいをロ実にしてはいけないと反省しつつ過ごしている。どもとの関わり以外の事務仕事や行事や物品等の諸準備で、子どもと関わる時間が少なく、また担当人数も多いと申し訳なく思うことがある。一92一

